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＜は し が き＞ 

 

本報告書は、平成 23 年から平成 27 年度に実施された新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロ

ジー：分子標的と活性制御」（略称 ケムバイオケム）の研究成果をまとめたものである。 

生物が生産する天然物リガンドは、魅力的な構造と生物活性をもつ。近年、天然物の作用機序へ

の注目が高まり、天然物は生体内で複数のタンパク質と相互作用する「鍵束」のように振る舞うこと

で活性を発現することが分かってきた。この複雑な性質の一方で、その標的選択性をチューニングで

きれば、医薬品としての副作用低減や生物学ツールとしての有用性向上が期待できる。本領域では、

天然物リガンドを複数の標的をもつ「鍵束」と定義し、その標的決定と標的選択性のチューニングに

よる活性制御を目指した。 

本領域は、医学、生物学、構造生物学、計算化学の異分野研究者に参加を求め、「A01 班：分子標

的探索と生物学的評価」、「A02 班：天然物リガンドの探索と合成」、「A03 班：標的探索・合理的分子

設計の新方法論」の 3 班構成で研究に取り組んだ。具体的には計画研究 15 件（平成 23 年度より）、

第 1 次公募研究 35 件（平成 24 年度より）、第 2 次公募研究 42 件（平成 26 年度より）からなる体制

で、この挑戦的課題に取り組んだ。5 年間の成果として、天然物リガンドの標的決定と作用機序解明

の成功例蓄積と各種方法論開拓に成果を上げることができた。ビーズテクノロジーを中心とした各種

の手法によって、領域内で 30 件に及ぶ天然物リガンドの標的同定が行われた。Waldmann（マッ

クスプランク研究所）らは、天然物を含むリガンドの標的同定例を纏めた review（Angew. Chem. 

Int. Ed. 2013, 52, 2744）を発表した。それによると、2012 年までに標的が同定された小分子リガ

ンドはわずか 150 件程度であり、本領域の活動によって天然物リガンド標的同定の基盤整備が大

きく進展したことを如実に物語っている。これらの成果は、天然物リガンドの標的同定が既に「干

し草の山から針を見つける」（前出: ACIE 2013, 52, 2744）という不可能に近い状況を脱しつつあ

ることを予感させる。また、領域内の共同研究成果から、天然物リガンドの立体異性体を用いるこ

とで、その標的選択性をチューニングすることが可能であることが明らかになった。これらの成果に

よって、天然物リガンドの生物活性を標的ベースで理解し、構造改変によって制御するための学術的

基盤を構築できたと考えている。 

本領域の活動に、多大なご尽力を頂いた班員、研究協力者、研究分担者ならびに評価委員の方々

に、また直接的・間接的にご助力とご助言を賜った関連分野研究者の皆様に、衷心より深く感謝申し

上げます。 

 

 

平成 28 年 6 月 領域代表者 上田 実 

 

 

 

 

 

 



研 究 組 織 

 

【計画研究】 

研究代表者 所属機関・部局・職 研究課題名 ※研究分担者・連携研究者      

上 田  実 

(領域代表者) 

東北大学大学院・ 

理学研究科・教授 
生物現象を誘起する新規内因性分子作用機構  

半 田  宏 東京医科大学・特任教授 
ビーズテクノロジーによる標的探索と生物学

的評価 
坂本聡（東京工業大学） 

岡本 隆一 
東京医科歯科大学・再生 

医療研究センター・教授 
生体センサー腸上皮によるバイオスクリーニ

ング法の開発 

※中村哲也（東京医科歯科大学・ 

医歯学総合研究科・教授） 

渡 邉  肇 
大阪大学大学院・ 

工学研究科・教授 

オミクス技術による生理活性化合物の生物学

的評価 

 

小林 資正 
大阪大学大学院・ 

薬学研究科・教授 

医薬シーズとしての活性天然物の探索とその

標的分子の解析 

荒井雅吉（大阪大学） 

古徳直之（大阪大学） 

入江 一浩 
京都大学大学院・ 

農学研究科・教授 

抗がん剤開発を指向した新規 PKC リガンド

の創製と作用機構解析 
※柳田亮（香川大学・農学部・助教） 

井本 正哉 
慶應義塾大学・ 

理工学部・教授 

細胞機能を制御する新規天然有機化合物の開

拓・創薬研究 

掛谷秀昭（京都大学） 

田代悦（慶應大学） 

松永 茂樹 
東京大学大学院・ 

農学生命科学研究科・教授 
海洋生物由来の抗腫瘍性リガンド 

※高田健太郎（東京大学大学院・農

学生命科学研究科・助教） 

石橋 正己 
千葉大学大学院・ 

薬学研究院・教授 

疾患および再生シグナルを制御する新規天然

物リガンドの探索 

※荒井緑（千葉大学大学院薬学研
究院・准教授）※石川直樹（千葉
大学大学院・薬学研究院・助教） 

品田 哲郎 
大阪市立大学大学院・ 

理学研究科・教授 
高活性グルタミン酸リガンドの創製 

※大船泰史（大阪市立大学大学
院・理学研究科・名誉教授） 
坂口和彦（大阪市立大学） 
島本啓子(サントリー生命科学財団) 

渡邉 秀典 
東京大学大学院・ 

農学生命科学研究科・教授 

新規な機能を有するリガンド低分子の創製と

その基礎ならびに応用研究 
 

叶  直 樹 
東北大学大学院・ 

薬学研究科・准教授 
生理活性化合物の標的タンパク質同定 

※臼井健郎（筑波大学生命環境系・

准教授） 

木越 英夫 
筑波大学・ 

数理物質系・教授 

細胞骨格タンパク質の関わる抗腫瘍性発現機

構の解明 

※北将樹（筑波大学数理物質系・准

教授） 

西川 俊夫 
名古屋大学大学院・ 

生命農学研究科・教授 
イオンチャネルの精密機能制御 

※安立昌篤（名古屋大学大学院生命
農学研究科・助教）※此木敬一（東
北大学大学院農学研究科・准教授） 

佐々木 誠 
東北大学大学院・ 

生命科学研究科・教授 

ポリエーテル天然物を基盤としたイオンチャ

ネル選択的阻害剤の創製と機能解析・制御 

此木敬一（東北大学） 

不破春彦（東北大学） 

 

【公募研究】（平成 24 年～平成 25 年度） 

代表者氏名 所属機関・部局・職 研究課題名 連携研究者 

西山 賢一 
岩手大学農学部附属・寒冷 

ﾊﾞｲｵﾌﾛﾝﾃｨｱ研究ｾﾝﾀｰ・教授 

タンパク質膜挿入に必須の糖脂質 MPIase と

その標的タンパク質と相互作用解析 

島本啓子（ｻﾝﾄﾘｰ生命科学財団） 

徳田元（盛岡大学） 

浜 本  晋 
東北大学大学院・ 

工学研究科・助教 

天然物リガンドによるイオンチャネルの活性

化と植物 K チャネルの選択的阻害剤の探索 

魚住信之（東北大学） 

石丸泰寛（東北大学） 

福永 浩司 
東北大学大学院・ 

薬学研究科・教授 

神経血管再生のシーズ探索と階層的生物評価

系の確立 
 

関水 和久 
東京大学大学院・ 

薬学系研究科・教授 

新規リポペプチド系抗生物質カイコシンの標

的同定 
 



岡田麻衣子 
聖マリアンナ医科大学・ 

応用分子腫瘍学・特任助教 

核内受容体リガンド依存性タンパク分解機能

による新規リガンド評価系の構築 
 

松森 信明 
九州大学大学院・ 

理学研究院・教授 

ビーズテクノロジーを用いた脂質結合タンパ

ク質の網羅的解析 
 

奥野 利明 
順天堂大学・ 

医学部・准教授 

GPCRを標的とする天然物リガンドの網羅的

探索 
 

菅原 章公 
北里大学・北里生命科学研

究所・特任助教 

半田ビーズを利用した新規マクロライドの抗

炎症作用の作用機序解明と創薬リードの創製 

大村智・砂塚敏明（北里生命科学研
究所）、半田宏（東京医科大学）、 
坂本聡（東京工業大学） 

坂本 修一 
微生物科学研究会・微生物

科学研究所・主任研究員 

天然物リガンドを利用した間葉系幹細胞の分

化制御機構の解析 

渡辺匠（微生物化学研究会） 

川田学（微生物化学研究会） 

小嶋 聡一 
理化学研究所・ 

特別ユニットリーダー 

病的細胞増殖・細胞死・組織線維化・血管新

生を選択的制御する化合物の探索 

井本正哉（慶應義塾大学） 

和田昭盛（神戸薬科大学） 

渡士 幸一 
国立感染症研究所・ウイル

ス第二部・主任研究官 

肝炎ウイルス感染増殖系を用いた天然物生理

活性解析 
 

難波 康祐 
徳島大学大学院・ 

医歯薬学研究部・教授 

アルカリ性不良土壌での農耕を目指す植物鉄

輸送体のケミカルバイオロジー研究 
村田佳子(サントリー生命科学財団) 

市 川  聡 
北海道大学大学院・ 

薬学研究院・教授 

アルケン・アルキンスキャンニングによる迅

速構造活性相関ストラテジー 

細谷孝充（東京医科歯科大学） 

浜本洋（東京大学） 

不破 春彦 
東北大学大学院・ 

生命科学研究科・准教授 

実用的全合成に立脚した微量複雑海洋天然ケ

ミカルバイオロジー 
 

繁森 英幸 
筑波大学・生命環境系・ 

教授 

植物の屈性運動に関わる生理活性物質を用い

た作用機構の解明 
長谷川宏司（筑波大学） 

河岸 洋和 
静岡大学・グリーン科学 

技術研究センター・教授 

菌類が他の生物に及ぼす「異常」を惹起する

分子の探索とその活性発現機構の解明 

 

 

小 鹿  一 
名古屋大学大学院・ 

生命農学研究科・教授 

記憶改善効果をもつ特異なステロイド配糖体

の開発と作用機構 

内田浩二（名古屋大学）     

間宮隆吉（名城大学） 

西村 慎一 
京都大学大学院・ 

薬学研究科・助教 

代謝と細胞形態のクロストークを解析する天

然リガンドの探索と作用機序解析 
 

田中 克典 
理化学研究所・ 

准主任研究員 

ジアミンやタンパク質で進行する新奇イミン

環化反応の検証と活性、およびその標的探索 
 

戸嶋 一敦 
慶應義塾大学・ 

理工学部・教授 

生体機能光制御分子の創製とケミカルバイオ

ロジーへの応用 
 

犀川 陽子 
慶應義塾大学・ 

理工学部・准教授 

非アレルギー性くしゃみ反射を司る天然物リ

ガンドの探索 
 

細川誠二郎 
早稲田大学・ 

先進理工学部・准教授 

多環式天然抗腫瘍性物質の全合成とケミカル

バイオロジー 

清水功雄（早稲田大学） 

岡本真由美（早稲田大学） 

平 井  剛 
理化学研究所・ 

専任研究員 

タンパク質 SUMO 化を阻害する天然リガン

ドの合成供給と構造活性相関 
 

永 次  史 
東北大学・ 

多元物質科学研究所・教授 

遺伝子を標的とした新規機能性低分子プロー

ブの開発 
 

細谷 孝充 
東京医科歯科大学・ 

生体材料工学研究所・教授 

アジドケミストリーによる革新的標的タンパ

ク質同定システムの開発 
喜井勲（理化学研究所） 

高岡 洋輔 
東北大学大学院・ 

理学研究科・講師 

多点反応性ラベル化剤による天然物リガンド

標的タンパク質化学修飾法の開発 
 

大神田淳子 
京都大学・化学研究所・ 

准教授 

フシコクシン誘導体によるたんぱく質間相互

作用の検出 
 

相田美砂子 
広島大学大学院・ 

理学研究科・教授 

生理活性分子の分子設計のための理論化学的

研究 
 



大 高  章 
徳島大学大学院・ 

医歯薬学研究部・教授 

分子標的探索のための化学選択的修飾部位内

在型リンカーの開発 
 

高橋 栄夫 
横浜市立大学大学院・ 

生命医科学研究科・教授 

天然リガンドの「鍵」構造を解明する NMR

手法の高度化 
 

菅  敏 幸 
静岡県立大学・ 

薬学部・教授 

独自の合成方法論を基盤とするプローブ分子

の創製 
 

中村 浩之 
東京工業大学・ 

資源化学研究所・教授 

天然物とホウ素クラスターのハイブリッド分

子プローブ開発とがんの低酸素応答機構解明 
 

神澤 信行 
上智大学・ 

理工学部・教授 
植物由来生理活性物資の作用機構の解明 石丸康寛（東北大学） 

中 川  優 
名古屋大学大学院・ 

生命農学研究科・准教授 

Pradimicin の標的糖鎖同定に基づく糖鎖結

合性人工分子の設計開発 
 

室 井  誠 
理化学研究所・ 

専任研究員 

薬剤標的同定の為のプロテオミクス的プロフ

ァイリング法の改良と利用 
 

 

【公募研究】（平成 26 年～平成 27 年度） 

代表者氏名 所属機関・部局・職 研究課題名 連携研究者 

西山 賢一 
岩手大学農学部附属・寒冷 

ﾊﾞｲｵﾌﾛﾝﾃｨｱ研究ｾﾝﾀｰ・教授 
タンパク質膜挿入・膜透過に関与する糖脂質

MPIase と標的タンパク質との相互作用解析 

島本啓子（ｻﾝﾄﾘｰ生命科学財団）

徳田元（盛岡大学） 

福永 浩司 
東北大学大学院・ 

薬学研究科・教授 

階層的生物評価系を用いた脳機能改善薬の創

製 
 

杉本亜砂子 
東北大学大学院・ 

生命科学研究科・教授 

線虫胚を用いた天然物リガンドの作用機序解

明および標的因子探索法の構築 
 

有本 博一 
東北大学大学院・ 

生命科学研究科・教授 
細胞内分子の選択的分解に関する研究  

三輪 佳宏 
筑波大学・医療医学系・ 

講師 

蛍光イメージングによるスクリーニング系の

確立と天然物探索 
 

程 久美子 
東京大学大学院・ 

理学系研究科・准教授 

化学修飾導入 siRNA による 1 遺伝子特異的ケ

ムバイオケム型 RNA 干渉法の開発 
 

浜 本  洋 
東京大学大学院・ 

薬学系研究科・助教 

新規抗生物質カイコシンと、宿主由来活性促

進因子との相互作用解析 

関水和久（東京大学） 

松本靖彦（東京大学） 

加藤 博章 
京都大学大学院・ 

薬学研究科・教授 

ABC 多剤排出トランスポーターと新規特異的

阻害剤の結合様式 
山口知宏（京都大学） 

島村 達郎 
京都大学大学院・ 

医学研究科・特定講師 

立体構造に基づく GPCR とリガンドの相互作

用の解明 

岩田想・野村紀通・寿野良二・ 

林到炫（京都大学） 

松森 信明 
九州大学大学院・ 

理学研究院・教授 

海産梯子状ポリエーテル化合物イェッソトキ

シンの標的分子 
 

菅原 章公 
北里大学・北里生命科学研

究所・特任助教 

半田ビーズを利用した新規マクロライドの標

的同定と天然物探索及び創薬リードの創製 

大村智・砂塚敏明（北里生命科学
研究所）、半田宏（東京医科大学） 
坂本聡（東京工業大学） 

林  良 雄 
東京薬科大学・ 

薬学部・教授 

天然由来ジペプチド様物質ネガマイシンを戦

略分子とする創薬基盤研究 
 

岡田麻衣子 
聖マリアンナ医科大学・ 

応用分子腫瘍学・特任助教 

リガンド依存性 E3 リガーゼ活性を指標とし

た新規核内受容体リガンド評価系の構築 
佐伯泰（東京都医学総合研究所） 

小嶋 聡一 
理化学研究所・ 

特別ユニットリーダー 

病的細胞増殖・細胞死・線維化・血管新生選択
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13. 「実用的な医薬リード化合物の創製を指向した海洋天然物の合成化学研究」 ○古徳直之  日本生薬学会第６２回年会、2015/9/12、

長良川国際会議場（岐阜）（日本生薬学会学術奨励賞 受賞講演） 

14. 「栄養飢餓環境選択的がん細胞増殖阻害物質の探索」 荒井雅吉，○申多英，松本紘和，神谷謙太朗，久智也，古徳直之，小林資正 

日本生薬学会第 62 年会、2015/9/11、長良川国際会議場（岐阜） 

15. 「海綿由来環状デプシペプチド arenastatin A の新規結合タンパク質の同定」○荒井雅吉，河内崇志，高市伸宏，馬田哲也，古徳直之，

小林資正 第 57 回天然有機化合物討論会、2015/9/9、神奈川県民ホール（横浜） 

16. 「活性天然物で切拓く新規薬剤標的」○荒井雅吉 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」地区ミ

ニシンポジウム・仙台「ケミカルバイオロジーにおける天然物」、2015/6/30、東北大学（仙台）（招待講演） 

17. 「低酸素環境選択的がん細胞増殖阻害物質 dictyoceratin-C の標的分子解析」○河内崇志，荒井雅吉，古徳直之，小林資正 第 19 回日

本がん分子標的治療学会学術集会、2015/6/11、松山全日空ホテル（松山） 

18. 「Phenotypic screening による活性天然物探索と新規薬剤標的の開拓」荒井雅吉 日本薬学会第 135 年会 一般シンポジウム「天然

物ケミカルバイオロジー（３）：天然物ターゲット ID 最前線」、2015/3/28、神戸学院大学（神戸）（招待講演） 

19. 「Cortistatin A アナログ化合物の構造活性相関と標的同定への応用」 古徳直之、伊藤葵、○水野華奈子、渋谷俊一、小林資正 日

本薬学会第１３５年会、2015/3/27、デザイン・クリエイティブセンター神戸（神戸） 

20. 「新規ポリケチド biakamide C および D の全合成」 古徳直之、○松本紘和、石田良典、小林資正 日本薬学会第１３５年会、2015/3/28、

神戸学院大学（神戸） 

21. 「海綿由来環状デプシペプチド arenastatin A の結合タンパク質解析」荒井雅吉、河内崇志、○馬田哲也、高市伸宏、古徳直之、小林

資正 日本薬学会第１３５年会、2015/3/27、デザイン・クリエイティブセンター神戸（神戸） 

22. 「活性天然物の標的分子解析による新規薬剤標的の探索」 荒井雅吉 日本薬学会第１３５年会、2015/3/27、神戸学院大学（神戸）

（日本薬学会学術振興賞 受賞講演） 

23. 「腫瘍内細胞の表現型変化を制御する海洋天然物からの創薬とケミカルバイオロジー研究」 ○荒井雅吉 第 32 回メディシナルケミ

ストリーシンポジウム、2014/11/27、神戸国際会議場（神戸）(招待講演) 

24. 「Phage Display 法を利用した抗腫瘍性物質 arenastatin A の標的分子解析」 ○河内崇志，荒井雅吉，馬田哲也，古徳直之，高市伸宏，

小林資正 第 20 回天然薬物の開発と応用シンポジウム、2014/11/5、東京大学（東京） 

25. 「グルコース飢餓環境選択的がん細胞増殖阻害作用を有する新規ポリケチド類の化学構造と生物活性」○古徳直之，戸田和成，荒井

雅吉，石田良典，松本紘和，村岡 修，小林資正 第 56 回天然有機化合物討論会、2014/10/16、高知県立県民文化ホール（高知） 

26. 「低酸素環境選択的細胞増殖阻害活性物質 dictyoceratin-C の合成研究」 住井裕司、古徳直之、○福田昭典、河内崇志、角居雄太、

荒井雅吉、小林資正 第 64 回日本薬学会近畿支部総会・大会、2014/10/11、京都薬科大学（京都） 

27. 「抗腫瘍性環状デプシペプチド arenastatin A の標的分子解析」荒井雅吉、河内崇志、○馬田哲也、古徳直之、高市伸宏、小林資正 第

64 回日本薬学会近畿支部総会・大会、2014/10/11、京都薬科大学（京都） 

28. 「Cortistatin A アナログ化合物の効率的合成法の開発」 古徳直之、○渋谷俊一、竹島亜季、角居雄太、伊藤葵、水野華奈子、小林

資正 第 64 回日本薬学会近畿支部総会・大会、2014/10/11、京都薬科大学（京都） 

29. 「海洋由来放線菌が産生する nybomycin の潜在性結核菌に対する抗菌活性とその作用メカニズム」荒井雅吉，○神谷謙太朗，住井裕

司，申多英，Patamaporn Pruksakorn，韓智秀，古徳直之，小林資正 日本生薬学会第 61 年会、2014/9/14、福岡大学薬学部（福岡） 

30. “Phenotypic Screening and Chemical Biology for Exploring New Medicinal Seeds and Drug Targets”○ Masayoshi Arai The 8th JSP-CCTCNM-

KSP Joint Symposium on Pharmacognosy, 2014/9/13, 福岡大学薬学部（福岡）（招待講演） 

31. 「海洋天然物 furospinosulin-1 を利用する新規がん細胞低酸素適応因子の創出」 ○河内崇志，荒井雅吉，古徳直之，小林資正 第 18

回日本がん分子標的治療学会学術集会、2014/6/27、TKP ガーデンシティ仙台（仙台） 

32. 「低酸素環境適応がん細胞を標的とする海洋天然物の創出とケミカルバイオロジー研究」 ○荒井雅吉 大阪大学 医学系研究科 消

化器外科学セミナー、2014/6/24、大阪大学（大阪）（招待講演） 

33. 「プローブ分子を用いた cortistatin A の標的分子の解析研究」 ○伊藤葵，古徳直之，住井裕司，角居雄太，小林資正 日本薬学会

第 134 年会、2014/3/29、熊本大学（熊本） 

34. 「潜在性結核菌に有効な海綿由来テトラミン酸 melophlin 類の抗菌活性とその標的分子の解明」 荒井雅吉，山野喜，○神谷謙太朗，

小林資正 日本薬学会第 134 年会、2014/3/28、熊本大学（熊本） 

35. 「病態部位の微小環境で作用する活性天然物の探索とその標的分子の解明」 ○荒井雅吉 平成 25 年度 All Kitasato Project Study 共

同研究最終報告会（微生物ゲノムを基盤とした有用潜在物質の開拓とケミカルバイオロジー研究への応用）、2014/3/11、北里大学（東

京）（特別講演） 

36. “Creation of novel drug target for cancer chemotherapy by the study of furospinosulin-1, a hypoxia-selective growth inhibitor against cancer 

cells”○Masayoshi Arai, Naoyuki Kotoku, Motomasa Kobayashi The 7th Japan-Korea Chemical Biology Symposium, 2014/2/10, Jeju Island 

(Korea)（招待講演） 

37. 「海洋天然物 cortistatin A を基盤とする抗腫瘍活性リード化合物の創製」 ○古徳直之 第 31 回メディシナルケミストリーシンポジ

ウム MCS サテライトセッション, 2013/11/20、アステールプラザ（広島）（近畿支部奨励賞 受賞講演） 

38. 「海綿由来テトラミン酸 melophlin 類の潜在性結核菌に対する抗菌活性とその標的分子の解明」 ○荒井雅吉，山野喜，神谷謙太朗，

小林資正 第５回食品薬学シンポジウム、2013/11/2、京都大学（京都） 

39. 「Cortistatin Aをモチーフとする抗腫瘍活性リード化合物の創製」 ○古徳直之 第 63回日本薬学会近畿支部総会・大会、2013/10/12、

同志社女子大学薬学部（京都）（近畿支部奨励賞 受賞講演） 

40. 「海綿由来テトラミン酸 melophlin 類の潜在性結核菌に対する抗菌活性」 ○荒井雅吉，山野喜，神谷謙太朗，小林資正 第 63 回日

本薬学会近畿支部総会・大会、2013/10/12、同志社女子大学薬学部（京都） 

41. 「Cortistatin A の標的分子同定のためのプローブ分子の合成」 ○伊藤 葵，古徳直之，住井裕司，角居雄太，小林資正 第 63 回日

本薬学会近畿支部総会・大会、2013/10/12、同志社女子大学薬学部（京都） 

42. 「低酸素環境選択的がん細胞増殖阻害物質 furospinosulin-1 の標的分子の解明」 荒井雅吉，○河内崇志，中田千晶，古徳直之，小林

資正 第 55 回天然有機化合物討論会、2013/9/18、同志社大学寒梅館（京都） 

43. 「新しい医薬シーズの探索と標的分子探索」○小林資正 日本生薬学会第 60 回年会、2013/9/7、北海道医療大学（北海道）（招待講



演） 

44. 「潜在性結核菌に有効なジテルペンアルカロイド agelasine D の結合タンパク質の解明」 荒井雅吉，山野喜，○小林資正 日本生薬

学会第 60 回年会、2013/9/8、北海道医療大学（北海道） 

45. 「低酸素環境選択的がん細胞増殖阻害物質 furospinosulin-1 の in vivo 評価」 ○荒井雅吉，河内崇志，古徳直之，遠藤洋子，井上正

宏，小林資正  日本生薬学会第 60 回年会、2013/9/8、北海道医療大学（北海道） 

46. 「病態の体内微小環境で機能する活性天然物の探索とその標的分子の解明」 ○荒井雅吉 日本生薬学会第 60 回年会、2013/9/8、北

海道医療大学（北海道）（学術貢献賞 受賞講演） 

47. 「創薬を指向した海洋天然物のケミカルバイオロジー研究」○古徳直之 日本薬学会北海道支部第１回薬学の有機化学を考える会、

2013/7/20、北海道大学（北海道）（招待講演） 

48. 「Phenotypic screening による医薬シーズ探索と標的分子の解明」 ○荒井雅吉 第４８回天然物化学談話会、2013/7/5、アヤハレー

クサイドホテル（滋賀）（招待講演） 

49. 「血管新生阻害物質 cortistatin A のアナログ化合物の効率的合成研究 古徳直之，○竹島亜季，渋谷俊一，小林資正 日本薬学会第

133 年会、2013/3/29、パシフィコ横浜（横浜） 

50. 「低酸素環境選択的がん細胞増殖阻害物質 furospinosulin-1 の作用メカニズム解析」 ○荒井雅吉，河内崇志，古徳直之，中田千晶，

鎌田春彦，遠藤洋子，佐藤陽紀，角田慎一，井上正宏，小林資正 日本薬学会第 133 年会、2013/3/28、パシフィコ横浜（横浜） 

51. 「海綿由来ジテルペンアルカロイド agelasine 類の潜在性結核菌に対する抗菌活性とその標的分子の解明」 荒井雅吉，○山野 喜，

小林資正 日本薬学会第 133 年会、2013/3/28、パシフィコ横浜（横浜） 

52. 「抗結核作用を有する天然有機化合物の研究 -海洋薬用資源からの医薬シーズの創出と新規薬剤標的分子の開拓-」 ○荒井雅吉 岡

山大学大学院 医歯薬総合研究科 難治性感染症を標的とした創薬研究教育推進事業 平成24年度 教育講演会・成果報告会, 2013/2/8、

岡山大学（岡山）（招待講演） 

53. 「低酸素環境選択的がん細胞増殖阻害物質 furospinosulin-1 のケミカルバイオロジー研究による新規薬剤標的分子の創出」 ○荒井

雅吉，河内崇志，中田千晶，佐藤陽紀，古徳直之，小林資正 第 30 回メディシナルケミストリーシンポジウム、2012/11/28、タワー

ホール船堀（東京） 

54. 「海洋天然物 cortistatin A を基盤とする抗腫瘍活性リード化合物の創製」 ○古徳直之，住井裕司，林剛史，田村理，河内崇志，塩

村昌，竹島亜季，荒井雅吉，小林資正 第 30 回メディシナルケミストリーシンポジウム、2012/11/28、タワーホール船堀（東京） 

55. 「海洋天然物 furospinosulin-1 を基盤とする新規がん分子標的治療薬の開発」 ○荒井雅吉，河内崇志，佐藤陽紀，中田千晶，山田昌

樹，藤岡真一，古徳直之，小林資正  第 19 回天然薬物の開発と応用シンポジウム、2012/11/2、大阪大学（大阪） 

56. 「血管新生阻害物質 cortistatin A 由来の抗腫瘍リード化合物の創製研究」 ○古徳直之，住井裕司，林剛史，田村理，河内崇志，塩

村昌，竹島亜季，荒井雅吉，小林資正  第 19 回天然薬物の開発と応用シンポジウム、2012/11/2、大阪大学（大阪） 

57. 「海洋生物由来の抗潜在性結核物質の探索とその作用メカニズム解析」 荒井雅吉，○山野喜，韓智秀，小林資正  第 19 回天然薬

物の開発と応用シンポジウム、2012/11/2、大阪大学（大阪） 

58. 「Cortistatin A をモチーフとする抗腫瘍活性リード化合物の創製」 ○古徳直之，住井裕司，林剛史，田村理，河内崇志，塩村昌，竹

島亜季，荒井雅吉，小林資正  第 62 回日本薬学会近畿支部総会・大会、2012/10/20、武庫川女子大学（兵庫） 

59. 「インドネシア産海綿由来 N-isopentenyladenosine の HUVEC 選択的増殖阻害作用」 荒井雅吉，○塩村昌，古徳直之，小林資正 第

62 回日本薬学会近畿支部総会・大会、2012/10/20、武庫川女子大学（兵庫） 

60. 「潜在性結核菌に有効な抗菌物質の探索とゲノム DNA ライブラリーを利用する標的分子の解明」 ○荒井雅吉，山野喜，韓智秀，

Patamaporn Pruksakorn，小林資正 第 54 回天然有機化合物討論会、2012/9/19、東京農業大学（東京） 

61. 「海綿由来ジテルペンアルカロイド agelasine 類の抗潜在性結核活性とその標的分子の解析」 ○荒井雅吉，山野喜，小林資正 日本

生薬学会 第 59 回年会、2012/9/17、かずさアカデミアパーク（千葉） 

62. 「海洋由来真菌が産生するセスタテルペン ophiobolin 類の biofilm 形成阻害活性」 荒井雅吉，新川大貴，○小林資正 日本生薬学

会 第 59 回年会、2012/9/17、かずさアカデミアパーク（千葉） 

63. 「血管新生阻害物質 cortistatin A 由来の抗腫瘍リード化合物の創製」 ○古徳直之，住井裕司，林剛史，田村理，河内崇志，伊藤葵，

塩村昌，竹島亜季，荒井雅吉，小林資正 日本生薬学会 第 59 回年会、2012/9/17、かずさアカデミアパーク（千葉） 

64. 「血管新生阻害物質 cortistatin A 由来の抗がん剤リード化合物の創製研究」 ○古徳直之，河内崇志，荒井雅吉，小林資正  日本が

ん分子標的治療学会第 16 回学術集会、2012/6/28、西日本総合展示場（福岡） 

65. "Search for anti-dormant mycobacterial substances from marine sponges and analysis of their action-mechanism." ○Yoshi Yamano, Masayoshi 

Arai, Motomasa Kobayashi  The 7th Seoul-Kyoto-Osaka Joint Symposium on Pharmaceutical Sciences for Young Scientists, 2012/5/25, 京都

大学（京都） 

66. 「Furospinosulin-1 由来の新規抗腫瘍活性リード化合物の合成と標的タンパク質解析」 ○古徳直之，中田千晶，山田昌樹，河内崇志，

佐藤陽紀，荒井雅吉，小林資正  第 10 回次世代を担う有機化学シンポジウム、2012/5/12、大阪大学（大阪） 

67. 「海洋天然物 cortistatin A を基盤とする抗がんリード化合物の創製」 ○古徳直之，荒井雅吉，小林資正  日本薬学会第 133 年会 

一般シンポジウム「天然物ケミカルバイオロジー：分子標的と活性制御」、2013/3/30、パシフィコ横浜（横浜）（招待講演） 

68. 海洋天然物由来の抗がんリード化合物の創製と標的タンパク質解析」 ○古徳直之  新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジ

ー」第１回若手研究者ワークショップ、2012/6/16、東京医科歯科大学（東京） 

【西山賢一】 

1. 志水優子、佐々木優、Ross Dalbey、西山賢一、「糖脂質酵素 MPIase に依存するタンパク質膜挿入反応は YidC により促進される」

日本農芸化学会 2016 年度大会、札幌コンベンションセンター、2016 年 3 月 28 日（北海道・札幌市） 

2. 沢里 克宏、佐藤 諒、西山 賢一、「タンパク質膜挿入に関与する糖脂質酵素 MPIase の in vivo における機能解析」第１回デザイン生

命工学研究会、東京工業大学すずかけホール 2016 年 3 月 8 日（神奈川県・横浜市） 

3. Yuta Endo, Toshiyuki Yamaguchi, Hideaki Matsubayashi, Yutetsu Kuruma, Takuya Ueda, Keiko Shimamoto, Ken-ichi Nishiyama, 
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26. Kohji Fukunaga: T-type voltage-gated calcium channel as a novel Alzheimer therapeutic target. The 11th International Conference on Alzheimer's 

and Parkinson's diseases  平成 25 年 3 月 6～10 日、Florence Italy 

27. Kohji Fukunaga : Development of potent T-VGCC activator SAK3 as Alzheimer therapeutics. The 11th International Conference on Alzheimer's 

and Parkinson's diseases  平成 25 年 3 月 6～10 日、Florence Italy 

28. Kohji Fukunaga: Novel therapeutic targets in Alzheimer disease（招待講演) The 1st International Symposium on Chemical Biology of Natural 

Products: Target ID and Regulation of Bioactivity  平成 24 年 10 月 31 日～11 月 1 日  京都 

29. 福永浩司: 新規アルツハイマー治療候補薬 ST101 による認知機能改善のメカニズム 第 42 回日本神経精神薬理学会 平成 24 年

10 月 18 日～20 日、福岡 

30. 福永浩司：Sigma-1 受容体の構造と心臓機能. 生体機能と創薬シンポジウム 2012  平成 24 年 8 月 30 日～31 日、神戸 

31. Kohji Fukunaga: The mitochondrial Ca2+ transport and ATP production through sigma-1 receptor in heart. Basic Cardiovascular Sciences 2012 

Scientific Sessions  平成 24 年 7 月 23 日～27 日、New Orleans, Louisiana, USA 

32. Kohji Fukunaga: Novel Alzheimer’s therapeutics, ST101 enhances acetylcholine release through T-type voltage-gated calcium channel. 

Alzheimer’s Association of International Conference  平成 24 年 7 月 14 日～19 日、Vancouver, Canada 

【関水和久】 

1. 浜本洋、安川淳一朗、石井健一、安達達朗、関水和久、「新規抗生物質カイコシンの作用機序と宿主因子による活性化」日本薬学会 

第 134 年会（シンポジウム）「微生物感染症に対抗する薬学的アプローチ –薬剤耐性克服への最前線−」、2014 年 3 月 27-30 日、

熊本大学（熊本県熊本市） 

2. 浜本洋、石井健一、安達健朗、鈴木穣、関水和久、「次世代シークエンサーを用いた黄色ブドウ球菌の宿主応答因子の網羅的な解析

手法」、第 36 回日本分子生物学会年会（ワークショップ）「ウェット個別研究とドライ研究の実践的超融合〜新しい分子生物学の

あり方を模索する」、2013 年 12 月３-6 日、神戸ポートピアホテル（兵庫県神戸市） 

3. 関水和久、「シルクワームによる挑戦」、日本動物実験代替法学会第 26 回大会（ランチョンセミナー）「シルクワームによる挑戦」、

2013 年 12 月、京都テレサ（京都府京都市） 

4. 安川淳一朗、浜本洋、Jie Su、Atmika Paudel、浦井誠、石井健一、安達健朗、西田智、関水和久、新規抗生物質カイコシンによる新

規細胞膜破壊メカニズム、第 35 回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム、2013 年 11 月 21 日〜22 日、東京大学（東京都文京区） 

5. Kazuhisa Sekimizu, Hiroshi Hamamoto, “Molecular Target analysis of the Novel Antibiotics Kaikosins”, The 2nd International Symposium on 
Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity in Yokohama, Japan (Oct. 28-29,2013) 

6. Hiroshi Hamamoto, Jie Su, Atmika Paudel, Makoto Urai, Keiko Kataoka, Kazuhisa Sekimizu, “Molecular Target analysis of Novel Antibiotics 

Kaikosins”, 53th Interscience Conference on Antimicrobial Agents and Chemotherapy (ICAAC) in Denver, USA (Sep. 9-13, 2013) 
7.  Jyunichiro Yasukawa, Hiroshi Hamamoto, Kazuhisa Sekimizu, “Antibacterial activity of a novel lipopeptide antibiotic, kaikosin E, is enhanced by 

host factors”, The 2nd International Symposium on Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity in Yokohama, 

Japan (Oct. 28-29, 2013) 

8.  安川淳一朗、浜本洋、Jie Su、Atmika Paudel、浦井誠、石井健一、安達達朗、西田智、関水和久、カイコ細菌感染モデルを用いた治

療有効な新規抗生物質カイコシンの作用機序解析、第 86 回日本生化学会大会、2013 年 9 月 11 日〜13 日、パシフィコ横浜（神奈川

県横浜市） 

9.  浜本洋、Su Jie、Atmika Paudel、西田智、関水和久、新規抗視物質カイコシンの作用機序解析、第 25 回微生物シンポジウム、2013

年 9 月 6 日〜7 日、静岡県立大学（静岡県静岡市） 

10.  関水和久、浜本洋、新規リポペプチド系抗生物質カイコシンの標的同定、学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー:分子標的と

制御」 第 4 回公開シンポジウム、2013 年 5 月 28 日~29 日、つくば国際会議場（茨城県つくば市） 

11.  浜本洋、石川繭子、瀬筒秀樹、坪田拓也、片岡啓子、松本靖彦、垣内力、関水和久、カイコ病態モデルを利用した医薬品の探索研

究、日本薬学会 第 133 年会、2013 年 3 月 27 日〜30 日、パシフィコ横浜（神奈川県横浜市） 

12.  関水和久、ヒト病態モデルカイコを活用した新薬の開発と課題、第５回公開シンポジウム「カイコ産業の未来」、2013 年 1 月 18 日、

秋葉原コンベンションホール（東京都千代田区） 

13.  Hiroshi Hamamoto, Su Jie, Paudel Atomika, Makoto Urai, Kazuhisa Sekimizu，Characterization and mechanistic analysis of novel antibiotics 

Kaikosin, produced by Lysobacter sp.  International Symposium on Genome Science Expanding Frontiers of Genome Science,2013 年 1 月 9

日〜10 日, Tokyo, Japan 

14.  関水和久、病原性細菌によるカイコ感染モデルを利用した新規抗生物質の探索、東京大学大学院農学生命科学研究科微生物潜在機

能探索寄付講座開設記念シンポジウム「微生物機能の多様性」～東京大学のさまざまな部局における微生物研究～、2012 年 11 月 28

日、東京大学（東京都文京区） 

15.  浜本洋、Su Jie、Atmika Paudel、浦井誠、片岡啓子、関水和久、新規抗生物質カイコシンの作用機序解析に関する研究、第３４回生

体膜と薬物の相互作用シンポジウム、2012 年 11 月 15 日〜16 日、京都大学（京都府京都市） 

16.  Su Jie, Hiroshi Hamamoto, Kazuhisa Sekimizu, Purification of a serum factor enhancing Kaikosin E activity against Staphylococcus aureus, The 

1st International Symposium on Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, 2012 年 10 月 31 日〜11 月 1

日、Kyoto, Japan 

17.  Kazuhisa Sekimizu, Hiroshi Hamamoto, Mechanistic Analysis of Novel Antibiotics Kaikosins, The 1st International Symposium on Chemical 

Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, 2012 年 10 月 31 日〜11 月 1 日、Kyoto, Japan 

18.  関水和久、ヒト病態モデルカイコを活用した新薬の開発と課題、第 60 回日本化学療法学会東日本支部総会 合同学会、2012 年 10

月 10 日〜12 日、東京ドームホテル（東京都文京区） 

19.  浜本洋、Su Jie、浦井誠、Atmika Paudel、片岡啓子、関水和久、新規環状リポペプチド系抗生物質カイコシンの作用機序解析、第２

４回微生物シンポジウム、2012 年 9 月 3 日〜4 日、常翔学園大阪センター（大阪府大阪市） 



20. 関水和久、カイコモデルでの治療効果を指標として発見された新規抗生物質カイコシン、第 2 回天然物ケミカルバイオロジー公開

シンポジウム、2012 年 6 月 17 日〜18 日、東京大学（東京都文京区） 

【岡田麻衣子】 

1. 岡田麻衣子、DNA 損傷応答におけるユビキチン-プロテアソームシステム制御機構の解析、Woman GDN、2016 年 1 月 21 日-22 日、

貸し会議室シアル (神奈川、横浜市) 

2. 岡田麻衣子、敦賀智子、宇井彩子、太田智彦、シグナル依存的な染色体動態における分解制御機構の解析、第33回染色体ワークショ

ップ・第14回核ダイナミクス研究会、2016年1月12日-14日、松島一の坊(宮城、松島) 

3. 岡田麻衣子、大竹史明、西川裕之、佐伯泰、田中啓二、太田智彦、ERはUBE3CのユビキチンE3リガーゼ活性に対するリガンド依

存的な調整因子として機能する、第38回日本分子生物学会年会・第88回日本生化学回大会合同大会、2015年12月1日-4日、神戸ポー

トアイランド（兵庫、神戸） 

4. 岡田麻衣子、西川裕之、大竹史明、佐伯泰、田中啓二、太田智彦、ERはリガンド依存的なユビキチン化制御因子として機能する、

第33回内分泌代謝学サマーセミナー、2015年7月9日-11日、柳川藩主立花邸御花（福岡県、柳川市） 

5. 黒田貴子、岡田麻衣子、呉文文、敦賀智子、福田貴代、太田智彦、津川浩一郎、ドキシサイクリン誘導性BRCA1欠損ER陽性細胞

の樹立、2015年7月2日-４日 第23回日本乳癌学会学術総会 東京国際フォーラム（東京都、千代田区） 

6. 岡田麻衣子、ER/UBE3Cによるリガンド依存性ユビキチン制御能に着眼したプロテアソーム阻害剤の適応拡大、日本ケミカルバイオ

ロジー学会第10回年会、2015年6月10日-12日、東北大学川内キャンパス（宮城、仙台市） 

7. 大石悠、田村理、阿部哲郎、岡田麻衣子、上田実、核内受容体を介したウアバゲニンの機能解析、2015年6月6日、第26回記念 万

有仙台シンポジウム 仙台国際センター（宮城県、仙台市） 

8. 渡士幸一、中嶋翔、紙透伸治、Jesus Izaguirre-Carbonell、Andrew Tae-Jun Kwon、鈴木治和、九十田千子、岡田麻衣子、鈴木亮介、相

崎英樹、菅原二三男、脇田隆字、Neoechinulin Bのliver X receptor 転写阻害効果の同定およびそれによるC型肝炎ウイルス複製制御

機構の解析、第25回抗ウイルス療法学会総会、2015年5月22日-24日、リーガロイヤルホテル東京・国立感染症研究所（東京、新宿区） 

9. 田村理、大石悠、阿部哲郎、岡田麻衣子、上田実、核内受容体リガンドとしてのウワバゲニンの機能解析、2015年、3月25日-28日

日本薬学会第135年会 神戸学院大学・兵庫医療大学(兵庫県、神戸市) 

10. 岡田 麻衣子、Estrogen stimulates the E3 ubiquitin ligase activity of UBE3C in cell proliferation、第3回国際シンポジウム(第7回公開シン

ポジウム)、2014年10月28日-29日、千里ライフサイエンスセンター・ライフホール(大阪・大阪府) 

11. 岡田 麻衣子、西川 裕之、呉 文文、太田智彦、ERはリガンド依存性ユビキチンリガーゼ活性制御因子として機能する、第87回

生化学大会、2014年10月15日-18日、国立京都国際会館（京都、京都市） 

12. Maiko Okada, Hiroyuki Nishikawa Wenwen Wu, Tomohiko Ohta, “A non-genomic role of  Estrogen receptor alpha: Stimulation of E3 ubiquitin 

ligase activity of UBE3C in cell proliferation”, Nuclear Regulation by Ubiquitin (No. 60), Benzon symposium, Aug 18-21, 2014,  Copenhargen  

13. 岡田 麻衣子、リガンド依存性E3リガーゼ活性を指標とした新規核内受容体リガンド評価系の構築、第6回公開シンポジウム、2014

年5月28日-29日、名古屋大学坂田・平田ホール (愛知、名古屋市) 

14. Chen ST., Okada M., Bando M., Nakato R., Shirahige K., The deubiquitinating enzyme USP7 promotes AR transcriptional activity by enhanceing 

AR chromatin recruitment.  2013 12月3日-6日 第36回日本分子生物学会 神戸ポートアイランド （兵庫県、神戸市） 

15. 岡田 麻衣子、A mitotic estrogen receptor alpha complex acts as an E3 ubiquitin ligase、第2回国際シンポジウム(第5回公開シンポジウム)、

2013年10月28日-29日、パシフィコ横浜 (神奈川、横浜市) 

16. 上田実、大石悠、岡田麻衣子、田村理、強心性配糖体アグリコンウワバゲニンの標的タンパク質に関するケミカルバイオロジー、

2013年、9月11日-13日 第86回日本生化学会大会 パシフィコ横浜（神奈川県、横浜市） 

17. 岡田 麻衣子、A mitotic estrogen receptor alpha complex acts as an E3 ubiquitin ligase、第35回内藤カンファレンス『The Ubiquitin-

Proteasome System: From Basic Mechanisms to Pathophysiological Roles』、2013年7月9日—21日、シャトレーゼ ガトーキングダム サ

ッポロ (北海道、札幌) 

18. 岡田 麻衣子、エストロゲン/ERシグナルによる標的特異的タンパク分解機構、新学術領域研究第4回公開シンポジウム、2013年5月

28日-5月29日、つくば国際会議場（茨城県、つくば市） 

19. 岡田 麻衣子、タンパク分解を介した新たなステロイドホルモン作用機構、新学術領域研究地区ミニシンポジウム『生理活性ステ

ロイド』、2013年2月23日、東京大学中島ホール（東京都、文京区） 

20. 岡田 麻衣子、The establishment of a ligand-dependent ubiquitination assay in vitro for NR-ligands screening、新学術領域研究第一回国際

シンポジウム(第3回公開シンポジウム)、2012年10月31日-11月1日、京都センチュリーホテル(京都) 

21. 朝妻知子、西川亜美、岡田麻衣子、土屋光、吉村充騎、大竹史明、加藤茂明、ビタミンD受容体のユビキチンリガーゼ活性の分子

機構解明、第30回日本骨代謝学会学術集会、2012年7月19日-21日 新宿京王プラザホテル(東京都、新宿区) 

22. 朝妻知子、西川亜美、岡田麻衣子、土屋光、大竹史明、加藤茂明、ビタミンD受容体のユビキチンリガーゼ活性の分子機構解明、

日本ビタミン学会第64回大会、2012年6月22日-23日長良川国際会議場（岐阜県、岐阜市） 

23. 岡田 麻衣子、Nuclear receptor modulates ubiquitin E3 ligase activity in a ligand-dependent manner、新学術領域研究第一回国際シンポジ

ウム(第2回公開シンポジウム)、2012年6月17-18日、東京大学弥生講堂(東京都、文京区) 

【松森信明】 

1. 松森信明、木下祥尚、脂質ラフト形成基盤の解明を目指したスフィンゴミエリンの動的および NMR 構造解析、日本化学会第 96 春

季年会、2016 年 3 月 24 日、同志社大学（京都府京田辺市） 

2. 松森信明、脂質膜における動的挙動、構造および相互作用解析、蛋白研セミナー生体膜上の生物化学、2016 年 3 月 3 日、阪急万博

ホテル（大阪府吹田市） 

3. N. Matsumori, NMR studies of lipid rafts, Pacifichem2015, Dec. 16, 2015, Honolulu (USA) 

4. N. Matsumori, Small molecule interactions with membrane sterol, Pacifichem 2015, Dec. 17. 2015 Honolulu (USA) 

5. 松森信明、脂質ラフトにおける脂質分子の動的挙動および構造解析、第 88 回日本生化学会大会フォーラム、2015 年 12 月 3 日、神

戸ポートアイランド（兵庫県神戸市） 

6. 松森信明、脂質膜の統合分析、第 33 回九州コロイドコロキウム、2015 年 11 月 21 日、九州大学西新プラザ（福岡市） 

7. 松森信明、村田道雄、脂質ラフトの NMR 解析、第 53 回日本生物物理学会年会, 2015 年 9 月 14 日、金沢大学（石川県金沢市） 

8. 松森信明「生体膜の統合分析を目指して」 統合分析・生物化学研究特区公開講演会「メンブレンサイエンス研究の新潮流」2015.3.20. 

九州大学（福岡市） 

9. 松森信明「NMR による生体膜ならびに膜作用生理活性物質の解析」日本生化学会大会シンポジウム「NMR 分光法の技術的進歩：

生体分子の機能解明とイノベーションへの応用展開」2014.10.15. 京都国際会館（京都市） 



10. 松森信明、「NMR による生体膜ならびに膜作用生理活性物質の解析」、日本分光学会 NMR 分光部会講習会、2013 年 10 月、名古屋

大学（名古屋市） 

11. Nobuaki Matsumori, “NMR investigations of organic molecules in lipid bilayers: application to amphotericin B and lipid rafts”, Atomic View of 
Biomolecular Function, July, 2013. Ann Arbor, USA. 

12. 松森信明、「生体膜ケミカルバイオロジーを目指したバイオ分析」、日本化学会第 93 春季年会 特別企画ケミカルバイオロジーの新

展開-有機化学から発信するライフサイエンス新戦略 I、2013 年 3 月、立命館大学（滋賀県草津市） 

13. Nobuaki Matsumori, “Membrane-bound structures of natural products revealed by isotropic bicelles”, 17th Malaysian Chemical Congress (17MCC), 
Kuala Lumpur, Malaysia (Oct, 2012).  

14. Nobuaki Matsumori, “J-Based Configuration Analysis method: basic concepts and applications”, Cambodian Malaysian Chemical Congress 

(CMCC), Siem Riap, Cambodia (Oct, 2012). 
15. Nobuaki Matsumori, “J-Based Configuration Analysis method: basic concepts and applications”, Small Molecule NMR Conference (SMASH), 

Providence, Rhode Island (Sep, 2012).  

【奥野利明】 

1. Okuno T. Two distinct pathways for biosynthesis of 12-HHT, a ligand for BLT2 receptor. 12th Biennial International Endotoxin & Innate Immunity 

Society (IEIIS) Meeting  2012 年 10 月 23 日～2012 年 10 月 26 日 Tokyo 

2. 奥野利明 G タンパク質シグナルと受容体内在化を制御する GPCR ヘリックス 8 の役割 第 85 回日本生化学会大会 2012 年 12 月

14 日～2012 年 12 月 16 日 福岡 

3. 奥野利明, 松延武彦, 横溝岳彦. トロンボキサン合成酵素非依存的な 12-HHT 産生機構. 第 86 回日本生化学会大会, 2013 年 9 月 11-

13 日, 2013 横浜 

4. Okuno T., Matunobu T., Yokoyama C., Yokomizo T. Biosynthetic pathway of 12-hydroxyeicosatetraenoic acid, a BLT2 ligand. 13th International 

Conference on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases, 2013/11/3-6, 2013, San Juan 

【菅原章公】 

1. 菅原章公、「抗炎症作用を有する新規 12 員環マクロライドの創製と標的タンパク質の探索」、新学術領域研究「天然物ケミカルバイ

オロジー～分子標的と活性制御～」 地区ミニシンポジウム、京都大学、2016 年 2 月 

2. 菅原章公、「抗炎症作用に特化した新規 12 員環マクロライド EM900 の創製と半田ビーズを利用した標的タンパク質の探索」、新学

術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」 第 6 回公開シンポジウム、名古屋大学、2014 年 6 月 

3. 菅原章公、新学術領域「天然物ケミカルバイオロジー：分子標的と活性制御」地区ミニシンポジウム、”創薬テンプレートとしての

マクロライドの展開” 千葉大学、2013 年 9 月 

4. Sugawara, A. 2nd Mahidol University – Kitasato University JointSymposium~ Natural Products and Biodiversity ~ “Novel 12-membered non-
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（イントラボディ）による C 型肝炎ウイルスの増殖抑制. 第 61 回日本ウイルス学会学術集会, 11 月, 2013 年, 神戸国際会議場（神

戸） 

115. 後藤耕司, 相崎英樹, 渡邉則幸, 渡士幸一, 鈴木亮介, 山越智, 四柳宏, 森屋恭爾, 小池和彦, 鈴木哲朗, 宮村達男, 脇田隆字. C 型肝

炎ウイルス NS5A 結合膜タンパク質 ELAVL1 のウイルス複製・翻訳スイッチング機構の解析. 第 61 回日本ウイルス学会学術集会, 

11 月, 2013 年, 神戸国際会議場（神戸） 

116. 岩本将士, 渡士幸一, 九十田千子, アリ フセイン, 鈴木亮介, 相崎英樹, 小祝修, 楠原洋之, 脇田隆字. ヒト NTCP 安定発現細胞株に

おける B 型肝炎ウイルス侵入機構の解析. 第 61 回日本ウイルス学会学術集会, 11 月, 2013 年, 神戸国際会議場（神戸） 

117. 小泉吉輝, 岩見真吾, 内田奈々子, 脇田隆字, 渡士幸一. 数理モデルによる抗ウイルス薬の薬効評価系の確立. 第 61 回日本ウイルス

学会学術集会, 11 月, 2013 年, 神戸国際会議場（神戸） 

118. 大東卓史, 渡士幸一, Sluder A, 中嶋翔, Borroto-Esoda K, 藤田尚志, 脇田隆字. PKR 活性化制御を介するシクロフィリン阻害剤の新た

な抗 C 型肝炎ウイルス作用機序. 第 61 回日本ウイルス学会学術集会, 11 月, 2013 年, 神戸国際会議場（神戸） 

119. 古賀れい奈, 宮川敬, 松永智子, 渡士幸一, 脇田隆字, 梁明秀. Tetherin/BST-2 は HBV 複製を負に制御する. 第 61 回日本ウイルス学



会学術集会, 11 月, 2013 年, 神戸国際会議場（神戸） 

120. 内田奈々子, 渡士幸一, 中嶋翔, 岩本将士, 鈴木亮介, 相崎英樹, 千葉丈, 脇田隆字. C 型肝炎ウイルス分泌過程は phospholipase D が

関わる膜輸送により制御される. 第 61 回日本ウイルス学会学術集会, 11 月, 2013 年, 神戸国際会議場（神戸） 

121. 九十田千子, 渡士幸一, 岩本将士, 鈴木亮介, 相崎英樹, 小嶋聡一, 脇田隆字. B 型肝炎ウイルス侵入阻害剤の同定およびその NTCP

を介した感染阻害機構の解明. 第 61 回日本ウイルス学会学術集会, 11 月, 2013 年, 神戸国際会議場（神戸） 

122. 中嶋翔, 渡士幸一, 紙透伸治, 竹本健二, 鈴木亮介, 相崎英樹, 菅原二三男, 脇田隆字. Liver X receptor 転写活性および感染性 C 型肝

炎ウイルス粒子産生を阻害する天然化合物の同定. 第 61 回日本ウイルス学会学術集会, 11 月, 2013 年, 神戸国際会議場（神戸） 

123. フセイン アリ, 渡士幸一, 茶山一彰, 脇田隆字. Study of new virus/host interactions regulating HBV life cycle. 第 61 回日本ウイルス学会

学術集会, 11 月, 2013 年, 神戸国際会議場（神戸） 

124. 渡士幸一, 内田奈々子, 大東卓史, 清原知子, 鈴木亮介, 相崎英樹, 脇田隆字. IL-1 および TNF-alpha の B 型肝炎ウイルス感染阻害効

果. 第 60 回日本ウイルス学会学術集会, 11 月, 2012 年, グランキューブ大阪（大阪） 

125. Watashi K, Uchida N, Suzuki R, Aizaki H, Wakita T. Phospholipase D is a cellular regulator during hepatitis C virus egress and a possible target 

for antiviral strategy. Japan Society of Hepatology 10th Single Topic Conference, 11 月, 2012 年, Keio Plaza Hotel Tokyo(東京) 

【杉本亜砂子】 

1. Akira Shibukawa, *Asako Sugimoto. Analyzing the effect of neopeltolide in cell division using C. elegans embryos. C.elegans Development, Cell 

Biology and Gene Expression Meeting in association with The 8th Asia-Pacific C. elegans Meeting. 2014/7/15-19. 奈良県奈良市 

2. 澁川哲、*杉本亜砂子. 線虫 C. elegans を用いた(+)-neopeltolide の作用機序解析. 第 10 回日本ケミカルバイオロジー学会. 2015/6/29-

7/2. 宮城県仙台市 

3. 柳 翔太、野口拓真、川上雅人、佐々木 誠、*不破春彦、丹羽伸介、杉本 亜砂子. ネオペルトリド蛍光標識アナログの設計・合成・

機能評価. 第 10 回日本ケミカルバイオロジー学会. 2015/6/29-7/2. 宮城県仙台市 

4. 柳 翔太、野口拓真、川上雅人、佐々木 誠、*不破春彦、丹羽伸介、杉本 亜砂子. ネオペルトリド蛍光標識アナログの設計・合成・

機能評価. 日本化学会第 96 春季年会. 2016/3/24-27. 京都府京都市. 

【有本博一】 

1. 有本博一、S-グアニル化を起点とする細胞内分解経路 第１１回 レドックス・ライフイノベーションシンポジウム（日本学術振興

会レドックス・ライフイノベーション第 170 委員会）、2016 年 3 月 18 日、お茶の水女子大学（東京） 

2. 有本博一、Endogenous nitrated nucleotide is an autophagy inducer、The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 

(PACIFICHEM 2015)、2015 年 12 月 18 日、ホノルル（アメリカ合衆国） 

3. 有本博一、内因性ヌクレオチドが関与する選択的オートファジーの分子機構、日本農芸化学会 第 150 回 東北支部大会 シンポ

ジウム、2015 年 10 月 3 日、東北大学（仙台） 

4. 有本博一、細菌感染症克服にむけた化学生物学研究、平成 27 年度 化学系学協会 東北大会 有機化学コロキウム、2015 年 9 月 

13 日、弘前大学（弘前） 

5. 有本博一、内因性低分子による選択的オートファジーの制御機構、第 50 回 天然物談話会、2015 年 7 月 3 日、グリーンピア岩沼

（岩沼） 

6. 有本博一、Roles of 8-nitro-cGMP in autophagy regulation、The 7th International conference on cGMP (cGMP 2015)、2015 年 6 月 20 日、ト

リーア（ドイツ） 

7. 有本博一、細菌感染症克服にむけた化学生物学研究、日本化学会 第 95 春季年会、2015 年 3 月 26 日、日本大学理工学部船橋キャ

ンパス／薬学部（船橋） 

8. 有本博一、Endogenous Nitrated Nucleotide Is a Key Mediator of Autophagy and Innate Defense against Bacteria、The 4th Joint Campus Asia 

symposium、2014 年 11 月 27 日、東北大学（仙台） 

9. 有本博一、内因性ニトロ化ヌクレオチドがオートファジー制御に果たす役割、第 87 回 日本生化学会大会 シンポジウム：新しい

側面を見せるオートファジー：その高次機能に迫る、2014 年 10 月 16 日、国立京都国際会館（京都） 

10. 有本博一、Endogenous Nitrated Nucleotide Is a Key Mediator of Autophagy and Innate Defense against Bacteria、The 13th Awaji International 

Forum on Infection and Immunity in Nara、2014 年 9 月 23 日、奈良県新公会堂（奈良） 

11. 有本博一、Endogenous Nitrated Nucleotide Is a Key Mediator of Autophagy and Innate Defense against Bacteria、Nitric Oxide-Nitrite/Nitrate 

Conference (Joint meeting of the 8th International Conference on the Biology, Chemistry, and Therapeutic Application of Nitric Oxide & the 6th 

International Meeting on the Role of Nitrite and Nitrate in Physiology, Pathophysiology, and Therapeutics)、2014 年 6 月 18 日、クリーブラン

ド（アメリカ合衆国） 

12. 有本博一、ニトロ化ヌクレオチドがオートファジー誘導制御に果たす役割、新規素材探索研究会 第 13 回セミナー、2014 年 6 月 6

日、新横浜フジビューホテル（横浜） 

【三輪佳宏】 

1. Yoshihiro Miwa “Development of in vitro and in vivo fluorescence imaging systems for chemical screening “ PacifiChem2015 Technical 

Program、12月17日2015年（Hawaii） 

2. 三輪佳宏、田中順子、杉山結香、町田光史、阿部真太郎、中尾洋一 “新規細胞周期阻害剤の細胞への影響と分子機構の解析

“  BMB2015 ポスター、12月2日2015年（神戸） 

3. 逆井智貴、田中順子、杉山結香、坂口翔太、河村光佑、水野聖哉、濱田理人、高橋智、三輪佳宏 “ROSA26 Halo-iRFP floxマウスを

用いた疾患モデルマウスの非侵襲近赤外蛍光イメージング技術の確立と応用 “  BMB2015 ポスター、12月2日2015年（神戸） 

4. 三輪佳宏 “近赤外蛍光非侵襲イメージングの基礎と応用“ 第10回in vivoイメージングフォーラム 招待講演、9月18日2015年（東

京） 

5. 三輪佳宏 “近赤外非侵襲蛍光イメージング技術の開発と応用“ 第67回日本細胞生物学会大会 口頭発表、7月2日2015年（東京） 

6. 三輪佳宏 “近赤外非侵襲蛍光イメージング技術の開発と応用“ 第62回日本実験動物学会総会 シンポジウム 招待講演、5月29日

2015年（京都） 

7. 三輪佳宏 “近赤外非侵襲蛍光イメージング技術の開発と応用“ ケミカルバイオロジーミニシンポジウム 招待講演、5月14日2015

年（仙台） 

8. 三輪佳宏 “近赤外非侵襲蛍光イメージング技術の開発と応用“ 日本動物実験代替法学会 第27回大会 シンポジウム 招待講演、

12月6日2014年（横浜）講演要旨集 p62 2014 

9. Yoshihiro Miwa, Junko kijima-Tanaka, Yuka Sugiyama, Koshi Machida, Shin-taro Abe, Yoichi Nakao “Analysis of the targets 

and molecular mechanisms of novel inhibitors for EGF-dependent degradation of Grb2“ 日本分子生物学会 第37回年会 ポス



ター、11月27日2014年（パシフィコ横浜） 

10. Takanobu Kuroyama, Junko Tanaka, Yoshihiro Miwa  “Analysis of correction method of flowcytometrically measured 

fluorescent lifetime“ 日本分子生物学会 第37回年会 ポスター、11月25日2014年（パシフィコ横浜） 

11. 坂口翔太、田中（木嶋）順子、杉山由香、黒山喬允、逆井智貴、Mai Thi Nhu Tran、濱田理人、高橋智、三輪佳宏 “近赤外蛍光タ

ンパク質iRFPを用いたin vivo癌イメージング“ 日本分子生物学会 第37回年会 ポスター、11月25日2014年（パシフィコ横浜） 

12. 逆井智貴、杉山由香、田中順子、坂口翔太、黒山喬允、河村光佑、高橋智、三輪佳宏 “ROSA26 Halo-iRFP floxマウスの樹立と疾

患モデルマウスの非侵襲蛍光イメージングの確立“ 日本分子生物学会 第37回年会 ポスター、11月25日2014年（パシフィコ横

浜） 

13. 三輪佳宏 “成功するin vivoイメージングのために“ 住商ファーマ in vivo イメージングフォーラム2014 招待講演、10月23日

2014年（東京） 

14. 三輪佳宏 “成功するin vivoイメージングのために“ 東京医科歯科大学 第６回テクニカルセミナー 招待講演、7月14日2014年

（東京） 

15. 三輪佳宏、田中順子、杉山結香、坂口翔太、黒山喬允、逆井智貴 “近赤外非侵襲蛍光イメージング“ 第61回日本実験動物学会総会 

招待講演、シンポジウム 5月16日2014年（札幌） 

【程久美子】 

1. Kumiko Ui-Tei”Suppression of siRNA off-target effect by chemical modifications which regulate thermodynamics in nucleotide base-

pairing”2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2015) (2015.12.17) Hawaii Convention Center,HI,USA 

2. 王 青波、内藤 雄樹、程 久美子 

「ゲノムサイズの異なる生物種における、標的遺伝子特異的な CRISPR/Cas9ガイド RNAの網羅的同定」BMB2015 (2015.12.4) 神戸ポートア

イランド 

3. Yvelt Ming, Kenji Nishi, Tomoko Takahashi, Masataka Suzawa, Kumiko Ui-Tei “Nuclear transport of TNRC6A protein is regulated by the amount 

of Argonaute protein in the cytoplasm” BMB2015 (2015.12.2) 神戸ポートアイランド 

4. 小森千晶、高橋朋子、村上文則、程久美子「二本鎖 RNA 結合タンパク質 TRBP と HIV-1 TAR RNA および microRNA との相互作用」

BMB2015 (2015.12.1) 神戸ポートアイランド 

5. 中野悠子、高橋朋子、尾野本浩司、米山光俊、程久美子「RNA サイレンシングと抗ウイルス応答のクロストーク機構の解析」 BMB2015 

(2015.12.1) 神戸ポートアイランド 

6. Soh Ishiguro, Josephine Galipon, Rintaro Ishii, Yutaka Suzuki, Shinji Kondo, Mariko Okada-Hatakeyama, Masaru Tomita, Kumiko Ui-Tei 
“Genome-wide identification of A-to-I editing in human miRNA by ADAR isoform-specific RIP-sequencing” BMB2015 (2015.12.1) 神戸ポー

トアイランド 

7. 高橋朋子、宮川拓也、善野修平、田之倉優、程久美子 「哺乳類細胞における、アポトーシス誘導による RNAサイレンシング調節因子 TRBP

の機能変換」 BMB2015 ワークショップ「RNA機能を制御する酵素・複合体再考」 (2015.12.1) 神戸ポートアイランド 

8. 程 久美子 「RNA核酸医薬の展開 -RNA干渉から CRISPRゲノム編集」 第１回日本核酸医薬学会年会(2015.11.30) 京都テルサ 

9. Qingbo Wang, Yuki Naito, Kumiko Ui-Tei “COMPUTATIONAL IDENTIFICATION OF CRISPR/CAS9 TARGET SITES REVEALED 
POTENTIAL OFF-TARGET RISKS IN HUMAN AND MOUSE GENOMES” Conference on Transposition and Genome Engineering 2015 

(2015.11.18)Nara Kasugano International Forum IRAKA, Japan 

10. 飯笹 久、坂田 健一郎、前田 浩次郎、柳原 五吉、久保 貴紀、吉山 裕規、程 久美子、浜田 淳一「RNA 編集酵素 ADAR2 は、ヒト悪性

中皮腫において oncomiR のプロセッシングと悪性化を制御する」第 74回日本癌学会学術総会(2015.10.8) 名古屋国際会議場 

11. Qingbo Wang, Yuki Naito, Kumiko Ui-Tei “GENOME-WIDE IDENTIFICATION OF CRISPR/CAS9 TARGET SITES WITH REDUCED OFF-
TARGET EFFECTS IN ORGANISMS WITH DIFFERENT GENOME SIZES” CSHL Meeting on GENOME ENGINEERING: THE 

CRISPR/CAS REVOLUTION（2015.9.24-27）Cold Spring Horbor Laboratory,NY,USA 

12. 村上 文則、高橋 朋子、程 久美子 「RNA サイレンシングに関わる二本鎖 RNA 結合タンパク質 TRBP が結合する microRNA の網羅的解

析」 新学術領域研究『ゲノム支援』 2015年度拡大班会議 （2015.8.27）国立京都国際会館 アネックスホール 

13. 飯笹 久、坂田 健一郎 、Josephine Galipon、石黒 宗、前田 浩次郎、柳原 五吉、久保 貴紀、吉山 裕規、程 久美子、浜田 淳一「RNA 

編集酵素 ADAR2 は、oncomiR のプロセッシングを制御する」 第 17回日本 RNA学会年会 （2015.7.15-17）ホテルライフォート札幌 

14. 中野悠子、高橋朋子、程久美子「RNAサイレンシング機構における二本鎖 RNA結合タンパク質の機能解析」 第 15回東京大学生命科学シ

ンポジウム （2015.6.27）東京大学 武田先端知ビル 

15. Kumiko Ui-Tei, Hanna Iribe, Jastina Leo, Tomoko Takahashi “Establishment of a target gene-specific and off-target effect-reduced RNAi system 

using chemical modifications affecting thermodynamics.” 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー：分子標的と活性制御」 第８回公開

シンポジウム （2015.6.8）東北大学 片平さくらホール（宮城） 
16. Josephine Galipon, Soh Ishiguro, Rintaro Ishii, Hideaki Kume, Kimihiro Hino, Yutaka Suzuki, Shinji Kondo, Mariko Okada-Hatakeyama, Masaru 

Tomita, Kumiko Ui-Tei “A-to-I RNA editing fine-tunes miRNA function in human cells.”2nd Symposium on Complex Biodynamics & Networks 

(Bio 2015) （2015.5.11-13）慶應義塾大学鶴岡メタボロームキャンパス（山形） 
17. Hisashi Iizasa, Kenichiro Sakata, Josephine Galipon, Kojiro Maeda, Soh Ishiguro, Nozomi Sakurai, Hironori, Yoshiyama, Kazuyoshi Yanagihara, 

Takanori Kubo, Yoshimasa Kitagawa, Hideyuki Kawauchi, Kumiko Ui-Tei, Junichi Hamada “A-to-I RNA editing enzyme ADAR2 regulates 

malignancy in human pleural mesothelioma. “Gordon Research Conference on RNA editing（2015.3.8-13） Lucca （Barga）, Italy 

18. Yuki Naito, Kimihiro Hino, Kumiko Ui-Tei, Hidemasa Bono“CRISPRdirect: web-based tool for designing CRISPR/Cas guide RNA with reduced 

off-target sites” Oxford Symposia CRISPR 2015 OXFORD: Technology and Application（2015.3.23）St. Hilda’s College, Oxford, UK 

19. Kumiko Ui-Tei, Fuminori Murakami, Tomoko Takahashi “Global identification of the interacting RNAs with dual functional RNA binding protein 

TRBP by next-generation sequencing” International Symposium on Genome Science 2015"Expanding Frontiers of Genome ScienceⅡ"（2015.1.20）

一ツ橋ホール 

20. 日野 公洋、程 久美子 「CRISPR/Cas9 システムにおけるゲノム切断効率に対するガイド RNA 標的認識領域塩基長の影響」 第 37 回日本

分子生物学会年会（2014.11.26）パシフィコ横浜 

21. Hideaki Kume, Kimihiro Hino, Josephine Galipon, Kumiko Ui-Tei "Re-targeting and modulation of silencing efficiency by miRNAs with A-to-I 

editing in the seed region" 第 37回日本分子生物学会年会（2014.11.26）パシフィコ横浜 

22. Tomoko Takahashi, Shuhei Zenno, Kenji Nishi, Kumiko Ui-Tei "Functional conversion of a key regulator of RNA silencing, TRBP, during 

apoptosis in mammalian cell" 第 37回日本分子生物学会年会（2014.11.26）パシフィコ横浜 

23. 村上 文則、高橋 朋子、程 久美子 「二本鎖 RNA 結合タンパク質 TRBP と相互作用する RNA の網羅的解析」 第 37 回日本分子生物学

会年会（2014.11.26）パシフィコ横浜 

24. 須澤 壮崇、西 賢二、秦 裕子、尾山 大明、程 久美子 「TNRC6A タンパク質の核内複合体構成因子の網羅的同定とその解析」 第 37 回



日本分子生物学会年会（2014.11.26）パシフィコ横浜 

25. 中野 悠子、高橋 朋子、程 久美子 「小分子 RNAによる遺伝子抑制機構における RNA結合タンパク質の機能解析」 第 37回日本分子生

物学会年会（2014.11.26）パシフィコ横浜 

26. Soh Ishiguro, Josephine Galipon, Rintaro Ishii, Yutaka Suzuki, Shinji Kondo, Mariko Okada-Hatakeyama, Masaru Tomita, Kumiko Ui-Tei 
"Validation of A-to-I RNA editing sites identified by RIP-seq in human miRNAs" 第 37回日本分子生物学会年会（2014.11.26）パシフィコ横浜 

27. Kumiko Ui-Tei “Control of RNA silencing by thermodynamics in the nucleotide base-pairing” 第 41回国際核酸化学シンポジウム(ISNAC2014) 

（2014.11.7）北九州国際会議場 

28. Takahashi T, Kumiko Ui-Tei “Selection of chemical modifications for a target gene-specific RNA interference” The International Symposium of 

Chemistry and Biology of RNA Interference (ISCBRi) （2014.11.4）北九州国際会議場 

29. 石黒 宗、Galipon Josephine、石井 倫太郎、鈴木 穣、近藤 仲二、岡田 眞里子、富田 勝、程 久美子 「ヒトの ADAR アイソフォームによる

A-to-I miRNA編集の検出とその発現解析」 第６回 生命情報科学若手の会（2014.10.29-30）理化学研究所 発生・再生科学総合研究センタ

ー(CDB) 研究棟Ｃ棟１階 

30. Kumiko Ui-Tei “Clarification of roles played by each region of siRNA in RNA silencing by systematic DNA modifications” 新学術領域研究

「天然物ケミカルバイオロジー：分子標的と活性制御」 第３回国際シンポジウム （2014.10.28）千里ライフサイエンスセンター・ライフホール 

31. Josephine Galipon, Rintaro Ishii, Soh Ishiguro, Yutaka Suzuki, Shinji Kondo, Mariko Okada-Hatakeyama, Masaru Tomita, Kumiko Ui-Tei 

“Distinct patterns of A-to-I editings on miRNAs due to different ADAR isoforms” 新学術領域「ゲノム支援」2014年度 拡大班会議 （2014.8.20

－21）神戸ポートピアホテル 

32. Josephine Galipon, Rintaro Ishii, Soh Ishiguro1, Yutaka Suzuki, Shinji Kondo, Mariko Okada-Hatakeyama, Masaru Tomita, Kumiko Ui-Tei 

“Specificity of miRNA A-to-I editing by different human ADAR isoforms.” 第 16回日本 RNA学会年会 （2014.7.23） ウインクあいち 

33. Josephine Galipon, Rintaro Ishii, Yutaka Suzuki, Shinji Kondo, Mariko Okada-Hatakeyama, Kumiko Ui-Tei “A-to-I editing of miRNAs by human 

ADAR isoforms.”第 4回理研ゲノム科学総合研究組織(GSC)七夕ミーティング （2014.7.11） 理化学研究所 横浜事業所交流棟ホール 

34. 日野 公洋、程 久美子「CRISPR/Cas9 system を用いたゲノムへの変異導入法」 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー：分子標的と

活性制御」第５回若手研究者ワークショップ （2014.5.29） 名古屋大学 坂田・平田ホール 

35. 程 久美子、西 賢二、高橋 朋子 「化学修飾導入 siRNA による 1 遺伝子特異的ケムバイオケム型 RNA 干渉法の開発をめざして」 新学術

領域研究「天然物ケミカルバイオロジー：分子標的と活性制御」第 6回公開シンポジウム（2014.5.28） 名古屋大学 坂田・平田ホール 

36. Kenji Nishi, Kumiko Ui-Tei “Subcellular localization of TNRC6A is determined by Argonaute protein.” 第 14回東京大学生命科学シンポジウ

ム(BIO-UT 2014) （2014.4.26） 東京大学・伊藤国際学術研究センター 

37. Kimihiro Hino, Kumiko Ui-Tei “The preferable guide RNA sequence for efficient human genome engineering using CRISPR/Cas9 system.” 第

14回東京大学生命科学シンポジウム(BIO-UT 2014) （2014.4.26） 東京大学・伊藤国際学術研究センター 

【浜本洋】 

1. 浜本洋、関水和久、新規抗生物質ライソシン E の同定と作用メカニズム、第 89 回日本細菌学会総会、2016 年 3 月 23〜25 日、大阪

国際交流センター（大阪府大阪市） 

2. 浜本洋、カイコ感染実験系の有用性と課題 ライソシン E の研究を中心として、メディカル・サイエンス セミナー（日本感染症

医薬品協会主催）、2016 年 3 月 24 日、学士会館（千代田区神保町）、招待講演 

3. Hiroshi Hamamoto, Kazuhisa Sekimizu, Identification and mechanistic analysis of a novel antibiotic lysocin E, The 8th Japan-Korea Chemical 

Biology Symposium, Jan 18-20 2016, パシフィックホテル沖縄（沖縄県那覇市）招待講演 

4. Hiroshi Hamamoto, Jie Su, Keniichi Ishii, Jyunichiro Yasukawa, Atmika Paudel, Kazuhisa Sekimizu, Host factors enhance antimicrobial activity 

of “Lysocin E”, The international chemical congress of pacific basin societies 2015 (Pacifichem 2015), Dec. 15-20 2015, Hawaii (USA) 

5. 浜本洋、安川淳一朗、石井健一、Su Jie、Paudel Atmika、関水和久、宿主因子による抗生物質カイコシンの抗菌活性の促進、第 37 回

生体膜と薬物の相互作用シンポジウム、2015 年 11 月 19〜20 日、熊本大学薬学部（熊本県熊本市） 

6. 浜本洋、関水和久、カイコ細菌感染モデルにて同定された新規抗生物質ライソシン E  第 64 回日本感染症学会東日本地方学術集会、

第 62 回日本化学療法学会東日本支部総会 合同学会、2015 年 10 月 21〜23 日、ロイトン札幌（北海道札幌市）、招待講演 

7. 浜本洋、新規抗生物質ライソシンの抗菌活性を促進する血清因子のメカニズム解析 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー

～分子標的と活性制御～」 第 8 回公開シンポジウム、2015 年 6 月 8〜9 日、東北大学仙台南キャンパス萩ホール、仙台市宮城県 

8. 浜本洋、石井健一、安川淳一朗、西田 智、関水和久、「カイコモデルを用いた治療効果を有する新規抗菌薬の同定と開発」、日本薬

学会第 135 年会、2015 年 3 月 26 日、神戸学院大学（兵庫県神戸市）招待講演 

9. Hiroshi Hamamoto, Jyunichiro Yasukawa, Kenich Ishii, Atmika Paudel, Kazuhisa Sekimizu, “Silkworm as an animal model for novel antibiotic 

development”, the Xth European Congress of Entomology, Aug. 3-8, 2014, York (England), invited speaker 

10. Hiroshi Hamamoto, Su Jie, Atmika Paudel, Kenichi Ishii, Jyunichiro Yasukawa, Kazuhisa Sekimizu, Host factors enhance the antimicrobial activity 
of a novel antibiotics kaikosin E, The 54th Interscience Conference on Antimicrobial Agents and Chemotherapy (ICAAC), Sep. 5-9, 2014, 

Washington (USA) 

11. Paudel Atmika, Hamamoto Hiroshi, Kaneko Keichi, Matsunaga Shigeki, Suzuki Yutaka, Kanai Motomu, Kazuhisa Sekimizu, Novel 
Therapeutically Effective Antimicrobial Agent Targets Bacterial RNA Polymerase Sigma Factor A, The 54th Interscience Conference on 

Antimicrobial Agents and Chemotherapy (ICAAC), Sep. 5-9, 2014, Washington (USA) 

12. Hiroshi Hamamoto, Host factors enhance the antimicrobial activity of a novel antibiotics kaikosin E, The 3rd International Symposium on Chemical 

Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, 2014 年 10 月 28 日、千里ライフサイエンスセンター（大阪府豊中

市） 

【加藤博章】 

1. Matsuoka Keita, Hirokane Ryo, Kodan Atsushi, Yamaguchi Tomohiro, Nakatsu Toru, Ueda Kazumitsu, Kato Hiroaki, Crystallographic study of 
the ABC transporter CmABCB1 covalently bound to substrate derivatives, 6th Special Meeting, ATP-Binding Cassette (ABC) Proteins: From 

Multidrug Resistance to Genetic Diseases, March 5 - 11, 2016, Innsbruck (Austria) 

2. Oyama Ryo, Pan Dongqing, Nakatsu Toru, Sato Tomomi, Yamaguchi Tomohiro, Kodan Atsushi, Ueda Kazumitsu, Iwata So, Kato Hiroaki, Serial 
Femtosecond Crystallography of ABC Transporter, 6th Special Meeting, ATP-Binding Cassette (ABC) Proteins: From Multidrug Resistance to 

Genetic Diseases, March 5 - 11, 2016, Innsbruck (Austria) 

3. Ka Lu, Yamaguchi Tomohiro, Nakatsu Toru, Kato Hiroaki, Altering stability of a transmembrane protein, MsbA by structural comparison with its 
thermophilic homolog, The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015, December 15 - 20, 2015, Honolulu (USA) 

4. 小田健人、山口知宏、宮ノ入洋平、中津 亨、甲斐荘正恒、加藤博章、NMR 解析を目指した ABC トランスポーターの大腸菌高密度

培養による安定同位体標識系の確立、日本薬学会近畿支部総会・大会、2015 年 10 月 17 日、大阪大谷大学（大阪府富田林市 

5. 大塚哲央、山口知宏、中津亨、加藤博章、Trp 変異導入による ABC 多剤排出トランスポーターと基質の相互作用解析、日本薬学会

第 135 年会、2015 年 3 月 25 日～28 日、神戸学院大学（兵庫県神戸市） 



6. 加藤博章（招待講演）、ATP Binding Cassette トランスポーターの構造薬理学、平成 26 年度日本結晶学会年会及び総会、2014 年 11 月

1 日～3 日、東京大学農学部（東京都文京区） 

7. Kato Hiroaki（招待講演）, Structural basis for allosteric inhibition of P-glycoprotein homologue CmABCB1, The 3rd international symposium 

on chemical biology of natural products: target ID and regulation of bioactivity, October 28th – 29th, 2014, Osaka (Japan) 

8. 山口知宏（招待講演）、小段篤史、中津亨、植田和光、加藤博章、ABC 多剤排出トランスポーターの立体構造の特徴、第 87 回日本

生化学会大会、2014 年 10 月 15 日～18 日、国立京都国際会館（京都府京都市） 

9. 宇都宮裕人、山口知宏、宮ノ入洋平、武田光広、中津亨、甲斐荘正恒、加藤博章、Lys の 13C-ジメチル化による ABC 多剤排出トラ

ンスポーターの NMR 解析、64 回日本薬学会近畿支部総会・大会、2014 年 10 月 11 日、京都薬科大学（京都府京都市） 

10. 潘東青、中津亨、山口知宏、小段篤史、小川和浩、松嶌一樹、城地保昌、登野健介、矢橋牧名、鈴木守、南後恵理子、岩田想、加藤

博章、SACLA による ABC トランスポーターおよびホタル・ルシフェラーゼのＸ線結晶構造解析、第 14 回日本蛋白質科学会年会、

2014 年 6 月 25 日〜6 月 27 日、ワークピア横浜/横浜産貿ホール マリネリア（神奈川県横浜市） 

【島村達郎】 

1. 島村達郎、「ヒスタミン H1 受容体の構造解析と in silico screening」、第 87 回日本内分泌学会学術総会（博多）、2014 年 4 月。招待

講演 

【林良雄】 

1. 濵田圭佑、田口晃弘、小竹優也、会田 俊、村上沙織、高山健太郎、薬師寺文華、林 良雄、「Development of (+)-Negamycin Derivatives 

at the C-Terminal Part as Potent Readthrough Drug Candidates」、第 52 回ペプチド討論会、2015 年 11 月 16-18 日、平塚中央公民館（平

塚）、口頭発表 

2.  Akihiro Taguchi, Keisuke Hamada, Masaya Kotake, Suguru Aita, Saori Murakami, Kentaro Takayama, Fumika Yakushiji, Yoshio Hayashi, 

“Structure-Activity Relationship Studies Focused on 3-Amino Moiety of Negamycin Derivatives for Potent Readthrough Activity”, 14-16, 

Frontiers in Medicinal Chemistry 2015, September, 2015, Antwerp, Belgium, Poster. 

3.  濵田圭佑、田口晃弘、小竹優也、生澤俊太郎、会田 俊、高山健太郎、薬師寺文華、臼井健郎、林 良雄、「3 位アミノ基部に着目

した新規ネガマイシン誘導体の合成とそのリードスルー活性評価」、創薬懇話会 2015 in Tokushima、2015 年 7 月 2-3 日、徳島、ポス

ター。 

4.  林 良雄、「ネガマイシン誘導体 3 位アミノ基部の修飾による高活性リードスルー化合物の創製」、新学術領域研究「天然物ケミカ

ルバイオロジー〜分子標的と活性制御〜」第 8 回公開シンポジウム、2015 年 6 月 8-9 日、東北大学さくらホール（仙台）、ポスタ

ー。 

5.  田口晃弘、濵田圭佑、小竹優也、塩塚政孝、会田 俊、生澤俊太郎、村上沙織、鈴木奈々、高山健太郎、薬師寺文華、野々村禎昭、

臼井健郎、松田良一、林 良雄、「リードスルー作用を有するネガマイシン誘導体の C 末端部位における構造活性相関研究」、第 32

回メディシナルケミストリーシンポジウム、2014 年 11 月 26-28 日、神戸国際会議場（神戸）、ポスター。 

6.  Yoshio Hayashi, “Effect of the C-terminal modification in negamycin derivatives on readthrough activity”, The 3rd International Symposium on 

Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, 28-29 October 2014, Osaka (Japan), Poster. 

7.  会田 俊、濵田圭佑、小竹優也、生澤俊太郎、塩塚政孝、野々村禎昭、田口晃弘、高山健太郎、薬師寺文華、臼井健郎、松田良一、

林 良雄、「エステル型ネガマイシン誘導体の合成とそのリードスルー活性評価」、第 58 回日本薬学会関東支部大会、2014 年 10 月

4 日、昭和薬科大学（東京）、口頭発表。 

8.  Akihiro Taguchi, Keisuke Hamada, Masaya Kotake, Masataka Shiozuka, Kentaro Takayama, Fumika Yakushiji, Takeo Usui, Ryoichi Matsuda, 

Yoshio Hayashi, “Structure Activity Relationship Study of (+)-Negamycin for Readthrough Activity at Duchenne Muscular Dystrophy”, 33rd 
European Peptide Symposium, 31 August 2014 to 5 September 2014, Sofia, Bulgaria, Poster. 

9.  Keisuke Hamada, Akihiro Taguchi, Masaya Kotake, Suguru Aita, Shuntaro Ikezawa, Masataka Shiozuka, Yoshiaki Nonomura, Kentaro Takayama, 

Fumika Yakushiji, Takeo Usui, Ryoichi Matsuda, Yoshio Hayashi, “Structure activity relationship study of (+)-negamycin derivatives at the C-
terminal part as a readthrough drug”, 18th Korean Peptide Protein Symposium, 7-8 July 2014, Busan, South Korea, Oral & Poster. 

10.  濵田圭佑、田口晃弘、小竹優也、生澤俊太郎、会田 俊、塩塚政孝、野々村禎昭、高山健太郎、薬師寺文華、臼井健郎、松田良一、  

林 良雄、「ネガマイシン誘導体における C 末端部修飾とリードスルー活性への効果」、創薬懇話会 2014、2014 年 7 月 10-11 日、岐

阜、ポスター 

A02：天然リガンドの探索と合成 

【入江一浩】 

1. Irie, K., “Extraction of anti-proliferative activity from pleiotropic debromoaplysiatoxin, a potent tumor promoter and a highly inflammatory 

principle isolated from sea hare”, 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2015), Hawaii, USA, Dec. 15, 
2015 (Invited Lecture) 

2. 入江一浩，「アプリシアトキシンの構造単純化による抗がん剤シーズの開発研究」，第 33回メディシナルケミストリーシンポジウム，

幕張国際研修センター（千葉市），平成 27 年 11 月 26 日（招待講演） 

3. 入江一浩，「天然のプロテインキナーゼＣリガンドの単純化による抗がん剤シーズの開発研究」，日本農芸化学会 2015 年度中四国・

西日本支部合同大会，愛媛大学農学部（樽味キャンパス，松山市），平成 27 年 9 月 17 日（招待講演） 

4. 入江一浩，「抗がん剤開発を指向した新規プロテインキナーゼ C リガンドの創製」，京都大学学際融合教育研究推進センター・生理

化学研究ユニット第 4 回公開シンポジウム，京都大学益川記念館（京都市），平成 26 年 6 月 24 日（招待講演） 

5. Irie, K., “Synthesis and biological activities of the simplified analogs of a natural PKC ligand aplysiatoxin”, International Symposium on Natural 
Products Chemistry and Chemical Biology 2013, Hotel Rubura Ohzan, Nagoya, Japan, Nov. 26, 2013 (Invited Lecture) 

6. Irie, K., “Structure-activity studies of the simplified analogue of aplysiatoxin with antiproliferative activity like bryostatins”, 3rd International 

Symposium on Innovative Areas “Chemical Biology of Natural Products”, Kyoto Century Hotel, Kyoto, Japan, Oct. 31, 2012 (Invited Lecture) 

7. 入江一浩，「天然発がんプロモーターの骨格を利用した新規抗がん剤リードの開発」，2012 年度日本農芸化学会大会，京都女子大学

（京都市），平成 24 年 3 月 25 日（招待講演） 

8. 入江一浩，「抗がん剤開発を指向した新規ＰＫＣリガンドの創製と作用機構解析」，新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー」

第一回公開シンポジウム，大阪市大杉本キャンパス（大阪市），平成 24 年 1 月 10 日（招待講演） 

9. 入江一浩，「天然発がんプロモーターの骨格を利用した新規ツール分子と抗がん剤シーズの開発」，日本農芸化学会関西支部例会（第

472 回講演会），神戸大学農学研究科（神戸市），平成 23 年 12 月 10 日（招待講演） 

10. Irie, K., “Development of new molecular probes and therapeutic seeds having skeletons of naturally-occurring tumor promoters”, 22nd French-

Japanese Symposium of Medicinal and Fine Chemistry, Rouen, France, Sep. 13, 2011 (Invited Lecture) 

11. 芦田能基，柳田 亮，川浪康弘，入江一浩，「分子モデリングによる Aplysiatoxin とプロテインキナーゼ C C1 ドメインとの結合様式

の予測」，2016 年度日本農芸化学会大会，札幌コンベンションセンター（札幌市），平成 28 年 3 月 28 日（ポスター発表） 



12. 花木祐輔，堀田夏紀，菊森将之，岡村睦美，旦 慎吾，入江一浩，「新規抗がん剤シード・10-Me-aplog-1 のがん細胞増殖抑制機構」，

2016 年度日本農芸化学会大会，札幌コンベンションセンター（札幌市），平成 28 年 3 月 28 日（ポスター発表） 

13. 花木祐輔，堀田夏紀，菊森将之，入江一浩，「新規抗がん剤シード・aplog 類のがん細胞増殖抑制機構の解析」，新学術領域研究「天

然物ケミカルバイオロジー 〜分子標的と活性制御〜」地区ミニシンポジウム，京都大学楽友会館（京都市），平成 28 年 2 月 23 日

（一般講演） 

14. Hanaki, Y., Kikumori, M., Yanagita, R. C., Hotta, N., Tokuda, H., Izumi, S., Sakamoto, S., Handa, H., Okamura, M., Dan, S., Irie, K., “Large-scale 

synthesis, anti-cancer activity in vivo, and mechanism of anti-proliferative activity of 10-methyl-aplog-1, a simplified analog of aplysiatoxin, as an 
anti-cancer lead”, The 8th Takeda Science Foundation Symposium on PharmaSciences “Biomolecule-based Medicinal Science: Featuring Mid-Size 

Drugs”, Takeda Pharmaceutical Company, Ltd., Suita, Japan, Jan. 21, 2016 (Poster Presentation) 

15. Ashida, Y., Yanagita, R. C., Takahashi, C., Fujii, M., Kawanami, Y., Irie, K., “Structure–activity studies on the PKC-recognition domain of 
aplysiatoxin, a potent tumor-promoter isolated from a sea hare”, 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 

2015), Hawaii, USA, Dec. 15, 2015 (Oral Presentation) 

16. Hanaki, Y., Yanagita, R. C., Takahashi, C., Sugahara, T., Aida, M., Tokuda, H., Suzuki, N., Irie, K., “Synthesis and biological activities of the amide 
derivative of aplog-1, a simplified analog of aplysiatoxin with anti-proliferative and cytotoxic activities”, 2015 International Chemical Congress 

of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2015), Hawaii, USA, Dec. 15, 2015 (Poster Presentation) 

17. 芦田能基，柳田 亮，川浪康弘，入江一浩，「Aplysiatoxin の PKC C1 ドメイン認識部位の構造活性相関研究」，2015 年度日本農芸化

学会大会，岡山大学津島キャンパス（岡山市），平成 27 年 3 月 28 日（一般講演） 

18. 花木祐輔，柳田 亮，菅原貴弘，相田美砂子，徳田春邦，鈴木信孝，入江一浩，「細胞増殖抑制能を有するアプリシアトキシン単純化

アナログのアミド誘導体の合成と活性」，2015 年度日本農芸化学会大会，岡山大学津島キャンパス（岡山市），平成 27 年 3 月 28 日

（一般講演） 

19. 菊森将之，柳田 亮，中川 優，蒲池弘明，徳田春邦，鈴木信孝，入江一浩，「アプリシアトキシン単純化アナログ (Aplog-1) の抗が

ん剤シーズとしての構造最適化」，新学術領域研究・がん支援「化学療法基盤支援活動」第 3 回シンポジウム，万国津梁館（名護市），

平成 26 年 5 月 12 日（ポスター発表） 

20. 菊森将之，徳田春邦，鈴木信孝，村上 明，入江一浩，「Debromoaplysiatoxin の 4 位不斉メチル基の生物活性おける役割」，2014 年度

日本農芸化学会大会，明治大学生田キャンパス（川崎市），平成 26 年 3 月 29 日（一般講演） 

21. Kikumori, M., Yanagita, R. C., Tokuda, H., Suzuki, N., Irie, K., “Role of methyl groups on the spiroketal moiety of aplog-1, a simplified analogue 

of debromoaplysiatoxin with anti-proliferative activity”, 23rd French-Japanese Symposium of Medicinal and Fine Chemistry, ANA Crowne Plaza 
Nagasaki Gloverhill, Nagasaki, Japan, May 13, 2013 (Poster Presentation) 

22. 花木祐輔，菊森将之，植野沙代，徳田春邦，鈴木信孝，入江一浩，「Debromoaplysiatoxin 単純化アナログの 27 位における構造活性相

関」，2013 年度日本農芸化学会大会，東北大学河内北キャンパス（仙台市），平成 25 年 3 月 26 日（一般講演） 

23. 菊森将之，花木祐輔，柳田 亮，徳田春邦，鈴木信孝，永井宏史，末永聖武，入江一浩，「Debromoaplysiatoxin 単純化アナログの 10

位メチル体の発がん促進活性」，2013 年度日本農芸化学会大会，東北大学河内北キャンパス（仙台市），平成 25 年 3 月 26 日（一般

講演） 

24. 菊森将之，柳田 亮，徳田春邦，鈴木信孝，永井宏史，末永聖武，入江一浩，「Debromoaplysiatoxin 単純化アナログの 10 位メチル体

の合成と細胞増殖抑制活性」，2012 年度日本農芸化学会関西支部大会，京都学園大学（亀岡市），平成 24 年 9 月 29 日（一般講演） 

25. Kikumori, M., Yanagita, R. C., Tokuda, H., Suzuki, N., Nagai, H., Suenaga, K., Irie, K., “Structure–activity studies on the spiroketal moiety of 

aplog-1, a simplified analogue of debromoaplysiatoxin with anti-proliferative activities”, The 12th International Kyoto Conference on New Aspects 

of Organic Chemistry, Rihga Royal Hotel, Kyoto, Japan, Nov. 15, 2012 (Poster Presentation) 

26. 朱 裕姫，柳田 亮，徳田春邦，鈴木信孝，入江一浩，「抗腫瘍性 Aplysiatoxin 単純化アナログの側鎖の構造活性相関を目的とした合

成経路の確立」，2012 年度日本農芸化学会大会，京都女子大学（京都市），平成 24 年 3 月 23 日（一般講演） 

【井本正哉】 

1. 今辻紗也佳、大嶽弘之、奈良部進、田代悦、井本正哉、Cisplatin 持続暴露による EMT 誘導機構、日本農芸化学会 2016 年度大会、

2016 年 3 月 29 日、札幌コンベンションセンター（北海道・札幌市） 

2. 池田拓慧、田代悦、井本正哉、β-catenin 変異型がん細胞選択的に細胞死を誘導する化合物の探索、日本農芸化学会 2016 年度大会、

2016 年 3 月 29 日、札幌コンベンションセンター（北海道・札幌市）  

3. 齋藤駿、藤巻貴宏、田代悦、五十嵐康弘、井本正哉、ホルモン療法抵抗性前立腺がんに対する天然物創薬研究、日本薬学会第 136 回

年会、2016 年 3 月 28 日、パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

4. 四方雄貴、木我真基、田代悦、井本正哉、メラノーマ治療薬として開発された MEK 阻害剤の大腸がん治療薬としての可能性、日本

薬学会第 136 回年会、2016 年 3 月 27 日、パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

5. 井岡秀二、斉藤毅、岩野智、牧昌次郎、鈴木孝治、井本正哉、西山繁、新規発光物質の開発を目的としたホタルルシフェリンアナロ

グの合成と活性評価、日本化学会第 96 回春季年会(2016)、2016 年 3 月 24 日、同志社大学（京都府京・田辺市） 

6. Masaya Imoto、Synthetic lethal screening for the compound with β-catenin mutation from natural product library、10th AACR-JCA Joint 

Conference、2016 年 2 月 18 日、ハイアットリージェンシーマウイ（マウイ・USA） 

7. Shuji Ioka, Tsuyoshi Saito, Satoshi Iwano, Shojiro Maki, Haruki Niwa, Masaya Imoto, and Shigeru Nishitama、Development of the new firefly 

luciferin analog aiming at detection of a free radical in the living body、The 8th Korea-Japan Chemical Biology Symposium、2016 年 1 月 19

日、Pasific Hotel Okinawa（沖縄県・那覇市） 

8. Yuki Shikata, Masaki Kiga, Etsu Tashiro, and Masaya Imoto、Screening for the compound that induces cell death selectively in β-catenin mutant 

tumor cells、The 8th Korea-Japan Chemical Biology Symposium、2016 年 1 月 19 日、Pasific Hotel Okinawa（沖縄県・那覇市） 

9. Shun Saito, Takahiro Fujimaki, Etsu Tashiro, Igarashi Yasuhiro, and Masaya Imoto、Antarlides, New-Type Androgen Receptor (AR) Antagonisut, 

That Overcome Resistanse to AR-targeted Therapy、The 8th Korea-Japan Chemical Biology Symposium、2016 年 1 月 19 日、Pasific Hotel 

Okinawa（沖縄県・那覇市） 

10. Masahiro Miura and Masaya Imoto、Studies on neuroprotective effects of SMK-17 as a drug-seed for parkinson’s disease、The 8th Korea-Japan 

Chemical Biology Symposium、The 8th Korea-Japan Chemical Biology Symposium、Pasific Hotel Okinawa（沖縄県・那覇市） 

11. S.Saito, T.Fujimaki, E.Tashiro, Y.Igarashi, M.Imoto、Isolation and biological activities of novel androgen receptor antagonist produced by 

Streptomyces、2015 環太平洋国際化学会議（PACIFICHEM 2015）、2015 年 12 月 17 日、ホノルル（米国） 

12. M.Imoto, T.Fujimai, S.Saiki, E.Tashiro, D.Yamada, N.Hattor、Identification of licopyranocoumarin and glycyrurol from herbal medicines as 

neuroprotective compounds for Parkinson’s disease、2015 環太平洋国際化学会議（PACIFICHEM 2015）、2015 年 12 月 17 日、ホノルル

（米国） 



13. S.Ioka, T.Saito, S.Iwano, S.Maki, H.Niwa, M.Imoto, S.Nishiyama、 Development of the new firefly luciferin analog aiming at detection of a free 

radical in the living body、2015 環太平洋国際化学会議（PACIFICHEM 2015）、2015 年 12 月 17 日、ホノルル（米国） 

14. Yuki Shikata, Etsu Tashiro, Masaya Imoto、Screening for the compound that induces cell death selectively in β-catenin mutant tumor cells、第

27 回 AACR-NCI-EORTC International Conference、2015 年 11 月 7 日、ボストン（米国） 

15. 吉丸哲郎、小松正人、田代悦、長田裕之、井本正哉、豊國伸哉、三好康雄、笹三徳、片桐豊雅、エストロゲン受容体制御分子 BIG3

を標的とした新規 ER 陽性乳がんの治療法、第 74 回日本癌学会学術総会、2015 年 10 月 9 日、名古屋国際会議場（愛知県名・古屋

市） 

16. 池田拓慧、四方雄貴、田代悦、井本正哉、β-catenin 変異型がん細胞選択的に細胞死を誘導する化合物の探索、第 74 回日本癌学会学

術総会、2015 年 10 月 9 日、名古屋国際会議場（愛知県名・古屋市） 

17. 四方雄貴、田代悦、井本正哉、カリウムイオノフォアである Nonactin は β-catenin 変異がん選択的に細胞死を誘導する、第 74 回日

本癌学会学術総会、2015 年 10 月 9 日、名古屋国際会議場（愛知県名・古屋市） 

18. 今辻紗也佳、田代悦、井本正哉、CDDP 耐性細胞における TGF-β 受容体阻害剤による MET 誘導、第 74 回日本癌学会学術総会、2015

年 10 月 9 日、名古屋国際会議場（愛知県・名古屋市） 

19. 齋藤駿、藤巻貴宏、田代悦、五十嵐康弘、井本正哉、放線菌由来新規アンドロゲン受容体アンタゴニスト Antarlide 類の単離・構造

決定及び生物活性、第 57 回天然有機化合物討論会、2015 年 9 月 10 日、神奈川県民ホール（神奈川県・横浜市） 

20. Yuji Mizotani, Shun Itoh, Kohji Hotta, Etsu Tashiro, Kotaro Oka, Masaya Imoto、Evalution of drug toxicity profile using Ciona intestinalis、8th 

International Tunicate Meeting、2015 年 7 月 16 日、Aomori City Cultural Hall（Aomori City Aomori Pref. ） 

21. 吉丸哲郎、小松正人、田代悦、長田裕之、井本正哉、片桐豊雅、エストロゲン受容体制分子 BIG3 を標的とした新規 ER 陽性乳がん 

治療法の開発、日本がん分子標的治療学会第 19 回学術集会、2015 年 6 月 12 日、松山全日空ホテル（愛媛県・松山市） 

22. 井岡秀二、斉藤毅、岩野智、牧昌次郎、丹羽治樹、井本正哉、西山繁、生体内フリーラジカルの検出を目的とした新規ホタルルシフ

ェリンアナログの開発、日本ケミカルバイオロジー第 10 回年会、2015 年 6 月 11 日、東北大学 川内キャンパス（宮城県・仙台市） 

23. 井本正哉、Bcl-2/Bcl-xL 機能阻害物質インセドニンの標的分子同定、天然物ケミカルバイオロジー第 8 回公開シンポジウム、2015 年

6 月 8 日、東北大学 片平キャンパス（宮城県・仙台市）    

24. Yuji Mizotani, Shun Itoh, Kohji Hotta, Etsu Tashiro, Kotaro Oka, Masaya Imoto、Evaluation system of chemical toxicity using Ciona intestinalis、

48th Annual Meeting of the Japanese Sosiety of Developmental Biologists、2015 年 6 月 2 日〜6 月 5 日、International Congress Center Tsukuba

（茨城県・つくば市） 

25. 井本正哉、田代悦、微生物由来天然化合物の治療薬シードへの展開、日本農芸化学会 2015 年度大会、2015 年 3 月 29 日、岡山大学 

津島キャンパス（岡山県・岡山市） 

26. 片桐豊雅、吉丸哲郎、小松正人、田代悦、井本正哉、長田裕之、エストロゲン受容体制御分子 BIG3 を標的とした新規ホルモン依存

性乳がん治療法の開発、日本農芸化学会 2015 年度大会、2015 年 3 月 29 日、岡山大学 津島キャンパス（岡山県・岡山市） 

27. 田代悦、大嶽弘之、奈良部進、井本正哉、抗がん剤耐性と EMT の関係に着目した MET 誘導物質の探索系構築、日本農芸化学会 2015

年度大会、2015 年 3 月 27 日、岡山大学 津島キャンパス（岡山県・岡山市） 

28. 齋藤駿、藤巻貴宏、榊原康文、田代悦、井本正哉、in silico 及び天然物スクリーニングによる新規アンドロゲン受容体アンタゴニス

トの探索、日本農芸化学会 2015 年度大会、日本農芸化学会 2015 年度大会、岡山大学 津島キャンパス（岡山県・岡山市） 

29. 溝谷優治、伊藤俊、堀田耕司、田代悦、岡浩太郎、井本正哉、カタユウレイボヤにおける薬剤の毒性評価系の構築、日本農芸化学会

2015 年度大会、2015 年 3 月 27 日、岡山大学 津島キャンパス（岡山県・岡山市） 

30. M. Imoto、Chemistry and biology of natural products that modulate cellular responses、SIBM Natural Products 2015、2015 年 1 月 12 日、San 

Diego（USA） 

31. M. Kiga, A. Nakayama, Y. Sasazawa, Y. Shikata, H. Ikeda, E. Tashiro, M. Imoto、MEK1/2 specific inhibitor, SMK-17 selectively induces apoptosis 

in β-catenin mutated tumors、26th EORTC-NCI-AACR SYMPOSIUM、2014 年 11 月 21 日、Barcelona（Spain） 

32. S. Magi, Y. Yamamoto, H. Kobayashi, M. Kasamatsu, T. Akita, A. Tanaka, K. Takano, E. Tashiro, Y. Igarashi and M. Imoto、5-Lipoxygenase 

and CysLT1 regulate EGF-induced cell migration tyrough Tiam1 upregulationand Rac1 activation、文科省「新学術領域研究」天然物ケミカ

ルバイオロジー第３回国際シンポジウム（第７回公開シンポジウム）、２０１４年１０月２８日、千里ライフサイエンスセンター・

ライフホール（大阪府・豊中市） 

33. 溝谷優治、堀田耕司、岡浩太郎、柴小菊、稲葉一男、鈴木麻友、田代悦、井本正哉、ケミカルジェネティクスによるホヤ脊索管形成

機構の解析、第 87 回日本生化学会大会、２０１４年１０月１８日、国立京都国際会館（京都府・京都市） 

34. 井本正哉、木我真基、中山綾子、笹澤有紀子、四方雄貴、池田拓慧、田代悦、Mek 阻害剤 SMK-17 はﾍﾞｰﾀｶﾃﾆﾝ変異細胞に選択的にｱ

ﾎﾟﾄｰｼｽを誘導する、第 73 回日本癌学会学術総会、２０１４年９月２５日、パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

35. 井本正哉、MEK 阻害剤感受性規定因子の同定、第 25 回新薬創製談話会、２０１４年９月９日、京都・嵐山ご清遊の宿「らんざん」

（京都府・京都市） 

36. 井本正哉、5-リポキシゲナーゼ/CysLT1 シグナルによるがん細胞遊走促進機構解析、第 23 回日本がん転移学会学術集会・総会、２

０１４年７月１０日、金沢市文化ホール（石川県・金沢市） 

37. 田代悦、井本正哉、HDAC 阻害剤 SAHA による MET 誘導、第 18 回日本がん分子標的治療学会学術集会、２０１４年６月２６日、

仙台市情報・産業プラザ（宮城県・仙台市） 

38. 齋藤駿、藤巻貴宏、田代悦、井本正哉、in silico および天然物スクリーニングによる新規アンドロゲン受容体アンタゴニストの探索、

第 18 回日本がん分子標的治療学会学術集会、２０１４年６月２６日、仙台市情報・産業プラザ（宮城県・仙台市） 

39. 齋藤駿、藤巻貴宏、榊原康文、田代悦、井本正哉、新規アンドロゲン受容体アンタゴニストの探索と薬理活性評価、日本ケミカルバ

イオロジー学会第 9 回年会、２０１４年６月１３日、大阪大学 大阪大学会館（大阪府・豊中市） 

40. 井本正哉、田代悦、漢方薬由来パーキンソン治療薬シードの探索、文科省新学術領域研究・天然物ケミカルバイオロジー第 6 回公

開シンポジウム、２０１４年５月２８日、名古屋大学 坂田・平田ホール（愛知県・名古屋市） 

41. 井本正哉、天然化合物を用いたケミカルバイオロジー研究、２０１４年３月２８日、熊本大学（熊本県・熊本市） 

42. 藤巻貴宏、斉木臣二、田代悦、服部信孝、井本正哉、漢方薬抽出物からのパーキンソン病治療薬シードの探索、日本農芸化学会 2014

年度大会、2014 年３月２８日、明治大学生田キャンパス（神奈川県・川崎市） 

43. 田代悦、新荘聡子、溝谷優治、井本正哉、種々の小分子化合物による UPR 関連遺伝子群発現挙動の解析、日本農芸化学会 2014 年

度大会、2014 年 3 月 28 日、明治大学生田キャンパス（神奈川県・川崎市） 

44. 井本正哉、日本における天然物創薬の現状、日本農芸化学会 2014 年度大会、2014 年３月３０日、明治大学生田キャンパス（神奈川

県・川崎市） 



45. Yuji Mizotani, Kohji Hotta, Kotaro Oka, Hidenori Watanabe, Kogiku Shiba, Kazuo Inaba, Mayu Suzuki, Etsu Tashiro, Masaya Imoto、Studies 
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47. Masaya Imoto、5-Lipoxygenase and CYsLT1 Regulate EGF-induced Cell Migration Through Tiam1 Upregulation and Rac1 Activation、The7th 
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Antitumor activity of xanthohumol, an inhibitor of valosin-containing protein、AACR-NCI-EORTTC International Conference、2013 年 10 月

22 日、ボストン（米国） 

56. 四方雄貴、井本正哉、田代悦、新規オートファジー制御物質 Xanthohumol の抗がん活性評価、第 72 回日本癌学会学術総会、2013 年

10 月 3 日、パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

57. Masaya Imoto、Chemistry and biology of Xanthohumol, an inhibitor of Valosin-Containing Protein、EMBO Workshop【AAA+ proteins: from 

mechanism and disease to targets】、2013 年 9 月 18 日、Neuss(Germany) 

58. 井本正哉、間木重行、田代悦、ケミカルゲノミクスによるがん細胞遊走機構の多様性と共通性解析、第 22 回日本がん転移学会学術

集会・総会、2013 年 7 月 11 日、ホテルブエナビスタ（長野県・松本市） 

59. 笠松誠人、間木重行、田代悦、井本正哉、ケミカルバイオロジーによる Tiam1 発現制御機構解析、日本ケミカルバイオロジー学会

第 8 回年会、2013 年 6 月 21 日、東京医科歯科大学 M&D タワー（東京都・文京区） 

60. 新荘聡子、田代悦、井本正哉、BiFC 法による IRE1α 二量体化検出法の構築、日本ケミカルバイオロジー学会第 8 回年会、2013 年 6

月 20 日、東京医科歯科大学 M&D タワー（東京都・文京区） 

61. 井本正哉、田代悦、VCP 阻害物質キサントフモールによる抗がん活性評価、第 17 回日本がん分子標的治療学会学術集会、2013 年 6

月 14 日、国立京都国際会館（京都府・京都市） 

62. 田代悦、井本正哉、BiFC を利用した新規 IRE1α 活性化阻害剤探索系の構築、第 17 回日本がん分子標的治療学会学術集会、2013 年

6 月 13 日、国立京都国際会館（京都府・京都市） 

63. 井本正哉、田代悦、VCP 阻害剤キサントフモールによる抗がん作用の解析、文科省科研費「新学術領域研究」天然物ケミカルバイ

オロジー：分子標的と活性制御 第 4 回公開シンポジウム、2013 年 5 月 28 日、つくば国際会議場（茨城県・つくば市） 

64. 笠松誠人、間木重行、田代悦、井本正哉、CysLT1 シグナリングによる Tiam1 の発現制御、日本農芸化学会 2013 年度大会、2013 年

3 月 26 日、東北大学川内北キャンパス（宮城県・仙台市） 

65. 大嶽弘之、邊見静香、久田明里、小林大貴、田代悦、井本正哉、ヒト大腸がん細胞 LoVo における、EGF 誘導体 E-cad-herin 発現抑

制機構の解析、日本農芸化学会 2013 年度大会、2013 年 3 月 26 日、東北大学川内北キャンパス（宮城県・仙台市） 

66. 金墻周平、田代悦、井本正哉、ホップ抽出物キサントフモールの抗がん作用解析、日本農芸化学会 2013 年度大会、2013 年 3 月 26

日、東北大学川内北キャンパス（宮城県・仙台市） 

67. 加藤直裕、間木重行、田代悦、井本正哉、オートファジー制御機構の網羅的解析に向けた細胞評価系の構築、日本農芸化学会 2013

年度大会、2013 年 3 月 26 日、東北大学川内キャンパス（宮城県・仙台市） 

68. 溝谷優治、鈴木麻友、渡邉秀典、高取聡美、堀田耕司、岡浩太郎、田代悦、井本正哉、UTKO1 を用いたホヤ脊索管形成機構の解析、

日本農芸化学会 2013 年度大会、2013 年 3 月 26 日、東北大学川内キャンパス（宮城県・仙台市） 

69. Yasubumi Sakakibara, Masaya Imoto、Development of new androgen antagonists by in silico screening and natural product screening、第 9 回

日米癌合同会議、2013 年 2 月 24 日、マウイ（米国） 

70. 井本正哉、がんの代謝解析による薬剤標的探索、がんと代謝シンポジウム 2013、2013 年 1 月 17 日、慶應義塾大学医学部北里記念

医学図書館講堂（東京都・新宿区） 

71. 新荘聡子、田代悦、井本正哉、BiFC 法による IRE1 二量体化検出法の構築、第 35 回日本分子生物学会年会、2012 年 12 月 13 日、福

岡国際会議場（福岡県・福岡市） 

72. 加藤直裕、間木重行、田代悦、井本正哉、オートファジー制御機構の網羅的解析に向けた評価系の構築、第 35 回日本分子生物学会

年会、2012 年 12 月 12 日、福岡国際会議場（福岡県・福岡市） 

73. S. Magi, E. Tashiro, M. Imoto、Involvement of Cysteinyl Leukotriene Receptor 1 (CysLT1) in Second Wave Rac1 Activation in the Process of 

EGF-induced Cell Migration、24TH EORTEC-NCI-AACR Symposium、2012 年 11 月 7 日、ダブリン（アイルランド） 

74. Etsu Tashiro, Satoko Shinjo, Yuji Mizotani, Masaya Imoto、A Comparative Analysis of the Expression Patterns of UPR-Target Genes caused by 

UPR-inducing Compounds、EMBO Conference、2012 年 10 月 17 日〜18 日、ジローナ（スペイン） 

75. 間木重行、笠松誠人、竹本靖、小林大貴、田代悦、井本正哉、CysLT1 ｼｸﾞﾅﾙは Tiam1 の発現制御を介して EGF 刺激依存的細胞遊走

を制御する、第 71 回日本癌学会学術総会、2012 年 9 月 20 日、ホテルロイトン札幌（北海道・札幌市） 

76. 藤巻貴宏、田代悦、井本正哉、新たなアンドロゲンアンタゴニストの検索のためのアプローチ、第 16 回日本がん分子標的治療学会、

2012 年 6 月 29 日、西日本総合展示場（福岡県・北九州市 



77. 田代悦、山本浩太、井本正哉、ｲﾉｽﾀﾏｲｼﾝによる細胞膜表面 DR5 の発現上昇を介した TRAIL 誘導性ｱﾎﾟﾄｰｼｽ増強、日本ケミカルバイ

オロジー学会第 7 回年会、2012 年 6 月 8 日、京都大学百周年時計台記念館（京都府・京都市） 

78. 新荘聡子、溝谷優治、田代悦、井本正哉、小分子化合物が誘導する UPR 関連遺伝子発現挙動の解析、日本ケミカルバイオロジー学

会第 7 回年会、2012 年 6 月８日、京都大学百周年時計台記念館（京都府・京都市） 

79. 金墻周平、笹澤有紀子、田代悦、野川俊彦、室井誠、近藤恭光、長田裕之、井本正哉、Xanthohumol の autophagy 制御機構解析、日

本農芸化学会 2012 年度大会、2012 年 3 月 23 日、京都女子大学（京都府・京都市） 

80. Satoko Shinjo, Yuji Mizotani, Etsu Tashiro, Masaya Imoto、Classification of the UPR-inducing Compounds Based on UPR Target Gene Expression 

Profiles、第 6 回日韓合同シンポジウム、2012 年 1 月 27 日、定山渓温泉ホテル花もみじ（北海道・札幌市） 

81. ukiko Sasazawa, Shuhei Kanagaki, Etsu Tashiro, Toshihiko Nozawa, Makoto Muroi, Yasumitsu Kondoh, Hiroyuki Osada, Masaya Imoto、第 6

回日韓合同シンポジウム、2012 年 1 月 27 日、定山渓温泉ホテル花もみじ（北海道・札幌市） 

82. Masaki Kiga, Fumie Tanzawa, Shiho Iwasaki, Fumi Inaba, Kosaku Fujiwara, Hayato Iwadare Tomoki Echigo, Yuji Nakamura, Tomoyuki Shibata, 

Kanae Suzuki, Isao Yasumatsu, Ayako Nakayama, Yukiko Sasazawa, Etsu Tashiro, Masaya Imoto, Shinichi Kurakata、Studies on the signaling 

pathway for cancer cell m igration based on chemical genomic approach、AACR-NCI-International Conference、2011 年 11 月 14 日、サンフ

ランシスコ（米国） 

83. Shigeyuki Magi, Etsu Tashiro, Masaya Imoto、Studies on the signaling pathway for cancer cell migration based on chemical genomic approach、

AACR-NCI-International Conference、2011 年 11 月 15 日、サンフランシスコ（米国） 

84. 間木重行、田代悦、井本正哉、ケミカルシステムバイオロジーを用いた個別がん細胞の遊走制御機構解析、第７０回日本癌学会学

術総会、2011 年 10 月 4 日、名古屋国際会議場（愛知県・名古屋市） 

85. 木我真基、中山綾子、笹澤有紀子、田代悦、岩垂勇人、井本正哉、新規 MEK１/２阻害剤 SMK-１７による抗腫瘍活性、新規 MEK１

/２阻害剤 SMK-１７による抗腫瘍活性、第７０回日本癌学会学術総会、2011 年 10 月 3 日、名古屋国際会議場（愛知県・名古屋市） 

86. 中山諒二、秋田貴博、小林大貴、田代悦、井本正哉、CysLT1 シグナルにおける EGF 依存的 Rac1 活性化機構の解析、第 84 回日本

生化学会大会、2011 年 9 月 24 日、国立京都国際会館（京都府・京都市） 

87. Masaya Imoto、Metabolomic identification of the target of the filopodia protrusion inhibitor glucopiericidin A、 International Union of 

Microbiological Societies 2011 Congress、2011 年 9 月７日、札幌コンベンションセンター（北海道・札幌市） 

88. Kuhta Yamamoto, Etsu Tashiro, Masaya Imoto、QUINOTRIERIXIN INHIBITED ENDOPLASMIC RETICULUM STRESS-INDUCED X-BOX 

BINDING PROTEIN 1 MRNA SPLICINGTHROUGH INHIBITION OF PROTEIN SYNTHESIS、5TH International Congress on Stress 

Responses in Biology and Medicine、2011 年 8 月 21〜25 日、ケベック（カナダ） 

【松永茂樹】 

1. 入江樂，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹「大島新曽根産カイメン由来の新規 poecillastrin 類縁体の単離と構造解析」平成 28 年度日

本水産学会春季大会，2016 年 3 月 29 日，東京海洋大学．（一般講演） 

2. 二宮章洋，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，能木裕一「海洋放線菌 Streptomyces sp.由来の新規ペプチドの単離と構造決定」平成 28

年度日本水産学会春季大会，2016 年 3 月 29 日，東京海洋大学．（一般講演） 

3. Matsunaga, S., "Search for marine natural products with anticancer associated activity”, 2015 International Chemical Congress of Pacific BAsin 
Societies (PACIFICHEM 2015), Hawaii, USA, Dec. 16, 2015 (Invited Lecture). 

4. Pederazzoli, M. D. A., Takada, K., Furihata, K., Okada, S., Matsunaga, S., Ise, Y., Bontemps, N., Davis, R. A.,"Cell differentiation inducing 

metabolites from marine sponges"2015 International Chemical Congress of Pacific BAsin Societies (PACIFICHEM 2015), Hawaii, USA, Dec. 17, 

2015 (Poster Presentation).（ポスター発表） 

5. Matsunaga, S., "Search for marine natural products with anticancer associated activity", 46th Annual Meeting of Korean Society of Pharmacognoxy, 

Seoul, Korea, Dec. 3, 2015 (Invited Lecture). 

6. 福原和哉，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，「カイメン Theonella swinhoei 由来の新規細胞毒性ペプチド nazumazoles A-F の単離と構

造決定」第 57 回天然有機化合物討論会，2015 年 9 月 10 日，神奈川県民ホール．（一般講演） 

7. Matsunaga, S., "Search for marine natural products with anticancer associated activity", International Seminar and Workshop on Marine Natural 

Products, Burapha University, Thailand, Sep. 15, 2015 (Invited Lecture). 

8. 福原和哉，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，「カイメン Theonella swinhoei 由来の新規細胞毒性ペプチド nazumazoles A-F の単離と構

造決定」平成 27 年度日本水産学会春季大会，2015 年 3 月 30 日，東京海洋大学．（一般講演） 

9. 人羅勇気，高田健太郎，松永茂樹，「HeLa/Fucci2 細胞を用いたカイメン由来細胞周期停止誘導性物質の探索」平成 27 年度日本水産

学会春季大会，2015 年 3 月 30 日，東京海洋大学．（一般講演） 

10. Sun Yi，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，能木裕一，「深海底泥から分離された放線菌由来の酵素阻害物質」平成 27 年度日本水産学

会春季大会，2015 年 3 月 30 日，東京海洋大学．（一般講演） 

11. Victoria Peddie，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，「カイメン Stelletta sp.由来の新規細胞毒性物質の単離と構造決定」平成 27 年度日

本水産学会春季大会，2015 年 3 月 30 日，東京海洋大学．（一般講演） 

12. Takada, K., Imae, Y., Takanashi, E., Matsunaga, S.,  "Structure elucidation of sponge metabolites with anti-tumor associated activities", 4th Junior 

International Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia, Bangkok, Thailand, Nov. 29, 2014. (Invited Lecture) 

13． 松永茂樹，「海洋生物由来の生物活性物質：探索・単離・構造決定」第 49 回天然物化学談話会，2014 年 7 月 4 日，せとうち児島ホ

テル．（招待講演） 

14． 福原和哉，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，「カイメン Theonella swinhoei 由来の新規ペプチドの単離と構造決定」平成 26 年度日本

水産学会春季大会，2014 年 3 月 28 日，北海道大学．（一般講演） 

15． Daniel Pedrazzoli，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，「Cell differentiation inducers isolated from a marine sponge」平成 26 年度日本水産学

会春季大会，2014 年 3 月 28 日，北海道大学．（一般講演） 

16． 二宮章洋，高田健太郎，勝山陽平，大西康夫，岡田茂，松永茂樹，能木裕一，「Streptomyces 属放線菌が生産する surugamide 類の生

合成と機能に関する研究」平成 26 年度日本水産学会春季大会，2014 年 3 月 28 日，北海道大学．（一般講演） 

17． 人羅勇気，高田健太郎，松永茂樹，「カイメン由来細胞毒性アセチレン化合物 miyakosyne A の遠隔位不斉中心の絶対配置の決定」平

成 26 年度日本水産学会春季大会，2014 年 3 月 28 日，北海道大学．（一般講演） 

18． 高田健太郎，今榮康文，伊勢優史，岡田茂，松永茂樹，大塚攻，伊藤昭博，吉田稔，「屋久新曽根産カイメン Theonella sp.由来の新

規 HDAC1 阻害化合物の単離と構造決定」平成 26 年度日本水産学会春季大会，2014 年 3 月 28 日，北海道大学．（一般講演） 

19． Matsunaga, S., "Lower homologues of ahpatinin and pepstatin, asparatic protease inhibitors, from a marine Streptomyces sp." Gordon Conference 

on Marine Natural Products, Ventura, USA, Mar. 3, 2014.（ポスター発表） 

20． 今榮康文，高田健太郎，岡田茂，大塚攻，伊勢優史，伊藤昭博，吉田稔，松永茂樹，「屋久新曽根産カイメン Theonella sp.由来の新



規 HDAC1 阻害化合物の単離と構造決定」第 55 回天然有機化合物討論会，2013 年 9 月 19 日，同志社大学．（一般講演） 

21． Matsunaga, S., "Marine Natural Products with Anti-cancer Related Activities", 13th International Conference on the Chemistry of Antibiotics and 

Other Bioactive Compounds, Yamanashi, Japan, Sep. 27, 2013. (Invited Lecture) 

22． Matsunaga, S., Takada, K., Hitora, Y., Ninomiya, A., Imae, Y., Sun, Y., Takanashi, E.,  "Marine Natural Products with Anti-cancer Related 

Activities", 14th International Symposium on Marine Natural Products, Sep. 19, 2013, Galicia, Spain.(Invited Lecture) 

23． 鈴木真志，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，八代田陽子，吉田稔，横瀬久芳，「遺伝子組換え酵母を用いた小臥蛇島産カイメンから

の新規ステロイド配糖体の単離および構造決定」平成 25 年度日本水産学会春季大会，2013 年 3 月 27 日，東京海洋大学.(一般講演) 

24． 今榮康文，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，伊勢優史，吉村浩，森井康宏「カイメン Stelletta sp.由来の cilliatamide D の構造決定お

よび cilliatamide A の絶対配置の精査」平成 25 年度日本水産学会春季大会，2013 年 3 月 27 日，東京海洋大学．（一般講演） 

25． 高梨笑未，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，「未同定種カイメン由来の薬剤耐性がん細胞に対する生育阻害物質の構造」平成 25 年

度日本水産学会春季大会，2013 年 3 月 27 日，東京海洋大学．（一般講演） 

26． 二宮章洋，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，能木裕一，「海洋放線菌 Streptomyces sp.由来の新規ペプチドの単離と構造決定」平成 25

年度日本水産学会春季大会，2013 年 3 月 27 日，東京海洋大学．（一般講演） 

27． Matsunaga, S., "Marine Natural Products with Anti-cancer Related Activities", The 7th International Conference on Cutting-Edge Organic 

Chemistry in Asia", Nanyang Technological University, Singapore, Dec. 12, 2012.(Invited Lecture) 

28． 人羅勇気，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，「宮古曽根産カイメン Petrosia sp.由来の分岐メチルアセチレン化合物」平成 24 年度日本

水産学会春季大会，2012 年 3 月 27 日，東京海洋大学．（一般講演） 

29． 高田健太郎，松永茂樹，「Corticatic acid 類の化学構造に関する研究」平成 24 年度日本水産学会春季大会，2012 年 3 月 27 日，東京

海洋大学． 

30． 高梨笑未，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，「屋久新曽根産未同定種カイメン由来の薬剤耐性がん細胞に対する細胞毒性物質」平成

24 年度日本水産学会春季大会，2012 年 3 月 27 日，東京海洋大学．（一般講演） 

31． 鈴木真志，上岡麗子，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，大塚攻，伊勢優史，「ナガンヌ島産カイメン Epipolasis sp.からの spirastrellolide 

A,B の単離および生理活性評価」平成 24 年度日本水産学会春季大会，2012 年 3 月 27 日，東京海洋大学．（一般講演） 

32． 今榮康文，高田健太郎，岡田茂，松永茂樹，伊勢優史，「大島新曽根産カイメン Stelletta sp.由来の新規ペプチドの単離と構造決定」

平成 24 年度日本水産学会春季大会，2012 年 3 月 27 日，東京海洋大学．（一般講演） 

【石橋正己】 

1. M. A. Arai, "Search for neural stem cell activators based on natural products", Asian Chemical Biology Initiative 2016 Jakarta Meeting, January 

30, 2016, Jakarta  

2. M. Ishibashi, "Natural products-based screening study on disease and development pathways", Pacifichem 2015; December 17, 2015, Honolulu, 
U.S.A. 

3. 石橋正己，"シグナル伝達調節作用をもつテルぺノイド成分の探索", 第 59 回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会，2015

年 9 月 5 日，大阪 

4. 荒井緑，"神経幹細胞分化活性化を目指した天然基盤分子の探索"，新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性

制御～」地区ミニシンポジウム・仙台「ケミカルバイオロジーにおける天然物」，2015 年 6 月 30 日，仙台 

5. 石橋正己，"ウィントシグナル阻害作用をもつ天然物のスクリーニング", 天然有機化合物の生合成研究―新潟ミニシンポジウム―，

2015 年 5 月 22 日，新潟 

6. 石橋正己，"疾患シグナルに作用する天然物スクリーニング研究", 日本農芸化学会 2015 年度大会シンポジウム，2015 年 3 月 29 日，

岡山 

7. 荒井緑，"bHLH 転写因子に影響する天然基盤神経幹細胞分化活性化小分子の創製"，東京生化学研究会助成研究報告会，2015 年 3 月

6 日，東京 

8. M. Ishibashi, "Natural product screening studies on disease and development signaling pathways", The Society for Laboratory Automation and 

Screening 2015 annual conference; February 7-11, 2015, Washington, DC, U.S.A. 

9. 荒井緑，"天然物基盤分子による幹細胞およびがん細胞の制御をめざして"，有機合成のニュートレンド 2015，2015 年 2 月 3 日，大

阪 

10. K. Toume, "Search for bioactive natural products that affect on WNT signaling pathway", 2014 Joint Symposium of the Natural Products Research 
Institute at Seoul National University and the Institute of Natural Medicine at University of Toyama, December 10, 2014, Seoul, Korea 

11. M. A. Arai, Asian Chemical Biology Initiative (ACBI) 2014 Hangzhou Meeting, November 22-26, 2014, Hangzhou, China 

12. M. Ishibashi, "Natural products screening studies targeting Wnt, Hedgehog, and TRAIL signaling pathways", The 14th International Symposium on 
Traditional Medicine in Toyama; October 27, 2014, Toyama  

13. M. Ishibashi, "Natural products screening studies on Wnt and Hedgehog signaling pathways", The 28th International Symposium on the Chemistry 

of Natural Products and the 8th International Conference on Biodiversity (ISCNP-28 & ICOB-8); October 20-24, 2014, Shanghai 
14. M. A. Arai, "Hes1 inhibitors from natural products", Sino-Japan Workshop on Chemical Biology, October 10-13, 2014, Beijin, China 

15. 當銘一文，"シグナル伝達に作用する生物活性天然物の探索研究"，日本生薬学会（学術奨励賞受賞講演）第 61 年会，2014 年 9 月 14

日，福岡 

16. 石橋正己，"バングラデシュ天然薬物資源調査"，第４回天然物パワーシンポジウム～海外学術調査と天然物化学，2014 年 7 月 19 日，

東京大学弥生講堂 

17. 荒井緑，"天然物を基軸とするシグナル伝達モジュレーターの探索と創製"，第 19 回日本女性科学者の会奨励賞受賞記念講演会，2014

年 6 月 22 日，東京 

18. 當銘一文，"メラニン生成に関わるウィントシグナルを制御する天然物の探索"，第 159 回フレグランスジャーナルセミナー，2014

年 6 月 20 日，東京 

19. 荒井緑，"天然物を基盤とした神経幹細胞分化活性化剤の探索と創成"，新規素材探索研究会第 13 回セミナー，2014 年 6 月 6 日，横

浜 

20. 當銘一文，"ウィントシグナルに作用する生物活性天然物の探索"，第 5 回ケミカルバイオロジー若手研究者ワークショップ，2014

年 5 月 29 日，名古屋 

21. 荒井緑，"bHLH 転写因子に作用する神経幹細胞分化活性化剤の探索と創成"，日本薬学会第 134 年会シンポジウム，2014 年 3 月 28

日，熊本 

22. M. A. Arai, "Search for Neural Stem Cells Activators based on Natural Products", Asian Chemical Biology Initiative 2014 Manila Meeting, January 

25, 2014, Manila 

23. M. Ishibashi, "Bioactive Heterocyclic Natural Products from Actinomycetes Collected in Chiba Area Isolated in Screening Programs Targeting 



Signaling Pathways"13th International Conference on the Chemistry of Antibiotics and other bioactive compounds; September 25, 2013, 
Kawaguchiko 

24. 石橋正己，「自然のなかにくすりをさがす」，柏の葉千葉学講座，2013 年 7 月 21 日，さわやかちば県民プラザ，千葉県柏市（一般

向けアウトリーチ活動，公開講座） 

25. M. A. Arai, "Search for neural stem cells activators and cancer cells signaling inhibitors based on natural products"，天然物ケミカルバイオロ

ジー～分子標的と活性制御～地区ミニシンポジウム（慶應大），2013 年 3 月 21 日，慶應義塾大学 

26. 荒井緑，"天然物を基盤とした神経幹細胞活性化小分子の創製へ向けて"，第１回キラリティーネットワーク研究会講演会，2013 年

3 月 5 日，千葉大学 

27. M. A. Arai, "Search for cancer cells signaling inhibitors and neural stem cells activators based on natural products", Asian Chemical Biology 
Initiative 2013 Bangkok Meeting, January 27, 2013 Bangkok 

28. 荒井緑，"天然物を基盤とした神経幹細胞活性化小分子の創製へ向けて"，第 16 回機能性分子シンポジウム，2013 年 1 月 12 日，筑

波大学 

29. 石橋正己，"微生物由来天然物をはじめとするシグナル伝達作用物質の探索に関する研究"平成 24 年度住木・梅澤記念賞受賞講演会，

2012 年 11 月 8 日，学士会館 

30. 荒井緑，"bHLH 転写因子に影響する天然由来の神経幹細胞分化活性化小分子"，新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー：分

子標的と活性制御」第２回若手研究者ワークショップ，2012 年 10 月 30 日，大阪 

31. 石橋正己，"変形菌成分に学ぶ"日本薬学会第 132 年会シンポジウム第３回天然物パワーシンポジウム～自然に学ぶ，2012 年 3 月 31

日，北海道大学 

32. M. Ishibashi, "Search for bioactive small molecules with Hh signal inhibitory activity from natural resources" Hedgehog 2012; March 21, 2012, 
Singapore 

33. M. A. Arai, "Search for cancer cells signaling inhibitors and neural stem cells activators based on natural products", Asian Chemical Biology 

Initiative 2012 Hanoi Meeting, February 25, 2012, Hanoi 

34. 石橋正己，"ウィントシグナルに作用する天然物の探索"，A-STEP 探索タイプ新技術説明会，2012 年 2 月 10 日，東京 

35. 石橋正己，「天然物と千葉」，千葉市科学フェスタ 2011 千葉大学薬学部公開講演会「薬用植物の世界」，2011 年 11 月 6 日，千葉

（一般向けアウトリーチ活動，公開講座） 

36. 當銘一文，荒井緑，石橋正己，"ウィントシグナルを制御する天然物の探索"，日本生薬学会第 58 年会，2011 年 9 月 24 日，東京 

【渡邉秀典】 

1. 小西俊介、渡邉秀典「タイワンハッカより見出された新規ものテルペン及びその関連化合物の合成による構造確認」第 54 回天然有

機化合物討論会、2012 年 9 月 20 日、東京農業大学（東京） 

2. 堀之内妙子、渡邉秀典「GAF の全合成研究」第 56 回香料・テルペン及び製油化学に関する討論会 2012 年 10 月 27 日、鹿児島大学

（鹿児島） 

3. 深津裕一、小佐野雄太、森川幸則、渡邉秀典「ヨトウガの幼虫に対して摂食阻害活性を示す Penifulvin A の合成研究」第 56 回香料・

テルペン及び製油化学に関する討論、2012 年 10 月 27 日、鹿児島大学（鹿児島） 

4. Hidenori Watanabe, Yuichi Fukatsu and Tetsuji Murase, “Synthetic Studies on Structurally Unique Natural Products” in The 7th International 

Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia, 2012年 12月 12日, シンガポール南洋工科大学（シンガポール） 

5. 渡邉秀典、「天然物合成の楽しみ・苦しみ・喜び」、日本薬学会 第 38回反応と合成の進歩シンポジウム、2012 年 11月 6日、タワーホール船

堀（東京）. 

6. 服部弘、石田恭次、渡邉秀典「Plumisclerin A の合成研究」日本農芸化学会 2013 年度大会、2013 年 3 月 25 日、東北大学（仙台） 

7. 深津裕一、小佐野雄太、森川幸則、渡邉秀典「ペニフルビン A の全合成」日本農芸化学会 2013 年度大会、2013 年 3 月 25 日、東北

大学（仙台） 

8. 若森晋之介、渡邉秀典「リアノダン類ジテルペンの合成研究」日本農芸化学会 2013 年度大会、2013 年 3 月 25 日、東北大学（仙台） 

9. 堀之内妙子、渡邉秀典「O-ビニルヒドロキサム酸構造を有する GAF の全合成研究」日本農芸化学会 2013 年度大会、2013 年 3 月 25

日、東北大学（仙台） 

10. 柿本望、渡邉秀典「Clavigerin B の合成研究—Claisen 転移を用いたビシクロ[3.1.1]ヘプテン骨格の構築」日本農芸化学会 2013 年度大

会、2013 年 3 月 26 日、東北大学（仙台） 

11. 渡邉秀典、「ケミカルバイオロジーへの有機合成化学からのアプローチ」、日本農芸化学会 2013 年度大会シンポジウム「超活性天然物とケミ

カルバイオロジーへの応用」、2013年 3月 27日、東北大学（仙台） 

12. 渡邉秀典、「アプローチを楽しみながらの天然物合成」、平成２５年度有機合成化学講演会「合成有機化学のフロンティア」（有機合成化学協

会九州山口支部主催）、2013 年 5 月 31日、九州大学（福岡） 
13. S. Wakamori, H. Watanabe, “Synthetic Study on Ryanodane Diterpenes”, in 13th International Conference on the Chemistry of Antibiotics and 

other bioactive compounds, 2013 年 9月 16日, 富士ビューホテル（山梨県） 
14. N. Kakimoto, H. Watanabe, “Synthetic Study of Clavigerin B Utilizing Ireland Claisen Rearrangement”, in 13th International Conference on the 

Chemistry of Antibiotics and other bioactive compounds, 2013 年 9月 16日, 富士ビューホテル（山梨県） 

15. 柿本望、渡邉秀典「昆虫摂食阻害活性を示す Clavigerin 類の合成研究」第 57 回香料・テルペン及び製油化学に関する討論会、2013

年 10 月 5 日、埼玉大学（埼玉） 

16. 土井悠之介、坂口和彦、石神健、渡邉秀典「抗菌活性を有する Majusculoic acid の合成研究」第 57 回香料・テルペン及び製油化学に

関する討論会、2013 年 10 月 5 日、埼玉大学（埼玉） 

17. 若森晋之介、渡邉秀典「殺虫活性を有するリアノダンジテルペンの合成研究」第 57 回香料・テルペン及び製油化学に関する討論会、

2013 年 10 月 5 日、埼玉大学（埼玉） 

18. 小西俊介、三谷由樹、田村清家、渡邉秀典「(+)-Exiguamide の全合成」第 57 回香料・テルペン及び製油化学に関する討論会、2013

年 10 月 5 日、埼玉大学（埼玉） 

19. 服部弘、石田恭次、石神健、渡邉秀典「Plumisclerin A の四員環架橋構造の構築」第 57 回香料・テルペン及び製油化学に関する討論

会、2013 年 10 月 5 日、埼玉大学（埼玉） 

20. H. Watanabe, S. Konishi, H. Kageji, “Synthesis of Exiguamide and Litseaone A” in The 8th International Conference on Cutting-Edge Organic 

Chemistry in Asia (The 4th New Phase International Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia), 2013 年 11月 27日, 大阪国際会

議場（大阪） 
21. N. Mori, H. Watanabe, “Formal Asymmetric Synthesis of Azadirachtin” in The 8th International Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry 

in Asia (The 4th New Phase International Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia), 2013 年 11月 27日, 大阪国際会議場（大



阪）. 

22. 佐古尚裕、渡邉秀典「(+)-4’-deacetyl-griseusin A の合成研究」日本農芸化学会 2014 年度大会、2014 年 3 月 29 日、明治大学生田キャ

ンパス（川崎市） 

23. 深津裕一、渡邉秀典「Penifulvin A の両鏡像体の全合成」日本農芸化学会 2014 年度大会、2014 年 3 月 29 日、明治大学生田キャンパ

ス（川崎市） 

24. 影治秀晃、石神健、渡邉秀典「Litseaone A の合成と構造改訂」日本農芸化学会 2014 年度大会、2014 年 3 月 29 日、明治大学生田キ

ャンパス（川崎市） 

25. 土井悠之介、坂口和彦、石神健、渡邉秀典「三員環を有する生物活性物質の合成研究」日本農芸化学会 2014 年度大会、2014 年 3 月

29 日 明治大学生田キャンパス（川崎市） 

26. 山本将起、石神健、渡邉秀典「立体化学の決定を目的とした Glabramycin B の合成研究」日本農芸化学会 2014 年度大会、2014 年 3

月 29 日、明治大学生田キャンパス（川崎市） 

27. 間瀬千晶、森直紀、渡邉秀典「Pseudolaric acid B の 5-7 トランス縮環骨格の構築」日本農芸化学会 2014 年度大会、2014 年 3 月 29

日、明治大学生田キャンパス（川崎市） 

28. 森直紀、渡邉秀典「昆虫摂食阻害物質アザジラクチンの形式全合成」日本農芸化学会 2014 年度大会、2014 年 3 月 29 日、明治大学

生田キャンパス（川崎市） 

29. 渡邉秀典、「アザジラクチン合成への遠い道のり」、関西学院大学理工学部学術講演会、2014年 9月 11日、関西学院大学理工学部(兵庫県

三田市) 

30. 森直紀、伊藤大輔、北原武、森謙治、渡邉秀典「アザジラクチンの形式不斉合成」第 56 回天然有機化合物討論会、2014 年 10 月 16

日、高知県立県民文化ホール（高知市） 

31. 渡邉秀典、「多様な構造の天然物への多様な合成アプローチ」、平成 26年度天然物化学セミナー特別講演会、2015 年 1月 8日、筑波大学

（つくば市） 

32. 柿本望、渡邉秀典「昆虫摂食阻害活性を有する Clavigerin 類の全合成」日本農芸化学会 2015 年度大会、2015 年 3 月 28 日、岡山大

学（岡山） 

33. 影治秀晃、渡邉秀典「Litseaone A の不斉全合成」日本農芸化学会 2015 年度大会、2015 年 3 月 28 日、岡山大学（岡山） 

34. 野上恭平、石神健、渡邉秀典「ピペリジンアルカロイド Microgrewiapin A の合成研究」日本農芸化学会 2015 年度大会、2015 年 3 月

28 日、岡山大学（岡山） 

35. Nozomu Kakimoto, Ken Ishigami, Hidenori Watanabe, “Total Synthesis of (+)-Clavigerin B” in The 13th International Kyoto Conference on New 

Aspects of Organic Chemistry, 2015 年 11 月 10 日,リーガロイヤルホテル京都（京都）. 

36. Masaoki Yamamoto, Ken Ishigami, Hidenori Watanabe, “Total Synthesis of Glabramycin B” in The 13th International Kyoto Conference on New 

Aspects of Organic Chemistry, 2015 年 11 月 12 日,リーガロイヤルホテル京都（京都）. 

37. 久保 伸一郎、渡邉 秀典「抗マラリア活性を有する Myristicyclin 類の合成研究」日本農芸化学会 2015 年度大会、2015 年 3 月 29 日、

札幌コンベンションセンター（札幌市） 

38. 山本 将起、石神 健、渡邉 秀典「Glabramycin B の合成と構造訂正」日本農芸化学会 2015 年度大会、2015 年 3 月 29 日、札幌コン

ベンションセンター（札幌市） 

39. 小林 宗隆、小西 俊介、渡邉 秀典「Dichrocephone 類の合成研究」日本農芸化学会 2015 年度大会、2015 年 3 月 30 日、札幌コンベ

ンションセンター（札幌市） 

40. 柿本 望、石神 健、渡邉 秀典「クラビゲリン類の両鏡像体の合成」日本農芸化学会 2015 年度大会、2015 年 3 月 30 日、札幌コンベ

ンションセンター（札幌市） 

【難波康祐】 

1. 難波康祐、「化学合成の限界に挑むものづくり：palau’amine の全合成」、日本化学会第 96 春季年会 特別企画「有機合成化学を起

点とするものづくり戦略」、2016 年 3 月 24 日、同志社大学（京田辺市） 

2. 難波康祐、「Palau’amine の全合成」、日本薬学会第 136 年会、シンポジウム「天然物ケミカルバイオロジー」、2016 年 3 月 29 日、

パシフィコ横浜（横浜市） 

3. 難波康祐、「Palau’amine の全合成」、有機合成化学協会東海支部 総合講演会、2015 年 12 月 12 日、名古屋大学（名古屋市） 

4. 難波康祐、「有機合成を基盤とした新規機能性分子の合成研究」、徳島大学大学院医歯薬学研究部 第 12 回 公開シンポジウム、

2015 年 11 月 5 日、徳島大学（徳島市） 

5. 難波康祐、「Palau’amine の全合成〜なぜ複雑な天然物を作るのか？〜」、プロセス化学東四国フォーラムセミナー、2015 年 10 月 3

日、徳島文理大学（徳島市） 

6. 難波康祐、「生物活性天然物の実践的合成研究」、愛媛大学大学院特別講演会、2015 年 9 月 28 日、愛媛大学（松山市） 

7. 難波康祐、「Palau’amine の全合成」、アスビオファーマ株式会社講演会、2015 年 7 月 6 日 

8. 難波康祐「イネ科植物の鉄イオン取り込み機構に関する有機化学的研究」、 難波康祐 日本農芸化学会 2015 年度大会、2015 年 3 月

29 日、岡山大学（岡山市） 

9. Kosuke Namba「Organic Chemistry Research on Iron Acquisition in Graminaceous Plants」, Osaka City University International Conference, 

2015 年 3 月 9 日、大阪市立大学理学部（大阪市） 

10. 難波康祐「機能解明および実用化を指向した天然有機化合物の実践的合成研究」、慶応義塾大学理工学部講演会、2014 年 12 月、慶

應義塾大学理工学部（横浜市） 

11. 難波康祐「機能解明や実用化を指向した微量天然有機化合物の実践的合成研究」、関西学院大学理工学部講演会、2014 年 11 月、関

西学院大学理工学部（三田市） 

12. 難波康祐「ムギネ酸およびパラウアミンの合成研究〜有機合成の実力向上を目指して〜」有機合成化学協会中四国支部第 71 回パネ
ル討論会：天然物合成を通してみる「有機合成の実力」、2014 年 11 月 21 日、愛媛大学工学部（松山市） 

13. 難波康祐「複雑な天然有機化合物の実践的合成研究」、熊本大学大学院特別講義、2014 年 11 月 18 日、熊本大学理学部（熊本市） 

14. K. Namba,「Organic Chemistry Research on Iron Acquisition in Graminaceous Plants」, The 3rd International Symposium on Chemical Biology 
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年 3 月 25 日，立命館大学（滋賀県草津市） 

37. 野口拓真，能登健吉，不破春彦，佐々木 誠，タンデム反応によるテトラヒドロピラン誘導体の合成，日本化学会第 93 春季年会，

2013 年 3 月 23 日，立命館大学（滋賀県草津市） 

38. 中島基博，不破春彦，佐々木 誠，ゴニオドミン A の全合成研究，日本化学会第 93 春季年会，2013 年 3 月 23 日，立命館大学（滋

賀県草津市） 

39. 武藤崇史，不破春彦，佐々木 誠，オカダ酸の全合成研究，日本化学会第 93 春季年会，2013 年 3 月 23 日，立命館大学（滋賀県草津

市） 

40. 石貝和也，深澤 亮，不破春彦，佐々木 誠，長 由扶子，山下まり，ガンビエル酸 A および類縁体の合成と生物活性評価，日本化学

会第 93 春季年会，2013 年 3 月 23 日，立命館大学（滋賀県草津市） 

41. 菅 悠人，不破春彦，佐々木 誠，混合チオアセタールの官能基化による環状エーテル合成，日本化学会第 93 春季年会，2013 年 3 月

23 日，立命館大学（滋賀県草津市） 

42. 石貝和也，橋詰佳佑，不破春彦，佐々木 誠，ガンビエル酸 A の全合成，第 102 回有機合成シンポジウム，2012 年 11 月 8 日，早稲

田大学（東京都新宿区） 

43. H. Fuwa, “Total Synthesis and Structure–Activity Relationships of Marine Macrolides and Their Analogues,” The 1st International Symposium on 

Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, 31-Oct-2012, Kyoto (Japan) 

44. 不破春彦，石貝和也，橋詰佳佑，佐々木 誠，ガンビエル酸 A の全合成と完全立体構造決定，第 54 回天然有機化合物討論会，2012

年 9 月 20 日，東京農業大学（東京都世田谷区） 

45. 菅 悠人，不破春彦，後藤智見，今野 悠，佐々木 誠，Eva Alonso，Carmen Vale，Luis M. Botana，ガンビエロールの構造単純化類縁

体の合成と生物活性評価，第 54 回天然有機化合物討論会，2012 年 9 月 19 日，東京農業大学（東京都世田谷区） 

46. 菅 悠人，不破春彦，後藤智見，今野 悠，佐々木 誠，Eva Alonso，Carmen Vale，Luis M. Botana，ガンビエロールの構造単純化類縁

体の合成と生物活性評価，日本ケミカルバイオロジー学会第 7 回年会，2012 年 6 月 7 日，京都大学（京都府京都市） 

47. 川上雅人，能登健吉，斎藤麻美，菅 悠人，不破春彦，佐々木 誠，ネオペルトリドの効率的全合成と立体構造活性相関，第 101 回有

機合成シンポジウム，2012 年 6 月 7 日，慶應義塾大学（東京都港区） 

48. 石貝和也，橋詰佳佑，不破春彦，佐々木 誠，ガンビエル酸 A の全合成研究，第 23 回万有仙台シンポジウム，2012 年 6 月 2 日，仙

台国際センター（宮城県仙台市） 

【繁森英幸】 

1. 須藤恵美， 牧野 譲，長谷川剛，山田小須弥，長谷川宏司， 繁森英幸、ベンゾキサジノイドによるトウモロコシの重力屈性メカニ

ズムの解明、植物化学調節学会第 50 回大会、平成 27 年 11 月 24 日、東京大学弥生講堂（東京） 

2. 繁森英幸、渡邉諒子、須藤恵美、山添紗有美、成澤多恵子、堀之内妙子、渡邉秀典、長谷川剛、山田小須弥、長谷川宏司、植物の屈

性現象に関わる生理活性物質の機能解明、第 51 回天然有機化合物討論会、平成 27 年 9 月 9 日、神奈川県民ホール（横浜） 

3. 萩原美里、高瀬 涼、山田小須弥、繁森英幸、ゴマ(Sesamum indicum)芽生えの光屈性メカニズムの解明、新規素材探索研究会第 14

回セミナー、平成 27 年 6 月 5 日、新横浜フジビューホテル（横浜） 

4. 山田小須弥、須藤恵美、長谷川剛、長谷川宏司、繁森英幸、ベンゾキサジノイド誘導性 cell-wall stiffness とトウモロコシ芽生えの屈

性反応との関係、植物化学調節学会第 49 回大会、平成 26 年 10 月 17-19 日、京都大学農学部総合館（京都） 

5. 星 萌子、新井 司、戸田雄太、宮本健助、上田純一、長谷川宏司、繁森英幸、キク科植物由来セスキテルペンラクトン類のオーキ

シン極性移動阻害活性、第 4 回植物生理化学会、平成 26 年 10 月 2 日、東北大学（仙台） 

6. 須藤恵美、牧野 譲、山田小須弥、長谷川宏司、繁森英幸、トウモロコシ（Zea mays L.）芽生えの重力屈性制御機構の解明、第 4 回

植物生理化学会、平成 26 年 10 月 2 日、東北大学（仙台）第 4 回植物生理化学会最優秀発表賞 

7. 渡邉諒子・成澤多恵子・堀之内妙子・渡邉秀典・繁森英幸、光屈性制御物質 Raphanusanin によるダイコン光屈性機構の解明、第 58

回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会、平成 26 年 9 月 20 日、和歌山大学（和歌山）第 58 回香料・テルペンおよび精油

化学に関する討論会ベストプレゼンテーション賞 

8. 須藤恵美、牧野 讓、山田小須弥、長谷川宏司、繁森英幸、Benzoxazinoid 化合物によるトウモロコシの重力屈性メカニズムの解明、

新規素材探索研究会第 13 回セミナー、平成 26 年 6 月 6 日、新横浜フジビューホテル（横浜）、平成 26 年度新規素材探索研究会奨

励賞 

9. 渡邉諒子、堀之内妙子、渡邉秀典、繁森英幸、ダイコン光屈性制御物質 Raphanusanin の全合成、新規素材探索研究会第 13 回セミナ

ー、平成 26 年 6 月 6 日、新横浜フジビューホテル（横浜） 

10. 星 萌子、新井 司、宮本健助、上田純一、長谷川宏司、繁森英幸、キク科植物からの新規オーキシン極性移動阻害物質の探索、新

規素材探索研究会第 13 回セミナー、平成 26 年 6 月 6 日、新横浜フジビューホテル（横浜） 

11. 高瀬 涼、長谷川 剛、山田小須弥、長谷川宏司、繁森英幸、植物の光屈性に関わる生理活性物質の探索と構造解明、第 24 回日本

化学会関東支部茨城地区研究交流会、平成 25 年 11 月 15 日、日立シビックセンター（茨城） 

12. 繁森英幸、新井 司、戸田雄太、宮本建助、上田純一、井上 豪、長谷川広司、ニガヨモギから単離した新規オーキシン極性移動阻

害物質の構造と機能、第 57 回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会、平成 25 年 10 月 5 日、埼玉大学（埼玉） 

13. 高瀬 涼、長谷川剛、山田小須弥、長谷川広司、繁森英幸、ゴマ芽生えからの新規光屈性制御物質の探索とその構造解明、第 57 回



香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会、平成 25 年 10 月 5 日、埼玉大学（埼玉）第 57 回香料・テルペンおよび精油化学に

関する討論会ベストプレゼンテーション賞 

14. 繁森英幸、植物の知恵―その謎解き― 定説は覆る！？、第 8 回化学生態学研究会、平成 25 年 6 月 29 日、湯の川プリンスホテル

（函館） 

15. 高瀬 涼、長谷川剛、山田小須弥、長谷川宏司、繁森英幸、植物の光屈性に関わる鍵化学物質の構造解明、新規素材探索研究会第 12

回セミナー、平成 25 年 6 月 7 日、新横浜フジビューホテル（横浜） 

16. Kosumi Yamada, Nudtanicha Chaithongsri, Riffat Jabeen, Tsuyoshi Hasegawa, Koji Hasegawa, Hideyuki Shigemori, New insights on mechanism 

of blue-light induced growth suppression in maize shoot, Auxin 2012, December 9-14, 2012 , Hawaii, USA 

17. 新井 司、戸田雄太、宮本健助、上田純一、長谷川宏司、繁森 英幸、ニガヨモギ（Artemisia absinthium L.）から単離した新規オーキ

シン極性移動阻害物質に関する研究、第 23 回日本化学会関東支部茨城地区研究交流会、平成 24 年 11 月 30 日、日立シビックセン

ター（茨城） 

18. 繁森英幸、Moehninsi、Riffat Jabeen、Wai Wai Thet Tin 、洪シウォン、山添紗有美、中城治之、成澤多恵子、長谷川剛、山田小須弥、

宮本健助、上田純一、長谷川宏司、植物の屈性現象に関わる生理活性物質の構造と作用機構、第 54 回天然有機化合物討論会、平成

24 年 9 月 18 日、東京農業大学（東京） 

19. 新井 司、戸田雄太、宮本建助、上田純一、長谷川剛、広瀬克利、長谷川宏司、繁森英幸、ニガヨモギ（Artemisia absinthium L.）由

来新規オーキシン極性移動阻害物質に関する化学的研究、第２回植物生理科学シンポジウム、平成 24 年 7 月 14 日、北海道大学（札

幌） 

20. 繁森英幸、植物の巧みな知恵―その謎解きと利用、第２回植物生理科学シンポジウム、平成 24 年 7 月 14 日、北海道大学（札幌）

（特別招待講演） 

【河岸洋和】 

1. 河岸洋和，「キノコが引き起こす「フェアリーリングリング（妖精の輪）」の化学的解明とその農業への応用の可能性」,日本農芸化

学会藪田セミナー，2013 年 12 月 6 日，浜松アクトシティ（静岡県浜松市） 

2. Kawagishi, H., Disclosure of the “fairies” of fairy-ring forming fungus Lepista sordida and possibility of their application to agriculture, The 50th 

Memorial Symposium on Phytochemistry, 2013 年 11 月 15 日，東京大学（東京都文京区） 

3. Kawagishi, H., Disclosure of the “Fairy” of Fairy-ring Forming Fungus Lepista sordida, 13th International Conference on the Chemistry of 

Antibiotics and other bioactive compounds (ICCA), 2013 年 9 月 26 日，富士ビューホテル（山梨県南都留郡） 

4. 河岸洋和，フェアリーリング（妖精の輪）の妖精の正体と農業への応用の可能性，日本農芸化学会 2013 年度大会，2013 年 3 月 27

日,東北大学（宮城県仙台市） 

5. 河岸洋和,特異な生命現象に関わるキノコ由来の化合物たち—フェアリーリング（妖精の輪）の妖精の正体は？ その生体内での役

割は？—，第 23 回平塚シンポジウム，2013 年 3 月 9 日，神奈川大学（神奈川県平塚市） 

6. 河岸洋和,フェアリーリング（妖精の輪）の妖精の正体解明とその「妖精」の農業への応用の可能性，日本分子生物学会，2012 年 11

月 5 日，福岡県福岡市 

7. 河岸洋和，フェアリーリングの化学・科学–フェアリーリングの化学的解明とそのフェアリー（妖精）の農業への応用への可能性–，

第７回化学生態学研究会，2012 年 6 月 30 日，湯の川プリンスホテル（北海道函館市） 

8. 河岸洋和，キノコが作物を育てる？！ –フェアリーリングの化学的解明とそのフェアリー（妖精）の農業への応用への可能性–，

日本農薬学会第 37 回大会シンポジウム「新農薬創製への展望」， 2012 年 3 月 15 日，岡山大学（岡山県岡山市）  

【小鹿一】 

1. 原田翔太、山田理紗、長島志栞、小鹿 一、オニヒトデ由来の生理活性物質に関する研究、日本農芸化学会中部支部第 171 回例会, 

2014.10.11, 名古屋大（名古屋）. 

2. 原田翔太、山田理紗、小鹿 一、オニヒトデ由来の神経突起伸長活性物質に関する研究、日本農芸化学会 2014 年度大会, 2014.3.28, 

明治大, 神奈川. 

3. 谷田貴弘、原田翔太、小鹿 一、神経成長因子増強活性をもつステロイド配糖体の合成研究、日本農芸化学会 2014 年度大会, 2014.3.28, 

明治大, 神奈川. 

4. 谷田貴弘、羽賀雅俊、小鹿 一、記憶改善効果を期待したステロイド配糖体の合成研究、日本農芸化学会中部支部第 168 回例会, 

2013.10.12, 名古屋大, 名古屋. 

5. 原田翔太、山田理紗、小鹿 一、オニヒトデ由来の神経突起伸長活性物質に関する研究、日本農芸化学会中部支部第 168 回例会, 

2013.10.12, 名古屋大, 名古屋. 

6. 小鹿 一、記憶改善効果を示すステロイド配糖体の創製、日本農芸化学会 2013 年度大会, 2013.3.26, 東北大, 仙台. 

7. 山田 理紗、羽賀 雅俊、小鹿 一、間宮 隆吉、鍋島 俊隆、記憶改善効果を示すオニヒトデ由来ステロイド配糖体の体内動態、日本

農芸化学会中部支部第 165 回例会, 2012.10.27, 名古屋大, 名古屋. 

【西村慎一】 

1. Sugiyama, R., Nishimura, S., Ozaki, T., Asamizu, S., Onaka, H., Kakeya, H. 5-Alkyl-1,2,3,4-tetrahydroquinolines (5aTHQs), new membrane-

interacting lipophilic metabolites, produced by combined-culture of Streptomyces nigrescens and Tsukamurella pulmonis. The International 
Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (PACIFICHEM 2015). Dec. 15-20, 2015, Hawaii, USA. 

2. Nishimura, S., Sugiyama, R., Matsumori, N., Kakeya, H. International Chemical Biology Society 2014. Marine natural products targeting cell 
membrane. Nov. 17-19, 2014, San Francisco, CA. USA. 

3. Nishimura, S. “Mode of action of heronamides, polyene macrolactams from marine-derived Streptomyces sp.” Gordon Research Conference-

Marine Natural Products- Ventura, CA, USA, Mar. 2-7, 2014 (selected as a poster talk). 
4. Nishimura, S., Tokukura, M., Ochi, J., Yoshida, M. & Kakeya, H. “Sterol-rich membrane domains and the balance of membrane traffic” 7th 

International fission Yeast Meeting, London, UK, July 24-29, 2013 (poster). 

5. 杉山龍介、西村慎一、恒松雄太、服部明、掛谷秀昭．新規ポリエンマクロラクタム 8-deoxyheronamide C の単離・構造決定とその生

物活性．日本薬学会第 133 年会．2013 年 3 月 27 日、神奈川． 

6. 杉山龍介、西村慎一、森夕希子、尾仲宏康、掛谷秀昭．放線菌の複合培養によって得られる新規テトラヒドロキノリン誘導体に関す

る研究．日本ケミカルバイオロジー学会 第 7 回年会、2012 年 6 月、京都． 

【田中克典】 

1. Katsunori Tanaka, Therapeutic In Vivo Synthetic Chemistry: Synthesis of Bioactive Compounds in Live Animals, ICCEOCA-9/NICCEOCA, 

2014.12.2, Eastin Hotel Petaling Jaya, Malaysia, 招待講演 

2. Ambara R. Pradipta, Katsunori Tanaka, Asymmetric Synthesis of Chiral Diamines by Imino Cyclization, The 3rd International Seminar on 

Chemistry 2014 - Innovation and Advances in Chemistry for the 21st Century Challenges, 2014.11.20-21, Bandung, Indonesia 



3. Katsunori Tanaka, Therapeutic In Vivo Synthetic Chemistry by Glycocarriers, SFG-JSCR Joint Meeting 2014, Satelite 1: Chemical Aspects of 

Glycobiology, 2014.11.16, Hilton Hawaiian Village Waikiki Beach Resort, USA, 招待講演 

4. Katsunori Tanaka, Therapeutic In Vivo Synthetic Chemistry: Synthesis of Bioactive Compounds in Live Animals, Swiss-Japanese Chemical 

Biology Symposium 2014, 2014.10.2, University of Bern, Switzerland, 招待講演 

5. Ayumi Tsutsui, Tamotsu Zako, Tong Bu, Yoshiki Yamaguchi, Mizuo Maeda, Katsunori Tanaka, Polyamine-derived [4+4] cycloaddition products 

as biologically relevant compounds and their effects on Aβ fibrillation, Swiss-Japanese Chemical Biology Symposium 2014, 2014.10.2-4, Bern, 

Switzerland , ポスター発表 

6. Takayuki Iwata, Koichi Fukase, Katsunori Tanaka, One-Pot Total Synthesis and Bioactivity Remodeling of Ageladine A, Swiss-Japanese Chemical 

Biology Symposium, 2014.10.2-4, Bern, Switzerland , ポスター発表 

7. Takayuki Iwata, Koichi Fukase, Katsunori Tanaka, One-Pot Total Synthesis of Ageladine A: Remodeling of Bioactivity, EPFL-Osaka University 
workshop, 2014.9.29, Lausanne, Switzerland 

8. Katsunori Tanaka, Therapeutic In Vivo Synthetic Chemistry: Total Synthesis of Bioactive Compounds in Live Animals, CCS-CSJ Forum 2014, 

2014.8.5, Peking University, 招待講演 

9. Katsunori Tanaka, Exploring Overlooked Chemistry and Biology of Unsaturated Imines towards In Vivo Glycan Dynamics and Polyamine 

Functions, RIKEN-Max Planck Joint Research Center for Systems Chemical Biology, 3rd Annual Symposium, 2014.5.23, Schloss Ringberg, 

Germany, 招待講演 

10. Katsunori Tanaka, Exploring the Chemistry and Biology of Unsaturated Imines, RIKEN-ICCAS-IOP-PKU-Tsinghua, Joint Symposium on 

Materials Science, 2013.11.11, Riken, Wako, Japan 
11. Katsunori Tanaka, Exploring the Chemistry and Biology of Unsaturated Imines, Tsukuba Global Science Week 2013 Integration of Chemistry and 

Life Science Session, 2013.10.2, Tsukuba, Japan 

12. Katsunori Tanaka, Exploring the “Overlooked” Chemistry and Biological Functions of Unsaturated Imines, International Symposium for the 70th 

Anniversary of the Tohoku Branch of the Chemical Society of Japan, 2013.9.28, Sendai, Japan 

13. Katsunori Tanaka, Introduction for ACMS 2013, The First Asian Conference for“MONODUKURI” Strategy by Synthetic Organic Chemistry 

(ACMS), 2013.7.17, Okinawa, Japan 
14. Katsunori Tanaka, Aza-Electrocyclic Reaction for Visualizing Biomolecules in Live Animals, The First Asian Conference for “MONODUKURI” 

Strategy by Synthetic Organic Chemistry (ACMS), 2013.7.17, Okinawa, Japan 

15. Katsunori Tanaka, Molecular Imaging of N-Glycan Conjugates in Live Animals, The 3rd Austria/Japan Seminar on Comparative and 
Developmental Glycobiology, 2013.07.03, Riken, Wako, Japan 

16. Katsunori Tanaka, “Unexplored Reactivity of Unsaturated Imines: Application to Organic and Material Synthesis and Chemical Biology under 

Microfluidic Conditions”, National Center of Applied Microfluidic Chemistry Department of Chemical Engineering, Host: Prof. Dong-Pyo Kim, 
2013.1.23, POSTECH, Korea 

17. Yoshiyuki Manabe, Masahiro Nagasaki, Naoya Minamoto, Regina Salmasan, Katsunori Tanaka, Koichi Fukase,“Library-oriented Synthetic Study 

of N-Glycans” ACP2012, 日本学術振興会アジア研究教育拠点事業 ICCEOCA-7／NICCEOCA-3、School of Biological Sciences, 2012.12.13, 

Nanyang Technological University, Singapore 

18. Katsunori Tanaka,“Development of Smooth 6π-Azaelectrocyclization for Alkaloid Synthesis and Biomolecular Imaging & Engineering”, 
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3. 犀川陽子、「クラゲから始まる非アレルギー性くしゃみ誘発物質の研究」第1回キラル分子科学研究会（熊本）2014年3月 

4. 伊藤卓、生形優典、秋吉佑磨、井上大樹、犀川陽子、中田雅也、「グラヤノトキシン類の構造とくしゃみ誘発活性の相関に関する研

究」日本ケミカルバイオロジー学会第8回年会（東京）2013年6月 

5. 犀川陽子、「生物現象のまだ見ぬ新メカニズムを探る―クラゲとタマゴに関する試行錯誤」第1回慶應有機化学若手シンポジウム(横

浜)、2013年5月 

6. 犀川陽子 “Natural Sternutators Responsible for Non-allergic Sneeze Reflex” International Mini Symposium on Chemical Biology of Natural 

Products: Target ID and Regulation of Bioactivity(地区ミニシンポジウム) 2013年3月21日慶應義塾大学理工学部 

7. 犀川陽子 Studies on the natural ligands responsible for non-allergic sneeze reflex 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー：分子

標的と活性制御」第３回公開シンポジウム（国際シンポジウム）2012 年 10 月 31 日 京都センチュリーホテル 

8. 犀川陽子 非アレルギー性くしゃみ反射を司る天然物リガンドの探索 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的

と活性制御～」第２回公開シンポジウム 2012 年 6 月 17 日 東京大学弥生講堂 

【平井剛】 



1. 平井剛、ケミカルバイオロジーに役立つものづくりを目指して、日本化学会第 96 回春季年会、2016 年 3 月 24 日、同志社大学（京

都府京田辺市） 

2. 平井剛、Focused library 戦略と天然物合成、新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」地区ミニシン

ポジウム、2016 年 3 月 8 日、東京農工大学小金井キャンパス（東京都小金井市） 

3. Go Hirai, Fluorine containing C-linked gangliosides GM3 analogs: Synthesis, conformational analysis, and biological activities, Molecular 

Function of Natural Products: Advances towards Chemical Biology, PacifiChem 2015, Dec. 15th, 2015, Honolulu. 

4. 平井剛、Spectomycin A1 全異性体の合成と SUMO 化阻害活性、日本ケミカルバイオロジー学会第 10 回年会、2015 年 6 月 11 日、東

北大学百周年記念会館川内萩ホール（宮城県仙台市） 

5. 平井剛、糖脂質のケミカルバイオロジーを志向した有機化学、有機合成化学協会関東支部主催「若手研究者のためのセミナー」、2014

年 11 月 15 日、東京大学（東京都文京区） 

6. Go Hirai, Fluorine Containing C-linked Gangliosides GM3 Analogues, Shibasaki Seminar, 2014 年 11 月 14 日、微生物化学研究所（東京都

品川区） 

7. 平井剛、シアリダーゼ耐性型ガングリオシドの創製、GlycoTOKYO2014 シンポジウム、2014 年 11 月 8 日、千葉大学松戸キャンパ

ス（千葉県松戸市） 

8. Go Hirai, Synthetic Studies towards Spectomycins, Candidates of Protein SUMOylation Inhibitors, The 3rd International Symposium on Chemical 

Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, 2014 年 10 月 28 日、千里ライフサイエンスセンター（大阪府豊中

市） 

9. 平井剛、分子設計と有機合成による高機能型生物活性分子の創製、2014 年 9 月 18 日、休暇村志賀島（福岡市東区） 

10. 平井剛、金錯体を触媒とするグルコシル化反応を基盤とした糖脂質の合成、第 33 回日本糖質学会年会、2014 年 8 月 11 日、名古屋

大学（愛知県名古屋市） 

11. 平井剛、生物活性分子を創る：機能と構造に着目した合成化学的アプローチ、2014 年度上智大学物質生命理工学部コロキウム、2014

年 7 月 8 日、上智大学（東京都千代田区） 

12. 平井剛、CHF 連結型シアリルガラクトースの合成とコンホメーション、理研シンポジウム：第 14 回分析・解析技術と化学の最先

端、2013 年 12 月 11 日、理化学研究所鈴木梅太郎ホール（埼玉県和光市） 

13. Go Hirai, Synthetic studies of spectomycins, protein SUMOylation inhibitors, The 2rd International Symposium on Chemical Biology of Natural 

Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, Oct. 28th, 2013, パシフィコ横浜（神奈川県横浜市） 

14. 平井剛、天然物を基にした分子設計を足がかりとするものづくり、第 3 回 CSJ 化学フェスタ 2013 ナノ機能への挑戦－材料、素子、

バイオ、そして未来－、2013 年 10 月 21 日、タワーホール船堀（東京都江戸川区） 

15. 平井剛、有機合成化学を活かした天然物基盤のケミカルバイオロジー研究、早稲田大学講演会、2013 年 10 月 18 日、早稲田大学（東

京都新宿区） 

16. 平井剛、CHF 連結型シアリルガラクトースアナログの合成とコンホメーション解析、第 36 回フッ素化学討論会、2013 年 10 月 4 日、

つくば国際会議場（茨城県つくば市） 

17. 平井剛、CHF-連結型ガングリオシド GM3 アナログの開発、第 32 回日本糖質学会年会、2013 年 8 月 5 日、大阪国際交流センター

（大阪府大阪市） 

18. Go Hirai, Fluorine Containing C-linked Gangliosides Analogues, The First Asian Conference for "MONODUKURI" Strategy by Synthetic Organic 

Chemistry (ACMS), July 19th, 2013, Okinawa. 

19. 平井剛、生物活性物質を創る有機合成化学研究、第 1 回慶應有機化学若手シンポジウム、2013 年 5 月 13 日、慶應義塾大学（神奈川

県横浜市） 

20. 平井剛、酵素に分解されない糖脂質の開発、東京大学工学部化学生命工学科講演会「化学と生命のかけはし」、2013 年 4 月 27 日、

東京大学（東京都文京区） 

21. Go Hirai, Design and Development of Fluorine Containing Gangliosides: Establishing the Concept of Conformational Control, 日本化学会第 93

春季年会 アジア国際シンポジウム、2013 年 3 月 24 日、立命館大学びわこ・くさつキャンパス（滋賀県草津市） 

22. Go Hirai, Synthesis of Natural Product Derivatives Which Control the Post-translational Modifications of Proteins, The 1st International 

Symposium on Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, Oct. 31st, 2012, Kyoto. 

23. 平井剛、天然物を元に設計した新しい分子によるタンパク質リン酸化制御、新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー」第 2 回

若手研究者ワークショップ、2012 年 10 月 30 日、大阪大学中之島センター（大阪府大阪市） 

24. 平井剛、代謝安定性の獲得とコンホメーション制御を可能にする含フッ素ガングリオシド、「有機合成化学を起点とするものづくり

戦略」第 2 回ミニシンポジウム、2012 年 9 月 28 日、北海道大学（北海道札幌市） 

【桑原重文】 

1. 佐藤俊太郎，福田裕紀，村上真裕子，廣川高史，桑原重文（桑原重文）「Strophasterol A の全合成研究」 日本農芸化学会 2016 年度

大会，2016 年 3 月 29 日，札幌コンベンションセンター（北海道・札幌市） 

2. Shuntaro Sato, Mayuko Murakami, Takafumi Hirokawa, Shigefumi Kuwahara (Shigefumi Kuwahara)「Synthetic studies toward strophasterol A」
2015 International Chemistry Congress of Pacific Basin Societies (Pacifichem 2015), December 17, 2015, Honolulu (USA) 

3. 佐藤俊太郎，福田裕紀，村上真裕子，廣川高史，桑原重文（桑原重文）「Strophasterol A の合成研究」日本農芸化学会東北支部第 150

回大会，2015 年 10 月 3 日，東北大学講義棟（宮城県・仙台市） 

4. 佐藤俊太郎，村上真祐子，廣川高史，福田裕紀，桑原重文（桑原重文）「キノコ子実体形成誘導物質 Strophasterol A の全合成研究」

新学術領域「天然物ケミカルバイオロジー〜分子標的と活性制御」第８回公開シンポジウム，2015 年 6 月 8 日，東北大学片平サク

ラホール（宮城県，仙台市）  

【土井隆行】 

1. Takayuki Doi, Synthesis of cyclodepsipeptide histone deacetylase inhibitors, PACIFICHEM 2015, Dec 16, 2015, Honolulu (USA) 
2. Takayuki Doi, Total synthesis of cyclodepsipeptide natural products and their biological evaluation, PACIFICHEM 2015, Dec 16, 2015, Honolulu 

(USA) 

【川上隆史】 

1. 川上隆史、村上一馬、阪本大樹、花木瑞穂、夏目徹、入江一浩、アミロイド β 二量体を標的とする非天然型環状ペプチドの試験管

内分子進化、第 52 回ペプチド討論会、2015.11.17、神奈川県平塚市 

2. 川上隆史、伊藤進也、五島直樹、永田和宏、夏目徹、無細胞分子進化法と超高感度質量分析を用いた HSP47 翻訳後修飾の網羅的解

析、第 52 回ペプチド討論会、2015.11.16、神奈川県平塚市 

3. 川上隆史、五島直樹、夏目徹、タンパク質ラベリング用ペプチドタグの進化分子工学的創製システムの構築、日本ケミカルバイオ



ロジー学会第 10 回年会、2015.6.11、宮城県仙台市 

4. 川上隆史、足達俊吾、小川浩二、八田知久、久保泰、五島直樹、夏目徹、試験管内分子進化と超高感度質量分析を用いた蛋白質複合

体の解析、第 51 回ペプチド討論会、2014.10.23、徳島県徳島市 

5. 川上隆史、ホスホノペプチドの翻訳合成に向けた tRNA アミノホスホニル化リボザイムの分子進化、第 51 回ペプチド討論会、

2014.10.22、徳島県徳島市 

【占部大介】 

1. 占部大介, 日本薬学会第 136 年会シンポジウム 天然物ケミカルバイオロジー(4)：天然物合成とケミカルバイオロジー,「ラジカル反

応を基盤としたチグリアン・ダフナンジテルペン類の合成戦略」, パシフィコ横浜, 2016 年 3 月 29 日 

2. Urabe, D.; Inoue, M. PACIFICEHM2015, Molecular Function of Natural Products: Advances towards Chemical Biology (#237) "Unified total 

synthesis of oxygenated cardenolides," Honolulu, USA, Dec. 15, 2015. 

3. Urabe, D.; Inoue, M. the 15th Tateshina Conference on Organic Chemistry "Total Synthesis of Crotophorbolone," Chino, Japan, Nov. 8, 2015. 
4. Urabe, D. Institute of Microbial Chemistry, The Shibasaki Group Seminar "Radical-based couplings toward the total synthesis of tigliane/daphnane 

diterpene," Tokyo, Japan, July 30, 2015. 

5. 占部大介, 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」地区ミニシンポジウム・仙台「ケミカルバイオ

ロジーにおける天然物」, 「抗炎症性脂質メディエーターの全合成」東北大学, 仙台, 2015 年 6 月 30 日 

6. 占部大介, 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」第 8 回公開シンポジウム, 「チグリアン/ダフナ

ンジテルペン類の合成戦略：クロトホルボロンの全合成」東北大学, 仙台, 2015 年 6 月 8 日 

7. 占部大介, 日本薬学会第 135 年会奨励賞受賞講演,「ラジカル反応を基盤とした複雑天然物の全合成研究」神戸学院大学, 神戸, 2015

年 3 月 27 日 

8. Urabe, D. The 3rd International Symposium on Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity "A Unified 

Approach to the Cardenolides and Bufadienolides: Total Synthesis of Ouabagenin," Osaka, Japan, Oct. 28. 2014. 

9. 占部大介, 明治薬科大学,「橋頭位ラジカルを用いた高酸化度テルぺノイドの全合成研究」明治薬科大学, 東京, 2014 年 9 月 26 日 

10. 占部大介, 第 49 回天然物化学談話会奨励賞受賞講演,「橋頭位ラジカルを用いた高酸化度テルぺノイドの全合成研究」せ

とうち児島ホテル, 倉敷, 2014 年 7 月 2 日 

11. 占部大介, 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」第 6 回公開シンポジウム, 「新規 Na+/K+-ATPase

作用分子の創製を指向したカルデノリド/ブファジエノリドの自在合成法の開発」名古屋大学, 名古屋, 2014 年 5 月 28 日 

12. Urabe, D.; Inoue, M. The International Startup Symposium of Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia (III), "Total synthesis of 19-

hydroxysarmentogenin," Hsinchu, Taiwan, Apr. 21, 2014 

13. 占部大介, 日本薬学会第 134 年会シンポジウム有機合成の若い力,「ウアバゲニンの全合成」熊本大学, 熊本, 2014 年 3 月 28 日 

【田中浩士】 

1. 佐藤航・鈴木涼太・田中浩士、環状ホウ素化合物における連続的鈴木・宮浦カップリングを用いた真菌由来糖脂質類縁体合成法の

開発，日本化学会第 96 春季年会(2016)、平成 28 年 3 月 24 日(木)-27 日（日）同志社大学 京田辺キャンパス （京都） 

2. Ryota Suzuki, Kou Sato, Shinichiro Fuse, Hiroshi Tanaka, One-pot Sequential Palladium-Catalyzed Cross-Coupling Reaction of Cyclic Boron 

Compounds, The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015), Dec 15-20、Hilton Hawaiian Village 

(Honolulu, Hawaii, USA) 

3. Hiroki Hamagami, Yukinori Hatasa, Yoshiki Yamaguchi, Shinichiro Fuse, Takahiro Shibata, Hirofumi Tachibana, Koji Uchida, Hiroshi Tanaka , 

Synthesis of Sugar-Modified EGCGs by Direct C-Glycosylation and Its Application to a Chemical Biology, The International Chemical Congress 

of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015), 2015, Dec 15-20、Hilton Hawaiian Village (Honolulu, Hawaii, USA) 

4. 佐藤 航・鈴木涼太・田中浩士, 環状ホウ素化合物を用いた連続的鈴木宮浦カップリングを用いる糖脂質類縁体合成法の開発、2015

年 10 月 13 日(火)～15 日(木) 第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015 タワーホール船堀 （東京） 

5. 濱上大基、畑佐行紀、山口芳樹、布施新一郎、立花宏文、内田浩二、田中浩士、糖をスペーサーとして用いる緑茶カテキン分子プロ

ーブの合成とその機能評価、平成 27 年 6 月 10 日-12 日 第 10 回日本ケミカルバイオロジー学会、東北大学川内キャンパス萩ホー

ル（宮城）  

6. 鈴木涼太、布施新一郎、田中浩士、環状ホウ素化合物の合成とその連続的クロスカップリング反応への応用、平成 26 年 11 月 6 日

(木)～7 日(金) 第 106 回有機合成シンポジウム 早稲田大学 （東京） 

【藤本ゆかり】 

1. International Conference of Computational Methods in Science and Engineering (ICCMSE 2016) Computational Chemistry (CC) Symposium 

“Immunomodulatory Microbial Components; Their Structures, Syntheses and Biological Functions” Yukari Fujimoto (Athens(ギリシャ ) 

2016.3.17-20)  

2. The 3rd Mini-Symposium between Keio University and National Tsing Hua University “Microbial Glycoconjugates; Chemistry and 

Immunomodulatory Functions” Yukari Fujimoto (Hsinchu(台湾), 2016.3.11)  

3. The 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies "Synthesis of immunomodulatory glycoconjugates based on recently 

developed chemical glycosylation" Yukari Fujimoto (Honolulu (USA) 2015.12.19). 

4. International Mini Symposium on Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity “Chemistry and Functional 

Analysis of Immunomodulatory Microbial Glycoconjugates” Yukari Fujimoto (慶應大学、神奈川県横浜市, 2015.3.24). 

5. The First Yoshida Prize Symposium "Chemistry and Immunomodulation of Microbial Glycoconjugates" Yukari Fujimoto (リーガロイヤルホテ

ル京都, 京都府京都市, 2015.1.30). 

6. Asian Chemical Biology Conference (ACBC2014) “Microbial glycoconjugates and lipidconjugates as immunomodulators; Chemical synthesis 

and biological functions” Yukari Fujimoto (U-Town NUS(シンガポール), 2014.12.15-17). 

7. Yukari Fujimoto, “Bacterial glycoconjugates; chemical synthesis and functional analysis” in The Joint Meeting of the Society for Glycobiology 
(SFG) and the Japanese Society of Carbohydrate Research (JSCR) (SFG-JSCR 2014), (Honolulu (USA) 2014.11).  

8. 有機合成夏期セミナー「明日の有機合成化学」“免疫機構調節に関わる信号を伝える細胞表層分子群:有機合成と機能解析”藤本ゆかり

（大阪科学技術センター・大阪府大阪市, 2015.9.1） 

9. 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー 〜分子標的と活性制御〜」第 8 回公開シンポジウム“免疫調節に関わる微生物由来分

子群:化学合成を基盤とした機能解析”藤本ゆかり（東北大学片平さくらホール・宮城県仙台市, 2015.6.8） 

10. 新規素材探索研究会 第 14 回セミナー“免疫機構制御を目指した調節活性分子の探索と創製” 藤本ゆかり（新横浜フジビューホテル・

神奈川県横浜市, 2015.6.3） 

11. 日本化学会第 95 春季年会(2015)“自然界での生体防御シグナル物質群と複合型分子による免疫制御への展開”藤本ゆかり（日本大学・

千葉県船橋市, 2015.3.26-29） 



12. 第 12 回糖鎖科学コンソーシアムシンポジウム “免疫を調節する微生物表層由来複合糖質：化合物構造ー活性とその展開 藤本ゆか

り（東京医科歯科大学鈴木章夫記念講堂・東京都, 2014.12.4-5） 

13. The 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (Pacifichem 2015)  “Decarboxylative functionalization of b-hydoroxy amino 
acids via photoredox catalysis and its application to the synthesis of the functional 1,2-amino alcohol derivatives” Shinsuke Inuki, Keisuke Sato, 

and *Yukari Fujimoto (Honolulu, USA, 2015.12.15-20) Poster 

14. The 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (Pacifichem 2015)  “Synthesis of inositol phospholipids from Ascaris suum 
using regioselective phosphorylation” Sae Suehara, Toshihiko Aiba, Shou Nakagawa, Masaki Sato, Yuuki Maekawa, Toshiaki Murai, Koichi Fukase, 

Shinsuke Inuki, *Yukari Fujimoto (Honolulu, USA, 2015.12.15-20) Poster 

15. The 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (Pacifichem 2015)  “Synthesis of inositol phospholipids from Ascaris suum 
using regioselective phosphorylation” Sae Suehara, Toshihiko Aiba, Shou Nakagawa, Masaki Sato, Yuuki Maekawa, Toshiaki Murai, Koichi Fukase, 

Shinsuke Inuki, *Yukari Fujimoto (Honolulu, USA, 2015.12.15-20) Poster 

16. The 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (Pacifichem 2015)  “Synthetic study on cardiolipin containing cyclopropane 
fatty acids” Shunichi Ishibashi, Shinsuke Inuki, *Yukari Fujimoto (Honolulu, USA, 2015.12.15-20) Poster 

17. The 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (Pacifichem 2015)  “Synthesis and biological activity of phosphatidylinositol 
for the elucidation of NKT cell pre-activation mechanism” Sho Nakagawa, Atsushi Shimoyama, Toshihiko Aiba, *Yukari Fujimoto, *Koichi Fukase 

(Honolulu, USA, 2015.12.15-20) Poster 

18. The 13th International Kyoto Conference on New Aspects of Organic Chemistry (IKCOC-13) “Synthesis and Immunoregulatory Activity of 
Lipophosphoglycans as NKT Cell Modulator” Toshihiko Aiba, Sae Suehara, Hannah Bernin, Hanna Lotter, Shinsuke Inuki, Koichi Fukase, *Yukari 

Fujimoto (Rihga Royal Hotel in Kyoto, Kyoto, JPN, 2015.11.9-13) Poster 

19. The 13th International Kyoto Conference on New Aspects of Organic Chemistry (IKCOC-13) “Decarboxylative functionalization of β-hydoroxy 
amino acids via photoredox catalysis and its application to the synthesis of the functional 1,2-amino alcohol derivatives” Shinsuke Inuki, Keisuke 

Sato, *Yukari Fujimoto (Rihga Royal Hotel in Kyoto, Kyoto, JPN, 2015.11.9-13) Poster 

20. 23rd International Symposium on Glycoconjugates (Glyco23), “Synthesis and Biological Activity of Inositol Phospholipid as NKT Cell Modulator” 
Toshihiko Aiba, Sae Suehara, Hannah Bernin, Hanna Lotter, Shinsuke Inuki, Koichi Fukase, *Yukari Fujimoto (Split, Croatia, 2015.11.16-19) Poster 

21. Joint Meeting of the Society for Glycobiology (SFG) and the Japanese Society of Carbohydrate Research (JSCR) (SFG-JSCR 2014) “Synthesis of 

Inositol Phospholipids as an NKT Cell Modulator” Toshihiko Aiba, Masaki Sato, Daichi Umegaki, Shou Nakagawa, Shinji Tanaka, Masato 
Kitamura, Shinsuke Inuki, Koichi Fukase, *Yukari Fujimoto (Honolulu, USA, 2014.11.16-19). Poster 

22. 日本化学会第 96 春季年会（同志社大学・京都府京田辺市）2016.3.24-27  内因性 CD1d リガンドとしてのホスファチジルイノシトー

ルの合成とその生理活性  中川 翔、下山 敦史、相羽俊彦、*藤本 ゆかり、*深瀬 浩一 

23. 第 8 回武田科学振興財団薬科学シンポジウム（生命分子から薬を創る―中分子薬を中心に―（武田薬品研修所・大阪府吹田市）
2016.1.21-22 Synthesis and immunomodulatory activity of inositol phospholipid from Entamoeba histolytica Toshihiko Aiba, Sae Suehara, 

Hannah Bernin, Hanna Lotter, Shinsuke Inuki, Koichi Fukase, *Yukari Fujimoto 

24. 生命化学研究会 ポストコンファレンス（雲仙観光ホテル・長崎県雲仙市） 2016.1.8-9 生体防御の制御分子を探る 藤本ゆかり 

25. 第１８回生命化学研究会（石川屋旅館・長崎県南島原市）2016.1.8-9 種々の細胞表層のイノシトールリン脂質が免疫機構を調節す

る 相羽俊彦、末原紗英、中川翔、Bernin Hannah、Lotter Hanna、井貫晋輔、深瀬浩一、*藤本ゆかり 

26. 第１８回生命化学研究会（石川屋旅館・長崎県南島原市）2016.1.8-9 内因性 CD1d リガンドの探索を目指したホスファチジルイノシ

トールの合成とその生理活性 中川 翔、下山敦史、相羽俊彦、*藤本ゆかり、*深瀬浩一   

27. GlycoTokyo 2015（慶應義塾大学・神奈川県横浜市）2015.10.24 Gal(α1-6)Gal 構造を含有する糖脂質の合成研究 柏原瑛美、相羽俊

彦、井貫晋輔、*藤本ゆかり 

28. GlycoTokyo 2015（慶應義塾大学・神奈川県横浜市）2015.10.24 Ascaris suum 由来イノシトールリン脂質の合成研究 末原紗英、相

羽俊彦、前川侑輝、村井利昭、深瀬浩一、井貫晋輔、*藤本ゆかり 

29. GlycoTokyo 2015（慶應義塾大学・神奈川県横浜市）2015.10.24 Gal(α1-6)Gal 構造を含有する糖脂質の合成研究 柏原瑛美、相羽俊

彦、井貫晋輔、*藤本ゆかり 

30. GlycoTokyo 2015（慶應義塾大学・神奈川県横浜市）2015.10.24 Ascaris suum 由来イノシトールリン脂質の合成研究 末原紗英、相

羽俊彦、前川侑輝、村井利昭、深瀬浩一、井貫晋輔、*藤本ゆかり 

31. 第 5 回 CSJ 化学フェスタ（タワーホール船堀・東京都江戸川区）2015.10.13-15 内因性 CD1d リガンドの探索を目指したホスファチ

ジルイノシトールの合成とその生理活性 中川翔、下山敦史、相羽俊彦、*藤本ゆかり、*深瀬浩一 

32. 第 32 回有機合成化学セミナー（ニューウェルシティ湯河原・静岡県熱海市）2015.9.15-17 Ascaris suum 由来イノシトールリン脂質

の合成研究 末原紗英、相羽俊彦、前川侑輝、村井利昭、深瀬浩一、井貫晋輔、*藤本ゆかり 

33. 第 32 回有機合成化学セミナー（ニューウェルシティ湯河原・静岡県熱海市）2015.9.15-17 シクロプロパン含有脂質の合成研究 石

橋俊一、井貫晋輔、*藤本ゆかり 

34. 第 34 回日本糖質学会年会（東京大学・東京都文京区）2015.7.31-8.2 Entamoeba histolytica 由来 GPI アンカー部分構造の合成と生物

活性 相羽俊彦、末原紗英、Bernin Hannah、 Lotter Hanna、井貫晋輔、深瀬浩一、*藤本ゆかり 

35. 第 34 回日本糖質学会年会（東京大学・東京都文京区）2015.7.31-8.2 NKT 細胞の前活性化機構解明を目指したホスファチジルイノ

シトールの合成とその生理活性 中川翔、下山敦史、相羽俊彦、*藤本ゆかり、*深瀬浩一 

36. The 3rd National Tsing Hua University-Keio University Bilateral Symposium of Advanced Chemistry（慶應義塾大学・神奈川県横浜市）2015.7.16 
Synthesis and biological activity of Inositol phospholipids as NKT cel modulator Toshihiko Aiba, Sae Suehara, Bernin Hannah, Lotter Hanna, 
Shinsuke Inuki, Koichi Fukase *Yukari Fujimoto 

37. 第 50 回天然物化学談話会  （グリーンピア岩沼、宮城県岩沼市）2015.7.1-3 NKT 細胞の活性化機構解明を目指した_ホスファチジ

ルイノシトールの合成とその生理活性 中川翔、下山敦史、相羽俊彦、*藤本ゆかり、*深瀬浩一    

38. 第 24 回新規素材探索研究会セミナー（新横浜フジビューホテル・神奈川県横浜市）2015.6.5  Entamoeba histolytica 由来糖イノシト

ールリン脂質の合成と免疫調節活性 相羽俊彦、末原紗英、Bernin Hannah、Lotter Hanna、井貫晋輔、深瀬浩一、*藤本ゆかり 

39. 第 24 回新規素材探索研究会セミナー（新横浜フジビューホテル・神奈川県横浜市）2015.6.5 Photoredox 触媒を用いた光学活性 1,2-

アミノアルコール類の合成法開発 井貫 晋輔、*藤本 ゆかり 

40. 日本化学会第 98 回春季年会（日本大学・千葉県船橋市）2015.3.26-29 免疫調節作用を有する原虫由来イノシトールリン脂質の合成

と生物活性 相羽俊彦、末原紗英、佐藤昌紀、田中慎二、北村雅人、BERNIN, Hannah、LOTTER, Hanna、井貫晋輔、深瀬浩一、*藤

本ゆかり 

41. 日本化学会第 98 回春季年会（日本大学・千葉県船橋市）2015.3.26-29 位置選択的リン酸化反応を用いた Ascaris suum 由来イノシト

ールリン脂質の合成研究 末原紗英、相羽俊彦、中川翔、佐藤昌紀、前川侑輝、村井利昭、深瀬浩一、井貫晋輔、*藤本ゆかり 

42. 第 56 回天然有機化合物討論会（高知県立県民文化ホール、三翠園、高知県高知市）2014.10.15-17 NKT 細胞刺激作用を有するイノ



シトールリン脂質の合成 相羽俊彦, 佐藤昌紀 , 梅垣大地 , 中川翔 , 田中慎二 , 北村雅人 , 深瀬浩一 , *藤本ゆかり  

43. 第 15 回関西グライコサイエンスフォーラム（大阪市立大学・大阪府大阪市）2014.5.24 NKT 細胞刺激作用を有するイノシトールリ

ン脂質の合成 相羽俊彦、佐藤昌紀、梅垣大地、中川 翔、田中慎二、北村雅人、*藤本ゆかり、*深瀬浩一 

A03：標的探索・合理的分子設計の新方法論 

【上田実】 

1. M. Ueda, Plant Chemical Biology using Bioactive Natural Products, RIKEN-Max Planck Joint Research Center Fifth Annual Symposium, 17-20 
Apr 2016, Berlin (Germany) 

2. M. Ueda, Chemical biology of coronatine: Pathogenic infection in plants, Pacifichem 2015 symposium#66 Natural product-based drug discovery, 

15-20 Dec 2015, Honolulu, (USA) 
3. M. Ueda, Plant Chemical Biology using Natural Products, NEA-ASIAHOC, 9-12 Nov 2015, OIST, Okinawa (Japan) 

4. 上田 実、ジャスモン酸類のケミカルバイオロジー、日本農芸化学会 2015 年度大会シンポジウム「生命恒常性の維持に寄与するケ

ミカルリガンド受容機構の新展開」、2015 年 3 月 29 日（岡山市） 

5. 上田 実、”Chemical Biology of Coronatine: the effect on the guard cell”, 第 56 回日本植物生理学会年会 シンポジウム（東京）、2015 年

3 月 16 日-18 日 

6. 上田 実、植物の生物現象を制御するジャスモン酸誘導体の新たな機能、第 51 回植物化学シンポジウム、2014 年 11 月 22 日（仙台） 

7. M. Ueda, CHEMICAL BIOLOGY OF PLANT AND ANIMAL HORMONES: “GLYCOSYLATION SWITCHING” , 25th Mona Symposium, 6-9 Jan 

2014, Kingston (Jamaica) 

8. M. Ueda, “Glycosylation Switching": In vivo glycosylation of bioactive natural products regulates their mode-of-action, ICCEOCA8/NICCEOCA4, 
25-28 Nov 2013, Osaka (Japan) 

9. M. Ueda, “Chemical Biology of Glycoside Natural Products”, RACI NSW Natural Products Symposium 2013, 4 Oct 2013, Sydney (Australia)  

10. 上田 実、植物の就眠ならびに捕虫運動の制御機構の化学的解明、第 48 回植物化学調節学会大会、2013 年 10 月 31 日（新潟） 

11. 上田 実、"Glycosylation Switching"による天然物リガンドの活性制御、日本化学会春期年会特別企画、2013 年 3 月（草津市） 

12. M. Ueda, “Glycosylation Switching”: Glycosylation regulates mode-of-action of bioactive natural products, 3rd International Symposium on 

Creation of Functional Materials-Life Science and Materials-, 10-11 Dec 2012, Tsukuba (Japan) 

13. 上田 実、「配糖体型天然物リガンドのケミカルバイオロジーに見る活性制御の新戦略」、後期（秋期）有機合成化学講習会、2012 年

11 月（東京） 

14. M. Ueda, Chemical Biology of Glycoside Natural Products, The Second Asian Chemical Biology Conference, 4-6 Jul 2012, Okinawa (Japan).  

15. 上田 実、配糖体型天然物リガンドのケミカルバイオロジー、日本化学会第 92 春季年会特別企画天然物ケミカルバイオロジー、日

本化学会第 92 春季年会、2012 年 3 月（横浜） 

【叶直樹】 

1. 抗腫瘍性マクロライド FD-891 およびその類縁体合成と構造活性相関研究（口頭発表）,板垣友宏, 川又綾乃, 叶 直樹, 岩渕好治, 日

本薬学会第 136 年会（横浜 2016 年 3 月 27-30 日） 

2. Synthetic Study of FD-891 and FD-892（Poster presentation）, Ayano Kawamata, Tomohiro Itagaki, Yuta Miyazaki, Kenzo Yahata, Naoki Kanoh, 

Yoshiharu Iwabuchi, Pacifichem 2015 (Hawaii, 2015 年 12 月 15 日－20 日) 

3. Third generation photo-cross-linked small-molecule affinity matrix enabling quantitative analysis of the photocross-linked small molecules and 

their target purification（oral presentation）, Naoki Kanoh, Pacifichem 2015 (Hawaii, 2015 年 12 月 15 日－20 日) 

4. Photo-cross-linked Small Molecule Affinity Matrix as a Tool for Target Identification of Bioactive Small Molecules（oral presentation）, Naoki 

Kanoh, Pharmaceutical Science Symposium 2015 in Sendai (11 月 16 日, 東北大学片平桜ホール) 

5. Total synthesis and structural revision of heronamide C（Poster presentation）, Naoki Kanoh, Shunya Itoh, Kohei Sakanishi, Yoshiharu Iwabuchi, 

14th International Conference on the Chemistry of Antibiotics and other Bioactive Compounds （Texas 2015 年 10 月 13-16 日） Elsevier Best 

Poster Prize 受賞  

6. 芳香族生物活性小分子に対する多点同時修飾法の開発（口頭発表）、岡村俊孝、鈴木貴大、叶 直樹、岩渕好治, 第 54 回日本薬学会

東北支部大会 （岩手 2015 年 9 月 26 日） 

7. 8-Deoxyheronamide C の全合成研究（口頭発表）、寺嶋優太、伊東俊哉, 坂西航平, 叶 直樹, 岩渕好治, 第 54 回日本薬学会東北支部

大会 （岩手 2015 年 9 月 26 日） 

8. Heronamides A-C の全合成と構造改訂、および構造活性相関（口頭発表）、叶 直樹、伊東俊哉、寺嶋優太、坂西航平、岩渕好治、

藤田航平、杉山龍介、西村慎一、掛谷秀昭, 第 57 回天然有機化合物討論会（横浜 2015 年 9 月 9-11 日） 

9. 有機小分子と蛋白質の相互作用を直接的・間接的に検出する（口頭発表）、叶 直樹、第 9 回東北大学学際科学フロンティア研究所

FRIS セミナー（2015 年 8 月 10 日、東北大学学際科学フロンティア研究所） 

10. 第三世代光親和型小分子固定化アフィニティー樹脂（口頭発表）、叶 直樹、鈴木貴大、岡村俊孝、岩渕好治, 第 10 回 日本ケミカ

ルバイオロジー学会（仙台 2015 年 6 月 10-12 日） 

11. 光開裂性光親和型アフィニティー樹脂による固定化小分子の定量解析（口頭発表）、鈴木貴大, 岡村俊孝, 叶 直樹, 岩渕好治, 日本

薬学会 第 135 年会 （神戸 2015 年 3 月 25-28 日）優秀発表賞受賞 

12. 生合成仮説に基づく tripartilactam の全合成研究（口頭発表）、真野昂裕, 叶 直樹, 岩渕好治, 日本薬学会 第 135 年会 （神戸 2015

年 3 月 25-28 日） 

13. Heronamide C の全合成研究 (3) -改訂構造の合成と実証-（口頭発表）、伊東俊哉, 坂西航平, 寺嶋優太, 叶 直樹, 岩渕好治, 日本薬

学会 第 135 年会 （神戸 2015 年 3 月 25-28 日） 

14. 不飽和ポリケチドマクロラクタム heronamide 類の全合成研究（ポスター発表）、伊東俊哉, 坂西航平, 寺嶋優太, 叶 直樹, 岩渕好

治, 第 56 回天然有機化合物討論会 （高知 2014 年 10 月 15-17 日） 

15. 光親和型小分子固定化アフィニティー樹脂の反応性解析（口頭発表）、鈴木貴大, 岡村俊孝, 叶 直樹, 岩渕好治, 第 53 回日本薬学

会東北支部大会 （福島 2014 年 10 月 5 日）若手研究者発表賞受賞 

16. Chemical Strategy for Direct and Indirect Detection of Protein-Small Molecule Interactions: Drug target discovery and P450 substrate screening 

(Invited talk), Naoki Kanoh, 3rd Swiss-Japanese Chemical Biology Symposium 2014 (2014 年 10 月 3 日, Bern, Switzerland) 

17. 有機小分子と蛋白質の相互作用を直接的・間接的に検出する（招待講演）、叶 直樹, 第 21 回日本免疫毒性学会学術年会（2014 年 9

月 11 日、徳島文理大学） 

18. 抗腫瘍性マクロライド FD-891 および FD-892 の系統的合成研究(2)マクロラクトン部の構築（口頭発表）、板垣友宏，川又綾乃，宮

崎雄太，八幡健三，叶 直樹，岩渕好治, 日本薬学会第 134 年会 （熊本 2014 年 3 月 27-30 日） 

19. Vicenistatin の作用機構解明を目的とした PI(3,5)P2 誘導体の合成（口頭発表）、真野昴裕, 大野裕太郎, 叶 直樹, 岩渕好治, 第 52 回



日本薬学会東北支部大会（東北大学 2013 年 10 月 20 日） 

20. Synthesis of Heronamide C (Poster presentation), Kohei Sakanishi, Shunya Itoh, Yoshiharu Iwabuchi, Naoki Kanoh, 23rd French-Japanese 

Symposium on medicinal and fine chemistry (2013 年 5 月 12-15 日、長崎) 

21. Total Synthesis of the Proposed Structure of Heronamide C (Poster presentation), Kohei Sakanishi, Shunya Itoh, Yoshiharu Iwabuchi, Naoki Kanoh, 

13th International Conference on the Chemistry of Antibiotics and other bioactive compounds (2013 年 9 月 24-27 日, 富士ビューホテル、山

梨) 

22. 液胞化誘導活性および抗腫瘍活性を有する天然物 Vicenistatin の構造活性相関研究（ポスター発表）、大野裕太郎，福田 隼，西山

郵子，中村織依菜，岩渕好治，臼井健郎，叶 直樹, 日本薬学会 第 133 年会（横浜 2013 年 3 月 27 日-30 日） 

23. 抗腫瘍性マクロライド FD-891 および FD-892 の系統的合成研究（口頭発表）、川又綾乃，宮崎雄太，八幡健三，叶 直樹，岩渕好治, 

日本薬学会 第 133 年会（横浜 2013 年 3 月 27 日-30 日） 

24. 新規 PI(3,5)P2 誘導体の合成と vicenistatin の作用機構解析への応用（口頭発表）、真野昂裕，岩渕好治，臼井健郎，叶 直樹, 日本薬

学会 第 133 年会（横浜 2013 年 3 月 27 日-30 日）学生優秀発表賞受賞 

25. Heronamide C の合成研究 (2)（口頭発表）、伊東俊哉，坂西航平，叶 直樹，岩渕好治, 日本薬学会 第 133 年会（横浜 2013 年 3

月 27 日-30 日）学生優秀発表賞受賞 

26. Dual Structure-Activity Relationship of a Naturally-occurring Osteolastogenesis Inhibitor Methyl Gerfelin Based on TEG Scanning (Oral 

presentation) 

 Naoki Kanoh, Cambodian Malaysian Chemical Congress 2012 (2012 年 10 月 20 日, Angkor Century Resort & Spa, Siem Reap, Cambodia)  

27. Synthesis and Structure-Activity Relationship of Vicenistatin, a Naturally-occurring Cytotoxic 20-Membered Macrolactam (Oral presentation), 

Naoki Kanoh, 17 Malaysian Chemical Congress 2012 (2012 年 10 月 17 日, Putra World Trade Centre, Kuala Lumpur, Malaysia) 

28. 抗腫瘍性マクロライド FD-891 の合成研究(２)（口頭発表）、川又綾乃，宮崎雄太，八幡健三，叶 直樹，岩渕好治, 第 51 回日本薬学

会東北支部大会（2012 年 10 月 7 日, 青森大学, 青森） 

29. 生物活性小分子の分子標的探索・分子設計の革新を目指して（招待講演）、叶 直樹, 化学系学協会東北大会 有機化学コロキウム 有

機化学の最前線：マテリアルケミストリーからケミカルバイオロジーまで（2012 年 9 月 15 日, 秋田大学, 秋田） 

30. 固定化・プローブ化を基軸とした生物活性小分子のケミカルバイオロジー（招待講演）叶 直樹, サントリー生物有機科学研究所シ

ンポジウム（2012 年 8 月 28 日, サントリー研究センター, 大阪） 

31. アルキンの還元的クロスカップリング反応を用いる heronamide C の合成研究（口頭発表）坂西航平，叶 直樹，岩渕好治, 日本薬

学会 第 132 年会（札幌 2012 年 3 月 28 日-31 日） 

32. 抗腫瘍性ビオチン化 C5-クルクミノイド GO-Y086 は細胞内で KSRP/FUBP2 に結合する（口頭発表）山越博幸，叶 直樹，高山亜

紀，工藤千枝子，佐藤温子，上田和則，室井 誠，昆 俊亮，佐竹正延，大堀久詔，石川千加史，大島吉輝，長田裕之，千葉奈津子，

柴田浩行，岩渕好治, 日本薬学会 第 132 年会（札幌 2012 年 3 月 28 日-31 日） 

33. GLO1 選択的結合能を有する破骨細胞分化阻害剤 methyl gerfelin 誘導体の創製（口頭発表）鈴木貴大，叶 直樹，高山 浩，川谷 

誠，長田裕之，加藤泰弘，大島吉輝，岩渕好治, 日本薬学会 第 132 年会（札幌 2012 年 3 月 28 日-31 日） 

34. 抗腫瘍活性天然物 irciniastatin B の全合成研究（口頭発表）上杉惇一郎，渡辺 翼，澁谷正俊，叶 直樹，岩渕好治, 日本薬学会 第

132 年会（札幌 2012 年 3 月 28 日-31 日） 

35. 三置換ビニルヨージドと β 置換ビニルスズ化合物の異常 Stille カップリング反応（口頭発表）大野裕太郎，福田 隼，叶 直樹，

岩渕好治, 日本薬学会 第 132 年会（札幌 2012 年 3 月 28 日-31 日） 

36. Photo-generated carbene in chemical genomics: A nonselective strategy for ligand screening and target identification (Invited talk) Naoki Kanoh, 

The 2nd Dalian University of Technology-Tohoku University Symposium on Chemistry“Challenges in Environmental, Biochemical, and Materials 

Science & Technology”(2011 年 12 月 8 日, 大連理工大学, 大連, 中国) 

37. 分子内ダブルマイケル反応とプリンス環化反応を鍵とする(－)-Scabronine G の不斉全合成（口頭発表）坂西航平, 第 26 回有機合成

化学者若手研究者の仙台セミナー（仙台 2011 年 12 月 3 日） 

38. 固定化・プローブ化を基軸とした生物活性小分子のケミカルバイオロジー（招待講演）叶 直樹, 第 14 回生命化学研究会（2011 年

12 月 2 日, ラフォーレ南紀白浜, 和歌山） 

39. 固定化・プローブ化を基軸とした生物活性小分子のケミカルバイオロジー（招待講演）叶 直樹, 若手研究者のための有機化学札幌

セミナー（2011 年 11 月 28 日, 北海道大学農学部） 

40. Photo-generated carbene in chemical genomics: A nonselective strategy for ligand screening and target identification (Invited talk) Naoki Kanoh, 

2011 International Symposium on Recent Advances in Drug Discovery and Development (2011 年 11 月 18 日, Chungbuk National University, 

Korea) 

41. (－)-Scabronine G の不斉全合成（口頭発表）坂西航平，飯森絵美子，西村謙一，叶 直樹，岩渕好治, 第 50 回記念日本薬学会東北

支部大会（仙台 2011 年 10 月 29 日-30 日）若手研究者発表賞 

42. 三置換ビニルヨージドとビニルスズ化合物の異常 Stille カップリング反応（口頭発表）大野裕太郎，福田隼，叶 直樹，岩渕好治, 

第 50 回記念日本薬学会東北支部大会（仙台 2011 年 10 月 29 日-30 日）  

43. （-）-Scabronine G の不斉全合成（ポスター発表）坂西航平，飯森絵美子，西村謙一，叶 直樹，岩渕好治, 第 28 回有機合成化学セ

ミナー （山形・天童 2011 年 8 月 31 日-9 月 2 日） 

44. 固定化・プローブ化を基軸とした生物活性小分子のケミカルバイオロジー（招待講演）叶 直樹, 日本薬学会東北支部若手研究者セ

ミナー（2011 年 8 月 27 日, 東北薬科大学, 宮城） 

【木越英夫】 

1. Aplyronine A, an antitumor marine macrolide from Aplysia kurodai, Sino-Japan Workshop on Chemical Biology, Beijing, China, 2014.10.10-
13.(11) 

2. Aplyronine A, an Antitumor Marine Macrolide, The 2nd International Symposium on Chemical Biology of Natural Products:Target ID and 

Regulation of Bioactivity,Yokohama, Japan, 2013.10.28-29.(28) 
3. Total Synthesis of 13-Oxyingenol, The 2012 International Symposium on Natural Products Chemistry and Chemical Biology, Hangzhou, China, 

2012.11.23-26.(25) 

4. Total Synthesis of 13-Oxyingenol, 13th International Symposium on Natural Product Chemistry (ISNPC-13), Karachi, Pakistan, 2012.9.22-25.(23) 
5. Synthesis and Biological Activities of a Hybrid between Aplyronine A and Mycalolide B, Actin-depolymerizing Marine Macrolides, 7th US – 

Japan Seminar: Frontiers in Marine Natural Products Research, Okinawa, Japan, 2011.12.15. 

6. Synthesis and Biological Activities of a Hybrid between Aplyronine A and Mycalolide B, Actin-Depolymerizing Marine Macrolides, 14th Asian 
Chemical Congress, Bangkok, Thailand, 2011.9.6. 

7. 「海洋産杭腫瘍性物質アプリロニン A の生物有機化学」、第 40 回反応と合成の進歩シンポジウム、仙台(2014.11.10). 



8. 「海洋産抗腫瘍性物質アプリロニン A と細胞骨格タンパク質」、第 26 回万有札幌シンポジウム、札幌 (2014.7.5). 

9. 「海洋産抗腫瘍性物質アプリロニンＡの生物有機化学」，日本農芸化学会 2014 年度大会（シンポジウム「生命現象の鍵として働く

化合物とその標的タンパク質の化学と生物」），川崎（2014.3.30）． 

10. 「海洋産抗腫瘍性物質の生物有機化学」，第 44 回中部化学関係学協会支部連合秋季大会（特別討論会「先導的分子創製を目指す有

機化学」），浜松 (2013.11.2). 

11. 「海洋産抗腫瘍性物質の生物有機化学」，第 23 回神奈川大学平塚シンポジウム−ケミカルバイオロジー最前線−， 

平塚 (2013.3.9). 

12. 「海洋天然物のアクチン脱重合活性と細胞毒性」，日本化学会特別企画，横浜 (2012.3.25). 

【西川俊夫】 

1. 西川俊夫：ヘテロ環天然物の全合成研究―天然物合成は新規反応発見の場（きっかけ）となるか？ 関西学院大学理工学部講演会

（神戸）2011.9.9. 

2. 西川俊夫：含グアニジン天然物の合成研究―イオンチャネル阻害剤の創製を目指して―。第 356 回東北大学大学院薬学研究科セミ

ナー（仙台）2011.9.13. 

3. Masaatsu Adachi. Total Synthesis of Polygalolide A, Isolated from a Medicinal Plant. The 1st Nagoya Symposium on Green Synthesis & Catalysis 
(Nagoya, Japan). 2012.3.13. 

4. 西川俊夫：イオンチャネル阻害剤の創製を目指した海産天然毒の化学合成。シンポジウム 4SY09「天然物ケミカルバイオロジー」

日本農芸化学会 2012 年度大会（京都）2012.3.25. 

5. Toshio Nishikawa: Synthetic Studies on Guanidine-Containing Natural Products. ACP Lectureship Tour (Hong Kong, P. R. China) 2012.4.24-

2012.4.29. 

6. 西川俊夫：ヘテロ環天然物の全合成研究 -天然物合成は新反応発見の場（きっかけ）となるか？ 広島大学大学院理学研究科 特別

講演会（東広島）2012.6.15. 

7. 安立昌篤、山田ひと美、磯部 稔、西川俊夫：薬用植物由来の多環性天然物 Polygalolide A の全合成。新学術領域研究「天然物ケミ

カルバイオロジー：分子標的と活性制御」第 1 回若手研究者ワークショップ（東京）2012.6.16. 

8. 西川俊夫：ヘテロ環天然物の全合成研究 -天然物合成は新反応発見の場（きっかけ）となるか？ 筑波大学大学院物質化学研究科講

演会（つくば）2012.11.13. 

9. Toshio Nishikawa: Synthesis of Guanidine-Containing Natural Products. International Symposium on Natural Products Chemistry and Chemical 

Biology 2012 (Hangzhou, China) 2012.11.23-2012.11.26. 
10. Toshio Nishikawa, Masaatsu Adachi, Ryo Sakakibara, Shouta Tokoro, Takuya Imazu, Yoshiki Satake, Minoru Isobe : Synthetic Studies on 

Nitrogen-Containing Natural Products. Pure and Applied Chemistry International Conference 2013 (Bangsaen Beach, Thailand) 2013.1.23-

2013.1.25. 

11. 西川俊夫：多環多官能性天然物の合成戦略。日本薬学会シンポジウム「新しい分子構築戦略ー効率的な生物活性分子の合成に向け

てー」日本薬学会第 133 年会（横浜）2013.3.28. 

12. 西川俊夫：テトロドトキシンの全合成研究 –フグ毒の謎を追って–。理研シンポジウム 未来に繋ぐ天然物合成化学（大阪）2013.5.31. 

13. 西川俊夫：ヘテロ環天然物の合成研究。平成 25 年度有機合成化学協会東海支部 若手研究者のためのセミナー（三重）2013.7.12. 

14. Toshio Nisikawa：Synthesis of guanidine-containing natural products. ACP Lectureship Tour (Nanyang Technological University, National 

University of Singapore, Singapore) 2013.9.9-2013.9.13. 

15. 安立昌篤：多環式天然物の合成研究。天然物化学研究会「天然物化学の潮流を読む」（東京）2013.10.18. 

16. Toshio Nisikawa：Total syntheses on guanidine-containing natural products. ACP Lectureship Tour (Hankaku University of Foreign Studies, 

Kangwon National University, POSTECH, Korea) 2013.10.21-2013.10.25. 

17. 西川俊夫：含グアニジン天然物の合成研究—イオンチャネル阻害剤の創製を目指して—。住友化学株式会社 健康・農業関連事業

研究所講演会（宝塚）2014.3.11. 

18. 西川俊夫：グアニジン天然物の合成研究。神戸薬科大学特別研究セミナー（神戸）2014.3.12. 

19. Toshio Nishikawa：Syntheses of Guanidine-Containing Natural products by Means of Cascade Boromocyclization. The International Startup 

Symposium of CUTTING-EDGE ORGANIC CHEMISTRY IN ASIA (III) (Hsinchu, Taiwan) 2014.4.19-2014.4.21. 

20. 西川俊夫：ジャガイモシスト線虫孵化促進物質の化学合成。公益財団法人山田科学振興財団 2014 年度研究交歓会成果発表会（東京）
2014.5.31. 

21. 西川俊夫：含グアニジン天然物の全合成研究—新規イオンチャネル阻害剤の開発を目指して—。第 25 回記念万有仙台シンポジウム

（仙台）2014.6.14. 

22. 西川俊夫：ヘテロ環天然物の全合成研究—天然物合成は新反応発見の場（きっかけ）となるか？—。神戸大学有機化学講演会（神

戸）2014.8.1. 

23. 西川俊夫：含グアニジン天然物の全合成研究。平成 26 年度日本農芸化学会関西支部 京都府立大学 生命分子化学科•鴨叡会セミナ

ー 有機化学•天然物化学セミナー（京都）2014.9.25. 

24. Toshio Nishikawa: Synthesis and Biological Activities of Guanidine-containing Natural Products. The 3rd International Symposium on Chemical 

Biology of Natural products: Target ID and Regulation of Bioactivity (Osaka) 2014.10.28-10.29. 
25. Toshio Nishikawa: Synthesis of Guanidine-containing Natural Products by Means of Cascade Bromocylization. The international Symposium on 

Natural Products Chemistry and Chemical Biology 2014 (Hangzhou, China) 2014.11.22-2014.11.25. 

26. Masaatsu Adachi: Total Synthesis of Chiriquitoxin, an Analogue of Tetrodotoxin Isolated from the Skin of a Dart Frog. 日本化学会第 95 春季

年会：日本化学会アジア国際シンポジウム（船橋）2015.3.27. 

27. 西川俊夫：天然物合成と構造決定。静岡大学講演会（静岡）2015.4.24. 

28. Toshio Nishikawa：Biomimetic Synthesis of Biologically Active Steroidal Natural Products. Kick-off Symposium on Advanced Research Network 

for Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia (Tohoku University, Japan) 2015.8.25-2015.8.26. 

29. Toshio Nishikawa：Syntheses of Biologically Active natural products by Means of Cascade Reactions. The 6th Japanese-Sino Symposium on 

Organic Chemistry for Young Scientists (Sendai, Japan) 2015.9.6-2015.9.9. 
30. Toshio Nishikawa: Syntheses of Guanidine-containing Natural Products Aiming at development of Ion-channel Blockers.10th AFMC International 

Medicinal Chemistry Symposium (AIMECS2015)(ICC JEJU, KOREA) 2015.10.18-2015.10.21. 

31. Toshio Nishikawa: Biomimetic Synthesis of Biologically Active Steroidal Natural Products. ICCEOCA-10/ARNCEOCA-1 (Taiwan) 2015.11.2-
2015.11.5. 

32. Toshio Nishikawa, Yoshiki Nakane, Atsuo Nakazaki, Takuya Imazu, Shouta Tokoro, Ryo Sakakibara, Masaatsu Adachi, Keiichi Konoki, Mari 

Yotsu-Yamashita: Synthesis of biologically active steroid-derived compounds from an edible mushroom. The International Chemical Congress of 
Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015) (Honolulu, Hawaii, USA) 2015.12.15-2015.12.20.  



33. 安立昌篤、榊原 良、佐竹佳樹、磯部 稔、西川俊夫：Total Synthesis of 5,6,11-Trideoxytetrodotoxin.名古屋大学グローバル COE「シ

ステム生命科学の展開：生命機能の設計」 第５回リトリート Keep Our Scientific Interaction Alive～科学で交流し続けよう～（長

浜）2011.9.5-2011.9.6.（一般講演） 

34. 山田ひと美、安立昌篤、磯部 稔、西川俊夫：Total Synthesis of Polygalolide A. 名古屋大学グローバル COE 「システム生命科学の展

開：生命機能の設計」 第５回リトリート Keep Our Scientific Interaction Alive～科学で交流し続けよう～（長浜）2011.9.5-2011.9.6.

（ポスター発表） 

35. 松本信之、辻本 恭、中崎敦夫、西川俊夫：抗腫瘍抗生物質パクタマイシンの合成研究。名古屋大学グローバル COE 「システム生

命科学の展開：生命機能の設計」 第５回リトリート Keep Our Scientific Interaction Alive～科学で交流し続けよう～（長浜）2011.9.5-

2011.9.6.（ポスター発表） 

36. 阿部由佳、西川俊夫、磯部 稔、小野寺健一、此木敬一、長由扶子、安元 健、山下まり：新規テトロドキシン類縁体の同定と各種

海洋生物中の毒組成の比較。日本農芸化学会東北支部第 146 回大会（山形）2011.10.8.（ポスター発表） 

37. 澤山裕介、西川俊夫：Decarbamoyl-α-saxitoxinol の合成。第 53 回天然有機化合物討論会（大阪）2011.9.27-2011.9.29.（一般講演） 

38. 中崎敦夫、森 綾子、小林 進、西川俊夫：C-N 軸性キラリティを利用した 3,3-二置換オキシインドールの新規立体制御法。2011 年

度日本農芸化学会関西・中部支部合同大会（京都）2011.10.1-2011.10.2. （ポスター発表） 

39. 宮田典明、久世雅樹、西川俊夫：両極性炭素を持つイミダゾロン化合物の化学合成研究。2011 年度日本農芸化学会関西・中部支部

合同大会（京都）2011.10.1-2011.10.2.（ポスター発表） 

40. 樋口恵子、Nopporn Thasana、杉野公美、中崎敦夫、安立昌篤、西川俊夫:インドールアルカロイド sespendole 芳香環部分の合成研究。

第 42 回中部化学関係学協会支部連合秋季大会 (長野) 2011.11.5-2011.11.6.（ポスター発表） 

41. 所 聖太、安立昌篤、磯部 稔、西川 俊夫：8-デオキシテトロドトキシンの立体制御合成。第 42 回中部化学関係学協会支部連合秋

季大会（長野）2011.11.5-2011.11.6.（ポスター発表） 

42. 三矢和志、中崎敦夫、久世雅樹、西川俊夫：糖アミノ酸Ｃ-マンノシルトリプトファン（C-Man-Trp）の合成研究。第 42 回中部化学

関係学協会支部連合秋季大会（長野）2011.11.5-2011.11.6.（ポスター発表） 

43. 榊原 良、安立昌篤、佐竹佳樹、磯部 稔、西川俊夫：テトロドトキシンおよびチリキトキシンの合成研究。第 100 回有機合成シン

ポジウム（東京）2011.11.10-2011.11.11.（ポスター発表） 

44. 山田ひと美、安立昌篤、磯部 稔、西川俊夫：薬用植物由来の多環性化合物ポリガロリドＡの化学合成。2011 年度名古屋大学若手

女性研究者サイエンスフォーラム（名古屋）2011.11.29.（ポスター発表） 

45. Toshio Nishikawa, Yusuke Sawayama. A New Synthetic Route to the Saxitoxin Skelton. The 6th International Conference on Cutting-edge Organic 
Chemistry in Asia (ICCEOCA-6). The 2nd New Phase International Conference on Cutting-edge Organic Chemistry in Asia (Hong Kong, P. R. 

China). 2011.12.11-2011.12.15.（ポスター発表） 

46. Masaatsu Adachi, Hitomi Yamada, Minoru Isobe, Toshio Nishikawa. Total Synthesis of Polygalolide A. The 6th International Conference on 

Cutting-edge Organic Chemistry in Asia (ICCEOCA-6). The 2nd New phase International Conference on Cutting-edge Organic Chemistry in Asia 

(Hong Kong, P. R. China). 2011.12.11-2011.12.15.（ポスター発表） 

47. 松本信之、辻本 恭、中崎敦夫、西川俊夫：抗腫瘍抗生物質パクタマイシンの合成研究。日本農芸化学会 2012 年度大会（京都）2012.3.22-

2012.3.26.（一般講演） 

48. 樋口恵子、Nopporn Thasana、安立昌篤、西川俊夫:インドールアルカロイド sespendole 芳香環部分の合成研究と立体化学の決定。日

本農芸化学会 2012 年度大会（京都）2012.3.22-2012.3.26.（一般講演） 

49. 中崎敦夫、森 綾子、小林 進、西川俊夫：C-N 軸性キラリティを利用した種々の 3,3-二置換オキシインドール骨格の合成。日本農

芸化学会 2012 年度京都大会（京都）2012.3.23-2012.3.26.（一般講演） 

50. 山田ひと美、安立昌篤、西川俊夫：植物毒素 Tagetitoxin の合成研究。日本農芸化学会 2012 年度大会（京都）2012.3.22-2012.3.26.（一

般講演） 

51. 所 聖太、安立昌篤、磯部 稔、西川 俊夫：8-デオキシテトロドトキシンの立体制御合成。日本農芸化学会 2012 年度大会（京都）

2012.3.22-2012.3.26.（一般講演） 

52. 駒田武馬、安立昌篤、西川俊夫：ソラノエクレピンＡ右側部分の合成研究。日本農芸化学会 2012 年度大会（京都）2012.3.22-2012.3.26.

（一般講演） 

53. 原 由香里、梶井重男、中崎敦夫、磯部 稔、西川俊夫：海産アルカロイドチャルテリンＣの合成研究。日本農芸化学会 2012 年度

大会（京都）2012.3.22-2012.3.26.（一般講演） 

54. 榊原 良、安立昌篤、佐竹佳樹、磯部 稔、西川俊夫：テトロドトキシンおよびチリキトキシンの合成研究。日本農芸化学会 2012

年度大会（京都）2012.3.22-2012.3.26.（一般講演） 

55. 久世雅樹、田中瑛子、西川俊夫、滝川浩郷「発光タンパク質 Pholasin のクロモフォア形成部位に関する研究」。日本農芸化学会 2012

年度大会（京都）2012.3.22-2012.3.26.（一般講演） 

56. 阿部由佳、西川俊夫、磯部 稔、小野寺健一、此木敬一、長由扶子、安元 健、山下まり：新規テトロドトキシン類縁体の同定と各

種海洋生物中の毒組成の比較。平成 24 年度日本水産学会春季大会（東京）2012.3.26-2012.3.30.（一般講演） 

57. 石川裕生、澤山裕介、中崎敦夫、西川俊夫：環状グアニジン骨格を有する海産天然物クランベシン B の合成研究。新規素材探索研

究会第 11 回セミナー（横浜）2012.6.8.（ポスター発表） 

58. 西川俊夫、安立昌篤、此木敬一：サブタイプ選択的 Na+チャネル阻害剤創製を目指したテトロドトキシン類縁体の合成研究。新学術

領域研究「天然物ケミカルバイオロジー：分子標的と活性制御」第 2 回領域公開シンポジウム（東京）2012.6.17-2012.6.18.（ポスタ

ー発表） 

59. 樋口恵子、Nopporn Thasana、山田ひと美、杉野公美、中崎敦夫、安立昌篤、西川俊夫：インドールアルカロイド セスペンドール

の合成研究。第 47 回天然化学物談話会（熊本）2012.7.4-2012.7.6.（ポスター発表） 

60. 今津拓也、安立昌篤、西川俊夫：5,11-ジデオキシテトロドトキシンの合成。第 47 回天然化学物談話会（熊本）2012.7.4-2012.7.6.（ポ

スター発表） 

61. 松原真史、山田ひと美、安立昌篤、西川俊夫：ポリガロリド類縁体の合成研究。第 47 回天然化学物談話会（熊本）2012.7.4-2012.7.6.

（ポスター発表） 

62. 上野壮平、中崎敦夫、西川俊夫：環状グアニジン化合物の合成研究。第 47 回天然物化学談話会（熊本）2012.7.4-2012.7.6.（ポスタ

ー発表） 

63. 山田ひと美、安立昌篤、西川俊夫：植物毒素 Tagetitoxin の合成研究。第 29 回有機合成化学セミナー（静岡）2012.9.5-2012.9.7.（ポ

スター発表） 



64. 松本信之、辻本 恭、中崎敦夫、西川俊夫：抗腫瘍抗生物質 Pactamycin の合成研究。第 29 回有機合成化学セミナー（静岡）2012.9.5-

2012.9.7.（ポスター発表） 

65. 樋口恵子、Nopporn Thasana、山田ひと美、杉野公美、中崎敦夫、安立昌篤、西川俊夫：インドールアルカロイド セスペンドール

の合成研究。名古屋大学博士課程教育リーディングプログラム グリーン自然科学国際教育研究プログラム 自然科学連携講座 2

（基礎生物学研究所）&リトリート研究所研修（岡崎）2012.9.10-2012.9.11.（ポスター発表） 

66. 上野壮平、中崎敦夫、西川俊夫：環状グアニジン化合物の合成研究。名古屋大学博士課程教育リーディングプログラム グリーン

自然科学国際教育研究プログラム 自然科学連携講座 2（基礎生物学研究所）&リトリート研究所研修（岡崎）2012.9.10-2012.9.11.

（ポスター発表） 

67. Wen-Yu Huang, Boon-ek Yingyongnarongkul, Jutatip Boonsombat, Atsuo Nakazaki, Toshio Nishikawa：Synthetic Study on ortho-Terphenyl ortho-

Quinone. 名古屋大学博士課程教育リーディングプログラム グリーン自然科学国際教育研究プログラム 自然科学連携講座 2（基

礎生物学研究所）&リトリート研究所研修（岡崎）2012.9.10-2012.9.11.（ポスター発表） 

68. 久世雅樹、田中瑛子、古市卓也、南郷成子、久保尚洋、滝川浩郷、西川俊夫：発光タンパク質 Pholasin の発光機構に関する生物有機

化学的研究。第 54 回天然有機化合物討論会（東京）2012.9.18-2012.9.20. （ポスター発表） 

69. 今津拓也、安立昌篤、磯部 稔、西川俊夫：5,11-ジデオキシテトロドトキシンの全合成。日本農芸化学会中部支部第 165 回例会（名

古屋）2012.10.27.（ポスター発表） 

70. 合田麗加、中崎敦夫、西川俊夫：オニヒトデ由来のステロイド配糖体、アカンサステロサイド B3 の合成研究。日本農芸化学会中部

支部第 165 回例会（名古屋）2012.10.27.（ポスター発表） 

71. Toshio Nishikawa, Masaatsu Adachi, Ryo Sakakibara, Takuya Imazu, Yoshiki Satake, Minoru Isobe: Synthesis of Marine Toxins Aiming at 

Developing Ion-Channel Inhibitors. The 1st International Symposium on Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of 

Bioactivity (Kyoto) 2012.10.31-2012.11.1.（一般講演） 

72. Toshio Nishikawa, Masaatsu Adachi, Ryo Sakakibara, Shouta Tokoro, Takuya Imazu, Yoshiki Satake, Minoru Isobe: Collective Synthesis of 

Tetrodotoxin and its Analogus. The 7th International Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia and The 3rd New Phase International 

Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia (ICCEOCA-7/NICCEOCA-3) (Singapore)（一般講演） 

73. 山田ひと美、安立昌篤、西川俊夫：植物毒素 Tagetitoxin の合成研究。名古屋大学博士課程教育リーディングプログラムリーディン

グプログラム 成果報告会（名古屋）2013.1.10.（ポスター発表） 

74. 本信之、辻本 恭、中崎敦夫、西川俊夫：抗腫瘍抗生物質 Pactamycin の合成研究。名古屋大学博士課程教育リーディングプログラ

ムリーディングプログラム 成果報告会（名古屋）2013.1.10.（ポスター発表） 

75. 山田ひと美、安立昌篤、西川俊夫：植物毒素 Tagetitoxin の合成研究。日本農芸化学会 2013 年度大会(仙台)2013.3.24-2013.3.28.（一般

講演） 

76. 今津拓也、安立昌篤、磯部 稔、西川俊夫：5,11-ジデオキシテトロドトキシンの全合成。日本農芸化学会 2013 年度大会（仙台）2013.3.24-

2013.3.28.（一般講演） 

77. 合田麗加、中崎敦夫、西川俊夫：生理活性ステロイド配糖体、アカンサステロサイド B3 の合成研究。日本農芸化学会 2013 年度大

会（仙台）2013.3.24-2013.3.28.（一般講演） 

78. 上野壮平、中崎敦夫、西川俊夫：連続環化反応による Saxitoxin 骨格の合成研究。日本農芸化学会 2013 年度大会（仙台）2013.3.24-

2013.3.28.（一般講演） 

79. Wen-Yu Huang, Boon-ek Yingyongnarongkul, Jutatip Boonsombat, Atsuo Nakazaki, Toshio Nishikawa：Synthetic Study on ortho-Terphenyl ortho-

Quinone.日本農芸化学会 2013 年度大会（仙台）2013.3.24-2013.3.28.（一般講演） 

80. Keiko Higuchi, Nopporn Thasana, Kumi Sugino, Atsuo Nakazaki, Masaatsu Adachi, Toshio Nishikawa: Synthetic Studies on Sespendole. Thieme 

Chemistry - Nagoya Symposium 2013 (Nagoya) 2013.5.23.（ポスター発表） 

81. Sohei Ueno, Atsuo Nakazaki, Toshio Nishikawa: Synthetic studies toward saxitoxin skeleton by a cascade cyclization reaction. Thieme Chemistry 

- Nagoya Symposium 2013 (Nagoya) 2013.5.23.（ポスター発表） 

82. 西川俊夫、中崎敦夫、石川裕生、澤山裕介：イオンチャネル阻害剤の合成研究。新学術領域研究（研究領域提案型）天然物ケミカル

バイオロジー〜分子標的と活性制御〜第 4 回公開シンポジウム（つくば）2013.5.28-5.29.（ポスター発表） 

83. 樋口恵子、Nopporn Thasana、山田ひと美、杉野公美、中崎敦夫、安立昌篤、西川俊夫：インドールアルカロイド セスペンドール

の合成研究。第 48 回天然化学物談話会（滋賀）2013.7.3.-2012.7.5.（ポスター発表） 

84. 安立昌篤、今津拓也、榊原 良、佐竹佳樹、磯部 稔、西川俊夫：矢毒カエル毒チリキトキシンの全合成。第５５回天然有機化合物

討論会（京都）2013.9.18-2013.9.20.（一般講演） 

85. ○樋口恵子、Nopporn Thasana、杉野公美、中崎敦夫、安立昌篤、西川俊夫：インドールアルカロイド セスペンドールの合成研究。

名古屋大学博士課程教育リーディングプログラム グリーン自然科学国際教育研究プログラム 「企業研究者を志すための合成化

学セミナー」（名古屋）2013.9.20.（ポスター発表） 

86. Nobuyuki Matsumoto, Atsuo Nakazaki, Toshio Nishikawa: Synthetic Studies toward ent-Pactamycin. 13th International Conference on the 

Chemistry of Antibiotics and Other Bioactive Compounds (ICCA-13) (Yamanashi) 2013.9.24-2013.9.27.（ポスター発表） 

87. 池田 藍、中崎敦夫、西川俊夫：cis-縮環を有する多環式骨格の立体選択的構築。日本農芸化学会中部支部第 168 回例会（名古屋）

2013.10.12.（ポスター発表） 

88. 石川裕生、澤山裕介、中崎敦夫、西川俊夫：Crambescin B カルボン酸の合成。第 43 回複素環化学討論会（岐阜）2013. 10.17-10.19.

（ポスター発表） 

89. 千葉雪絵、長由扶子、安立昌篤、榊原 良、所 聖太、今津拓也、磯部 稔、西川俊夫、山下まり、此木敬一：Nav安定発現系の構

築と TTX 関連化合物の結合性評価。日本農芸化学会東北支部第 148 回大会（盛岡）2013.10.26.（ポスター発表） 

90. Toshio Nishikawa, Masaatsu Adachi, Ryo Sakakibara, Takuya Imazu, Yoshiki Satake, Shouta Tokoro, Atsuo Nakazaki, Yuuki Ishikawa, Yusuke 
Sawayama, Minoru Isobe, Keiichi Konoki, Yukie Chiba, Mari Yotsu-Yamashita: Synthesis of Marine Toxins Aiming at Developing Ion-Channel 

Inhibitors. The 2st International Symposium on Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity (Yokohama) 

2013.10.28-2013.10.29.（ポスター発表） 

91. Mari Yotsu-Yamashita, Yuka Abe, Yuta Kudo, Keiichi Konoki, Yuko Cho, Toshio Nishikawa, Minoru Isobe: Identification of 5,11-

dideoxytetrodotoxin in marine animals, and characterization of ESI-MS fragment ions of tetrodotoxin and its analogs. International Symposium 

for the 70th Anniversary of the Tohoku Branch Chemical Society of Japan (Senda), 2013.9.28-2013.9.30.（ポスター発表） 

92. Mari Yotsu-Yamashita, Yuka Abe, Yuta Kudo, Keiichi Konoki, Yuko Cho, Toshio Nishikawa, Minoru Isobe: The structure of the novel tetrodotoxin 

analog, 6-deoxytetrodotoxin, and structure activity relationship study on C-6 and C-11 hydroxyl groups of tetrodotoxin. International Symposium 

for the 70th Anniversary of the Tohoku Branch Chemical Society of Japan (Senda), 2013.9.28-2013.9.30.（ポスター発表） 



93. 上野壮平、中崎敦夫、西川俊夫：カスケード型ブロモ環化反応を用いたサキシトキシン骨格の効率的構築法の開発。第 44 回中部化

学関係学協会支部連合秋季大会（浜松）2013.11.2-2013.11.3.（ポスター発表） 

94. 橋本穂果、今津拓也、榊原 良、安立昌篤、西川俊夫：MTM 基の新しい脱保護法に関する研究。第 44 回中部化学関係学協会支部

連合秋季大会（浜松）2013.11.2-2013.11.3.（ポスター発表） 

95. 宮川敬太朗、西川俊夫、中崎敦夫：軸不斉を有する ortho-アザキシリレン中間体を利用した 3,3-二置換オキシインドールの立体選択

的合成。第 44 回中部化学関係学協会支部連合秋季大会（浜松）2013.11.2.-2013.11.3.（ポスター発表） 

96. 木村梨乃、澤山裕介、西川俊夫：gem-ジブロモメチレンを用いた新規反応の開発。第 44 回中部化学関係学協会支部連合秋季大会（浜

松）2013.11.2.-2013.11.3.（ポスター発表） 

97. Hitomi Yamada, Masaatsu Adachi, Toshio Nishikawa: Synthetic Studies on Tagetitoxin. The 8th International Conference on Cutting-Edge Organic 

Chemistry in Asia and The 4th New Phase International Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia (ICCEOCA-8/NICCEOCA-4) 

(Osaka) 2013.11.25-2013.11.28.（一般講演） 

98. Keiko Higuchi, Nopporn Thasana, Kumi Sugino, Atsuo Nakazaki, Masaatsu Adachi, Toshio Nishikawa: Synthetic Studies on Sespendole.名古屋

大学博士課程教育リーディングプログラムリーディングプログラム 成果報告会（名古屋）2014.1.8.（ポスター発表） 

99. 樋口恵子、杉野公美、中崎敦夫、安立昌篤、西川俊夫：インドールアルカロイド セスペンドールの合成研究。日本農芸化学会 2014

年度大会（東京）2014.3.27-2014.3.30.（一般講演） 

100. 上野壮平、中崎敦夫、西川俊夫：サキシトキシン骨格の新規構築法の開発。日本農芸化学会 2014 年度大会（東京）2014.3.27-2014.3.30.

（一般講演） 

101. Wen-Yu Huang, Atsuo Nakazaki, Toshio Nishikawa: Synthetic Study on Lycojapodine A. 日本農芸化学会 2014 年度大会（東京）2014.3.27-

2014.3.30.（一般講演） 

102. 橋本穂果、今津拓也、榊原 良、安立昌篤、西川俊夫：MTM エーテルの新しい脱保護法の開発。日本農芸化学会 2014 年度大会（東

京）2014.3.27-2014.3.30.（一般講演） 

103. 木村梨乃、澤山裕介、西川俊夫：gem-ジブロモメチレンからケトンへの新規変換条件。日本農芸化学会 2014 年度大会（東京）2014.3.27-

2014.3.30.（一般講演） 

104. Yoshiki Nakane, Atsuo Nakazaki, Yuki Ishikawa, Yusuke Sawayama, Toshio Nishikawa: Asymmetric Synthesis of Crambescin B Caroxylic Acid, 
A Potent Inhibitor of Voltage-Gated Sodium Channels. IGER international Symposium on Chemical Science in Asia (Nagoya) 2014.5.26-2014.5.28.

（ポスター発表） 

105. 西川俊夫、安立昌篤、此木敬一：グアニジン天然物の合成と新規イオンチャネル阻害剤の開発。新学術領域研究「天然物ケミカルバ

イオロジー：分子標的と活性制御」第 6 回領域公開シンポジウム（名古屋）2014.5.28-2014.5.29.（ポスター発表） 

106. 上野壮平、中崎敦夫、西川俊夫：(+)-saxitoxin の合成研究。第 49 回天然物化学談話会（岡山）2014.7.2.-2014.7.4.（ポスター発表） 

107. 宮澤 悠、安立昌篤、室岡孝信、宮崎雅雄、西川俊夫：イリドイド類の合成研究。第 49 回天然物化学談話会（岡山）2014.7.2-2012.7.4.

（ポスター発表） 

108. 中根嘉祈、中崎敦夫、西川俊夫:光学活性体クランベシン B カルボン酸の合成研究。第 49 回天然物化学談話会（岡山）2014.7.2-2012.7.4.

（ポスター発表） 

109. Wen-Yu Huang, Toshio Nishikawa, Atsuo Nakazaki: Synthetic Study on Lycojapodine A. 日本農芸化学会中部支部第 171 回例会（名古屋）

2014.10.11.（ポスター発表） 

110. 宮澤 悠、安立昌篤、室岡孝信、宮崎雅雄、西川俊夫：イリドイド類の合成研究。日本農芸化学会中部支部第 171 回例会（名古屋）

2014.10.11.（ポスター発表） 

111. 木村梨乃、澤山裕介、中崎敦夫、西川俊夫：gem-ジブロモメチレンのケトンへの新奇変換反応。第 106 回有機合成シンポジウム 2014

年【秋】（東京）2014.11.6.-2014.11.7.（一般講演） 

112. Atsuo Nakazaki, Yoshiki Nakane, Yuki Ishikawa, Yusuke Sawayama and Toshio Nishikawa: Stereocontrolled asymmetric synthesis of crambescin 

B carboxylic acid, a potent inhibitor of voltage-gated sodium channels. The 9th International Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry in 

Asia (ICCEOCA-9)/ The 5th New Phase International Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia (NICCEOCA-5) (Petaling Jaya, 

Malaysia) 2014.12.1-2014.12.5.（ポスター発表） 

113. Sohei Ueno, Atsuo Nakazaki, Toshio Nishikawa: Synthetic studies on (+)-saxitoxin. 名古屋大学博士課程教育リーディングプログラム グ

リーン自然科学国際教育研究プログラム 年次報告会 2014（名古屋）2014.12.18.（ポスター発表） 

114. Wen-Yu Huang, Toshio Nishikawa, Atsuo Nakazaki: Synthetic Study on Lycojapodine A. 名古屋大学博士課程教育リーディングプログラム 

グリーン自然科学国際教育研究プログラム 年次報告会 2014（名古屋）2014.12.18.（ポスター発表） 

115. 橋本穂果、今津拓也、榊原 良、安立昌篤、西川俊夫：6-epi テトロドトキシンの合成研究。日本農芸化学会 2015 年度大会（岡山）

2015.3.26-2015.3.29.（一般講演） 

116. 宮川敬太朗、西川俊夫、中崎敦夫 : 分子内不斉 N-アリール化を利用した C-N 軸性キラリティを有するオキシインドールの合成。日

本農芸化学会 2015 年度大会（岡山）2015.3.26-2015.3.29.（一般講演） 

117. 中根嘉祈、中崎敦夫、西川俊夫 : クランベシン B カルボン酸とその誘導体の不斉合成。日本農芸化学会 2015 年度大会（岡山）

2015.3.26.-2015.3.30.（一般講演） 

118. 千葉雪絵、塚本匡顕、長由扶子、安立昌篤、榊原良、所聖太、中崎敦夫、石川裕生、西川俊夫、山下まり、此木敬一：電位依存性ナ

トリウムチャネルのサブタイプを識別するテトロドトキシン類縁体の探索。日本農芸化学会 2015 年度大会（岡山）2015.3.26-2015.3.29.

（一般講演） 

119. 平田裕嗣、西川俊夫：生合成仮説に基づいたチャキシン B の 7 段階合成。新規素材探索研究会第 14 回セミナー（横浜）2015.6.5.

（ポスター発表） 

120. 西川俊夫、中崎敦夫、安立昌篤、此木敬一、山下まり：天然グアニジン化合物を基盤としたイオンチャネル阻害剤の開発。天然物ケ

ミカルバイオロジー〜分子標的と活性制御〜 第 8 回公開シンポジウム（仙台）2015.6.8-2015.6.9.（ポスター発表） 

121. 中根嘉祈、中崎敦夫、石川裕生、澤山裕介、山下まり、西川俊夫: Crambescin B カルボン酸とその誘導体の不斉合成と生物活性評価。

新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー：分子標的と活性制御」第 7 回若手研究者ワークショップ（仙台）2015.6.9.（一般講

演） 

122. 西川俊夫、中崎敦夫、中根嘉祈、石川裕生、安立昌篤、橋本穂果、今津拓也、所聖太、榊原良、此木敬一、千葉雪絵、山下まり：ナ

トリウムチャネル阻害剤の創製を目指したグアニジン系天然物の合成。日本ケミカルバイオロジー学会 第 10 回年会（仙台）

2015.6.10-2015.6.12.（ポスター発表） 

123. 中根嘉祈、中崎敦夫、石川裕生、澤山裕介、山下まり、西川俊夫:クランベシン B カルボン酸とその誘導体の合成研究。第 57 回天然

有機化合物討論会（横浜）2015.9.9-2015.9.11.（一般講演） 



124. 上野壮平、中崎敦夫、西川俊夫：(+)-サキシトキシンの合成研究。第 32 回有機合成化学セミナー（湯河原）2015.9.15-2015.9.17.（ポ

スター発表） 

125. 山本雄太、西川俊夫：エンドファイトが産生するペラミンの合成研究。2015 年度日本農芸化学会中部・関西支部合同大会（富山）

2015.9.19-2015.9.20.（一般講演） 

126. 橋本圭古、池田 藍、西川俊夫、中崎敦夫：Inagami-Tamura EDLF （Endogenous Digitalis-Like Factor） の合成化学的研究。2015 年

度日本農芸化学会中部・関西支部合同大会（富山）2015.9.19-20.（一般講演） 

127. 塚本匡顕、千葉雪絵、長 由扶子、安立昌篤、榊原 良、所 聖太、今津拓也、中崎敦夫、石川裕生、西川俊夫、山下まり、此木敬

一：電位依存性ナトリウムチャネルに対するテトロドトキシンおよび類縁体の活性阻害評価。日本農芸化学会東北支部第１５０回

大会（仙台）2015.10.3.（ポスター発表） 

128. 宮澤 悠、駒田武馬、安立昌篤、西川俊夫：ジャガイモシスト線虫孵化促進物質ソラノエクレピン A の右側部分の合成研究。第 46

回中部化学関係学協会支部連合秋季大会（津）2015.11.7-2015.11.8.（ポスター発表） 

129. Toshio Nishikawa, Yoshiki Nakane, Atsuo Nakazaki, Takuya Imazu, Shouta Tokoro, Ryo Sakakibara, Masaatsu Adachi, Keiichi Konoki, Mari 
Yotsu-Yamashita: Synthesis and biological activities of guanidine-containing natural products. The International Chemical Congress of Pacific 

Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015) (Honolulu, Hawaii, USA) 2015.12.15-2015.12.20.（一般講演） 

130. Yuushi Hiratra, Toshio Nishikawa: Eight-step synthesis of chaxine B based on a proposed biosynthetic pathway. The International Chemical 

Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015) (Honolulu, Hawaii, USA) 2015.12.15-2015.12.20.（ポスター発表） 

131. Yoshiki Nakane, Yuki Ishikawa, Atsuo Nakazaki, Toshio Nishikawa: Asymmetric synthesis of crambescin B carboxylic acid, a potent inhibitor of 
voltage-gated sodium channels, and its analogues. The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015) 

(Honolulu, Hawaii, USA) 2015.12.15-2015.12.20.（ポスター発表） 

132. Sohei Ueno, Atsuo Nakazaki, Toshio Nishikawa: Synthetic study on (+)-saxitoxin. 名古屋大学博士課程教育リーディングプログラム グリ

ーン自然科学国際教育研究プログラム 年次報告会 2015（名古屋）2016.1.8.（ポスター発表） 

133. 上野壮平、中崎敦夫、西川俊夫：(+)-サキシトキシンの合成研究。日本化学会第 96 春季年会（京都）2016.3.24-2016.3.27.（一般講演） 

134. Wen-Yu Huang, Toshio Nishikawa, Atsuo Nakazaki: Synthetic Study on Lycojapodine A.日本農芸化学会 2016 年度大会（札幌）2016.3.27-

2016.3.30.（ポスター発表） 

135. 野倉吉彦、西川俊夫: アプリシアトキシンの合成研究。日本農芸化学会 2016 年度大会（札幌）2016.3.27-2016.3.30.（ポスター発表） 

136. 宮澤 悠、駒田武馬、安立昌篤、西川俊夫：ジャガイモシスト線虫孵化促進物質ソラノエクレピン A 右側部分の合成研究。日本農

芸化学会 2016 年度大会（札幌）2016.3.27-2016.3.30.（ポスター発表） 

137. 山本雄太、西川俊夫：エンドファイトが産生するアルカロイド、ペラミンの化学合成研究。日本農芸化学会 2016 年度大会（札幌）

2016.3.27-2016.3.30.（ポスター発表） 

138. 岩瀬翔太郎、堀田貴大、安立昌篤、西川俊夫 : 8-epi テトロドトキシンの合成研究。日本農芸化学会 2016 年度大会（札幌）2016.3.27.-

2016.3.30.（ポスター発表） 

139. 植木佳織、樋口恵子、安立昌篤、西川俊夫：セスペンドール芳香環部分の光学活性体の合成研究。日本農芸化学会 2016 年度大会（札

幌）2016.3.27-2016.3.30.（ポスター発表） 

140. 橋本圭古、池田 藍、西川俊夫、中崎敦夫：Inagami-Tamura EDLF の合成化学的研究: 光学活性体の合成ルートの確立。日本農芸化

学会 2016 年度大会（札幌）2016.3.27-2016.3.30.（ポスター発表） 

141. 長谷川耕太、鳥居真衣、安立昌篤、西川俊夫：ジャガイモシスト線虫孵化促進物質ソラノエクレピン A 左側部分の合成研究。日本

農芸化学会 2016 年度大会（札幌）2016.3.27-2016.3.30.（ポスター発表） 

142. 室岡孝信、宮澤 悠、安立昌篤、山下哲郎、西川俊夫、宮崎雅雄：ネコにマタタビ反応を誘発する新規活性物質の同定。日本農芸化

学会 2016 年度大会（札幌）2016.3.27-2016.3.30.（ポスター発表） 

143. 塚本匡顕、千葉雪絵、安立昌篤、榊原 良、所 聖太、今津拓也、佐竹佳樹、長 由扶子、西川俊夫、山下まり、此木敬一：電位依

存性ナトリウムチャネルに対するテトロドトキシンおよびその類縁体の阻害活性評価。日本農芸化学会 2016 年度大会（札幌）

2016.3.27-2016.3.30.（ポスター発表） 

144. 猿橋祥吾、長由扶子、此木敬一、西川俊夫、山下まり：11-oxo TTX をハプテンとしたポリクローナル抗体の作製と TTX 誘導体の生

理活性。日本農芸化学会 2016 年度大会（札幌）2016.3.27-2016.3.30.（ポスター発表） 

【佐々木誠】 

1. ガンビエロール光感応基標識アナログの合成と機能評価、小野寺 悠、廣田一晃、佐々木 誠、不破春彦、日本化学会第 96 春季年会、

平成 28 年 3 月 24 日、同志社大学（京都） 

2. Synthesis of medium-sized cyclic ethers via diastereoselective ring-closing metathesis、小野寺 悠、不破春彦、佐々木 誠、平成 25 年度化

学系学協会東北大会、平成 27 年 9 月 13 日、弘前大学（弘前） 

3. 光親和性標識基を導入したガンビエロール単純化類縁体の合成と生物活性評価、廣田一晃、菅 悠人、此木敬一、山下まり、不破春

彦、佐々木 誠、日本化学会第 94 春季年会、平成 26 年 3 月 29 日、名古屋大学（名古屋） 

4. An efficient synthesis of medium-sized cyclic ethers via functionalization of mixed thioacetals, Yuto Suga, Haruhiko Fuwa, and Makoto Sasaki, 

International Symposium for the 70th Anniversary of the Tohoku Branch of the Chemical Society of Japan, September 29, 2013, Tohoku University 
(Sendai) 

5. Synthesis and biological evaluation of structural analogues of gambierol, Kazuaki Hirota, Yuto Suga, Haruhiko Fuwa, and Makoto Sasaki, 

International Symposium for the 70th Anniversary of the Tohoku Branch of the Chemical Society of Japan, September 29, 2013, Tohoku University 
(Sendai) 

6. ガンビエロール構造単純化類縁体の設計及び合成と生物活性評価、菅 悠人、廣田一晃、不破春彦、佐々木 誠、第 24 回万有仙台シ

ンポジウム、平成 25 年 6 月 29 日、仙台国際センター（仙台） 

7. 混合チオアセタールの官能基化による環状エーテル合成、菅 悠人、不破春彦、佐々木 誠、日本化学会第 93 春季年会、平成 25 年 3

月 23 日、立命館大学（滋賀） 

8. ガンビエロールの構造単純化類縁体の合成と生物活性評価、菅 悠人、不破春彦、後藤智見、今野 悠、佐々木 誠、Eva Alonso、Carmen 

Vale、Luis M. Botana、第 54 回天然有機化合物討論会、平成 24 年 9 月 19 日、東京農業大学（東京） 

9. ガンビエロールの構造単純化類縁体の合成と生物活性評価、日本ケミカルバイオロジー学会第 7 回年会、菅悠人、不破春彦、後藤

智見、今野悠、佐々木誠、Eva Alonso、Carmen Vale、Luis M. Botana、平成 24 年 6 月 7 日、京都大学（京都） 

10. 電位依存性カリウムイオンチャネルを阻害するポリエーテル天然物ガンビエロールの構造単純化類縁体の合成と生物活性評価、菅 

悠人、不破春彦、佐々木 誠、此木敬一、山下まり、Eva Alonso, Carmen Vale, Luis M. Botana、日本化学会第 92 春季年会、平成 24 年

3 月 28 日、慶応義塾大学（横浜） 



11. 海産天然物ガンビエロールの骨格構造－活性相関研究、菅悠人、不破春彦、佐々木 誠、東北大学グローバル COE プログラム分子

系高次構造体化学国際教育研究拠点シンポジウム 2011、平成 23 年 11 月 19 日、東北大学（仙台） 

【永次史】 

1. 永次 史、効率的遺伝子発現制御を目指した選択的化学反応の開発、第３２回有機合成セミナー、湯河原、2015/9/15-17 招待講演 

2. Yusuke Abe, Ken Yamada, Yuta Ida, and Fumi Nagatsugi, Synthesis and Evaluation of the Reactivity of 7-Deaza-6-vinylguanosine Derivatives, 

Tohoku University Campus Asia Program Summer School 2015, 2015/8/28-30, Sendai, Japan 

3. Tomohito Kobayashi, Kazumitsu Onizuka, Fumi Nagatsugi, Synthesis of vinyltriazine derivatives aiming at alkylation to U‒U mismatch structure 
in RNA, Tohoku University Campus Asia Program Summer School 2015, 2015/8/28-30, Sendai, Japan 

4. Yoshihiro Sasaki, Norihiro Sato, Genichiro Tsuji, Ken Yamada, Fumi Nagatsugi, Development of small molecular probes for selective alkylation 

of the higher-order structure of nucleic acids, Tohoku University Campus Asia Program Summer School 2015, 2015/8/28-30, Sendai, Japan 
5. Takuya Amemiya, Kazumitsu Onizuka, Fumi Nagatsugi, Development of the interlocked structure formation method targeted RNA, Tohoku 

University Campus Asia Program Summer School 2015, 2015/8/28-30, Sendai, Japan 

6. Fumi Nagatsugi, Shuhei Kusano, Shogo Ishiyama, Sik Lok Lam, Tsukasa Mashima, Masato KatahiraFumi Nagatsugi, Development of the selective 
crosslinking reactions to 8-oxoguanine The 42th International Symposium on Nucleic Acids Chemistry, Egret Himeji, Himeji Japan, 2015/9/23-

25 

7. Kazumitsu Onizuka, Takuya Miyashita , Fumi Nagatsugi , Pseudorotaxane formation via slipping process targeting on nucleic acids, The 42th 
International Symposium on Nucleic Acids Chemistry, Egret Himeji, Himeji Japan, 2015/9/23-25 

8. Kenji Kikuta, Piao Haishun, John Brazir, Kazumitsu Onizuka, Fumi Nagatsugi, Yosuke Taniguchi, Shigeki Sasaki, The effect of intra-strand cross-

link formation on the stability of DNA i-motif, The 42th International Symposium on Nucleic Acids Chemistry, Egret Himeji, Himeji Japan, 
2015/9/23-25 

9. 秋澤 拓也、永次 史、架橋反応性ペプチド核酸（PNA）を用いた遺伝子発現制御法の開発、第２６回万有シンポジウム、仙台国際

センター、仙台市、2015/6/6 

10. 永次 史、茂木 琢磨、草野修平、佐藤憲大、遺伝子を標的とした新規機能性低分子プローブの開発 天然物ケミカルバイオロジ

ー:分子標的と活性制御 第６回領域公開シンポジウム、東北大学、2015/6/8-9  

11. 永次 史、佐藤憲大、佐々木欣宏、辻厳一郎、小林倫仁、山田 研、鬼塚和光、核酸高次構造における選択的アルキル化反応の開

発、日本ケミカルバイオロジー学会 第 11 回年会、東北大学 川内萩ホール、2015/6/10-12 

12. 秋澤 拓也、永次 史、遺伝子の発現を効率よく制御可能な架橋反応性ペプチド核酸(PNA)の開発、日本ケミカルバイオロジー学会 

第 11回年会、東北大学 川内萩ホール、2015/6/10-12 

13. 山田 研、石山 翔午、鬼塚和光、永次 史、核酸結合性蛋白質との架橋反応を目指したビニルトリアジン誘導体の開発、日本ケミ

カルバイオロジー学会 第 11 回年会、東北大学 川内萩ホール、2015/6/10-12 

14. 小林倫仁、鬼塚和光、永次 史、RNＡのミスマッチ構造選択的にアルキル化する分子の開発、日本ケミカルバイオロジー学会 第

11 回年会、東北大学川内萩ホール、2015/6/10-12 

15. Shuhei Kusano, Takuya Haruyama, Shogo Ishiyama, Kazumitsu Onizuka, Ken Yamada and Fumi Nagatsugi, Development of the Self Activated 
Cross-linking Agents for the Gene Regulation in Cells, 3rd Switzerland-Japan Biomolecular Chemistry Symposium (SJBCS), Bern Swizerland, 

2014/10/2-3 招待講演 

16. F. Nagatsugi, Inhibition of the miRNA Function by Using of Crosslink Reactions,  The 1st International Symposium of Chemistry and Biology 

of RNA Interference, Kitakyushu International Conference Center, Kitakyushu, Japan, 2014/11/4 招待講演 

17. F. Nagatsugi, G. Tsuji, S.Norihiro, K. Onizuka, Development of the Strategy for the Selective Chemical Modification in Hydrophobic Pockets 

(Asian Chemical Biology Initiative 2014 Hangzhou Meeting, Hangzhou Shujinang Hotel 2014/11/23-27 招待講演 

18. 永次 史、草野修平、井田裕太、阿部友亮、山田 研、鬼塚 和光、 遺伝子標的選択的化学反応の開発とその応用、化学会東北大

会、山形大学、米沢、2014/9/23-24 招待講演 

19. 鬼塚和光、伊藤嘉浩、阿部 洋、永次 史、核酸を標的にした擬ロタキサン形成法、アライアンス G3 2014 分科会、福岡、2014/11/21-

22 招待講演 

20. 永次 史、遺伝子の化学的マニュピュレーションに向けた新規技術の開発、金沢大学薬学シンポジウム 2014、金沢大学、2015/01/25 

招待講演 

21. Shuhei Kusano,Takuya Haruyama, Shogo. Ishiyama, Kazumitsu. Onizuka and Fumi Nagatsugi, Highly Efficient Crosslink ReactionsTriggered by 

Oxidation,  XXI Round Table on Nucleosides, Nucleotides and Nucleic Acids Chemical Biology of Nucleic Acids,  Lecture-Conference Center 

of Poznań University of Technology, POZNAŃ, POLAND, 2014/8/24-28 selected oral 
22. Ken Yamada, Alexander S. Wahba, Jean Bernatchez, Tatiana Ilina, Saúl Martinez Montero, Maryam Habibian, Matthias Götte, Michael A. Parniak, 

Masad J. Damha, Correlation of NRTI Sugar Pucker on Nucleotide Excision and Translocational State by/of HIV-1 Reverse Transcriptase, XXI 

Round Table on Nucleosides, Nucleotides and Nucleic Acids,Lecture-Conference Center of Poznań University of Technology, Poznań, Poland, 
2014/8/24-28,  

23. Shogo Ishiyama, Shuhei Kusano, Fumi Nagatsugi, Reactivity of the cross-link forming pyrimidine derivative to guanine analogs and the structural 

analysis, Tohoku University Campus Asia Program Summer School 2014, 2014/8/25-26, Sendai, Japan 
24. Kazumitsu Onizuka, Yoshihiro Ito, Hiroshi Abe, Fumi Nagatsugi, Development of pseudorotaxane formation method targeting on nucleic acids 

(3rd Switzerland-Japan Biomolecular Chemistry Symposium (SJBCS)  Bern Swizerland, 2014/10/2-3 

25. Kazumitsu Onizuka, Yoshihiro Ito, Hiroshi Abe, Fumi Nagatsugi, Automatic Pseudorotaxane Formation Targeting on Nucleic Acids, The 41th 
International Symposium on Nucleic Acids Chemistry, Kitakyushu International Conference Center, Kitakyushu, Japan, 2014/11/5-7, 

26. Norihiro Sato, Gen-ichiro Tsuji, Takuma Moki, Kazumitsu Onizuka, Fumi Nagatsugi, Development of the Method for Selective Modification of 

Duplex DNA with a Hydrophobic Pocket, The 41th International Symposium on Nucleic Acids Chemistry, Kitakyushu International Conference 
Center, Kitakyushu, Japan, 2014/11/5-7 

27. Fumi Nagatsugi, Shuhei Kusano, Takuya Haruyama, Shogo Ishiyama, Kazumitsu Onizuka, Development of the Crosslinking Reaction Activated 

by Oxidation, 9thInternational Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia (ICCEOCA), Eastin Hotel Petaling Jaya, Malaysia, 
2014/12/1-5. 

28. Norihiro Sato, Gen-ichiro Tsuji, Kazumitsu Onizuka, Fumi Nagatsugi, Development of the Strategy for the Selective Chemical Modification in an 

Abasic Site of Duplex DNA, 3rd Asian Chemical Biology Conference, University Town, NUS, Singapore, 2014/12/15-17 

29. 永次 史、茂木 琢磨、草野修平、佐藤憲大、遺伝子を標的とした新規機能性低分子プローブの開発 天然物ケミカルバイオロジ

ー:分子標的と活性制御 第 4 回領域公開シンポジウム、名古屋大学、2014/5/28-29  

30. 鬼塚和光、伊藤嘉浩、阿部 洋、永次 史、反応性オリゴ DNA を用いた擬ロタキサン形成法の開発、日本ケミカルバイオロジー学

会 第 9 回年会、大阪大学豊中キャンパス、大阪大学会館、大阪、2014/6/11-13 

31. 秋澤 拓也、石澤 悠樹、永次 史、架橋反応性核酸塩基を導入したペプチド核酸の合成と架橋反応性評価、日本ケミカルバイオ



ロジー学会 第９回年会、大阪大学豊中キャンパス、大阪大学会館、大阪、2014/6/11-13 

32. 佐藤憲大、辻厳一郎、茂木琢真、鬼塚和光、永次史、2 本鎖 DNA の塩基欠損部位に対する化学修飾法の開発、第２５回万有シンポ

ミニシンポジウム、東北大学、仙台、2014/6/13 

33. 石山 翔午、草野 修平、永次 史、グアニン類縁体に対する架橋反応性核酸の反応及び構造解析、第２５回万有シンポジウム、仙

台国際センター、仙台市、2014/6/14 

34. 佐藤憲大、辻厳一郎、茂木琢真、鬼塚和光、永次 史、2 本鎖 DNA の塩基欠損部位で反応する分子プローブの開発、生体機能関連

化学部会若手の回第２６回サマースクール、ラフォーレ蔵王、宮城県、2014/7/25-26 

35. 秋澤拓也、永次 史、架橋反応性塩基をもつペプチド核酸の合成と架橋反応性評価、生体機能関連化学部会若手の回第２６回サマ

ースクール、ラフォーレ蔵王、宮城県、2014/7/25-26  

36. 春山 拓哉、草野 修平、鬼塚 和光、永次 史、細胞内遺伝子発現制御を目指した外部刺激応答型架橋反応性核酸の開発、生体機

能関連化学部会若手の回第２６回サマースクール、ラフォーレ蔵王、宮城県、2014/7/25-26 

37. 石山 翔午、草野 修平、永次 史、グアニン類縁体に対する架橋反応性核酸の反応および構造解析、生体機能関連化学部会若手の回

第２６回サマースクール、ラフォーレ蔵王、宮城県、2014/7/25-26 

38. 鬼塚和光、伊藤嘉浩、阿部 洋、永次 史、一対の化学反応性オリゴ DNA による RNA 標的擬ロタキサン形成法、アンチセンス・

遺伝子・デリバリー シンポジウム 2014、東京医科歯科大学、東京、2014/9/8-9 

39. 秋澤 拓也，永次 史、架橋反応性核酸塩基をもつペプチド核酸（PNA）の合成と機能性評価、アンチセンス・遺伝子・デリバリー 

シンポジウム 2014、東京医科歯科大学、東京、2014/9/8-9 

40. 佐藤 憲大、辻 厳一郎、茂木 琢真、鬼塚 和光、永次 史、疎水空間を有する 2 本鎖 DNA を化学修飾する分子プローブの開発、第

８回バイオ関連化学シンポジウム、岡山大学・津島キャンパス、岡山、2014/9/11-13  

41. 井田 裕太、山田 研、草野 修平、萩原 伸也、永次 史、架橋反応性 7-デアザグアノシン誘導体の合成とその化学的性質、第

８回バイオ関連化学シンポジウム、岡山大学・津島キャンパス、岡山、2014/9/11-13 

42. 石山 翔午、草野 修平、永次 史、遺伝子発現制御を目指した架橋反応性ピリミジン誘導体の開発、化学会東北大会、山形大学、米

沢、2014/9/23-24 

43. 春山 拓哉、草野 修平、鬼塚 和光、永次 史、細胞内遺伝子発現制御を目指した外部刺激応答型架橋反応性核酸の開発、化学会

東北大会、山形大学、米沢、2014/9/23-24 

44. 雨宮拓哉、鬼塚和光、永次 史、RNA に対してインターロック構造形成可能な低分子化合物の開発、第４回 CSJ 化学フェスタ 2014、

タワーホール船堀、東京、2014/10/14-16 

45. 佐藤 憲大、辻 厳一郎、茂木 琢真、鬼塚 和光、永次 史、2 本鎖 DNA の塩基欠損部位でアルキル化反応する分子プローブの開発、

第４回 CSJ 化学フェスタ 2014、タワーホール船堀、東京、2014/10/14-16 

46. 雨宮拓哉、鬼塚和光、永次 史、二本鎖 RNA 貫通型インターカレーターによる擬ロタキサン形成反応、第 40 回反応と合成の進歩

シンポジウム、東北大学川内キャンパス・川内萩ホール、仙台 2014/11/10-11 

47. 鬼塚和光、伊藤嘉浩、阿部 洋、永次 史、化学反応性オリゴ DNA による擬ロタキサン形成反応、第 40 回反応と合成の進歩シン

ポジウム、東北大学川内キャンパス・川内萩ホール、仙台 2014/11/10-11 

48. 佐藤 憲大、辻 厳一郎、茂木 琢真、鬼塚 和光、永次 史、疎水空間を有する２本鎖 DNA を化学修飾する分子プローブの合成と評

価、第４０回反応と合成の進歩シンポジウム、東北大学川内キャンパス・川内萩ホール、仙台 2014/11/10-11 

49. 阿部 友亮、山田 研、井田 裕太、草野 修平、萩原 伸也、永次 史、架橋反応性 7-デアザ-6-ビニルグアノシン誘導体の合成

とその架橋反応特性、第４０回反応と合成の進歩シンポジウム、東北大学川内キャンパス・川内萩ホール、仙台、2014/11/10-11 

50. 鬼塚和光、伊藤嘉浩、阿部 洋、永次 史、核酸を標的にした擬ロタキサン形成法の開発、第 14 回多元物質科学研究所研究発表会、

東北大学片平キャンパス・さくらホール、仙台、2014/12/5 

51. 秋澤拓也、児玉栄一、永次 史、架橋反応性を有したペプチド核酸（PNA）の合成と機能性評価、第 14 回多元物質科学研究所研究

発表会、東北大学片平キャンパス・さくらホール、仙台、2014/12/5 

52. 秋澤 拓也、永次 史、架橋形成能を有するペプチド核酸を用いた遺伝子発現制御法の開発、日本化学会 第 95 春季年会、 日本大

学 理工学部船橋キャンパス／薬学部、2015/3/26-29 

53. 佐藤 憲大、佐々木 欣宏、辻 厳一郎、山田 研、鬼塚 和光、永次 史核酸高次構造の疎水空間における選択的化学修飾法の検

討、日本化学会 第 95 春季年会、 日本大学 理工学部船橋キャンパス／薬学部、2015/3/26-29  

54. 小林 倫仁、鬼塚 和光、永次 史、RNA のミスマッチ構造選択的アルキル化を目指したビニルトリアジン誘導体の合成、日本化

学会 第 95 春季年会、 日本大学 理工学部船橋キャンパス／薬学部、2015/3/26-29 

55. 鬼塚 和光、Hazemi Madoka Eurika、永次 史架橋形成した天然疑似二本鎖 RNA の合成、日本化学会 第 95 春季年会、 日本大学 

理工学部船橋キャンパス／薬学部、2015/3/26-29 

56. 雨宮 拓哉、鬼塚 和光、永次 史、RNA を標的にしたインターロック構造形成法の開発、日本化学会 第 95 春季年会、 日本大学 

理工学部船橋キャンパス／薬学部、2015/3/26-29 

57. 阿部 友亮、山田 研、永次 史、井田 裕太、草野 修平、架橋反応性７-デアザ-６-ビニルグアノシン誘導体の合成とその反応性

評価、日本化学会 第 95 春季年会、 日本大学 理工学部船橋キャンパス／薬学部、2015/3/26-29 

58. Fumi Nagatsugi, Shinya Hagihara , Shuhei Kusano, Shunsuke Kuwahara,  Yusuke Takahashi, Development of the Chemical Strategy for 

Regulation of Gene Expression (2nd Asian Chemical Biology Initiative, 2013/1/25-1/28, Bangkok Thai) 招待講演 

59. Fumi Nagatsugi, Regulation of the Gene Expression by the Use of Reactive Oligonucleotides (Technologies for Medical Diagnostic and Therapy 

Symposium 2013/10/22-23 academia sinica, Taiwan)招待講演 

60. 永次 史、細胞内における遺伝子発現制御を目指した選択的架橋反応性核酸の開発、日本薬学会東海支部特別講演会、岐阜薬大 岐

阜（2013/5/24）招待講演 

61. 永次 史、次世代型核酸医薬を目指した架橋反応性核酸の開発、第 7 回次世代を担う医療薬科学シンポジウム、片平さくらホール 

仙台（2013/11/23-24） 招待講演 

62. 永次 史、遺伝子発現の化学的制御を目指した機能性分子の創製とその機能性評価、第３回 慶応義塾大学 戦略的研究基盤形成

支援事業シンポジウム～グリーンイノベーションとライフイノベーションの架け橋～慶応義塾大学日吉キャンパス（2013/12/21）招

待講演 

63. Norihiro Sato, Takuma Moki, Shinya Hagihara, Fumi Nagatsugi, Development of the Strategy for the Selective Chemical Modification to an 

Abasic Site in Duplex DNA (4th UK/Japan Conference in Catalytic Asymmetric Synthesis, 2013/4/19-20, Sendai ) 

64. Fumi Nagatsugi , Shinya Hagihara , Shuhei Kusano, Norihiro Sato, Development of the Effective Chemical Strategy for Regulation of Gene 



Expression  (Gordon Conference on nucleoside, nucleotide and oligonucleotide, 2013/6/30-7/6 , Newport,  U.S.A.) 
65. Fumi Nagatsugi , Shinya Hagihara , Shuhei Kusano, Norihiro Sato, Development of the Effective Chemical Strategy for Regulation of Gene 

Expression (5th Asian Arden Conference, 2013/8/5-6, Nagoya, Japan)  

66. Yuta Ida, Shuhei Kusano, Shinya Hagihara, Fumi Nagatsugi, Design of the efficient cross-linking agent with the fixed conformation (Tohoku 
University Campus Asia Program Summer School 2013, 2013/8/28-30, Sendai, Japan) 

67. Norihiro Sato, Takuma Moki, Shinya Hagihara, Fumi Nagatsugi, Development of the molecular probes to achieve the selective chemical 

modification in an abasic site (International Symposium for the 70th Anniversary of the Tohoku Branch of the Chemical Society of Japan, 
2013/9/28-30 Sendai, Japan) 

68. Akisawa Takuya, Ishizawa Yuki, Nagatsugi Fumi, Synthesis of Peptide Nucleic Acid (PNA) containing Cross-linking Agent (International 

Symposium for the 70th Anniversary of the Tohoku Branch of the Chemical Society of Japan, 2013/9/28-30 Sendai, Japan)  
69. Shuhei Kusano, Shogo Ishiyama, Shinya Hagihara, and Fumi Nagatsugi Development of the cross-link forming pyrimidine derivative 

(International Symposium for the 70th Anniversary of the Tohoku Branch of the Chemical Society of Japan, 2013/9/28-30 Sendai, Japan) 

70. Fumi Nagatsugi, Development of the New Strategy for Selective Reactions to DNA in an Abasic site (The 2nd International Symposium on 
Chemical Biology of Natural Products:Target ID and Regulation of Bioactivity, 2013/10/28-29, PACIFICO YOKOHAMA, Japan) 

71. Fumi Nagatsugi, Shinya Hagihara, Shuhei Kusano, Takuya Akisawa, Effective Chemical Strategy for Regulation of Gene Expression using Cross-

linking Reactions (9th Annual Meeting of the Oligonucleotide Therapeutics Society,  2013/10/6-8 Napoli, Italia) 
72. Gen-ichiro Tsuji, Norihiro Sato, Takuma Moki, Fumi Nagatsugi, Development of Molecular Probe for the Selective Modification in an Abasic 

Site (The 40th International Symposium on Nucleic Acids Chemistry 2013, 2013/11/13-15 Kanagawa University, Japan ) 

73. Shuhei Kusano, Takuya Haruyama, Nao Iwamoto, Shinya Hagihara, Fumi Nagatsugi, Development of the Oxidation Induced Crosslink Reaction  
(The 40th International Symposium on Nucleic Acids Chemistry 2013, 2013/11/13-15 Kanagawa University, Japan ) 

74. 佐藤 憲大、茂木 琢真、萩原 伸也、永次 史, 塩基欠損部位を持つ 2 本鎖 DNA における部位特異的修飾方法の開発,日本化学会

第 93 春季年会, 2013/3/22-25 立命館大学、滋賀県 

75. 萩原 伸也、草野 修平、井田 裕太、岩本 直生、永次 史, 架橋性オリゴ核酸を用いた細胞内遺伝子発現制御機能性オリゴ核酸

の RNA への架橋形成による遺伝子発現制御, 日本化学会第 93 春季年会,2013/3/22-25 立命館大学、滋賀県 

76. 草野 修平、萩原 伸也、永次 史, グアニン類縁体に対する架橋形成ピリミジン誘導体の反応性日本化学会第 93 春季年会、 

2013/3/22-25 立命館大学、滋賀県 

77. 井田 裕太、草野 修平、岩本 直生、萩原 伸也、永次 史、立体配座を固定化した新規架橋性分子の開発、日本化学会第 93 春

季年会, 2013/3/22-25 立命館大学、滋賀県 

78. 永次 史、草野 修平、萩原 伸也、グアニンに対して選択的に反応する架橋反応剤の開発、日本薬学会第 133 年会 2013/3/27-30 

79. 岩本 直生、草野 修平、萩原 伸也、永次 史、極めて高い反応性を持つ架橋反応性オリゴヌクレオチドによるテロメラーゼ阻

害の検討、日本薬学会第 133 年会、横浜 2013/3/27-30 

80. 永次 史、茂木 琢磨、草野修平、佐藤憲大、遺伝子を標的とした新規機能性低分子プローブの開発 天然物ケミカルバイオロジ

ー:分子標的と活性制御 第３回領域公開シンポジウム、筑波、 2013/5/28-29 

81. 佐藤憲大、茂木琢真、萩原伸也、永次 史、塩基欠損部位を持つ 2 本鎖 DNA における化学修飾法の開発、日本ケミカルバイオロジ

ー学会 第 8 回年会、東京医科歯科大学、2013/6/19-21 

82. 草野 修平、岩本 直生、萩原 伸也、永次 史、効率的遺伝子発現制御を目指した高い架橋形成能を持つビニルプリン誘導体の

開発、日本ケミカルバイオロジー学会 第 8 回年会、東京医科歯科大学、2013/6/19-21 

83. 草野 修平、岩本 直生、萩原 伸也、春山 拓哉、永次 史、酸化反応をトリガーとする架橋反応性分子の開発、第１回バイオ関

連化学シンポジウム若手フォーラム、名古屋、2013/9/26 

84. 井田裕太、萩原伸也、草野修平、永次 史、コンフォメーションを固定した新規架橋反応性核酸の開発、第７回バイオ関連化学シン

ポジウム、名古屋、2013/9/27-29 

85. 草野 修平、岩本 直生、萩原 伸也、永次 史、酸化反応をトリガーとする架橋反応の開発、第７回バイオ関連化学シンポジウ

ム、名古屋、2013/9/27-29 

86. 石山 翔午，草野 修平，永次 史、グアニンおよび 8-オキソグアニンに対する架橋形成ピリミジン誘導体の反応性、第３９回反

応と合成の進歩シンポジウム、九州大学 医学部 百年講堂、福岡 2013/11/5-6 

87. 辻厳一郎、佐藤憲大、茂木琢真、永次 史、塩基欠損部位を有する２本鎖 DNA に対する化学的修飾法の開発、第３９回反応と合成

の進歩シンポジウム、九州大学 医学部 百年講堂、福岡 2013/11/5-6 

88. 永次 史、萩原伸也、草野修平、春山拓哉、架橋反応性核酸を用いた In Cell Chemistry への展開(Selected Oral) 第３９回反応と合成

の進歩シンポジウム、九州大学 医学部 百年講堂、福岡 2013/11/5-6 

89. 永次 史、萩原伸也、草野修平、架橋反応性核酸を用いた細胞内における遺伝子発現制御に向けた検討、第２３回アンチセンスシ

ンポジウム、徳島大学、2013/11/28-29 

90. 秋澤 拓也、石澤 悠樹、永次 史、架橋反応性ペプチド核酸の合成と反応性検討、第２３回アンチセンスシンポジウム、徳島大

学、2013/11/28-29 

91. 鬼塚和光、永次 史、伊藤嘉浩、阿部 洋、化学反応性オリゴ DNA を用いた擬ロタキサン形成法の開発、第 13 回多元物質科学研

究所研究発表会、東北大学片平キャンパス・さくらホール、仙台、2013/12/6 

92. 草野 修平、萩原 伸也、永次 史、架橋反応性核酸を用いた RNA 検出法の構築、第 13 回多元物質科学研究所研究発表会、東北

大学片平キャンパス・さくらホール、仙台、2013/12/6 

93. Fumi Nagatsugi, Development of Reactive Oligonucleotides with High Selectivity to a Target Base in RNA  (1st Asian Chemical Biology Initiative, 

2012/2/24-2/26, Hanoi Vietnam)招待講演 

94. 永次 史、有機合成化学を基盤とした化学的遺伝子発現制御分子ツールの開発、有機合成化学協会夏季セミナー 明日の有機合成

化学、2012/8/31, 大阪）招待講演 

95. Shuhei Kusano, Shinya Hagihara, Takuma Moki and Fumi Nagatsugi, Synthesis and Evaluation of Acyclic Pyrimidine Derivative for Selective 

Cross-linking Reaction to Guanine ( IECB Young Scientist Symposium, 2012/5/21-22, Bordeaux, France) 
96. Yuki Ishizawa, Kaname Sasaki, Nao Iwamoto, Shinya Hagihara, Fumi Nagatsugi, Revisiting the Interstrand Cross-linking Reaction: PNAs to 

Oligonulcleotides (The second Asian Chemical Biology Conference ACBC 2012, 2012/7/4-6, Southern Beach Hotel&Resort Itoman, Okinawa, 
Japan)  

97. Shuhei Kusano, Shinya Hagihara, Takuma Moki and Fumi Nagatsugi, Developement of the Acyclic Pyrimidine Derivative for Selective Cross-

linking Reaction to Guanine (20th International Roundtable on Nucleosides, Nucleotides and Nucleic Acids, 2012/8/5-9 Montreal, Canada) 
98. Fumi Nagatsugi, Yusuke Takahashi, Maiko Kobayashi and Shunsuke Kuwahara, Synthesis of the Light-Driven Molecular Motors Conjugated with 

Peptide and Evaluation of the DNA Binding Properties (20th International Roundtable on Nucleosides, Nucleotides and Nucleic Acids, 2012/8/5-9 



Montreal, Canada) 
99.  Shinya Hagihara, Shuhei Kusano, Nao Iwamoto, Fumi Nagatsugi, Crosslink Forming Oligonucleotide as a Steric Terminator of Translation(20th 

International Roundtable on Nucleosides, Nucleotides and Nucleic Acids, 2012/8/5-9 Montreal, Canada) 

100. Yuki Ishizawa, Kaname Sasaki, Nao Iwamoto, Shinya Hagihara, Fumi Nagatsugi, Synthesis of Peptide Nucleic Acid (PNA) Incorporating 4-
Amino-6-Oxo-2-Vinylpyrimidine (Tohoku University Campus Asia Program Summer School 2012, 2012/8/20-23) 

101. Nao Iwamoto, Shinya Hagihara, Fumi Nagatsugi, Development of the Intracellular Control of Gene Expression Using Selective Crosslinking 

Reactions (Tohoku University Campus Asia Program Summer School 2012, 2012/8/20-23) 
102. Takuma Moki, Kaname Sasaki, Fumi Nagatsugi, Investigation of the Strategy to Selective Chemical Modification for the Nucleobase Opposite the 

Abasic site (Tohoku University Campus Asia Program Summer School 2012, 2012/8/20-23) 

103. Fumi Nagatsugi, Development of the Molecular Probes Targeted for Gene (The 1st International Symposium on Chemical Biology of Natural 
Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, 2012/10/31-11/1, Kyoto Century Hotel, Kyoto ) 

104. Shuhei Kusano, Shinya Hagihara and Fumi Nagatsugi, Development of the Acyclic Pyrimidine Derivative for Selective Cross-linking Reaction to 

8-Oxoguanine (The 39th International Symposium on Nucleic Acid Chemistry, 2012/11/15-17, Nagoya University, Nagoya) 
105. Atsushi Shibata, Atsushi Nishimoto, Kazumitsu Onizuka, Daichi Jitsuzaki, Kosuke Akishima, Yosuke Taniguchi, Fumi Nagatsugi, Shigeki Sasaki, 

Crosslinking of oligonucleotide to the target mRNA pauses in vitoro translation  (The 39th International Symposium on Nucleic Acid Chemistry, 

2012/11/15-17, Nagoya University, Nagoya)  
106. Shinya Hagihara, Yuta Ida, Nao Iwamoto, Shuhei Kusano, Fumi Nagatsugi, Development of Crosslink Forming Oligonuleotides for Intracellular 

Gene Regulation  (The 39th International Symposium on Nucleic Acid Chemistry, 2012/11/15-17, Nagoya University, Nagoya) 

107. Yuki Ishizawa, Kaname Sasaki, Nao Iwamoto, Shinya Hagihara, Fumi Nagatsugi, Synthesis of Peptide Nucleic Acid (PNA) Incorporating 4-
Amino-6-Oxo-2-Vinylpyrimidine (AOVP) (The 39th International Symposium on Nucleic Acid Chemistry, 2012/11/15-17, Nagoya University, 

Nagoya) 

108. 萩原 伸也、草野 修平、Chao Xio Guang、岩本直生、永次 史、機能性オリゴ核酸の RNA への架橋形成による遺伝子発現制御

（日本化学会第 92 春季年会、2012/3/25-3/28、慶應義塾大学、神奈川県） 

109. 草野 修平、 萩原 伸也、茂木琢磨、永次 史、糖部修飾型架橋反応性ピリミジン誘導体の合成と評価（日本化学会第 92 春季年

会、2012/3/25-3/28、慶應義塾大学、神奈川県 

110. 石澤悠樹、佐々木 要、萩原伸也、永次 史、架橋性塩基を導入した PNA オリゴマーの合成および反応性評価 （日本化学会第

92 春季年会、2012/3/25-3/28、慶應義塾大学、神奈川県） 

111. 永次 史、萩原 伸也、草野 修平、井本修平、架橋反応性核酸を用いた効率的蛋白質発現阻害（日本薬学会第 132 年会、2012/3/29-

3/31、北海道大学、北海道） 

112. 井本修平、永次 史、千国友子、寒水壽朗、國枝武久、６-ビニルプリンによるシトシンへの極めて早い DNA 架橋反応（日本薬学

会第 132 年会、2012/3/29-3/31、北海道大学、北海道） 

113. 石澤悠樹、佐々木 要、萩原伸也、永次 史、架橋性 PNA オリゴマーの合成 （万有仙台シンポジウム、2012/6/2、仙台国際セン

ター、仙台） 

114. 草野 修平、萩原 伸也、茂木 琢真、永次 史、糖部修飾による架橋反応性ピリミジン誘導体の反応性制御 （第７回 日本ケ

ミカルバイオロジー学会、京都大学 百周年時計台記念館、京都、2012/6/7-6/9） 

115. 草野 修平、萩原 伸也、茂木 琢真、永次 史、糖部修飾型架橋反応性ピリミジン誘導体の開発 （天然物ケミカルバイオロジ

ー:分子標的と活性制御 第一回若手研究者ワークショップ、2012/6/16、東京医科歯科大学、東京） 

116. 永次 史、遺伝子を標的とした新規機能性低分子プローブの開発 （天然物ケミカルバイオロジー:分子標的と活性制御 第２回

領域公開シンポジウム、2012/6/17、東京大学弥生講堂、東京） 

117. 井田 裕太, 岩本 直生, 草野 修平, 萩原 伸也, 永次 史、Design of the efficient cross-linking agent with the fixed conformation （日本

化学会 生体機能関連化学部会 若手の会、2012/9/5、北海道大学、札幌） 

118. 井田 裕太, 岩本 直生, 草野 修平, 萩原 伸也, 永次 史、立体配座固定化による反応性向上を目指した新規架橋反応剤の開発 

（第６回バイオ関連化学シンポジウム、2012/9/6-8、北海道大学、札幌） 

119. 永次 史、草野修平、岩本直生、佐藤憲大、佐々木 要、萩原伸也、遺伝子発現の化学的制御を目指した方法論の開発 （第 61 回

高分子討論会、2012/9/19/-9/21、名古屋工業大学、名古屋） 

120. 柴田篤志、西本篤史、鬼塚和光、實崎大地、秋島広祐、谷口陽祐、永次 史、佐々木茂貴、クロスリンク核酸を用いた mRNA の

修飾と翻訳への影響（第２回アンチセンス·遺伝子·デリバリーシンポジウム 2012、2012/9/24-26、仙台市民会館、仙台） 

121. 草野 修平、岩本 直生、萩原 伸也、永次 史、電子吸引基を導入した高活性 2-Amino-6-vinylpurine 誘導体の開発 （第２回ア

ンチセンス·遺伝子·デリバリーシンポジウム 2012、2012/9/24-26、仙台市民会館、仙台） 

122. 草野 修平、萩原 伸也、茂木 琢真、永次 史、効率的遺伝子発現制御を目指した糖部修飾型架橋反応性ピリミジン誘導体の開

発 （第 2 回 CSJ 化学フェスタ 2012、2012/10/14-17、東京工業大学 大岡山キャンパス、東京） 

123. 井田 裕太, 岩本 直生, 草野 修平, 萩原 伸也, 永次 史、立体配座を固定化した新規架橋反応剤の開発（第 2 回 CSJ 化学フェスタ

2012、2012/10/14-17、東京工業大学 大岡山キャンパス、東京） 

124. 草野 修平、萩原 伸也、永次 史、架橋反応性ピリミジン誘導体の合成および評価、 有機合成化学若手研究者の仙台セミナー、

2012/12/1、東北大学、仙台） 

125. 井田 裕太, 岩本 直生, 草野 修平, 萩原 伸也, 永次 史、細胞内架橋反応を目指した反応性核酸塩基の開発（第 12 回多元物質科

学研究所研究発表会、2012/12/10、東北大学片平キャンパス・さくらホール、仙台） 

126. 岩本 直生、草野 修平、萩原 伸也、佐々木 要、河治 久実、児玉 栄一、井本 修平、永次 史、反応性核酸誘導体を用い

たウイルス複製制御を目指した創薬研究（第 12 回多元物質科学研究所研究発表会、2012/12/10、東北大学片平キャンパス・さくら

ホール、仙台） 

【細谷孝充】 

1. 陳 勝男, 目黒友啓, 吉田 優, 細谷孝充．オキサジアジノンと環状アルキンとの環化付加反応を利用した分子連結法の開発．日本

化学会第 96 春季年会，同志社大学京田辺キャンパス，2016 年 3 月． 

2. 目黒友啓, 吉田 優, 細谷孝充．穏和な芳香族アジド基選択的還元反応の開発．日本化学会第 96 春季年会，同志社大学京田辺キャ

ンパス，2016 年 3 月． 

3. 大谷和弘, 後藤沙由里, 三澤善大, 吉田 優, 細谷孝充．アジド基を有する α-ジアゾアセトフェノンを用いる多様性指向型合成．日

本化学会第 96 春季年会，同志社大学京田辺キャンパス，2016 年 3 月． 

4. 後藤沙由里, 近藤正一, 松下武司, 吉田 優, 細谷孝充．アルケニルアジドを利用する多様性に富んだトリアゾール類の簡便合成法

の開発．日本化学会第 96 春季年会，同志社大学京田辺キャンパス，2016 年 3 月． 



5. 吉田 優, 三澤善大, 栗原ともこ, 森田隆太, 喜井 勲, 渡辺恭良, 細谷孝充．新しいマルチアジド化合物をプラットフォーム分子と

して用いる機能性分子集積法の開発．日本化学会第 96 春季年会，同志社大学京田辺キャンパス，2016 年 3 月． 

6. 牧尾直明, 畠山泰朋, 唐木文霞, 井川和宣, 友岡克彦, 吉田 優, 細谷孝充．シリカゲルカラムで精製できる環状アルキン–銅錯体の

開発．日本化学会第 96 春季年会，同志社大学京田辺キャンパス，2016 年 3 月． 

7. Hosoya T, Yoshida S, Misawa Y. Formal C–H azidation-based shortcut to diazido building blocks for the versatile preparation of photoaffinity 

labeling probes of natural products and pharmaceuticals. PACIFICHEM 2015, Honolulu, Hawaii, USA, Dec. 2015. 

8. Hosoya T, Yoshida S, Shiraishi A, Kanno K, Kii I, Johmoto K, Uekusa H, Hagiwara M. Azido-type selective reactions for molecular conjugation. 
PACIFICHEM 2015, Honolulu, Hawaii, USA, Dec. 2015. 

9. Yoshida S, Hatakeyama Y, Johmoto K, Uekusa H, Hosoya T. Transient Protection of strained alkynes from click reaction via complexation with 

copper. PACIFICHEM 2015, Honolulu, Hawaii, USA, Dec. 2015. 
10. Meguro T, Yoshida S, Hosoya T. Cycloaddition of Thiophene S,S-Dioxide Derivatives with Strained Cycloalkynes. The 13th International Kyoto 

Conference on New Aspects of Organic Chemistry (IKCOC-13), Kyoto, Japan, Nov. 2015. 

11. Hosoya T, Hatakeyama Y, Karaki F, Johmoto K, Uekusa H, Yoshida S. Transient Protection of Strained Alkynes from Click Reaction via 
Complexation with Copper. The 13th International Kyoto Conference on New Aspects of Organic Chemistry (IKCOC-13), Kyoto, Japan, Nov. 

2015. 

12. 後藤沙由里，吉田 優，近藤正一，松下武司，細谷孝充．さまざまなアルケニルアジドの環状アルキンとのクリック反応性に関する

検討．第 45 回複素環化学討論会，東京，2015 年 11 月． 

13. 目黒友啓，吉田 優，細谷孝充．チオフェン-S,S-ジオキシドの反応性を利用した分子連結法の開発．第 70 回記念有機合成化学協会

関東支部シンポジウム（新潟（長岡）シンポジウム），長岡，2015 年 11 月． 

14. 細谷孝充．ケミカルバイオロジーのツールを開発する．第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015：「分子」の生体内での働きを調べる新しい

化学「ケミカルバイオロジー」，東京，2015 年 10 月． 

15. 大谷和弘，三澤善大，後藤沙由里，吉田 優，細谷孝充．アジド基を有する α-ジアゾアセトフェノンの合成と多成分連結への応用．

第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015，東京，2015 年 10 月． 

16. 牧尾直明，唐木文霞，畠山泰朋，上本紘平，植草秀裕，吉田 優，細谷孝充．銅塩を用いた様々な環状アルキンのクリック反応の抑

制．第 32 回有機合成化学セミナー，熱海，2015 年 9 月． 

17. 牧尾直明，唐木文霞，畠山泰朋，上本紘平，植草秀裕，吉田 優，細谷孝充．カチオン性銅塩との錯形成による様々な環状アルキン

の保護に関する検討．第 62 回有機金属化学討論会，吹田，2015 年 9 月． 

18. 細谷孝充．生命科学研究のための分子連結法．分子イメージングサマースクール 2015，神戸，2015 年 8 月． 

19. 細谷孝充．アジド基の特性に着目した「ジアジドプローブ法」による標的分子同定．第 365 回 CBI 学会講演会：「フェノタイプスク

リーニング 古くて新しい創薬手法 Part2」，東京，2015 年 7 月． 

20. 吉田 優．高活性化学種の反応性制御にもとづく分子連結法の開発．第 50 回天然物化学談話会，岩沼 2015 年 7 月 

21. 細谷孝充．マルチアジドプラットフォーム分子に対する機能性分子の逐次集積法の開発．新学術領域研究「天然物ケミカルバイオ

ロジー～分子標的と活性制御～」 第８回公開シンポジウム，仙台，2015 年 6 月． 

22. 目黒友啓，吉田 優，細谷孝充．標的タンパク質の多重標識を目指した多機能性分子の効率的創製法の開発．新学術領域研究「天然

物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」 第 7 回若手研究者ワークショップ，仙台，2015 年 6 月． 

23. 吉田 優，畠山泰朋，唐木文霞，上本紘平，植草秀裕，細谷孝充．高機能性分子プローブ創製を目指した環状アルキン保護法の開

発．第 107 回有機合成シンポジウム，東京，2015 年 6 月． 

24. 吉田 優，三澤善大，森田隆太，細谷孝充．異種アジド選択的マルチクリック反応の開発．日本ケミカルバイオロジー学会第 10 回

年会，仙台，2015 年 6 月． 

25. 目黒友啓，吉田 優，細谷孝充．多機能性分子プローブの創製を指向した、チオフェン-S,S-ジオキシドと環状アルキンとの環化付加

反応に関する研究．日本ケミカルバイオロジー学会第 10 回年会，仙台，2015 年 6 月． 

26. 細谷孝充，吉田 優，唐木文霞，畠山泰朋，上本紘平，植草秀裕．高歪みアルキン保護法を利用する高機能環状アルキンの合成．日

本ケミカルバイオロジー学会第 10 回年会，仙台，2015 年 6 月． 

27. 細谷孝充．歪み分子の特異な反応性に着目した分子連結法の開発．新規素材探索研究会第 14 回セミナー，東京，2015 年 6 月． 

28. 細谷孝充．アジド化学にもとづく新規創薬標的同定法の開発．東京医科歯科大学 第６回医学・歯学・工学連携セミナー「創薬標的

探索ケミカルバイオロジー」，東京，2015 年 6 月． 

29. 細谷孝充．アジド化学を基盤とした生命科学研究に役立つ分子連結法の開発．微化研セミナー，東京 2015 年 4 月． 

30. 細谷孝充．多機能性分子プローブ創製技術の革新を目指した異種アジド選択的反応の開発．公益財団法人 長瀬科学技術振興財団 平

成 26 年度受賞者研究成果発表会，大阪，2015 年 4 月． 

31. 吉田 優．官能基の「歪み」に着目した分子連結法の開発．日本化学会第 95 春季年会：若い世代の特別講演，船橋, 2015 年 3 月． 

32. 田中淳子，吉田 優，松下武司，細谷孝充．環状アルキンとの環化付加反応において 1,3-双極子の骨格や置換基が及ぼす影響．日本

化学会第 95 春季年会，船橋，2015 年 3 月． 

33. 後藤沙由里，吉田 優，松下武司，細谷孝充．アルケニルアジドと環状アルキンとの環化付加反応．日本化学会第 95 春季年会，船

橋，2015 年 3 月． 

34. 目黒友啓，吉田 優，細谷孝充．生体分子の化学修飾法の開発を指向したチオフェン-S,S-ジオキシドと環状アルキンとの環化付加反

応に関する研究．日本化学会第 95 春季年会，船橋，2015 年 3 月． 

35. 畠山泰朋，吉田 優，上本紘平，植草秀裕，細谷孝充．環状アルキンの保護・脱保護法の開発と機能性環状アルキン合成への応用．

日本化学会第 95 春季年会，船橋，2015 年 3 月． 

36. 細谷孝充，三澤善大，吉田 優．形式的な C−H アジド化反応によるジアジド化合物の簡便合成法の開発と異種アジド選択的な逐次

分子連結への応用．日本化学会第 95 春季年会，船橋，2015 年 3 月． 

37. 後藤沙由里，吉田 優，松下武司，細谷孝充．アルケニルアジドの反応性に基づく分子連結法の開発．第 68 回有機合成化学協会関

東支部シンポジウム（新潟シンポジウム），新潟，2014 年 11 月． 

38. 畠山泰朋，吉田 優，上本紘平，植草秀裕，細谷孝充．銅塩を用いる環状アルキンの保護・脱保護法の開発．第 68 回有機合成化学

協会関東支部シンポジウム（新潟シンポジウム），新潟，2014 年 11 月． 

39. 田中淳子，吉田 優，松下武司，細谷孝充．クリック反応の高速化を目指した新しい芳香族アジドの開発．第 106 回有機合成シン

ポジウム，東京，2014 年 11 月． 

40. Hosoya T. Novel synthetic approaches to diazido probes for target identification by photoaffinity labeling. The 3rd International Symposium on 

Chemical Biology of Natural Products:  Target ID and Regulation of Bioactivity, Osaka, Japan, Oct. 2014. 



41. 後藤沙由里，吉田 優，細谷孝充．アルケニルアジドを利用する逐次分子連結法の開発．第 31 回有機合成化学セミナー，福岡，2014

年 9 月． 

42. 目黒友啓，吉田 優，細谷孝充．チオフェン-S,S-ジオキシド誘導体を用いる分子連結法の開発．第 31 回有機合成化学セミナー，福

岡，2014 年 9 月． 

43. 目黒友啓，吉田 優，細谷孝充．チオフェン-S,S-ジオキシド誘導体を用いる分子連結法の開発．第 25 回基礎有機化学討論会，仙台，

2014 年 9 月． 

44. 田中淳子，吉田 優，松下武司，細谷孝充．両オルト位への置換基導入による芳香族アジドのクリック反応性の向上．第 25 回基礎

有機化学討論会，仙台，2014 年 9 月． 

45. 細谷孝充，田中淳子，畠山泰朋，松下武司，上本紘平，植草秀裕，吉田 優．アジドと環状アルキンとの環化付加反応における反応

性制御法の開発．第 44 回複素環化学討論会，札幌，2014 年 9 月． 

46. 細谷孝充．生命科学研究のための分子連結法．分子イメージングサマースクール 2014，神戸，2014 年 8 月． 

47. Yoshida S, Hatakeyama Y, Johmoto K, Uekusa H, Hosoya T. A Transient Protection of Strained Alkyne from Click Reaction by the Complexation 
with Copper. 26th International Conference on Organometallic Chemistry (ICOMC2014), Sapporo, Japan, Jul. 2014. 

48. Yoshida S, Shiraishi A, Kanno K, Matsushita T, Johmoto K, Uekusa H, Hosoya T. Molecular conjugation based on enhanced clickability of doubly 

sterically-hindered aryl azides. 20th International Conference on Organic Synthesis (ICOS-20), Budapest, Hungary, Jul. 2014. 

49. 吉田 優，畠山泰朋，上本紘平，植草秀裕，細谷孝充．高機能環状アルキン合成を指向した高歪みアルキン保護法の開発．日本ケミ

カルバイオロジー学会第 9 回年会，大阪，2014 年 6 月． 

50. 細谷孝充．アジド基の使いこなし方：自在な分子連結に向けたクリック化学の新展開．平成 26 年度前期（春季）有機合成化学講習

会—シリーズ 使える反応—使い方のコツから実用化まで〜その２〜，東京，2014 年 6 月． 

51. 吉田 優，三澤善大，細谷孝充．ジアジド化合物の光延反応を利用する効率的分子変換法の開発．第 67 回有機合成化学協会関東支

部シンポジウム（横浜シンポジウム），横浜，2014 年 5 月． 

52. 細谷孝充．標的同定のためのジアジドプローブ合成法の新展開．新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性

制御～」 第 6 回公開シンポジウム，名古屋，2014 年 5 月． 

53. 細谷孝充．官能基の歪みに着目した分子連結法の開発．日本化学会第 94 春季年会“有機合成化学を起点とするものづくり戦略”特別

企画シンポジウム，名古屋，2014 年 3 月． 

54. 原田 龍，隅田有人，細谷孝充．ホウ素の特性を利用したジベンゾオキサボリン類の簡便合成法の開発と defucogilvocarcin M の高効

率合成への応用．日本化学会第 94 春季年会，名古屋，2014 年 3 月． 

55. 田中淳子，吉田 優，松下武司，細谷孝充．環状アルキンとのクリック反応における芳香族アジドの両オルト位置換基の効果．日本

化学会第 94 春季年会，名古屋，2014 年 3 月． 

56. 畠山泰朋，吉田 優，上本紘平，植草秀裕，細谷孝充．高機能環状アルキン合成のための銅錯体による高歪みアルキン保護法の開

発．日本化学会第 94 春季年会，名古屋，2014 年 3 月． 

57. 原田 龍，隅田有人，細谷孝充．Dibenzoxaborin 類の簡便合成法の開発と defucogilvocarcin M 合成への応用．第 66 回有機合成化学

協会関東支部シンポジウム（東工大シンポジウム），東京，2013 年 11 月． 

58. 田中淳子，吉田 優，松下武司，細谷孝充．パラ位アミノ基導入によるかさ高い芳香族アジドのクリック反応の高速化．第 66 回有

機合成化学協会関東支部シンポジウム（東工大シンポジウム），東京，2013 年 11 月． 

59. Yoshida S, Kanno K, Kii I, Matsushita T, Magiwara M, Hosoya T. Facile Synthesis of Trifunctional Probe by a Sequential Triple-click Reaction. 
2nd Annual Conference of the International Chemical Biology Society (ICBS2013), Kyoto, Japan, Oct. 2012. 

60. Hosoya T. Making ready to prepare diazido photoaffinity labeling probes for target identification of bioactive compounds. The 2nd International 

Symposium on Chemical Biology of Natural Products:  Target ID and Regulation of Bioactivity, Yokohama, Japan, Oct. 2013. 

61. 細谷孝充，吉田 優，菅野貴美幸，喜井 勲，松下武司，森田隆太，田中淳子，萩原正敏．異種アジド基の特性にもとづく逐次マル

チクリック反応の開発．第 43 回複素環化学討論会，岐阜，2013 年 10 月． 

62. Sumida Y, Harada R, Kato T, Hosoya T. An Efficient New synthetic applications based on ortho-hydroxyarylboronic acids: generation of arynes 

and synthesis of dibenzoxaborins. The 1st Reaxys Inspiring Chemistry Conference, Grindelwald, Switzerland, Sep. 2013. 
63. Hosoya T, Sumida Y, Kato T. Generation of Arynes via Ate Complexes of Arylboronic Esters with an ortho-Leaving Group. 10th International 

Symposium on Carbanion Chemistry (ISCC-10), Kyoto, Japan, Sep. 2013. 

64. 田中淳子，吉田 優，松下武司，細谷孝充．かさ高い芳香族アジドのパラ位置換基によるクリック反応の高速化．第 24 回基礎有機

化学討論会，東京，2013 年 9 月． 

65. 森田隆太，吉田 優，白石 旭，細谷孝充．かさ高い脂肪族アジドを利用した逐次マルチクリック反応の開発研究．第 24 回基礎有

機化学討論会，東京，2013 年 9 月． 

66. 畠山泰朋，吉田 優，細谷孝充．銅錯体形成による環状アルキンの保護法の開発．第 60 回有機金属化学討論会,東京,2013 年 9 月． 

67. 田中淳子，吉田 優，松下武司，細谷孝充．かさ高い芳香族アジドのパラ位アミノ基によるクリック反応の高速化．第 30 回有機合

成化学セミナー，倉敷，2013 年 9 月． 

68. 畠山泰朋，吉田 優，細谷孝充．環状アルキンの保護法の開発．第 30 回有機合成化学セミナー，倉敷 2013 年 9 月 

69. 細谷孝充．異種アジド選択的反応の開発：かさ高さが促進する反応の発見と生命科学研究への展開．興和株式会社東京創薬研究所，

東京，2013 年 9 月． 

70. 吉田 優．多重標識型プローブの創製を指向した逐次マルチクリック反応の開発．新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー

～分子標的と活性制御～」地区ミニシンポジウム（早稲田大学）「ケミカルバイオロジーのための可視化技術」,東京,2013 年 9 月． 

71. 細谷孝充．生命科学研究のための分子連結法．分子イメージングサマースクール 2013，神戸，2013 年 8 月． 

72. Hosoya T, Yoshida S, Kanno K, Kii I, Matsushita T, Hagiwara M. Sequential Triple-Click Reaction by Three Azido-Type Selective Cycloadditions. 

The First Asian Conference for "MONODUKURI" Strategy by Synthetic Organic Chemistry (ACMS), Okinawa, Japan, July 2013. 

73. Sumida Y, Harada R, Hosoya T. An Efficient Synthetic Method of Dibenzoxaborins and Application to the Concise Synthesis of Defucogilvocarcin 
M. The First Asian Conference for "MONODUKURI" Strategy by Synthetic Organic Chemistry (ACMS), Okinawa, Japan, July 2013. 

74. 吉田 優，菅野貴美幸，喜井 勲，松下武司，萩原正敏，細谷孝充．多機能性分子プローブ創製に有用な異種アジド選択的逐次クリ

ック反応の開発．第 103 回有機合成シンポジウム，東京，2013 年 6 月． 

75. 吉田 優，菅野貴美幸，喜井 勲，松下武司，萩原正敏，細谷孝充．異種アジド選択的トリプルクリック反応による機能性分子集

積．日本ケミカルバイオロジー学会第 8 回年会，東京，2013 年 6 月． 

76. 隅田有人．ホウ素の特性を活かした新規合成反応の開発．第 1 回慶應有機化学若手シンポジウム，横浜 2013 年 5 月 

77. 吉田 優．特異な反応性を示すアジド基の発見と多成分連結法への応用．上智大学理工学部物質生命理工学科コロキウム，東京，



2013 年 5 月． 

78. 吉田 優．初心者のための Click Chemistry：‘アジド’と‘アルキン’を簡単につなげる．新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジ

ー～分子標的と活性制御～」 第 3 回若手研究者ワークショップ，東京，2013 年 5 月． 

79. 吉田 優，三澤善大，細谷孝充．形式的な芳香族 C–H アジド化反応を鍵とするジアジドビルディングブロックの高効率合成．第 65

回有機合成化学協会関東支部シンポジウム（新潟シンポジウム，新潟，2013 年 5 月． 

80. 細谷孝充，吉田 優．天然物リガンドの標的同定用プローブ創製のための多様なジアジドビルディングブロックの創製．新学術領

域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」 第 4 回公開シンポジウム，つくば，2013 年 5 月． 

81. 菅野貴美幸，吉田 優，喜井 勲，松下武司，萩原正敏，細谷孝充．異種アジド選択的逐次トリプルクリック反応：機能性分子集積

への展開．日本化学会第 93 春季年会，草津，2013 年 3 月． 

82. 森田隆太，吉田 優，白石 旭，細谷孝充．機能性分子の逐次集積を指向したかさ高い脂肪族アジドのクリック反応性に関する研

究．日本化学会第 93 春季年会，草津，2013 年 3 月． 

83. 田中淳子，吉田 優，松下武司，細谷孝充．パラ位置換基導入によるかさ高い芳香族アジドのクリック反応性の向上．日本化学会第

93 春季年会，草津，2013 年 3 月． 

84. 原田 龍，隅田有人，細谷孝充．ジベンゾオキサボリン類の新規合成法の開発とその利用．日本化学会第 93 春季年会，草津，2013

年 3 月． 

85. 細谷孝充．異種アジド選択的反応の開発．シンポジウム「未来を拓く有機化学 新方法論と新戦略の創成」，神戸，2013 年 2 月． 

86. 原田 龍、隅田有人、細谷孝充．ジベンゾオキサボリン誘導体の新規合成法の開発．第 64 回有機合成化学協会関東支部シンポジウ

ム−新潟（長岡）シンポジウム−，長岡，2012 年 12 月． 

87. Hosoya T, Yoshida S, Shiraishi A, Kanno K, Matsushita T, Johmoto K, Uekusa H. Enhanced Clickability of Doubly Sterically-Hindered Aryl 

Azides. IKCOC-12, Kyoto, Japan, Nov. 2012. 

88. Hosoya T. Azido-type selective reaction for target identification of bioactive small molecules. The 1st International Symposium on Chemical 

Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, Kyoto, Japan, Nov. 2012. 

89. Hosoya T. Azido-type selective reactions promoting chemical biology. The 1st Official Conference of the International Chemical Biology Society, 

Boston, USA, Oct. 2012. 

90. Hosoya T. Enhanced clickability of doubly sterically-hindered aryl azides. The 6th Takeda Science Foundation Symposium on PharmaScience, 
Osaka, Japan, Sep. 2012. 

91. 森田隆太，吉田 優，白石 旭，松下武司，上本紘平，植草秀裕，細谷孝充．かさ高い脂肪族アジドを用いるダブルクリック反応:

予期に反した立体選択性に関する考察．第 29 回有機合成化学セミナー，静岡，2012 年 9 月． 

92. 菅野貴美幸，吉田 優，松下武司，細谷孝充．異種アジド選択的逐次クリック反応を利用した簡便な機能性分子集積．第 29 回有機

合成化学セミナー，静岡，2012 年 9 月． 

93. 菅野貴美幸，吉田 優，松下武司，細谷孝充．簡便な機能性分子集積のための異種アジド選択的逐次クリック反応．第 23 回基礎有

機化学討論会，京都，2012 年 9 月． 

94. 吉田 優．異種アジド選択的クリック反応の開発と機能性分子集積法への展開．有機合成化学を起点とするものづくり戦略 第 2

回ミニシンポジウム，札幌，2012 年 9 月． 

95. 吉田 優．高反応性化学種を利用する反応開発と生命科学研究への展開．第 47 回天然物談話会，熊本 2012 年 7 月 

96. 細谷孝充．異種アジドプローブを用いる標的分子同定．新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」 

第 2 回公開シンポジウム，東京，2012 年 6 月． 

97. 吉田 優，菅野貴美幸，松下武司，細谷孝充．多機能性分子の創製を指向した逐次トリプルクリック反応の開発．日本ケミカルバイ

オロジー学会第 7 回年会，京都，2012 年 6 月． 

【高岡洋輔】 

1. 林謙吾、岩下利基、江越脩祐、石丸泰寛、高岡洋輔、上田実、「植物毒素コロナチンのケミカルバイオロジー(2) コロナチンの気孔

開口活性標的タンパク質の探索」、日本化学会第 96 春季年会、2016 年 3 月 24 日、京田辺、同志社大学 

2. Yuuki Nukadzuka, Yousuke Takaoka, Minoru Ueda, 「Development of novel protein labeling method useful for plant chemical biology」、

Pacifichem 2015, 2015 年 12 月 17 日、ホノルル、ハワイ 

3. Yousuke Takaoka, Toshiki Iwashita, Takeshi Suzuki, Kengo Hayashi, Shusuke Egoshi, Yasuhiro Ishimaru, Minoru Ueda, 「Development of novel 

fluorescent PPI detection system for subtype selective ligand of phytohormone co-receptor」、Pacifichem 2015, 2015 年 12 月 17 日、ホノルル、

ハワイ 

4. 高岡洋輔、「タンパク質リガンド連結プローブによる動物／植物細胞内ケミカルバイオロジー」、理研ケミカルバイオロジー勉強会

（招待講演）、2015 年 11 月 18 日、和光、理化学研究所 

5. 高岡洋輔、岩下利基、岩橋万奈、鈴木健史、林謙吾、石丸泰寛、江越脩祐、上田実、「植物毒素コロナチンの誘導体化による植物ホ

ルモン受容体サブタイプ選択的アゴニスト開発と未知標的探索」、第 57 回天然有機化合物討論会、2015 年 9 月 9 日、横浜、パシフ

ィコ横浜 

6. 岩下利基、高岡洋輔、鈴木健史、田下諒、江越脩祐、石丸泰寛、上田実、「植物毒素コロナチンの気孔開口誘導メカニズム解明を目

指した生理活性制御による新規分子プローブの開発」、日本ケミカルバイオロジー学会第１０回年会、2015 年 6 月 10 日、仙台、東

北大学 

7. 高岡洋輔、「自己集合性ケミカルナノプローブによる細胞内タンパク質ラベリングとセンシング」、日本化学会第 95 春季年会、若い

世代の特別講演会、2015 年 3 月、日大船橋キャンパス 

8. 高岡洋輔、「生理機能制御と標的同定を目指した天然物分子プローブの開発」、新学術領域「天然物ケミカルバイオロジー」地区ミ

ニシンポジウム、2015 年 1 月、東北大片平キャンパス 

9. Yousuke Takaoka, “Development of Specific and Efficient Protein Labeling Method in Live Cell”, 天然物ケミカルバイオロジー第７回公開

シンポジウム、2014 年 10 月 28 日、千里ライフサイエンスセンター 

10. Yousuke Takaoka, “Self-assembling turn-on nanoprobe for endogenous protein sensing”, 中国化学会—日中フォーラム（招待講演）、2014 年

8 月 5 日、北京、中国 

11. 高岡洋輔、「改良型指向性触媒反応による細胞内標的タンパク質の効率的ラベル化技術の構築」、天然物ケミカルバイオロジー第６

回公開シンポジウム、2014 年 5 月 28 日、名古屋大学 

12. 高岡洋輔、「ケミカルナノプローブによる細胞内タンパク質ラベリングと検出」、第２回慶應有機化学若手シンポジウム（招待講演）、

2014 年 5 月、慶應義塾大学矢上キャンパス、 

13. 高岡洋輔、橋本侑樹、佐々木謙太、西川雄貴、浜地格、「リガンド指向型化学の新展開(4) 自己集合性ジブロモフェニルエステルラ



ベル化剤による細胞内蛋白質ラベル」、日本化学会第 94 春季年会、2014 年 3 月 27 日、名古屋大学 

14. Yousuke Takaoka, Itaru Hamachi, “Self-assembling turn-on nanoprobes for specific protein detection and imaging”, ACMS MONODUKURI 

Strategy by Synthetic Organic Chemistry, 2013 年 7 月 17 日、サザンビーチホテル＆リゾート沖縄 

15. 高岡洋輔、浜地格、「細胞内蛋白質の選択的化学修飾法と質量分析」、蛋白質科学会（招待講演）、2013 年 6 月 12 日、鳥取市とりぎ

ん文化会館 

16. 松尾和哉、鬼追芳行、安井亮介、高岡洋輔、三木卓行、藤島祥平、浜地格、「LDAI 化学によるタンパク質ラベリングを利用したケ

ージド酵素の構築」、第６回バイオ関連化学シンポジウム、2012 年 9 月 6 日、北海道大学 

17. 高岡洋輔、鬼追芳行、森戸昭等、大谷淳二、有田恭平、芦原英司、有吉真理子、栃尾豪人、白川昌弘、浜地格、「細胞内在性タンパ

ク質の 19F ラベリングとダイナミクス解析」、第６回バイオ関連化学シンポジウム、2012 年 9 月 6 日、北海道大学 

18. 宋智凝、高岡洋輔、鬼追芳行、田村朋則、浜地格、「In cell ケミカルラベリング(3): AGD 化学による in cell 内在性蛋白質の特異的ラ

ベル化」、日本化学会第 93 春季年会、2013 年 3 月 22 日、京都、立命館大学 

【大神田淳子】 

1. 大神田淳子「たんぱく質間相互作用を調節する合成分子を創る」2015 年度学内講演会 Chemical Biology、香川大学 (香川県・高松

市)、2016 年 2 月 17 日（招待講演） 

2. 大神田淳子「細胞内たんぱく質間相互作用を制御する中分子の創製：お茶の水女子大学化学科公開セミナー、お茶の水女子大学 （東

京都・文京区）、2016 年 2 月 12 日（招待講演） 

3. Junko Ohkanda “Module-assembly for intracellular generation of mid-sized agents”• Asian Chemical Biology Initiative, Jakarta, Indonesia • 

January 30, 2016.（招待講演） 

4. Junko Ohkanda “Structure-based Design of PPI Inhibitors that Disrupt Ras Prenylation”• Pacifichem2015, Hawaii, USA • December 15, 2015. 

（招待講演） 

5. Junko Ohkanda “Rational Design of Peptide-based Agents that Control Intracellular Protein-protein Interactions” • The Seventh Peptide 

Engineering Meeting PEM7 • Indian Institute of Science Education and Research •Pune, India • December 5 to 7, 2015.（招待講演） 

6. 大神田淳子「細胞内たんぱく質間相互作用を制御する中分子の創製」中外製薬鎌倉研究所講演会、中外製薬鎌倉研究所（神奈川県・

鎌倉市）、2015 年 10 月 7 日（招待講演） 

7. 大神田淳子「たんぱく質間相互作用を標的とする中分子を創る」創薬懇話会、グランドエクシブ鳴門 ザ・ロッジ（徳島県・鳴門市）、

2015 年 7 月 2 日（招待講演） 

8. 大神田淳子「結晶構造に基づくたんぱく質間相互作用阻害剤の設計」日本薬学会東海支部特別講演会、岐阜薬科大学（岐阜県・岐阜

市）、2015 年 5 月 22 日（招待講演） 

9. 大神田淳子「モジュール法による中分子設計とたんぱく質間相互作用の制御」一般シンポジウム S53 中分子創薬のフロンティア、

日本薬学会第 135 年会 （神戸）、神戸学院大学（兵庫県・神戸市）、2015 年 3 月 28 日（招待講演） 

10. 大神田淳子「たんぱく質間相互作用を制御する細胞透過性中分子を創る」天然物ケミカルバイオロジー地区ミニシンポジウム、東

北大学（宮城県・仙台市）、2015 年 1 月 15 日（招待講演） 

11. Junko Ohkanda “Module-assembled, mid-sized agents for controlling protein-protein interactions” • Department seminar, Department of 

Chemistry, National University of Singapore • Singapore • December 12, 2014.（招待講演） 

12. 大神田淳子「”海外修行”のススメ」吉祥女子中学校講演会、吉祥女子中学校（東京都・西荻区）、2014 年 11 月 29 日.（招待講演） 

13. Junko Ohkanda “Elucidation of mechanism of action of antitumor agents derived from diterpene natural products” • The 4th Asian Chemical 

Biology Initiative • Hangzhou, China • November 24, 2014.（招待講演）  

14. Junko Ohkanda “K-Ras Specific Inactivation by Inhibitors of Protein-protein Interactions” •Sino-Japan Workshop on Chemical Biology• Beijing, 

China • October 12, 2014.（招待講演）   

15. Junko Ohkanda “Design of Mid-sized Molecules that Disrupt Intracellular Protein-protein interactions” • Recent Advances in Nanobiotechnology 

and Chemical Biology 2014 at Seoul National University • Seoul, Korea • August 21, 2014.（招待講演）   

16. 大神田淳子「たんぱく質間相互作用（PPIs)を制御・検出する中分子を創る」分子標的設計創薬研究会、大阪大学（大阪府・吹田市）、

2014 年 7 月 10 日（招待講演） 

17. 大神田淳子「たんぱく質間相互作用（PPIs)を制御・検出する中分子を創る」日本化学会第 94 春季年会中長期企画ケミカルバイオロ

ジーの新展開－ 有機化学から発信するライフサイエンス新戦略 II、名古屋大学（愛知県・名古屋市）、2014 年 3 月 27 日（招待講

演） 

18. Junko Ohkanda “Rational design of fusicoccin-based fluorescent probes for detecting 14-3-3 complexes” • 2014 Queenstown Molecular Biology 

Meetings in Shanghai –Drug Discovery and International Collaboration • Shanghai, China • March 14, 2014.（招待講演） 

19. Junko Ohkanda “Module Assembly for Designing Mid-sized Inhibitors of Protein-protein Interactions: Bivalent Dual Inhibitors of Protein 

Prenyltransferases for Selective Inactivation of K-Ras” • 3rd Asian Chemical Biology Initiative • Manila, Philippines • January 25, 2014.（招待講

演） 

20. 大神田淳子「たんぱく質間相互作用（PPIs)を標的とする薬剤設計への挑戦～モジュールアセンブリによる PPIs 阻害ならびに検出

～」・奈良先端科学技術大学院大学光ナノサイエンス特別講義・奈良先端科学技術大学院大学（奈良県・生駒市）2013 年 11 月 7 日.

（招待講演） 

21. Junko Ohkanda “Design and synthesis of fusicoccin-J-based chemical probes for elucidation of structural effects on 14-3-3 labeling” ・The 2nd 

International Symposium on Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity ・Pacifico Yokohama, Kanagawa, 

Japan ・October 28-29, 2014.（招待講演）  

22. 大神田淳子「中分子によるたんぱく質間相互作用の阻害と検出～K-Ras 変異型がんに対する薬剤開発ならびに 14-3-3 標識剤への展

開～」・日本薬学会九州支部特別講演会、長崎国際大学（長崎県・佐世保市）・2013 年 7 月 26 日.（招待講演） 

23. 大神田淳子「たんぱく質表面を標的とする有機分子の創製」・産研テクノサロン・大阪大学産業科学研究所（大阪府・吹田市）・

2013 年 2 月 1 日.（招待講演） 

24. 大神田淳子「たんぱく質間相互作用（PPIs）に対する低分子創薬の可能性を追って～モジュールアセンブリによる中分子の創製と

PPIs 制御および検出～」・第 13 回東京理科大学 CTC セミナー・東京理科大学がん医療基盤科学技術研究センター（千葉県・野田

市）・2012 年 10 月 30 日.（招待講演） 

25. Junko Ohkanda “Natural product-based chemical probes for detecting 14-3-3-phospholigand interactions” • G3 Meeting International, Japanese 

Nano-Macro Materials, Devices and System Research Alliance • Tokyo Institute of Technology, Tokyo, Japan • October 11 to 12, 2012.（招待講

演） 



26. Junko Ohkanda “Assembling small molecules for disrupting and detecting protein-protein interactions” • Department of Pharmaceutical Sciences 

of College of Pharmacy, University of South Florida, Tampa, Florida, USA • October 8, 2012.（招待講演） 

27. Junko Ohkanda ”Natural product-based chemical probes for detecting 14-3-3-phospholigand interactions” • The Sixth Peptide Engineering Meeting 

PEM6 • Emory University Conference Center, Atlanta, Georgia, USA • October 2 to 5m 2012.（招待講演）  

28. Junko Ohkanda “Assembling small molecules for disrupting and detecting protein-protein interactions” • Institute for Chemical Research, Kyoto 

University, Kyoto, Japan (Host: Prof. Motonari Uesugi) • July 18, 2012.（招待講演） 

29. Junko Ohkanda “Fusicoccin-based fluorescent probes for detecting 14-3-3 interactions with phosphorylated ligands” • 2012 Asian Chemical 

Biology Conference ACBC2012 • Okinawa, Japan • July 4 to 6, 2012.（招待講演） 

30. Junko Ohkanda “Assembling small molecules for disrupting and detecting protein-protein interactions” • Department of Chemistry, University of 

Minnesota, Minneapolis, USA (Host: Prof. Mark Distefano) • June 7, 2012.（招待講演）  

31. Junko Ohkanda “Assembling small molecules for disrupting and detecting protein-protein interactions” • Department of Cellular and Molecular 

Pharmacology, University of California, San Francisco, San Francisco, USA (Host: Prof. Danica G. Fujimori) • June 5, 2012.（招待講演） 

【相田美砂子】 

1. Misako Aida, Theoretical study on the mutual influence of water and biomolecules. The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 
2015 (Pacifichem2015) (December 15, 2015, Honolulu, Hawaii, USA)  

2. Dai Akase, Misako Aida, Koichi Ohno, Suehiro Iwata, Analysis of hydrogen bond energies and hydrogen bonding networks in water clusters using 

the locally projected molecular orbital perturbation theory. The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem2015) 
(December 17, 2015, Honolulu, Hawaii, USA)  

3. Yudai Watanabe, Dai Akase, Misako Aida, Theoretical study on the electronic structure of trimethylamine N-oxide (TMAO) in aqueous solution. 

The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem2015) (December 17, 2015, Honolulu, Hawaii, USA) 

4. 相田 美砂子, 生理活性分子の水溶液中における構造の理論予測。第 9 回分子科学討論会（2015 年 9 月 16 日－19 日，東京） 

5. 赤瀬 大，相田 美砂子, 水 6 量体アニオンクラスターの水素結合ネットワークと垂直電子脱離エネルギー。第 18 回理論化学討論会

（2015 年 5 月 22 日–22 日，豊中市） 

6. 赤瀬 大，相田 美砂子, 水クラスターにおける水素結合ネットワークと水分子の振動数。第 9 回分子科学討論会（2015 年 9 月 16 日

－19 日，東京） 

7. 赤瀬 大，相田 美砂子，大野 公一，岩田 末廣, 水クラスター(H2O)n (n 8) 内の水素結合エネルギーと水素結合ネットワークの解

析：GRRM 法による探索と LPMO PT による解析。第 9 回分子科学討論会（2015 年 9 月 16 日－19 日，東京） 

8. 菅原 貴弘，相田 美砂子, QM/MM-MD 法を用いたハロゲン化カルシウムの水和構造と水分子に及ぼす影響についての理論化学的研

究。第 38 回溶液化学シンポジウム（2015 年 10 月 21 日－23 日，高知） 

9. 宮本 健悟，相田 美砂子, B-DNA の塩基対間相互作用における多体効果についての理論化学的研究。第 38 回ケモインフォマティク

ス討論会（2015 年 10 月 8 日－9 日，東京） 

10. 佐々木 一繁，赤瀬 大，相田 美砂子, プロトン化水クラスターH3O+(H2O)n−1（n≤7）の安定構造と OH 伸縮振動のトポロジー的な

分類に関する理論化学的研究。2015 年日本化学会中国四国支部大会（2015 年 11 月 14 日－15 日，岡山） 

11. 細田 萌，赤瀬 大，相田 美砂子, NMR スペクトルにおける溶媒効果についての理論化学的研究。2015 年日本化学会中国四国支部大

会（2015 年 11 月 14 日－15 日，岡山） 

12. 吉川 太基，赤瀬 大，相田美砂子, 水溶液中におけるヘキソピラノースの構造に関する研究。2015 年日本化学会中国四国支部大会

（2015 年 11 月 14 日－15 日，岡山） 

13. 相田 美砂子, ヘキソピラノースの構造と水和構造に関する理論的研究。新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的

と活性制御～」第 8 回公開シンポジウム（2015 年 6 月 8 日－9 日，仙台） 

14. 渡部 雄大，相田 美砂子, フグ毒の水溶液中における構造と水和に関する理論化学的研究。第 9 回分子科学討論会（2015 年 9 月 16

日－19 日，東京） 

15. 渡部 雄大，相田 美砂子, 尿素とトリメチルアミンオキシドの水和構造の特徴に関する理論化学的研究。第 38 回溶液化学シンポジ

ウム（2015 年 10 月 21 日－23 日，高知） 

16. 菅原 貴弘，相田 美砂子：二価金属ハロゲン化物の水和構造に関する理論化学的研究。第 9 回分子科学討論会（2015 年 9 月 16 日－

19 日，東京） 

17. Yuu Sasaki, Yuka Horikawa, Takashi Tokushima, Kazumasa Okada, Masaki Oura, Misako Aida, Soft X-ray emission spectroscopy of aqueous 

solutions of trimethylamine-N-oxide at the O K-edge. 第 31 回化学反応討論会（2015 年 6 月 3 日－5 日，札幌） 

18. Kentaro Okinaka, Misako Aida, Theoretical study of hydration of serine. The 11th Nano Bio Info Chemistry Symposium (December 13, 2014, 

Hiroshima, Japan) 
19. Takahiro Sugahara, Misako Aida, Theoretical study on the hydration of divalent ions. The 11th Nano Bio Info Chemistry Symposium (December 

13, 2014, Hiroshima, Japan) 

20. Misako Aida, A theoretical study on the geometrical characteristics of stereoisomers of hexopyranoses. The 3rd International Symposium Chemical 
Biology (October 28 – 29, 2014, Toyonaka, Japan)  

21. 赤瀬 大，相田 美砂子, 水素結合ネットワークに基づく水クラスターの解析。2014 年日本化学会中国四国支部大会（2014 年 11 月 8

日–9 日，山口） 

22. 赤瀬 大，相田 美砂子，寺前 裕之, プロトン化水クラスターH3O+(H2O)n−1, n = 8 の水素結合ネットワークトポロジーと OH 伸縮

振動の分類。第 17 回理論化学討論会（2014 年 5 月 22 日–24 日，名古屋） 

23. 赤瀬 大，相田 美砂子, プロトンの水和構造と水素結合ネットワーク。第 8 回分子科学討論会（2014 年 9 月 21 日–24 日，広島） 

24. 小坂 有史， 小出来 聡子， 勝本 之晶， 相田 美砂子, グルコースおよびマンノースの水溶液中におけるアノマー異性化。2014 年

日本化学会中国四国支部大会（2014 年 11 月 8 日–9 日，山口） 

25. 渡部 雄大，相田 美砂子, テトロドトキシンの水和構造に関する理論化学的研究。2014 年日本化学会中国四国支部大会（2014 年 11

月 8 日–9 日，山口） 

26. 小出来 聡子，相田 美砂子, ヘキソピラノースのアノマーの安定性に関する理論化学的研究。2014 年日本化学会中国四国支部大会

（2014 年 11 月 8 日–9 日，山口） 

27. 宮本 健悟，相田 美砂子, 酸化された核酸塩基についての理論化学的研究：8-Oxoguanine の場合。2014 年日本化学会中国四国支部

大会（2014 年 11 月 8 日–9 日，山口） 

28. 須田 岬，赤瀬 大，相田 美砂子，寺前 裕之, プロトン化水クラスター8 量体における安定構造の理論的研究。日本コンピュータ化

学会 2014 年春季年会（2014 年 5 月 29 日–30 日，東京） 

29. 岩田 末廣，赤瀬 大，相田 美砂子，Sotiris S. Xantheas：多面体水クラスターの水素結合ネットワーク:電荷移動項と分散項による解



析。第 8 回分子科学討論会（2014 年 9 月 21 日–24 日，広島） 

30. 小坂 有史，小出来 聡子，出射 早希子，勝本 之晶，相田 美砂子, グルコピラノースとマンノピラノースの水溶液中での構造に関

する研究。第 8 回分子科学討論会（2014 年 9 月 21 日–24 日，広島） 

31. 渡部 雄大，赤瀬 大，相田 美砂子, TMAO(Trimethylamine N-oxide)の水和相互作用に関する理論化学的研究。第 8 回分子科学討論会

（2014 年 9 月 21 日–24 日，広島） 

32. 菅原 貴弘，相田 美砂子, カルシウムイオンとマグネシウムイオンの水和構造と水和エネルギー。第 8 回分子科学討論会（2014 年

9 月 21 日–24 日，広島） 

33. 菅原 貴弘，相田 美砂子, 二価イオンの水和に関する理論化学的研究。第 37 回情報化学討論会 2014 豊橋（2014 年 11 月 27 日–28

日，愛知） 

34. Misako Aida, Hidenori Miyamoto, Helmholtz Energy Change between Neutral and Zwitterionic Forms of Glycine in Aqueous Solution. 5th JCS 
International Symposium on Theoretical Chemistry (December 2013, Nara, Japan) 

35. Sakiko Idei, Misako Aida, A theoretical study of structures of hexopyranose anomers using QM/MM method. The 10th Nano Bio Info Chemistry 

Symposium (December 2013, Hiroshima) 
36. Yudai Watanabe, Hideo Doi, and Misako Aida, A theoretical study of hydration number of TMAO. The 10th Nano Bio Info Chemistry Symposium 

(December 2013,Hiroshima) 

37. Dai Akase, Misako Aida, and Hiroyuki Tramae, Graph representation of protonated water cluster and a comprehensive search of local minimum 
structures of protonated water octamer. The 10th Nano Bio Info Chemistry Symposium (December 2013, Hiroshima)  

38. Dai Akase, Misako Aida, and Sotiris S. Xantheas, Intra- and intermolecular interactions of α-, β-, γ-cyclodextrins: from the gas phase to aqueous 

solution. Symposium on "Molecular Science and Synthesis of Functional Molecules for Next Generation" ( March 2014, Hiroshima)  
39. Misako Aida, Sakiko Idei, A theoretical study on hydration patterns of bioactive molecules. The 1st International Symposium on Chemical Biology 

of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity (October, 2013, Yokohama, Japan).  

40. Dai Akase, Misako Aida, Theoretical study of cyclodextrins from gas phase to aqueous solution: intramolecular and intermolecular hydrogen 
bonding. 5th JCS International Symposium on Theoretical Chemistry (December 2013, Nara) 

41. Hideo Doi, Misako Aida, Hydration Helmholtz energy of adamantane and halo-substituted adamantanes. 5th JCS International Symposium on 

Theoretical Chemistry (December 2013, Nara)  
42. Ami Kosaka, Sakiko Idei, Yukiteru Katsumoto, and Misako Aida, Anomerization of glucopyranose and mannnopyranose in dilute aqueous solution 

investigated by NMR spectroscopy. Symposium on "Molecular Science and Synthesis of Functional Molecules for Next Generation"(March 2014, 

Hiroshima)  

43. 赤瀬大，相田美砂子，Sotiris S. Xantheas, α-, β-, γ-シクロデキストリンの分子内及び分子間相互作用に関する理論化学的研究。第 16

回理論化学討論会（2013 年 5 月，福岡） 

44. 赤瀬大，相田美砂子，Sotiris S. Xantheas, 分子動力学シミュレーションによるシクロデキストリンの水和構造の理論的研究。第 7 回

分子科学討論会（2013 年 9 月，京都） 

45. 土居英男，相田美砂子, アダマンタンとアダマンタン置換体における水和のホルムヘルツエネルギー。2013 年日本化学会中国四国

支部大会（2013 年 11 月，広島） 

46. 沖中健太郎，相田美砂子, 双性イオン型セリンの安定性に関する理論化学的研究。2013 年日本化学会中国四国支部大会（2013 年 11

月，広島） 

47. 菅原貴弘，相田美砂子, Ca2+の水和構造と水和エネルギー。2013 年日本化学会中国四国支部大会（2013 年 11 月，広島） 

48. 赤瀬大，相田美砂子，寺前 裕之, プロトン化水クラスターのグラフ表示と安定構造の網羅的探索。第 36 回情報化学討論会（2013 年

11 月，茨城） 

49. 小坂有史，出射早希子，相田美砂子，勝本之晶, NMR 分光法および赤外分光法による水溶液中における糖のアノマー化に関する研

究。高分子基礎研究会 2013－2（2013 年 11 月，広島） 

50. 小坂有史，出射早希子，勝本之晶，相田美砂子, 水溶液中におけるグルコピラノースおよびマンノピラノースのアノマー異性化。日

本化学会第 94 春季年会（2014 年 3 月，愛知） 

51. 出射早希子，相田美砂子, ヘキソピラノースアノマーの水和による安定化エネルギーについての理論化学的研究。第 7 回分子科学討

論会（2013 年 9 月，京都） 

52. 渡部雄大，土居英男，相田美砂子, TMAO と水分子との相互作用に関する理論化学的研究。第 7 回分子科学討論会（2013 年 9 月，

京都） 

53. Dai Akase, Misako Aida, and Sotiris S. Xantheas, Aqueous solvation of α-, β-, and γ–Cyclodextrins: from first principles to classical force fields. 

The 9th Nano Bio Info Chemistry Symposium / The 6th Japanese-Russian Seminar (December 2012,Hiroshima)  
54. Sakiko Idei, Misako Aida, A theoretical study of structures and stabilities of hexopyranose anomers in vacuo and in aqueous solution. The 9th Nano 

Bio Info Chemistry Symposium and The 6th Japanese-Russian Seminar(December 2012,Hiroshima)  

55. Yudai Watanabe, Hideo Doi, Misako Aida, A theoretical study on TMAO hydration structure. The 9th Nano Bio Info Chemistry Symposium and 
The 6th Japanese-Russian Seminar(December 2012,Hiroshima)  

56. Shunsuke Mieda, Misako Aida, Dipole Moments of Amino Acid Residues in α-Helix. The 14th International Congress of Quantum Chemistry 

(June 2012, Colorado, United States)  
57. Dai Akase, Misako Aida, Quantum Chemical Studies of α-, β-, and γ–Cyclodextrin Monomers and Dimers. The 14th International Congress of 

Quantum Chemistry (June 2012, Colorado, United States)  

58. 出射早希子，相田美砂子, 気相中および水溶液中におけるヘキソピラノースアノマーの安定性についての理論化学的研究。第 35 回

情報化学討論会（2012 年 10 月，広島） 

59. 渡部雄大，土居英男，相田美砂子, オスモライトの水和構造に関する理論化学的研究。2012 年 日本化学会西日本大会（2012 年 11

月，佐賀） 

60. 三枝俊亮, 相田美砂子, α ヘリックスにおける L-と D-アミノ酸残基の双極子モーメント。第 6 回分子科学討論会（2012 年 9 月，東

京） 

61. 杉本廣之，吉田智喜，相田美砂子, 核内受容体リガンド機能を有する天然物化合物についての計算化学からの検討。第 35 回情報化

学討論会（2012 年 10 月，広島） 

62. 赤瀬大，相田美砂子，寺前裕之, プロトン化水クラスターの安定構造の網羅的探索。第 35 回情報化学討論会（2012 年 10 月，広島） 

63. 土居英男, 相田美砂子, アダマンタン誘導体と水分子における水和の解析。第 35 回情報化学討論会（2012 年 10 月，広島） 

64. 三枝俊亮, 相田美砂子, 阿部幸浩, γ－PGA の構造および物性に関する計算化学的研究。第 35 回情報化学討論会（2012 年 10 月，広

島） 

65. 渡部雄大，相田美砂子, 浸透圧調整物質の特異な水素結合形成能に関する理論化学的研究。第 35 回情報化学討論会（2012 年 10 月，



広島） 

【大高章】 

1. Akira Otaka, N-Sulfanylethylanilides as a Versatile Chemical Device for Protein Chemistry, 2012 SNU Symposium on Medicinal Chemistry, May 
2012, Seoul (Korea). 

2. Akira Otaka, Chemical Protein Synthesis Using N-Sulfanylethylanilide Peptide, The 14th Akabori Conference, Sep. 2012, Niseko (Japan). 

3. タンパク質選択的ラベル化法の開発研究 傳田将也、山本 純、坂本 健、重永 章、佐藤陽一、山内あい子、大高 章 第 51 回日

本薬学会・日本薬剤師会，日本病院薬剤師会中国四国支部学術大会、2012 年 11 月 

4. Aspergillide C の活性評価および標的タンパクの探索 折原賢祐、小林久剛、兼松 誠、吉田昌裕、中村崇洋、辻 大輔、伊藤孝司、

重永 章、大高 章、宍戸 宏造 日本薬学会第 133 年会、2013 年 3 月 

5. 標的タンパク質の精製・選択的ラベル化ツール「トレーサブルリンカー」の開発 山本 純、北 未来、重永 章、佐藤陽一、山内

あい子、大高 章 日本薬学会第 133 年会、2013 年 3 月 

6. Application of thiol-responsive amino acid to traceable linker for purification and selective labeling of target protein. J.Yamamoto, M. Kita, A. 

Shigenaga, Y. Sato, A. Yamauchi and A. Otaka. 23rd American Peptide Symposium, Hawai'i, Jun. 2013 年 

7. 標的タンパク質精製・選択的ラベル化ツール''Traceable Linker''の開発研究 山本 純、北 未来、重永 章、佐藤 陽一、山内 あい

子、大高 章 生命分子機能研究会 2013 学術集会、2013 年 9 月 

8. Development of thiol-responsive traceable linker for efficient enrichment and selective labeling of target proteins. J. Yamamoto, M. Kita, A. 

Shigenaga, Y. Sato, A. Yamauchi and A. Otaka. 4th Asia-Pacific International Peptide Symposium, 50th Japanese Peptide Symposium, Suita, Nov. 

2013 年 

9. タンパク質機能解明を指向した新規ラベル化試薬''SEAL-tag''の開発研究佐藤浩平、傳田将也、山本 純、坂本 健、重永 章、佐藤

陽一、山内あい子、大高 章 第 31 回メディシナルケミストリーシンポジウム、2013 年 11 月 

10. 標的タンパク質の効率的濃縮および選択的ラベル化を可能とする新規リンカー分子の開発 森崎巧也、山本 純、重永 章、佐藤陽

一、猪熊 翼 山内あい子、大高 章 日本薬学会第 134 年会、2014 年 3 月 

11. 標的タンパク質の効率的濃縮および選択的ラベル化を可能とするチオール応答型トレーサブルリンカーの開発 山本 純、森崎巧也、

北 未来、小宮千明、重永 章、佐藤陽一、山内あい子、大高 章 第 32 回メディシナルケミストリーシンポジウム、2014 年 1 月 

【高橋栄夫】 

1. Hideo Takahashi, “NMR approach for biomedical application”, Pacifichem 2015: Biomolecular Structure and Dynamics: Recent Advances in 

NMR, 2015/12/18, Honolulu (USA) 

2. 高橋栄夫, “創薬研究における NMR の活用”, 第 33 回メディシナルケミストリーシンポジウム, 2015/11/27, 幕張国際研修センター 

(千葉) 

3. Hideo Takahashi, “An NMR approach to improve a small-molecule inhibitor”, The 4th International Symposium on Drug Discovery and Design 

by NMR, 2015/2/5, 理研横浜研究所 (横浜) 

4. 高橋栄夫, “創薬と NMR と計算科学”, 第 358 回 CBI 学会講演会 バイオ NMR 創薬活用への新展開, 2015/1/14, 東京大学 (東京)  

5. Hideo Takahashi, “An NMR-based approach to improve a small-molecule inhibitor”, IPR seminar: International NMR Symposium on 

Pharmaceutical NMR, 2014/12/20, 大阪大学 (大阪) 

6. 高橋栄夫, “リガンド分子の「鍵」構造を探索する NMR 相互作用解析技術”, 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子

標的と活性制御～」 第 6 回若手研究者ワークショップ「機器分析のケミカルバイオロジーへの応用」, 2014/10/29, 千里ライフサイ

エンスセンター (大阪) 

7. 高橋栄夫, “Drug Discovery and Design by NMR”, よこはま NMR 研究会 第 50 回記念公開ワークショップ, 2014/7/9, 理研横浜研究所 

(横浜) 

8. 高橋栄夫, “NMR によるタンパク質被認識部位の同定法”, 日本蛋白質科学会 第 1 回蛋白質工学研究会ワークショップ, 2014/5/24, ワ

ークピア横浜 (横浜) 

9. 高橋栄夫, “NMR によるタンパク質相互作用とそのアロステリック阻害機構の解明”,第 35 回日本分子生物学会年会・ワークショッ

プ「NMR で見るタンパク質の機能発現」, 2012/12/12, 福岡国際会議場 (福岡) 

10. Hideo Takahashi, “NMR approach for ligand-based drug discovery: DIRECTION approach for the pharmacophore mapping of drug candidates”, 

The 3rd International Symposium on Drug Discovery and Design by NMR, 2012/10/12, 理研横浜研究所 (横浜) 

11. 高橋栄夫, “天然物リガンドの「鍵」構造を探索する NMR 相互作用解析技術”, 新学術領域研究 天然物ケミカルバイオロジー～分子

標的と活性制御～ 第 2 回公開シンポジウム, 2012/6/17, 東京大学 (東京) 

 

【菅敏幸】 

1. Toshiyuki Kan “Synthetic Study on Heterocyclic Natural Products” Japan-Singapore Bilateral Symposium on Synthetic Organic Chemistry, 2012

年 10 月 30 日「Nanyang (Singapore)」 

2. 菅 敏幸：効率的ヘテロ環構築を基盤とする生理活性天然物の合成，2012 年 10 月 15 日，第 2 回大塚有機合成シンポジウム (徳島)  

3. Toshiyuki Kan “Synthetic Study on Heterocyclic Natural Products” University of Pennsylvania, 2012 年 9 月 19 日「Philadelphia (USA)」 

4. Toshiyuki Kan “Synthetic Study on Heterocyclic Natural Products” Colorado State University, 2012 年 9 月 17 日「Fort Collins (USA)」 

5. Toshiyuki Kan “Synthetic Study on Heterocyclic Natural Products” University of California Irvine, 2012 年 9 月 14 日「Irvine (USA)」 

6. Toshiyuki Kan “Synthetic Study on Heterocyclic Natural Products” Scripps Research Institute, 2012 年 9 月 11 日「La Jolla (USA)」 

7. Toshiyuki Kan “Synthetic Study on Heterocyclic Natural Products” University of California San Diego, 2012 年 9 月 10 日「San Diego (USA)」 

8. 菅敏幸：効率的ヘテロ環構築を基盤とする生理活性天然物の合成，招待講演，2012 年 1 月 20 日「愛媛大学工部 (松山)」 

9. 菅敏幸：α 置換アミノ酸スフィンゴフンギン E の全合成，有機化学セミナー 2013，2013 年 3 月 9 日「大阪大学薬学部 (大阪)」,  

10. 菅敏幸：効率的カテキンプローブ合成を基盤とする動態解析，農芸化学会 ポリフノールのケミカルバイオロジー最先端，2013 年 3

月 27 日「電力ホール (仙台)」 

11. 菅敏幸：独自の合成方法論を基盤とするプローブ分子の創製，第 3 回有機分子構築法夏の勉強会，2013 年 5 月 19 日「湯河原(神奈

川)」 

12. 菅敏幸：独自の合成方法論を基盤とするプローブ分子の創製，天然物ケミカルバイオロジー第 4 回公開シンポジウム，2013 年 5 月

29 日「つくば国際会議場 (つくば)」 

13. 菅 敏幸：効率的ヘテロ環構築を基盤とする生理活性天然物の合成，第 103 回有機合成シンポジウム，2013 年 6 月 5 日「慶應義塾

大学薬学部マルチメディア講堂 (東京)」 

14. 菅敏幸：効率的ヘテロ環構築を基盤とする生理活性天然物の合成，千葉大学大学院薬学研究科講演会，2013 年 7 月 12 日「千葉大学 



(千葉)」 

15. 菅敏幸：潜在的対称性に注目した生理活性天然物の全合成，平成 26 年度日本化学会東海支部地区講演会，2014 年 12 月 20 日「静岡

市産学交流センター プレゼンテーションルーム(静岡)」  

16. Toshiyuki Kan “Synthetic Investigation on Natural Products from Mushroom” ITbM-RCMS-IGER Seminar, 2014年8月29日「Nagoya University 

(Japan)」  

17. 菅敏幸：効率的カテキンプローブ合成を基盤とする動態解析，農芸化学会北海道東北支部例会，2014 年 8 月 22 日「北海道大学 (北

海道)」 

18. Toshiyuki Kan “Synthetic Study on Heterocyclic Natural Products” Applied Chemistry Lecture, Changchun Institute of Applied Chemistry, 

Chinese Academy of Science, 2014 年 8 月 11 日「Changchun (Chaina)」 

19. 菅敏幸：効率的カテキンプローブ合成を基盤とする動態解析，化学生態学研究会，2014 年 6 月 18 日「湯の川プリンスホテル渚亭 

(函館)」 

20. 菅敏幸：潜在的対称性に注目した生理活性天然物の全合成，創薬等支援技術基盤プラットホーム事業合成領域第 2 回勉強会，2015

年 3 月 6 日「慶應義塾大学薬学部マルチメディア講堂 (東京)」 

21. 菅敏幸：潜在的対称性に注目した生理活性天然物の全合成，神戸大学理学研究科講演会，2015 年 9 月 25 日「神戸大学 (神戸)」 

【中村浩之】 

1. 佐藤 伸一、中村 公亮、中村 浩之、ルミノール誘導体を用いたチロシン残基選択的な化学修飾法開発、日本化学会第 96 回年会、

2016 年 3 月 24-27 日（同志社大学、京都） 

2. 羽田野 兼資、佐藤 伸一、中村 浩之、光触媒を用いた Tyr 残基修飾反応における一電子移動範囲の解明、日本化学会第 96 回年

会、2016 年 3 月 24-27 日（同志社大学、京都） 

3. 佐藤 伸一、中村 公亮、中野 洋文、中村 浩之、チロシン残基選択的化学修飾法を用いたチロシンホスファターゼ活性スクリ

ーニング法の開発、日本化学会第 96 回年会、2016 年 3 月 24-27 日（同志社大学、京都） 

4. 中村浩之、ホウ素を使ってがんに挑む ～ホウ素創薬の最前線～、第８回「国際的キャリア展望に向けた生命化学研究者による講演

会」招待講演、2016 年 1 月 27 日（岡山大学、岡山） 

5. S. Sato, K. Nakamura, H. Nakamura, Heme-Catalyzed Tyrosine Click Reaction. The 8th Takeda Science Foundation Symposium on 

PharmaSciences、2016 年 1 月 20-22 日（大阪） 

6. H. Nakamura, Discovery of carboranylphenoxyacetanilides as inhibitors of heat shock protein (HSP) 60 chaperone activity. The International 

Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015, (Pacifichem 2015), Invited Lecture, 2015 年 12 月 15-20 日(Honolulu, USA) 

7. S. Sato, K. Nakamura, H. Nakamura, Tyrosine-selective chemical modification using single-electron-transfer catalyst The International Chemical 

Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015), 2015 年 12 月 15-20 日(Honolulu, USA) 

8. H. Nakamura, S. Sato, K. Morita, Target Protein-Selective Labeling and Inactivation Using Ligand-Directed Ru(bpy)3 Photocatalysts, 1st Asian 

Conference on Chemosensors &; Imaging Probes, Invited Lecture, 2015 年 11 月 16-18 日 (Seoul, Korea) 

9. S. Sato, K. Nakamura, H. Nakamura, Heme-Catalyzed Tyrosine Click Reaction with Luminol Derivatives, 1st Asian Conference on Chemosensors 

& Imaging Probes,  2015 年 11 月 16-18 日 (Seoul, Korea) Poster Presentation Award 

10. 中村浩之、光を使って生命機能を探る・操る、有機合成化学協会関東支部ミニシンポジウム 2015 招待講演、2015 年 6 月 27-28 日

（東海大学、神奈川） 

11. 中村浩之、インデノピラゾール骨格を基軸とした創薬研究、平成 27 年度 環境調和材料・デバイスプロジェクトグループ(G4)分科

会、2015 年 6 月 19-20 日（千歳、北海道） 

12. 李 廣哲、峯岸 秀充、佐藤 伸一、中村 浩之、カルボラン骨格を有する新規 Hsp60 阻害剤の開発、  第 19 回日本がん分子標的治

療学会学術集会、2015 年 6 月 10-12 日（松山、愛媛） 

13. 佐藤伸一、中村公亮、中村浩之、ルミノール誘導体を用いたチロシン残基に選択的な共有結合形成反応の開発、日本ケミカルバイ

オロジー学会第 10 回年会、2015 年 6 月 10-12 日（東北大学、宮城） 

14. 中村浩之、峯岸秀光、室井誠、二村友史、川谷誠、長田裕之、高い細胞増殖阻害を有するインデノピラゾールの発見とプロファイリ

ング法による阻害機構の解明、新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー」第 8 回公開シンポジウム、2015 年 6 月 8-9 日（東

北大学、宮城） 

15. 中村公亮、佐藤伸一、中村浩之、 Luminol 誘導体を用いた鉄触媒存在下での Tyr 残基高選択的ラベル化反応、第 69 回有機合成化学

協会関東支部会シンポジウム、2015 年 5 月 16 日（横浜国立大学、神奈川）若手講演賞受賞 

16. 中村浩之、高い細胞増殖阻害を有するインデノピラゾール化合物の発見とその作用機序解明、平成 26年度アライアンス成果報告会、

2015 年 4 月 21 日（九州大学、福岡） 

17. 峯岸秀充、中村浩之、ベンゾフロピラゾール化合物の合成と HIF-1 転写活性への影響、日本化学会第 95 回年会、2015 年 3 月 26-29

日（日本大学、千葉） 

18. 大内俊明、峯岸秀充、中村浩之、イミダゾピリジン骨格を有する新規 HIF-1α 阻害剤の開発、日本化学会第 95 回年会、2015 年 3 月

26-29 日（日本大学、千葉） 

19. 中村公亮、佐藤伸一、中村浩之、ルミノール誘導体を用いた鉄触媒存在下での Tyr 残基特異的タンパク質ラベル化反応、日本化学会

第 95 回年会、2015 年 3 月 26-29 日（日本大学、船橋） 

20. 佐藤伸一、森田耕平、中村浩之、リガンド連結型 Ru 光触媒を用いたタンパク質ノックダウンとラベル化の制御、日本薬学会第 135

回年会、2015 年 3 月 25-28 日（神戸、兵庫） 

21. H. Nakamura, Development of Chemical Tools for Target Protein-Selective Identification and Selective Modification Invited Lecture at Indian 

Institute of Science, 2015 年 3 月 10 日(Bangalore, India) 

22. H. Nakamura, Development of Chemical Tools for Target Protein-Selective Identification and Selective Modification, Invited Lecture at Jawaharl 

Nehru Centre for Advanced Scientific Research(JNCASR), 2015 年 3 月 9 日 (Bangalore, India) 

23. S. Sato, K. Morita, H. Nakamura, Development of Ligand-directed Ru(bpy)3 Photocatalysts for Target Protein Knockdown and Labeling An 

International Symposium on Recent Advances in Chemistry (REACH-2015), 2015 年 3 月 3-5 日 (Shillong, India) 

24. H. Nakamura, Development of Chemical Tools for Target Protein-Selective Identification and Modification Invited Lecture at Indian Institute of 

Technology, 2015 年 3 月 2 日 (Guwahati, India) 

25. 中村浩之、ホウ素でがんに挑む、第一三共株式会社品川研究開発センターセミナー、招待講演 2015 年 2 月 20 日（品川、東京） 

26. 佐藤伸一、中村浩之、標的タンパク質のラベル化を指向した一電子酸化的チロシン残基修飾反応の開発、第 68 回有機合成化学協会

関東支部シンポジウム、2014 年 11 月 29-30 日（新潟大学、新潟） 

27. 峯岸秀充、中村浩之、ベンゾフロピラゾール化合物による HIF-1 転写活性への影響、第 12 回がんとハイポキシア研究会、2014 年 11

http://syn.res.titech.ac.jp/info/awardnews201511/


月 21-22 日（佐賀、佐賀） 

28. H. Nakamura, Photoaffinity Labeling Molecules as Tools for Identification and Modification of Target Proteins, Vietnam Malaysian International 

Chemical Congress, Invited Lecture, 2014 年 11 月 7-9 日 (Hanoi, Vietnam) 

29. S. Sato, H. Nakamaura, Target-selective Protein Modification Based on Local Environmental Single Electron Transfer Catalysis, 18th Malaysian 

International Chemical Congress (18MICC), Invited Lecture, 2014 年 11 月 3-5 日 (Kuala Lumpur, Malaysia) 

30. 中村浩之、Target-selective Protein Modification Based on Local Environmental Single Electron Transfer Catalysis、新学術領域第 3 回国際シ

ンポジウム、招待講演、2014 年 10 月 28-29 日（千里、大阪） 

31. 佐藤伸一、中村浩之、一電子酸化触媒を用いたタンパク質のチロシン残基修飾法開発と応用、第 1 回 資源研フォーラム 2014 年 10

月 21-22 日（東京工業大学、東京） 

32. H. Nakamura, L. Tazaki, D. Kanoh, S. Sato, H. S. Ban, Diaryl-substituted carboranes as inhibitors of hypoxia inducible factor-1 transcriptional 

activity, XV Internationl Meeting of Boron Chemistry, 2014 年 8 月 24-28 日 (Prague, Zech) 

33. H.Nakamaura, S. Sato, Target-selective Protein Modification Using Ligand-conjugated Ru(bpy)3 Catalyst, XXVI International Congress of 

Organometallic Chemistry (ICOMC-XXVI) 2014 年 7 月 13-18 日（北海道大学、札幌） 

34. 東礎代子、李廣哲、佐藤伸一、中村浩之、カルボラン骨格を有する新規 Hsp60 阻害剤の開発、創薬懇親会 2014、2014 年 7 月 10～11

日（岐阜薬科大学、岐阜） 

35. H. Nakamura, H. S. Ban, K. Shimizu, H. Minegishi, S. Sato, Design of Photoaffinity Proble Molecules for Identification and Modification of Target 

Proteins, The 31st International Conference of Photopolymer Science and Technology Materials & Processes for Advanced Microlithography, 

Nanotechnology and Phototechnology (ICPST-31), Invited Lecture, 2014 年 7 月 8-11 日（千葉大学、千葉） 

36. 中村浩之、光増感分子を設計しタンパク質を探る・操る、そして創薬へ挑む、第 49 回天然物化学談話会、招待講演、2014 年 7 月 2-

4 日（児島、岡山） 

37. 中村浩之、脱 SUMO 化酵素 SENP1 阻害剤、第 18 回日本がん分子標的治療学会学術集会、2014 年 6 月 26 日（仙台、宮城） 

38. 佐藤伸一、森田耕平、中村浩之、リガンド連結型 Ru(bpy)3 触媒を用いた標的選択的タンパク質光分解とラベル化反応の制御、日本

ケミカルバイオロジー学会 第 9 回年会 2014 年 6 月 11-13 日（大阪大学、大阪） 

39. 中村公亮、佐藤伸一、中村浩之、Luminol 誘導体を用いた鉄触媒存在下での Tyr 残基高選択的ラベル化反応、日本ケミカルバイオロ

ジー学会 第 9 回年会、2014 年 6 月 11-13 日（大阪大学、大阪） 

40. 中村浩之、光を用いて生命機能を探り操る、平成２６年度 アライアンス G4 分科会、2014 年 5 月 29 日（大阪大学、大阪） 

41. 佐藤伸一、中村浩之、光触媒を利用した生体内標的タンパク質ラベル化法の開発、新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー

～分子標的と活性制御～」 第６回公開シンポジウム、2014 年 5 月 28-29 日（名古屋、愛知） 

42. 峯岸秀充、深代真司、佐藤伸一、中村浩之、インデノピラゾール化合物による低酸素応答および細胞増殖に対する効果、文科省新学

術領域研究・がん支援「化学療法基盤支援活動」第 3 回シンポジウム、 2014 年 5 月 12 日（名護、沖縄） 

43. 東礎代子、佐藤伸一、安井友香、丸山美菜子、潘鉉承、中村浩之、カルボラン骨格を基盤とした新規 Hsp60 阻害剤の開発、文科省

新学術領域研究・がん支援「化学療法基盤支援活動」第 3 回シンポジウム、 2014 年 5 月 12 日（名護、沖縄） 

44. 峯岸秀充、深代真司、潘鉉承、佐藤伸一、中村浩之、インデノピラゾール化合物による HIF-1 阻害活性および細胞増殖抑制作用機序

の解明、日本薬学会第 134 年会、2014 年 3 月 27-30 日（熊本、熊本） 

45. 佐藤 伸一、中村 浩之、一電子酸化反応に基づくチロシン残基修飾法の開発と標的タンパク質選択的ラベル化法への応用、日本薬

学会第 134 年会、2014 年 3 月 27-30 日（熊本） 

46. 中村浩之、次世代低侵襲放射線治療：中性子捕捉療法用ホウ素デリバリーシステム開発、川崎スマートライフケア COI 拠点キック

オフシンポジウム、招待スピーチ、2014 年 3 月 19 日（羽田空港、東京） 

47. 峯岸秀充、深代真司、潘鉉承、中村浩之、インデノピラゾール化合物による HIF 阻害活性および細胞増殖抑制作用機序の解明、第

11 回がんとハイポキシア研究会、2013 年 12 月 13-14 日（東北大学、仙台） 

48. H. Nakamura, Design of Photoaffinity Labeling Molecules: Tools for Identification and Modification of Target Proteins, International Conference 

on Emerging Trends in Chemical Sciences (IETC 2013), 2013 年 12 月 5-7 日(Vellore, India) 

49. 中村浩之、１人のがん患者を目の前にして有機化学者ができることとは何か？を考えたとき…、早稲田大学先進理工学部「実践的

化学知セミナー」招待講演、2013 年 11 月 8 日（早稲田大学、東京） 

50. 中村 浩之、ホウ素創薬の最前線、CBI 学会 2013 年大会、2013 年 10 月 31 日（船堀、東京） 

51. S. Sato, H. Nakamura,Target-selective Protein Labeling Based on Local Single Electron Transfer Catalysis, The 2nd International Symposium on 

Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, 2013 年 10 月 28-29 日(横浜、神奈川) 

52. 峯岸秀充、深代真司、潘鉉承、中村浩之、インデノピラゾール骨格を有する新規 HIF-1 阻害剤の開発と作用機序、第 57 回日本薬学

会関東支部大会、2013 年 10 月 26 日（帝京大学、東京） 

53. S. Sato, H. Nakamura, Ligand-directed Selective Protein Modification Based on Local Environmental Single Electron Transfer Catalysis, 

International Chemical Biology Society 2nd Annual Conference ICBS2013, 2013 年 10 月 7-9 日(京都大学、京都) 

54. 佐藤 伸一、中村 浩之、標的指向性 Ru(bpy)3 錯体をもちいた局所環境での一電子酸化反応の制御と標的タンパク質選択ラベル化法

への応用、第 60 回有機金属討論会、2013 年 9 月 12-14 日（学習院大学、東京） 

55. 中村 浩之、がんを治す薬 ―人々の夢実現に向けて―読売サイエンスフォーラム ―学習院大学理学部の研究力―、ここまで来た！

がん研究最前線 招待講演（一般向けアウトリーチ）、2013 年 7 月 27 日（学習院大学、東京） 

56. 森田耕平、峯岸秀充、佐藤伸一、中村浩之、小分子化合物標的タンパク同定のための温和な条件下で切断可能なリンカー開発とそ

の応用、日本ケミカルバイオロジー学会第 8 回年会 2013 年 6 月 19-21 日（東京医科歯科大学、東京） 

57. 佐藤伸一、中村浩之、局所環境での一電子酸化反応を利用した標的タンパク質選択的ラベル化法の開発、日本ケミカルバイオロジ

ー学会第 8 回年会 2013 年 6 月 19-21 日（東京医科歯科大学、東京） 

58. 松川卓也、峯岸秀充、中村浩之、ジアリールカルボラン骨格を有する HIF-1 阻害剤の開発、第 17 回日本がん分子標的治療学会学術

集会、2013 年 6 月 12-14 日（京都） 

59. 中村 浩之、松川卓也、佐藤 伸一、Manassantin 骨格を模倣したカルボラン含有低酸素誘導因子阻害剤の開発、新学術領域「天然物

ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」第 4 回公開シンポジウム、2013 年 5 月 28-29 日（筑波、茨城） 

60. 森田耕平、峯岸秀充、佐藤伸一、中村浩之、小分子化合物標的タンパク同定のための温和な条件下で切断可能なリンカー開発とそ

の応用、新学術領域「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」第 4 回公開シンポジウム、2013 年 5 月 28-29 日（筑

波、茨城） 

61. H. Nakamura, Boron-Based Drug Design: Discovery of HIF-1α Degradation Pathway Induced by Inhibiting HSP60 under Hypoxia, XVth 

Conference on Heterocycles in Bio-organic Chemistry,Invited Lecture, 2013 年 5 月 27-30 日(Riga, Latvia)  



62. 峯岸秀充、佐藤伸一、中村浩之、インデノピラゾール化合物の高い細胞増殖抑制作用とその機序解明、第 133 回日本薬学会年会 、

2013 年 3 月 27-30 日(横浜、神奈川) 

63. 佐藤伸一、竹内彩乃、堀牧人、潘 鉉承、口丸 高弘、近藤 科江、矢守 隆夫、中村浩之、YC-1 の構造展開による高活性 HIF-1α 転写

阻害剤の創製と作用機構解明、第 133 回日本薬学会年会 、2013 年 3 月 27-30 日(横浜、神奈川) 

64. 深代真司、峯岸秀充、佐藤伸一、中村浩之、インデノピラゾール骨格を有する HIF‐1 阻害剤の作用機序解明、第 133 回日本薬学会

年会 、2013 年 3 月 27-30 日(横浜、神奈川) 

65. 森田耕平、佐藤伸一、中村浩之、温和な条件で切断可能な小分子化合物標的タンパク同定リンカーの開発とその応用、第 133 回日

本薬学会年会 、2013 年 3 月 27-30 日(横浜、神奈川) 

66. 中村浩之、潘鉉承、清水一希、東礎代子、安井友香、佐藤伸一、低酸素誘導因子（HIF）転写阻害活性カルボラン化合物は熱ショッ

クタンパク 60 を阻害して HIF-1α を分解へ誘導する、日本化学会第 93 春季年会、2013 年 3 月 22-25 日(立命館大学、滋賀) 

67. 中村浩之、がんの低酸素応答に基づく創薬化学、神戸大学大学院理学研究科講演会、集中講義 2013 年 1 月 7-8 日(神戸大学、神戸) 

68. H. Nakamura, Boron-Based Drug Design: Discovery of HIF-1α Degradation Induced by Inhibition of HSP60 under Hypoxia Korea University, 

Seminar, 2012 年 12 月 28 日(Daejon, Korea) 

69. 峯岸秀充、安井友香、丸山美菜子、潘鉉承、佐藤伸一、中村浩之、カルボラン骨格を基軸とした HIF-1 阻害剤の開発、第 10 回がん

とハイポキシア研究会、2012 年 12 月 6-7 日(横浜、神奈川) 

70. 東礎代子、佐藤伸一、中村浩之、HIF-1α の分解に関わる Hsp60 のシャペロン活性を阻害するカルボラン化合物の開発、第 10 回がん

とハイポキシア研究会、2012 年 12 月 6-7 日(横浜、神奈川) 

71. 松川卓也、峯岸秀充、中村浩之、ジアリールカルボラン骨格を有する HIF-1 阻害剤の開発、第 10 回がんとハイポキシア研究会、2012

年 12 月 6-7 日(横浜、神奈川) 

72. 東礎代子、安井友香、峯岸秀充、佐藤伸一、中村浩之、カルボラン含有低酸素誘導因子 HIF-1α 阻害剤の開発、第 30 回メディシナ

ルケミストリーシンポジウム、2012 年 11 月 28-30 日（船堀、東京） 

73. 佐藤伸一、安井友香、丸山美菜子、峯岸秀充、潘鉉承、中村浩之、カルボラン骨格を基盤とした新規 Hsp60 阻害剤の開発、第 30 回

メディシナルケミストリーシンポジウム、2012 年 11 月 28-30 日（船堀、東京） 

74. T. Matsukawa, L. Tazaki, H. S. Ban, H. Nakamura, Diphenylcarboranes as a new class of hypoxia inducible factor inhibitors, 12th International 

Kyoto Congress of Organic Chemistry (IKCOC-12), 2012 年 11 月 12-16 日(京都) 

75. H. Minegishi, S. Fukashiro, H. S. Ban, H. Nakamura, Discovery of Indenopyrazoles as HIF-1α Inhibitors, 12th International Kyoto Congress of 

Organich Chemistry (IKCOC-12), 2012 年 11 月 12-16 日(京都) 

76. H. Nakamura, Discovery of HIF-1a Degradation Induced by Inhibition of HSP60 under Hypoxia, 1st International Symposium on Chemical 

Biology of Natural Products:Target ID and Regulation of Bioactivity, 2012 年 10 月 31 日(京都) 

77. H. Nakamura, Boron-Based Drug Design: From Chemical Biology to Neutron Capture Therapy, the Institute of Medical Biology (IMB) Poland 

Academy of Science, Seminar, 2012 年 10 月 9 日(Lotz, Poland) 

78. H. Nakamura, Development of inhibitors targeting hypoxia cell signaling, 2th COLLOQUE FRANCO-ROUMAIN DE CHIMIE MEDICINALE, 

2012 年 10 月 3-5 日(Iasi, Romania) 

79. 峯岸 秀充、矢守 隆夫、中村 浩之、インデノピラゾール化合物の細胞増殖抑制効果に関する研究、第 16 回日本がん分子標的治療

学会学術集会、2012 年 6 月 27-29 日（北九州、福岡） 

80. H.Nakamura, Boron-Based Drug Design:From Chemical Biology to Neutron Capture Therapy, Paris Tech Seminar, 2012 年 6 月 18 日(Paris, 

France) 

81. 佐藤伸一、竹内彩乃、堀牧人、潘鉉承、口丸高弘、近藤科江、矢守隆夫、中村浩之、HIF-1α 転写阻害剤 YC-1 の誘導展開と作用機構

解析新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー：分子標的と活性制御」、第 1 回若手研究者ワークショップ、2012 年 6 月 16 日

（東京医科歯科大学、東京） 

82. H. Nakamura, Carboranylphenoxyacetanilides as HIF-1 Inhibitors:Photoaffinity Probe Design for Identification of Heat Shock Protein 60, a 

Primary Target, A celebration of Organic Chemistry、 Invited Lecture, 2012 年 6 月 15 日(Cardiff University, UK) 

【神澤信行】 

1. N. Kanzawa, J. Nishiya, H. Otsuka, M. Takahara, “Chemical biology approaches to investigate movements in legumes”, 2016 International 

Congress for Innovation in Chemistry, Pattaya, Thailand (June 26-29, 2016)  
2. K. Izawa, Y. Takeoka, M. Aizawa, N. Kanzawa, “Mechanical and biological properties of alginate-coated beta-tricalcium phosphate-fiber scaffold”, 

10th World Biomaterials Congress (WBC), Montreal, Canada (May 17-22, 2016) 

3. N. Kanzawa, J. Nishiya, Y. Otsuka, Y. Ishimaru, Minoru Ueda. “Biological characterization of MetE as a receptor candidate in Cassia obtusifolia 
for the leaf opening factor”, Pacifichem 2015, Honolulu, Hawaii, USA (Dec 15-20, 2015) 

4. N. Kanzawa, H. Takano, K. Yasuda, M. Takahara, M. Aizawa. “Studies on connexin 43, a gap-junction protein, in P19 embryonal carcinoma cells 

after culture on an apatite fiber scaffold”, Bioceramics 27, 27 th International Symposium on Ceramics in Medicine. Bali, Indonesia (Oct 27-29, 
2015)  

5. Y. Tsuchido, H. Kobayashi, Y. Kasai, A. Yamasawa, T. Hashimoto, N. Kanzawa, T. Hayashita, “Detection of bacteria by using fluorescent silica 

nanoparticles modified by dipicolylamino probes”, RSC Tokyo International Conference 2014, Chiba, Japan (Sep 4-5, 2014)  
6. Y. Shimizu, Y. Kawanobe, T. Konishi, N. Kanzawa, M. Honda, M. Aizawa “Cytotoxicity of anti-bacterial calcium-phosphate cement with anti-

washout property”, M. Bioceramics 26, 26th International Symposium on Ceramics in Medicine, Barcelona, Spain (Nov 6-8, 2014) 

7. H. Kobayashi, A. Yamasawa, N. Kanzawa, T. Hashimoto, T. Hayashita, “Rapid and simple method of bacteria detection based on supramolecular 
complex”, International conference of Ion Exchange 2014, Okinawa, Japan, (Nov 6-8, 2014) 

8. N. Kanzawa, H. Nakano, Y. Ishimaru, M. Ueda, “Studies on biological responses elicited by the binding of leaf opening factor and its 

receptorcandidate in Cassia obtusifoli”, The 3rd Int Symp Chem Biol Nat Prod, Osaka, Japan (Oct 28-29, 2014) 
9. J. Matsumoto, Y. Habuto, M. Aizawa, N. Kanzawa, “Biological evaluation of lactoferrin-loaded chelate-setting apatite cement”, Archives of 

BioCeramics Research 2013, Kyoto, Japan (Dec 4-6, 2013). 

10. K. Kosaka, H. Ishii, M. Aizawa, N. Kanzawa, “Proliferation and differentiation of P19.CL6 cells cultured in apatite-fiber scaffolds”, Archives of 
BioCeramics Research 2013, Kyoto, Japan (Dec 4-6, 2013). 

11. H. Ohsugi, J. Hatsukawa, Y. Otsuka, N. Kanzawa, “Analysis of effects of glucocorticoid on osteoblast differentiation using a double-fluorescent 

marker system”, Archives of BioCeramics Research 2013, Kyoto, Japan (Dec 4-6, 2013). 
12. N. Kanzawa, Y. Otsuka, M. Takahara, S. Hamaguchi, H. Nakano, Y. Ishimaru, M. Ueda, “MetE binds directly to leaf-opening factor and regulates 

nyctinastic movement of Cassia plant”, The 2nd Int. Symp Chem Biol Nat Prod, Yokohama, Japan (Oct 28- 29, 2013) 
13. S. Hamaguchi, Y. Otsuka N. Kanzawa, “Localization analysis of MetE, a receptor for the Leaf-Opening Factor of the genus Cassia”, 2012 Annual 

Meeting of the American Society for Cell Biology, San Francisco, CA, USA (Dec 15-19, 2012) 



14. H. Ohsugi, J. Hatsukawa, Y. Otsuka, M. Aizawa, N. Kanzawa, “Establishment of a real-time evaluation system of the osteoconduction using 
fluorescent proteins”, 2012 Annual Meeting of the American Society for Cell Biology, San Francisco, CA, USA (Dec 15-19, 2012) 

【中川優】 

1. 中川 優：天然物低分子化合物による糖鎖認識の機構解析．新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー：分子標的と活性制御」

第六回公開シンポジウム，2014 年 5 月 28 日，名古屋大学（名古屋）． 

2. 中川 優，橋爪大輔，土井崇嗣，竹腰清乃理，五十嵐康弘，伊藤幸成：糖結合性天然物•Pradimicin A の二量体構造．日本農芸化学会

2014 年度大会，2014 年 3 月 29 日，明治大学（神奈川）. 

3. Yu Nakagawa, Takashi Doi, Takara Taketani, Kiyonori Takegoshi, Yasuhiro Igarashi, Yukishige Ito: Geometry of the Primary Mannose Binding 

of Pradimicin A. The 8th International Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry, November 26th, 2013, Osaka International Convention 

Center (Osaka, Japan). 

4. Yu Nakagawa：Dimeric Calcium Complex of Pradimicin: Physiologically Active Form of Sugar Binding Natural Product. The 2nd International 

Symposium on Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, October 28th, 2013, Pacifico Yokohama 
(Yokohama, Japan). 

5. 中川 優，土井崇嗣，竹谷隆良，竹腰清乃理，五十嵐康弘，伊藤幸成：Pradimicin A の糖分子認識機構．第 55 回天然有機化合物討

論会，2013 年 9 月 18 日，同志社大学（京都）. 

6. 中川 優，五十嵐康弘，伊藤幸成：プラディミシン A とマンノースの 1:2 複合体形成機構の解析．第 32 回日本糖質学会年会，2013

年 8 月 6 日，大阪国際交流センター（大阪）. 

7. Yu Nakagawa, Takashi Doi, Takara Taketani, Kiyonori Takegoshi, Yasuhiro Igarashi, Yukishige Ito: Solid-state NMR analysis of mannose binding 

of pradimicin A. The 1st Asian Conference for “MONODUKURI” Strategy by Synthetic Organic Chemistry (ACMS), July 18th, 2013, Southern 
Beach Hotel & Resort Itoman (Okinawa, Japan). 

8. 中川 優：非ペプチド性天然物によるマンノース認識機構の解析．新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー：分子標的と活

性制御」第四回公開シンポジウム，2013 年 5 月 28 日，つくば国際会議場（つくば）． 

9. 中川 優，五十嵐康弘，伊藤幸成：Pradimicin A とマンノビオース誘導体の結合解析．日本農芸化学会 2013 年度大会，2013 年 3 月

26 日，東北大学（仙台）. 

10. Yu Nakagawa：Identification of the target glycan of Pradimicins, small natural products with C-type lectin-like properties. The 1st International 

Symposium on Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, October 31st, 2012, Kyoto Century Hotel (Kyoto, 

Japan). 

11. 中川 優，竹谷隆良，土井崇嗣，竹腰清乃理，五十嵐康弘，伊藤幸成：C 型レクチン様天然物プラディマイシン A との結合におけ

るマンノース 6 位水酸基の寄与．第 31 回日本糖質学会，2012 年 9 月 19 日，鹿児島市民文化ホール（鹿児島）. 

12. 中川 優：Pradimicin の標的糖鎖同定に基づく糖鎖結合性人工分子の設計開発．新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー：分

子標的と活性制御」第二回公開シンポジウム，2012 年 6 月 17 日，東京大学（東京）． 

【室井誠】 

1. Muroi M, Kawatani M, Osada H., 2D gel electrophoresis-based proteomic profiling approach to predict targets of bioactive small 
molecules(ProteoBase), The Second Symposium of RIKEN–Max Planck Joint Research Center for Systems Chemical Biology, Apr. 2013, Wako, 

Japan 

2. Muroi M, Futamura Y, Kawatani M, Nogawa T, Osada H, Identification of molecular target of pyrrolizilactone by ChemProteoBase, The 2nd 
International Symposium on Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, 2013 Oct, Yokohama, Japan 

3. Muroi M. and Osada H., Proteome-based profiling approach to predict targets of bioactive small molecules using two-dimensional fluorescence 

differential gel electrophoresis (2D-DIGE). The 1st International Symposium on Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation 
of Bioactivity, 2012 Oct 31-Nov 1, Kyoto, Japan 

【大栗博毅】 

1. 大栗博毅（依頼口頭講演）、天然物の骨格を多様化するアセンブリーライン合成を目指して、日本化学会第９６春季年会 特別企画

講演: 反応集積化による生体機能中分子の効率合成、2016. 3. 27.、同志社大学 京田辺キャンパス（京都・京田辺市） 

2. Bonepally Karnakar Reddy (oral), Takahisa Hiruma, Kyouhei Ochiai, Maruki Mizoguchi, Shun Suzuki, Hideaki Oikawa, Aki Ishiyama, Rei Hokari, 

Masato Iwatsuki, Kazuhiko Otoguro, Satoshi Ōmura, Hiroki Oguri、Design and de novo synthesis of anti-malarial 6-aza-artemisinins、2016.3.25.、

日本化学会第９６春季年会、同志社大学 京田辺キャンパス（京都・京田辺市） 

3. Hiroki Oguri (invited)、Development of Chemical Assembly Lines for Skeletally Diverse Indole Alkaloids and its Variants、Japan-Germany 

Workshop on “Molecular Technology”、2016. 3. 18.、Berlin (Germany) 

4. Hiroki Oguri (poster), Haruki Mizoguchi, Bonepally Karnakar Reddy, Takahisa Hiruma, Shun Suzuki, Kyouhei Ochiai, Hideaki Oikawa, Masato 

Iwatsuki, Aki Ishiyama, Kazuhiko Otoguro, Satoshi Ōmura、Development of Artificial Assembly Line for Skeletally Diverse Natural Products 

and its Variants、2016. 1. 12.、第 8 回武田科学振興財団薬科学シンポジウム 生命分子から薬を創る －中分子薬を中心に－、武田薬

品研修所（大阪・吹田市） 

5. Hiroki Oguri (invited)、Development of Artificial Assembly Line for Skeletally Diverse Natural Products and its Variants、Pacifichem2015 

Molecular Function of Natural Products: Advances towards Chemical Biology 2015.12.16.、Hawaii (USA) 

6. Bonepally Karnakar Reddy (poster), Takahisa Hiruma, Kyouhei Ochiai, Maruki Mizoguchi, Shun Suzuki, Hideaki Oikawa, Aki Ishiyama, Masato 

Iwatsuki, Kazuhiko Otoguro, Satoshi Ōmura, Hiroki Oguri、Design and de novo synthesis of anti-malarial 6-aza-artemisinins、2015.11.11.、The 

13th International Kyoto Conference on New Aspect of Organic Chemistry (IKCOC-13) Rihga Royal Hotel Kyoto (京都・京都市) 

7. Hiroki Oguri (invited: oral & poster)、Development of Chemical Assembly Lines for Skeletally Diverse Natural Products and its Variants、The 

15th Tateshina Conference of Organic Chemistry 2015.11.6 Tateshina Forum (長野・茅野市) 

8. 大栗博毅（招待講演）、多官能性天然物の骨格多様化合成、ITBM/IGER Chemistry Workshop ~ Symposium of Organic Chemistry by Students 

~2015.10.30、名古屋大学 野依記念物質科学研究館（愛知・名古屋市） 

9. 大栗博毅（招待講演）、骨格を多様化する迅速合成プロセスの開発：天然物に学ぶ 10 年の歩み、日本薬学会東北支部主催 第 14 回

化学系若手研究者セミナー、2015.9.5.、東北大学薬学部セミナー室（宮城・仙台市） 

10. Hiroki Oguri (invited)、Chemical Assembly Lines for Skeletally Diverse Natural Product Analogs、IUPAC-2015 Busan 48th General Assembly, 

45th World Chemistry Congress, Chemistry of Life: Advances in Molecular Diversity 2015.8. 11. BEXCO Busan (Korea) 

11. Hiroki Oguri (invited)、Design and de novo synthesis of aza-artemisinins、UPAC-2015 Busan 48th General Assembly, The 3rd International 

Symposium on Chemical Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity 2014.10.29. 千里ライフサイエンスセンター

（大阪・豊中市） 

【浜本晋】 

1. Hamamoto, S., Yabe, I., and Uozumi, N.  Regulatory mechanism of TRP channel in yeast tonoplast  2015 International Chemical Congress of 



Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2015), Dec. 15-20 2015，Honolulu Hawai，USA 

2. 齋藤俊也、浜本晋、武藤潤，魚住信之 シロイヌナズナ CPK の脂質修飾による陰植物の気孔開閉に関与するイオン輸送体とその活

性調節の解析制御因子に関する研究 第 55 回日本植物生理学会大会シンポジウム、（富山市）、2014 年 3 月 

3. 魚住信之、浜本晋、七谷圭 植物生存を支えるカリウム輸送 第 55 回日本植物生理学会大会、富山市）、2014 年 3 月 

4. Shin Hamamoto, Isamu Yabe, Nobuyuki Uozumi, Characterization of calcium channel in yeast vacuolar membrane, International Workshop on 

Plant Membrane Biology 2013, Kurashiki, Japan (Mar,2013) 

5. Yoshihiro Mizuguchi, Shin Hamamoto, Tatsuya Okuhara, Kota Nakayama, Naoki Matsumoto, Kei Nanatani, Nobuyuki Uozumi, Phosphorylation-
dependent modulation of Shaker-type K channels in Arabidopsis thaliana, Kurashiki, Japan (Mar,2013) 

6. Hamamoto,S.,Yabe,I.,and Uozumi,N. Characterization of non-selective cation channel YVC1 in yeast vacuolar membrane, Nagoya Symposium-

Frontiers in Structural Physioligy, Nagoya, Japan (Jan 2013) 
7. Shin Hamamoto, Yasuo Mori, Isamu Yabe, Nobuyuki Uozumi,  Characterization of YVC1 Channel in Yeast Vacuolar Membrane, 2012 

International Ion Channel Conference, Jeju, Korea (Aug 2012) 

【齋藤大明】 

1. 齋藤大明，川口一朋，長尾秀実,“フレキシブルモデルを用いた分子ドッキング法の開発”, 第８回分子科学会，2014 年 9 月 21 日~24

日，東広島 

2. Sri Rahayu Natasia, Kazutomo Kawaguchi, Hiroaki Saito, Hidemi Nagao,“Comparative Studies in Prediction Solvation Free Energy in Octanol of 

Organic Compounds”, 第８回分子科学会，2014 年 9 月 21 日~24 日，東広島 

3. 岩山将士，齋藤大明，川口一朋，長尾秀実,“MD 法と QM/MM 計算によるブルー銅タンパク質の酸化還元電位に関する理論的研究”,

第８回分子科学会，2014 年 9 月 21 日~24 日，東広島 

4. 堀口 翔吾, 齋藤 大明, 川口 一朋, 長尾 秀実,“胃内部脂質二重層膜の構造安定性に関する理論的研究”,第８回分子科学会，2014 年

9 月 21 日~24 日，東広島 

5. 田中 勇真, 齋藤 大明, 川口 一朋, 長尾 秀実,“分子動力学法による多層ラメラ脂質二重層膜の安定性に関する研究”,第８回分子科

学会，2014 年 9 月 21 日~24 日，東広島 

6. 松井 貴寛, 齋藤 大明, 川口 一朋, 長尾 秀実,“タンパク質間の解離過程における 自由エネルギー地形に関する理論的研究”,第８回

分子科学会，2014 年 9 月 21 日~24 日，東広島 

7. Hiroaki Saito, Kazutomo Kawaguchi, Hidemi Nagao,“Molecular docking study of structure and binding energy of ligand-protein complex in 

dissociation process”,第５２回生物物理年会，2014 年 9 月 25 日~26 日，札幌 

8. Kazutomo Kawaguchi, Hiroaki Saito, Hidemi Nagao,“Theoretical study of distribution of ADP in binding pocket of Hsp90”,第５２回生物物理

年会，2014 年 9 月 25 日~26 日，札幌 

9. 宮川毅, 森河良太, 高須昌子, 杉森公一, 川口一朋, 齋藤大明, 長尾秀実,“Hras-GTP の GTP 周辺での溶媒水と複合体の水素結合の

分子動力学法による研究”,日本物理学会 2014 年秋季大会,  2014 年 9 月 7 日（日）～11 日（水）,中部大学 

10. 宮川毅, 森河良太, 高須昌子, 杉森公一, 川口一朋, 齋藤大明, 長尾秀実,“水溶媒中の Hras-GTP 複合体の溶媒水との水素結合の解

析”,第 28 回分子シミュレーション討論会,  2014 年 11 月 12 日（水）～14 日（金），仙台 

11. 川口一朋, 齋藤大明, 長尾秀実 “水溶液中の粒子間に働く力の粒子サイズ依存性”, 第 28 回分子シミュレーション討論会,  2014 年 

11 月 12 日（水）～14 日（金），仙台 

12. 齋藤大明, 川口一朋, 長尾秀実,“フレキシブルレセプターモデルを用いた分子ドッキング”,第 28 回分子シミュレーション討論会,  

2014 年 11 月 12 日（水）～14 日（金），仙台 

13. Hiroaki Saito, Kazutomo Kawaguchi, Hidemi Nagao,“Development of molecular docking method with flexible ligand/receptor model”, The 3rd 

International symposium on chemical biology of natural products: target ID and regulation of bioactivity, 2014 年 10 月 28 日（火）～29 日

（水），Life science center, Life hall 5F (Senri, Osaka) 

14. Hiroaki Saito, “Thermal Stability of Gramicidin A in Lipid Bilayer: A Free Energy Analysis”, International Symposium on Extended Molecular 

Dynamics and Enhanced Sampling: Nosé Dynamics 30 Years (NOSE30), Conference Hall, North Building, Mita Campus, Keio University, Tokyo, 

Japan (Nov, 2014)  
15. Hiroaki Saito, “Development of molecular docking method with flexible ligand/receptor model”, The 3rd International Symposium on Chemical 

Biology of Natural Products: Target ID and Regulation of Bioactivity, Life Science Center, Senri, Japan (Nov, 2014). 

16. Hiroaki Saito, “Exploring an accurate ligand-binding pose: ensemble-based docking study”, 55th Sanibel symposium, St. Simons island, GA, USA 
(Feb, 2015). 

17. Masashi Iwayama, Kazutomo Kawaguchi, Hiroaki Saito, and Hidemi Nagao, “Computation of redox potential of molecules by energy 
representation method”, International Symposium On Computational Science 2015 Kanazawa, Ishikawa, Japan (Feb, 2015). 

18. Sri R. Natasia, Hiroaki Saito, Taku Mizukami, Kazutomo Kawaguchi and Hidemi Nagao, “Prediction of Solvation Free Energy of Proteins: 

Molecular Dynamics Simulation and QSPR Model Approach”, International Symposium On Computational Science 2015 Kanazawa, Ishikawa, 
Japan (Feb, 2015). 

19. 齋藤 大明・川口 一朋・長尾 秀実, “分子ドッキングと結合自由エネルギー評価による阻害剤スクリーニング”日本化学会春季年会, 

船橋, ３月, 2015 年 

20. 宮川毅, 森河良太, 高須昌子, 杉森公一, 川口一朋, 齋藤大明, 長尾秀実, “Hras-GTP / GDP のスイッチ I 付近の溶媒水による電気双

極子場の分子動力学法による研究”日本物理学会会春季年会, 東京, ３月, 2015 年 

21. 齋藤大明 “Prediction of binding pose of estradiol to human estrogen receptor: identification of druggable pocket and ensemble-based docking”, 

新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」第 8 回公開シンポジウム, 仙台, ６月, 2015 年 

22. 齋藤 大明・川口 一朋・長尾 秀実, “Prediction of binding pose of estradiol to human estrogen receptor: identification of druggable pocket and 

ensemble-based docking” 日本生物物理年会, 金沢, ９月, 2015 年 

23. 川口 一朋・齋藤 大明・長尾 秀実, “Role of water molecules for association of Hsp90 and ADP” 日本生物物理年会, 金沢, ９月, 2015 年 

24. 齋藤大明, 川口一朋，長尾秀実, “誘導適合分子ドッキング法による基質−タンパク質の結合構造予測”, 東京, ９月, 2015 年 

25. 川口一朋，齋藤大明, 長尾秀実, “水溶液中の溶質粒子の親水性・疎水性に関する理論的研究”, 東京, ９月, 2015 年 

26. 中川聖，木下翔吾, 松井貴寛, 齋藤大明, 川口一朋，長尾秀実, “Go モデルを用いたプラストシアニン-シトクロム f におけるタンパ

ク質間相互作用に関する理論的研究”, 東京, ９月, 2015 年 

27. 木下翔吾, 中川聖, 松井貴寛, 齋藤大明, 川口一朋，長尾秀実, “粗視化モデルによるミセルの形成に関する理論的研究”, 東京, ９月, 

2015 年 

28. 松井貴寛, 中川聖，木下翔吾, 齋藤大明, 川口一朋，長尾秀実, “プラストシアニンとシトクロム f の会合−解離過程における自由エネ

ルギー地形に関する理論的研究”, 東京, ９月, 2015 年 



29. 宮川毅, 森河良太, 高須昌子, 杉森公一, 川口一朋, 齋藤大明, 長尾秀実, “Hras-GTP / GDP 系での GTP/GDP 周辺における水分子の動

きの分子動力学法による研究”日本物理学会会春季年会, 大阪, ９月, 2015 年 

30. 齋藤大明, 川口一朋，長尾秀実, “アンサンブル分子ドッキングによるリガンド分子配座探索”, 第 7 回「学際計算科学による新たな

知の発見・統合・創出」シンポジウム, つくば, 10 月, 2015 年 

31. Hiroaki Saito, Kazutomo Kawaguchi, and Hidemi Nagao, “Exploring an appropriate ligand-binding pose by ensemble-based docking”, 

PACIFICHEM 2015, Hawai, USA (Dec, 2015). 

32. Hiroaki Saito, Taku Mizukami, Kazutomo Kawaguchi, and Hidemi Nagao, “In silico compound screening by ensemble-based docking: an 
application to Estrogen receptor”, 56th Sanibel Symposium, St. Simons island, GA, USA (Feb, 2016). 

33. Kazutomo Kawaguchi, Satoshi Nakagawa, Shogo Kinoshita, Hiroaki Saito, Hidemi Nagao, “Theoretical study on effective interaction between 

protein molecules”, 56th Sanibel Symposium, St. Simons island, GA, USA (Feb, 2016). 

34. 宮川毅, 森河良太, 高須昌子, 杉森公一, 川口一朋, 齋藤大明, 長尾秀実, “Hras-GTP / GDP 系での GTP/GDP 周辺における水素結合

の動的性質の分子動力学法による研究”, 日本物理学会年会, 仙台, ３月 2016 年. 

35. SAITO, Hiroaki; KAWAGUCHI, Kazutomo; NAGAO Hidemi, “Compounds screening by ensemble docking method: an application to Estrogen 

receptor”, 日本化学会年会, 京都, ３月 2016 年. 

【上杉志成】 

1. Uesugi, M., “Small Molecules that Block Fat Synthesis”, RIKEN-Max Planck Joint Research Center for Systems Chemical Biology 3rd Annual 

Symposium, Kreuth (Germany), May 22, 2014. 招待講演 

2. Uesugi, M., “Small Molecule Tools for Cell Biology and Cell Therapy”, The University of Tokyo School of Science 1527th Seminar, The University 

of Tokyo (Tokyo), June 20, 2014. 招待講演 

3. Uesugi, M., “Small Molecule Tools for Cell Therapy”, Forth Norman Bethune International Forum on Medical Sciences, Jilin (China), September 

21, 2014. 招待講演 

4. Uesugi, M., “Small Molecule Tools That Detect and Remove Human Pluripotent Stem Cells”, China-Japan Joint Seminar on Histochemistry and 

Cytochemistry, Matsumoto City Community Hall (Nagano), September 29, 2014. 招待講演 

5. Uesugi, M., “Small Molecules That Detect and Remove Human Pluripotent Stem Cells”, Sino-Japan Workshop on Chemical Biology, Beijing 

(China), October 11, 2014. 招待講演 

6. Uesugi, M., “New Functions of Endogenous Lipid Molecules and Their Modulation”, The 3rd International Symposium on Chemical Biology of 

Natural Products, Senri Life Science Center (Osaka), October 28, 2014. ポスター発表 

7. Uesugi, M., “Small Molecule Tools for Cell Biology and Cell Therapy”, Chinese National Compound Library 2014 Seminar Series, Shanghai 

(China), November 21, 2014. 招待講演 

8. Uesugi, M., “Small Molecule Tools for Cell Biology and Cell Therapy”, Asian Chemical Biology Initiative 2014 Hangzhou Meeting, Hangzhou 

(China), November 24, 2014. 招待講演 

9. Uesugi, M., “Small Molecule Tools for Cell Biology and Cell Therapy”, Nanjing University School of Life Sciences Seminar, Nanjing (China), 

November 26, 2014. 招待講演 

10. Uesugi, M., “Small Molecule Tools for Cell Therapy”, The 3rd Asian Chemical Biology Conference (ACBC2014), Singapore (Singapore), 

December 16, 2014. 招待講演 

11. Uesugi, M., “Small Molecule Tools for Cell Biology and Cell Therapy”, Institute of Molecular and Cell Biology Seminar, Singapore (Singapore), 

December 17, 2014. 招待講演 

12. Uesugi, M., “Introduction to Chemical Biology”, Asian Chemical Biology Initiative 2014 Kota Kinabalu Meeting: Open Tutorial Lectures, Kota 

Kinabalu (Malaysia), December 19, 2014. 招待講演 

13. Uesugi, M., “Introduction of Chemical Biology”, Cell Biology, Developmental Biology, and Systems Biology Course Meeting, Kyoto University 

(Kyoto), February 13, 2015. 招待講演 

14. Uesugi, M., “Synthetic Molecules for Cell Biology and Cell Therapy”, The 51th International Conference on Medicinal Chemistry (RICT 2015) - 

"Drug Discovery and Selection - Understanding Targets and Mechanisms", Avignon (France), July 2, 2015. 基調講演 

15. Uesugi, M., “Synthetic Molecules for Cell Biology and Cell Therapy”, IUPAC2015, Busan (Korea), August 11, 2015. 招待講演 

16. Uesugi, M., “Synthetic Molecules for Cell Biology and Cell Therapy”, AIMECS 2015 (10th AFMC International Medicinal Chemistry Symposium 

in 2015), Jeju (Korea), October 19, 2015. 招待講演 

17. Uesugi, M., “Small Molecule Tools for Cell Biology and Cell Therapy”, 2015 Fall Annual Convention of Pharmaceutical Society of Korea, Daegu 

(Korea), October 22, 2015. 基調講演 

18. Uesugi, M., “Synthetic Molecules for Cell Biology and Cell Therapy”, XVII NOST-Organic Chemistry Conference, Jaipur (India), October 28, 

2015. 招待講演 

19. Uesugi, M., “Synthetic Molecules for Detecting and Eliminating Human Pluripotent Stem Cells”, NEA & ASIAHORCs Joint Symposium - 

Chemical Biology - in Okinawa, OIST (Okinawa), November 9, 2015. 招待講演 

20. Uesugi, M., “Small Molecule Tools for Cell Biology and Cell Therapy”, Pacifichem 2015 Natural Product-based Drug Discovery, Hawaii (USA), 

December 18, 2015. 招待講演 

21. Uesugi, M., “Small Molecules That Modulate Protein Assemblies”, Pacifichem 2015 Synthetic Modulators of Protein-Protein Interactions (#461), 

Hawaii (USA), December 19, 2015. 招待講演 

22. Uesugi, M., “Synthetic Molecules for Cell Biology and Cell Therapy”, The 8th Takeda Science Foundation Symposium on PharmaSciences, Center 

for Learning and Innovation Takeda Pharmaceutical Company, Ltd. (Osaka), January 22, 2015. 招待講演 

23. Uesugi, M., “Synthetic Molecules for Eliminating Human Pluripotent Stem Cells”, ACBI 2016 Jakarta Meeting, Jakarta (Indonesia), January 30, 

2016. 招待講演 

24. Uesugi, M., “Synthetic Molecules for Detecting and Eliminating Human Pluripotent Stem Cells”, ABC2016 - 6th Special Meeting on ABC Proteins, 

Innsbruck (Austria), March 9, 2016. 招待講演 

25. Uesugi, M., “Synthetic Molecules for Cell Therapy”, 2016 Queenstown Molecular Biology Meetings in Shanghai, Shanghai (China), March 17, 

2016. 招待講演 

【三尾和弘】 

1. MEMTILY Nassirhadjy, Quick Observation of Tissues in Solution by Atmospheric Scanning Electron Microscopy (ASEM), M&M 2015, 2015/8/3, 
Portland 

2. 佐藤 主税, 電顕単粒子解析法と大気圧走査電顕 ASEM によるタンパク質・細胞・組織の親水環境での構造決定, 日本動物学会第 86

回新潟大会, 2015/9/19, 新潟 

3. 三尾 宗代, Depiction of 3D structure of membrane proteins and assignment of functional subunits using a transmission electron microscopy. 2015 

International Chemical Congress of Pacific Basin Societies, 2015/12/15, Honoluilu, USA 



4. 高屋 潤一郎, Discovery of a potent and selective agonist of TRPA1 and direct observation of its binding to TRPA1 by electron microscopy. 2015 

International Chemical Congress of Pacific Basin Societies, 2015/12/16, Honoluilu, USA 

5. 角田 舞, Structural analysis of hepatitis B surface antigen particles with cryo-electron microscopy, 第 53 回日本生物物理学会年会, 2015/9/13, 

金沢 

6. 三尾 宗代, Observation of dynamics of nuclear lamin using electron microscopy, 第 53 回日本生物物理学会年会, 2015/9/13, 金沢 

7. 三尾和弘 電子顕微鏡を用いた膜タンパク質の構造解析, 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」

公開シンポジウム, 2015 年 6 月 9 日 仙台 

8. 三尾 和弘, 動的構造理解に向けた電子顕微鏡タンパク質構造解析、第 14 回 学融合ビジュアライゼーションシンポジウム、2016/3/18, 

柏の葉 

9. 真嶋 健大, NMR を用いた脂質二重膜中におけるヒト膜タンパク質 C99 の解析, 日本薬学会第 136 年会, 2016/3/28, 横浜 

10. 三尾 和弘, Conformational variation of the peptide permeable channel chaperone revealed by electron microscopy, 2014/5/18, 韓国 済州島  

11. MEMTILY Nassirhadjy, Observation of Tissues in Solution by Atmospheric Scanning Electron Microscope (ASEM),  2014/8/5, Hartford  

12. 三尾 和弘, タンパク質膜輸送を促進する膜タンパク質 SecDF の構造解析, 日本顕微鏡学会 第 70 回記念学術講演会, 2014/5/11, 幕

張   

13. 角田 舞, Molecular basis of conformational dynamics and enzymatical maturation process of nuclear lamin A related to onset of laminopathies, 

第 52 回 日本生物物理学会年会, 2014/9/25, 札幌   

14. 三尾 和弘, Molecular basis of conformational dynamics and enzymatical maturation process of nuclear lamin A related to onset of laminopathies, 

第 37 回日本分子生物学会年会, 2014/11/26, 第 37 回日本分子生物学会年会, 横浜  

15. 依田芽生, 犬ジステンパーウイルスエンベロープタンパク質 H および F の相互作用解析と電子顕微鏡による構造解析, 第 63 回日本

ウイルス学会年会, 2014/11/11, 横浜 

16. 大和田尚, E 型肝炎ウイルス（HEV）は、そのビリオン以外に化学的性質の異なるカプシド蛋白も多量に産生する,  第 63 回日本ウ

イルス学会年会, 2014/11/11, 横浜 

 

 

（3）図書 
A01：分子標的探索と生物学的評価 

【半田宏】 

1. 伊藤拓水・安藤秀樹・半田 宏、科学評論社、血液内科、2011, 62(1), 71-75 

2. 伊藤拓水・半田 宏、社団法人日本生化学会、生化学、2011, 83(1), 60 

3. 伊藤拓水・半田 宏、社団法人日本生化学会、生化学、2011, 83(2), 118 

4. 伊藤拓水・安藤秀樹・半田 宏、国際文献社、化学と生物、2011, 49(12), 819-824 

5. 西尾広介・池田森人・成松宏樹・壺内信吾・郷右近展之・半田 宏、シーエムシー出版、医療分野における材料と機能膜（普及版：

医療用マテリアルと機能膜）、2011, 204-214 

6. Masaaki Kawano, Li Xing, Kit S. Lam, Hiroshi Handa, Tatsuo Miyamura, Susan Barnett, Indresh K. Srivastava, and R. Holland Cheng, John Wiley 

& Sons Inc., Development of Vaccines: From Discovery to Clinical Testing, 2011, 125-140 

7. 畠山 士・半田 宏、シーエムシー出版、ナノ融合による先進バイオデバイス、2011, 8-17 

8. 川野雅章・松井政則・禾 泰壽・半田 宏、埼玉医科大学雑誌, 2012, 39, 9-13 

9. 川野雅章・半田 宏、ニューサイエンス社、メディカル・サイエンス・ダイジェスト、2012, 38(10), 418-419 

10. 西尾広介・坂本 聡・宇賀 均・倉森見典・半田 宏、シーエムシー出版、磁性ビーズのバイオ・環境技術への応用展開《普及版》、
2012, 144-153 

11. 羽生尚広・伊藤拓水・安藤秀樹・山口雄輝・半田 宏、サイエンティスト社、谷本学校 毒性質問箱 第１４号、2012，99-105 

12. 伊藤拓水・安藤秀樹・半田 宏、科学評論社、血液内科、2012, 64(4), 440-445 

13. 伊藤拓水・半田 宏、医師薬出版、医学のあゆみ、2012, 243(6), 503-507 

14. 羽生尚広・伊藤拓水・安藤秀樹・山口雄輝・半田 宏、多摩川精機、多摩川技報、2012, 29(1), 19-23 

15. 半田 宏、羊土社、実験医学、2012, 39(19), 3126-3131 

16. 川野雅章・松井政則・禾 泰壽・半田 宏、埼玉医科大学雑誌、2013, 40, 68 

17. 坂本 聡・半田 宏、日本工業出版、光アライアンス、2013, 64(2), 56-60 

18. 安藤秀樹・伊藤拓水・半田 宏、医薬ジャーナル社、血液フロンティア、2013, 23(9), 1288-1292 
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研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
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研究成果 

 

【当初設定した目標】 

生物から得られる生物活性分子を天然物リガンドと呼ぶ。これは、生体に特異的な作用を及ぼすように進化した分子であり、生物機能

を制御する鍵として働く。我が国では伝統的に、天然物リガンド（天然有機化合物）に関する研究が盛んであるが、ここ数十年は、複雑

構造の決定と精密合成といった構造有機化学的な興味がその中心であった。本新学術領域研究は、天然物リガンド本来の魅力に立ち返り、

成熟期を迎えたといって良い構造有機化学的基盤に、ケミカルバイオロジー、生化学、分子生物学、情報生物学を融合させた「天然物ケ

ミカルバイオロジー」の確立を目指すものである。天然物リガンドは、生体内で標的タンパク質と結合することが知られており、これは

「鍵と鍵穴」の関係にたとえられる。しかし近年、天然物リガンドは、一つの標的タンパク質と結合する「鍵」というよりは、複数の標

的タンパク質と結合する「鍵束」として働くことが分かってきた。「鍵束」であるがゆえの生物活性の複雑さが、天然物リガンドを用いる

基礎研究ならびに応用展開の大きな障害の一つとなっていた。 

本領域では、標的同定とリガンド複合体構造の解析によって、「鍵」構造を迅速に同定することで、「鍵束」を論理的に「分解」し、

生物機能制御のためのツールとして利用するという新しい学理の確立を目指す。「鍵束」の「分解」は、生体系における天然物リガンド

動態の単純化を実現し、また分解」によって得られた「鍵」は、これまで天然物リガンドの基礎ならびに応用研究を阻んできた生物活

性の複雑さを克服する強力なツールとなる。一方で、有機合成化学による「鍵」の構造改変は、自在な活性制御を可能にするであろ

う。 

【目標の達成度】 

A01-A03 班の共同研究による本学術領域の推進により、天然物リガンドが生体内で「鍵束」のように機能し、複数の錠前（受容体）と



相互作用する例が多数明らかになった。これには、天然物化学者と生物学者の共同研究によって、ビーズテクノロジーの天然物への応用

が拡大したこと、ならびに数多くの標的同定法が試みられたためである。 

また、天然物リガンドの立体異性体の利用によって、「鍵束」の標的選択性をチューニングできることが明らかになった。これは、特定

の標的のみに作用する立体異性体リガンドをデザインすることで、天然物リガンドのもつ望む活性のみを残して、副作用を低減できるこ

とを示している。これらの成果は、本領域の目的である「分子標的と活性制御」を高いレベルで達成できたことを示している。以下に A01-

A03 各班の代表的成果を述べる。 

 

【A01】分子標的探索と生物学的評価 

ビーズテクノロジーを中心としたユニークな標的探索法に基づき、多くの天然物リガンドの標的が同定された。半田（計画班）は、ビ

ーズテクノロジーを利用した標的同定に大きな成果を上げた。進行中の研究を含め、10 例に及ぶ標的同定が達成され、天然物リガンド標

的同定におけるその有効性が実証された。例えば、白血病や幹細胞がん由来の種々のがん細胞に対して抗がん活性を示す脂溶性ビタミン

VK2 の作用機構解明（Mol. Pharmacol. 2013, 83, 613）や、サリチル酸の新規標的同定（Mol. Pharmacol. 2013, 83, 824）などが報告された。

特筆すべき成果として、サリドマイドを含む IMiDs の標的タンパク質がセレブロン (CRBN) であることを見出した報告がある（Leukemia, 

2012, 26, 2326; Nature 2015, 523, 167）。これは、CRBN がこれまで知られていた副作用だけでなく、主作用にも関与することを解明した成

果であり、極めてインパクトが大きい。小林（計画班）は、汎用性の高い生物活性物質の標的タンパク質同定法を検討し、低酸素環境選

択的がん細胞増殖物質 furospinosulin-1（ChemBioChem 2016, 17, 181）および、3 種の抗潜在性結核物質 halicyclamine A、agelasine D、trichoderin 

A の標的（ChemBioChem 2014, 15, 117）を、それぞれ同定した。 

西山（公募班）は、タンパク質の膜挿入活性を担う活性本体が、MPIase と名付けた糖脂質であることを明らかにした（Nat. Commun., 

2012, 3, 1260）。また、その標的として分泌タンパク質膜透過装置 Sec YEG を同定した（PNAS, 2013, 110, 9734）。これは酵素活性をもつ糖

脂質の発見であり、画期的な成果である。関水・浜本（公募班）は、薬剤耐性温度感受性酵母を用いる極めてユニークな方法論によって、

新規抗生物質カイコシン E の標的が黄色ブドウ球菌呼吸鎖の補因子であるメナキノンであることを明らかにした（Nat. Chem. Biol. 2015, 

11, 127）。変異の起こりにくい低分子成分を標的とするカイコシン E は、抗生物質の最大の欠点である微生物の薬剤耐性化による無効化

を極めて受けにくいユニークな抗生物質であることが明らかになった。これらの例に見られるように、標的同定は天然物リガンドに重要

な付加価値を与え、新たな応用展開を生み出す端緒となる。 

 

【A02】天然リガンドの探索と合成 

天然物リガンドの合成的供給に留まらず、構造単純化リガンドの開発に成功例が多く見られた。また、新規リガンド探索と標的同定が

直線的に進行する例も見られた。 

天然の発がん促進物質であるアプリシアトキシン（ATX）の構造単純化によって抗がん剤シードの開発を目指す研究は、「鍵束」天然物

リガンドから望まない副作用を除去することで有用物質の開発が可能であることを示す好例である。入江（計画班）は、ATX の骨格を利

用して、既存薬を凌駕する抗がん剤シード開発を目指した。ATX の構造単純化リガンドを系統的に構造修飾した結果、極めて高いがん増

殖抑制活性を示す 10-Me-Aplog-1 を開発した（J. Med. Chem. 2012, 55, 5614）。一方で本化合物は ATX とは異なり、マウス皮膚発がん 2 段

階試験において、ATX の 5 倍量塗布でも発がん促進活性を示さず、有望な新規抗がん剤シードになる可能性が示唆された。本化合物には、

複数の製薬企業が興味を示している。品田（計画班）は、グルタミン酸受容体リガンドであるカイトセファリンをリードとして高活性グ

ルタミン酸受容体サブタイプ選択的リガンドを創製した（Org. Biomol. Chem. 2016, 14, 1206）。カイトセファリンは、グルタミン酸受容体

アゴニストであるが、NMDA 型、AMPA 型のいずれをも活性化する（AMPA/NMDA = 76）。驚くべきことに、カイトセファリンの 7 位立

体化学を反転させた (7S)-カイトセファリンは、著しく高い AMPA 型選択性を示した（AMPA/NMDA = 1700）。これらは、天然物リガンド

の構造改変によって、その標的を変化させ、活性を制御することが可能であることを示す重要な成果である。 

新規リガンドの探索に関しても、興味深い成果があった。井本（計画班）は、がんおよびパーキンソン症の疾患モデル系を始めとする

多様な生物評価系を用いて天然物リガンドの探索とその作用機構解析を行った。その結果、ユニークな標的と作用機構をもつ天然物リガ

ンドが発見された。カルコン類である Xanthohumol（XN）は、オートファジー制御物質として再発見され、その標的は valosin containing 

protein（VCP）であった（ACS Chem. Biol. 2012, 7, 892）。また、アンドロゲン受容体（AR）アンタゴニスト耐性を克服する新規 AR アンタ

ゴニスト Antarlide A を発見した（Angew. Chem. Int. Ed. 2016, 55, 2728）。石橋（計画班）は、細胞内シグナル伝達機構に基づく多様なアッ

セイ系を構築し、Wnt シグナル（Angew. Chem. Int. Ed. 2013, 52, 2486, Org. Biomol. Chem. 2016, 14, 3061）、TRAIL シグナル（J. Nat. Prod. 2012, 

75, 1431）、Hh シグナル（Mol. BioSys, 2013, 9, 1012）、幹細胞維持に関与する bHLH 転写因子（Chem. Sci. 2016, 7, 1514）などに作用する各

種天然物リガンドを発見した。これらのリガンドは、作用機序が明確な天然物リガンドであるため、創薬シードとして、あるいは生化学

試薬として有用である。 

 

【A03】標的探索・合理的分子設計の新方法論 



数多くのユニークな標的同定法が開発され、他の班員に提供されることで、検証実験が行われた。また、分子プローブの合成を容易に

するビルディングブロックの開発など、領域全体の目的推進に資する成果もあった。 

しかし特筆すべきは、天然物リガンドの立体異性体が、標的選択性のチューニングに有用であることが明らかになった点である。天然

物リガンドは「鍵束」のように複数の標的タンパク質と結合する。いくつかの研究成果から、「鍵束」の分解や「親鍵」の構造修飾によっ

て、その標的選択性と活性強度は劇的に変化することが分かってきた。天然物リガンドのもつこの「鍵束」のような複雑な性質は、それ

らのケミカルツールとしての利用を阻んできたが、一方で、その標的選択性を絞り込むことができれば、医薬品としての副作用低減や生

物学ツールとしての有用性向上が期待できる。このため、天然物リガンドの標的選択性をチューニングするためのリガンド設計指針が求

められていた。植物ホルモンミミック コロナチンは、2 種のタンパク質（COI1 と JAZ）間の相互作用（PPI）を誘導する。この際、植物

体内で別々の機能をもつ 12 種の JAZ サブタイプ全てが COI1 と相互作用する。上田（計画班）は、コロナチン立体異性体は、COI1 と 2

種の JAZ サブタイプとの PPI を特異的に誘導するサブタイプ特異的 PPI アゴニストとなることを示した。これは、天然物リガンドの立体

異性体を用いることで、ホモログタンパク質のように配列相同性が極めて高い複数の標的タンパク質間においても、標的選択性のチュー

ニングが可能であることを示した初めての例である。類似した例はテトロドトキシン（西川）やアプリシアトキシン（A02 入江）、カイト

セファリン（A02 品田）などにも見られた。立体異性体は化学合成以外の手法では得ることができないが、標的選択性制御に極めて有用

である。標的選択性をチューニングした天然物リガンドは、基礎ならびに応用研究に有用な強力なケミカルツールとなる。立体異性体を

用いることで、「鍵束」を論理的に「分解」することが可能であることを実証できた点は大きな成果である。今後、in silico ドッキングス

タディの発展に伴い、立体異性体ライブラリーを用いて結合ポケットマッピングを実施し、論理的な分子設計に基づく標的選択性チュー

ニングが可能となるであろう。 

木越（計画班）は、極めて強い抗腫瘍性を示し、抗がん剤のリードとして期待されている海洋天然物アプリロニン A（ApA）の抗腫瘍

性作用機序を解明した。ApA は、アクチンと複合体を形成した後、さらにチューブリンと結合して三者複合体をつくり、チューブリンの

重合を遅延、阻害することで微小管の形成を阻害し、細胞周期を G2/M 期で停止させることでアポトーシスを引き起こす（J. Am. Chem. 

Soc. 2013, 135, 18089）。また、標的タンパク質同定のための新規方法論として、ピレン誘導体を用いる新たな光親和性標識化法を開発した

（Sci. Rep. 2015, 5, 17853）。 

細谷（公募班）は、天然物リガンドのプローブ化のための新しいジアジドビルディングブロックを開発した。また、ジアジドビルデ

ィングブロックを班員の所有する天然物リガンドに容易に導入するためのプロトコール整備を行い、迅速なプローブ化のための方法論

整備に大きく貢献した（J. Am. Chem. Soc. 2014, 136, 13590）。中村（公募班）は、リガンド結合型光触媒を利用したチロシン特異的なタ

ンパク質標識化／ノックダウン反応を開発した（ACS Chem. Biol. 2015, 10, 2633）。外部刺激によって標識化／ノックダウンを制御できる

本法は、極めて有用な戦略であり、今後の展開が期待される。高橋（公募班）は、リガンド構造中の標的と相互作用する部位を NMR を

用いてマッピングする新手法を開発した（Angew. Chem. Int. Ed. 2012, 51, 1362）。今後、X 戦結晶構造解析に依らずリガンド中の結合部

位を特定できる本法は、より複雑な構造をもつ天然物リガンドへの提供例を蓄積していくことで、構造単純化リガンド開発やリガンド

の標的チューニングのための強力な方法論となる可能性がある。 


